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　人骨の出土状況とそれぞれの基本情報は既に記したが（第3章⑷、第4章⑸）、本章では
『Anthropological Science （日本語版）』119巻（2011年）91～124ページを転載することで、その
詳しい分析と考察とする。
　尚、本章で用いる人骨の資料番号KA-1～KA-12は、本報告別章での 1 号人骨～12号人骨に対応す
る。

序　文
栃原岩陰遺跡の発掘史と研究の現状
　栃原岩陰遺跡は、長野県南佐久郡北相木村にある縄文時代草創期末から早期にかけての遺跡である。
1965年に輿水利雄、新村薫両氏によって発見され、第 1 回の発掘が行われて以来、信州大学医学部解
剖学教室を中心として1978年までの14年間に15回にわたって発掘された。 約5.5m の深さの堆積中か
ら多くの文化遺物や動物骨が発掘されている。
　人骨は散乱骨も含めて12体分が発掘された。今回報告するのは、縄文時代早期に属すると考えられ
ているこれらの人骨についてである。これらの人骨が出土した層位は表層から150～180㎝の深さで、
その年代はYoneda et al.（2002）によって放射性炭素年代測定法を用いて新たに分析され、8300BP
から8600BP（未較正）の間、すなわち縄文時代早期とされている。
　この遺跡の概要、あるいは特定の個体の出土状況、人骨形態の概略に関しては散発的に報告されて
きている（鈴木誠1968、1969、鈴木誠・香原1968、小松ほか1970、香原 ほか19、西沢1978・1982、
池田1985;、森本・高橋 1986）。
　しかし、発掘主催者である鈴木誠教授の御逝去 、関係者の転勤などにより人骨についてのまとま
った検討がなされたことはなかった。縄文時代早期の人骨は日本国内でも出土例は少ないので栃原人
骨の研究報告は貴重なものとなるであろう。

日本の縄文時代早期人骨研究の概要
　かつて、縄文時代人は比較的均質な特徴を持っていると認識されていたが、発掘数が増加するにつ
れ、時代差、地域差にも注目が集まるようになった。
　1950年に鈴木尚が縄文時代早期の平坂貝塚人骨を研究し、筋の付着部位などがよく発達しているに
もかかわらず全体として華奢であること、歯の摩耗が特殊であること、など一般的に知られている縄
文時代後晩期の縄文人とは異なる点を指摘した。小片は1962年に縄文時代早期人の出土した上黒岩岩
陰遺跡の研究を報告した。それ以降しばしば縄文時代人の時代差について言及している（1967、1973、
1977、 1981）。
　それらを総合してみると、早前期人は後期人に比して、下顎骨が弱小で、四肢骨、特に上肢骨が小
さく、その傾向は女性より男性で顕著であるという。また、形態的にみても、女性では早前期人は中
・後晩期人とほとんど変わらないが、男性では大きな差があるという。
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　ただし、小片の研究した縄文時代の早前期人は山間部の遺跡から出土した少数のもので、中後晩期
人の大多数は海岸部の貝塚から出土したものであった。山口（1982）、小片の指摘する「華奢」な早
前期人と「頑丈」な中後晩期人との違いは、遺跡の立地条件の差という別の要因も関与している可能
性を示唆した。
　池田（1985、1998）は、 縄文時代人の形態の時代差と地域差とをあわせて検討し、山間部の洞穴
遺跡、あるいは海岸部の貝塚遺跡などの立地条件の違いを考慮することで、早前期人と中後晩期人の
違いが単純に時代的なものではないことを確認し、華奢な早前期人男性の上肢骨が中後晩期にいたっ
て頑丈になった要因を、「食生活の安定とそれに伴う労働強化と大型集落の成立」に結びつけて考え
ている。中橋（2009）は28体が出土した山間部の上黒岩遺跡の縄文時代早期人骨を調査し、華奢な早
期人の特徴を確認している。Kaifu（2010）は縄文時代人の下顎骨の変異について研究し、早期人の
下顎体や下顎枝高が小さいことを指摘している。
　池田（1985）の利用した早前期遺跡は北海道から九州までの30遺跡に上っているが、縄文時代の中
後晩期人骨の出土の多さに比べれば、早前期の人骨は現在でもさほど多く出土しているわけではなく、
しかも保存状態が悪いものが多い。
　本研究では、数少ない縄文時代早期の人骨として栃原岩陰遺跡から発掘された成人人骨を中心に基
本的な形態を記載し、計測結果を示し、この集団に見られる形態的な特徴を明らかにすることを第一
の目的とする。次いで、報告されている縄文時代早期人骨と形態を比較し、早期人骨の特徴とされて
いるものが、広く縄文時代早期人の特徴として共通するものかどうかを再検討し、共通する特徴を抽
出することを第二の目的とする。

資料と方法
　調査した人骨は、長野県南佐久郡北相木村の栃原岩陰 遺跡で行われた1965年以来15回にわたる発
掘調査の際に出土したものである。出土状況については西沢（1978） が詳しい。
　出土した人骨は、散乱状態で出土したものも含めて成人 8 体と乳幼児 4 体である（表 1 ）。成人の
うち 4 体は男性、 4 体は女性である。乳幼児骨4体のうち出生前後の乳児と考えられるものがKA-3と
KA-5、幼児は KA-11（ 3 歳半）と KA-12（ 5 歳半）である。幼児 2 体は、香原ほか（1971）により
落盤で死亡したとされている個体である。保存状態は比較的よいが、頭蓋が完形で全身がほぼ残って
いるものは 1 体 KA-1だけである。
　咬耗や齲蝕により観察可能な歯はごく少数なので、歯の形態に関する記述は省略した。 人骨番号
は発掘時に骨に書かれた番号、あるいはラベルにしたがった。発掘後の整理の段階で一部の番号に混
乱がみられるので、該当する資料の記載部分にその旨を記した。なお、登録番号に付された記号KA
は、出土地域名である「北相木」にちなんでつけられたものである。
　人骨の計測方法は馬場（1991）にしたがった。左右があるものは左側を計測し、左側がないものは
右側を計測した（データを引用した場合も同じ）。身長の推定方法は藤井（1960）の回帰直線方程式
を用いた。藤井の方法を用いて日本人各時代の身長を推定した平本（1972）を参考にするためであり、
また Kouchi（1987）は日本人古人骨の身長推定には藤井の方法が最も正確であることを指摘してい
るからである。他の早前期人骨の身長と比較する際には、後述のように、早前期人は上肢骨が下肢骨
に比べて小さいので、身長に直接関与している大腿骨あるいは脛骨に基づいた推定値のみを用いた。
藤井（1960）の 推定式は、性別、左右を区別して計算しており、今回は、 左右があれば両方を用い
て平均値を算出した。また、大腿骨と脛骨がある場合はそれらすべての最大長を用いて平均値を算出
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した。歯の残存状態は全個体のものを表 2 に示した。なお、歯の順番を示す場合は歯種を I, C, P, M 
の略号で、番号を数字で（例:第 2 切歯はI 2 ）示した。

性別の判定
　一般的に性別判定に用いられる形質を総合的に判断した。骨盤の恥骨部がある個体では、Phenice
（1969）の方法にしたがったが、 2 例で適用できたにすぎない。恥骨部がない場合は大坐骨切痕や耳
状面の高さなどの形質を参考にし（Ubelaker, 1978；Bass, 1987）、さらに前頭骨の眉間部の発達状態、
乳様突起の大きさ、ならびに四肢骨の頑丈さを考慮して判定した。妊娠痕と考えて問題ないほどの大
きな耳状面傍溝の確認できる個体はKA-4とKA-7で、ほかの部位の特徴も合わせて♀と判断した。縄
文時代早期人骨の性別判定は全体的な華奢さによって骨盤以外の形質では判定が難しい場合が多く、
西沢（1978） によって性別が判定されたものと異なった結果になった個体がある（KA-8）。

年齢の判定
　歯の摩耗が進んでおり、また個体数も少ないため集団に応用する方法を用いることはできない。脱
落歯が多いことも年齢推定を難しくしている。四肢骨の骨端が骨幹と癒合を完了しているものが多く、
恥骨結合面も 2 例を除いて残っていない。したがって、壮年、熟年、老年と いった大まかな区分で
しか判定していない。椎骨に著しい加齢変化を示すものなどを総合して判断した。
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表1　栃原岩陰遺跡出土人骨の概要
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年　代
　Yoneda et al.（2002）が放射性炭素を用いて年代の測定を行っており、それに基づいた年代を用い
た。

比較資料
　縄文時代早前期人の特徴を示すものとして小片（1981）の集計結果が使われており、本稿でもそれ
を早期人を含んだ比較資料として用いて、縄文時代人としての位置づけを行った。次いで、同時代の
近隣の良好な資料として、男性では埼玉県の妙音寺洞穴人骨（馬場ほか、1999）が、また、女性では
長野県の北部山間から出土した湯倉洞窟人骨（森本ほか、1986）を比較の資料とした。妙音寺人骨、
湯倉人骨の項目の一部は今回新たに計測・計算した。また、早期人がまとまって出土した例は少ない
ので、比較的例数の多い上黒岩岩陰遺跡人骨（中橋、2009）を比較資料に用いた。比較資料では欠損
値が多い個体も多く偏差折線での分析がむつかしいため、欠損値が少ない個体で偏差折線を作成し、
それ以外の個体は個別に比較している。縄文時代早期人との関係を議論されることのある更新世の港
川人骨（Suzuki,1982）を偏差折線図ならびに図で参考として提示した。
　縄文早前期人骨を記載する際に、小片（1981）は計測値が大きいことを指して「頑丈」、計測値が
小さいことを指して「華奢」と表現した。この考えはおおむね後の研究者に継承されているが、「華
奢」には、全体的な大きさが小さいこと、それぞれの骨の長さが小さいこと、骨が細いこと、骨が薄
いこと、筋肉付着部の発達が弱いことなど多様な状態が包含されており、受け取り方が難しい表現で
ある。この報告の記載、比較では、基本的に、サイズの違いに関しては、頭蓋・四肢骨ともに、大き
い、小さい、長い、短い、という単純な表現をした。骨の構造が薄く、弱い場合、あるいは筋肉の発
達が弱いことが推察される場合には「華奢」と表現し、骨の構造が厚く、強い場合、あるいは筋肉の
発達が強いことが推察される場合には「頑丈」と表現した。ただし、他の人骨との比較考察の際には、
その旨を記して先行研究の用例に準じた場合もある。

結  果
　形態の記載は、頭蓋、歯、体幹骨、上肢骨、下肢骨の順に行い、最初に成人男性 4 体、次いで成人
女性 4 体の記載をし、最後に若齢個体 4 体のごく簡単な記載を行う。それぞれの個体の出土部位の概
要と出土層位、ならびに年代測定の結果を表 1 に、歯の出土状態を表 2 に、頭蓋や四肢骨の計測値を
表 3 ～12に示している。頭蓋がほぼ完全で四肢骨の残りもよく、記載と比較の中心となるKA-1の全
身骨格を図1-1、図1-2、図1-3に示した。

Ⅰ）出土人骨の形態 
１．成人男性人骨の形態
　男性と考えられるのはKA-1、KA-2、KA-8およびKA-9の 4 個体である。どの個体も成人と考えら
れ、KA-1とKA-8は壮年、KA-2とKA-9は熟年と考えられる。
　1 ）KA-１人骨（図1-1～図1-3）

　骨の保存状態はよく、ほぼ全身が出土している。最も保存がよく、顔貌がわかるただ一つの頭蓋で
ある。
頭蓋

　頭蓋最大長186mm、最大幅144mm、バジオン・ブレグマ高140mmは、縄文時代早期人としては大
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きい。頭蓋長幅示数77.4は中頭で、頭長高示数75.3は高頭の下限である。三主縫合は外板、内板とも
開放している。矢状縫合後部とラムダ縫合の走行は複雑で、縫合骨が存在する。側頭骨鱗部の頭頂縁
は縫合のほぼ全域にわたって膨隆しており、多数の縫合骨が見られる。側頭線は比較的明瞭で、前頭
骨部においては鋭い稜を形成し、後方ではラムダ縫合に接近している。頭頂骨後部から後頭骨にかけ
ては左側がやや膨隆し、上面観輪郭は左右非対称である。顔面には非対称性の歪みが認められないの
で、この歪みは土圧の影響ではなく本来のものであろう。後頭骨鱗部は強く後方に張り出している。
上項線の上方には、上項線とほぼ平行に長さ（横径）約 6 cm、幅（矢状径）約1.5cmの溝状の窪みが
存在する（図1-1；2の矢印）。この窪みは、外側では広く浅い窪みとなって、左右のアステリオンに
続く。上項線によって囲まれる項面が狭く、外後頭隆起の突出が極めて弱いので、後頚部の筋肉の発
達は強くはなかったと思われる。ただし、乳様突起はよく発達していて、内外側方向にも厚い。頬骨

図1-1 KA-1♂の頭蓋骨。1：正面観1、2：左側面観、3：後面観、4：上面観、5：上顎歯列、6：下顎歯列。
矢印は後頭部に見られる溝を示している。
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弓は細いが外湾が顕著である。
　側頭骨の下顎窩は、左右共に前方部分が荒れて多孔性となり、関節結節が低い。対応する下顎頭の
関節面も左右ともに荒れて多孔性であり、変形性顎関節症の状態である。
　前面観では、脳頭蓋上部の大きさに比べて、顔面、特に下顎骨は小さい印象を与える。それは、頭
頂結節近くに最大幅計測点があって脳頭蓋上部が外側に張り出しているのに対し、脳頭蓋側壁の幅が
下方ほど減少し、両耳幅が非常に狭いためである。　
　眉間および眉弓は、ほとんど膨隆していない。眼窩上三角は細いが、眼窩上縁の厚みはある。鼻根
部の陥凹は深くないが、鼻骨は隆起し、上部の断面はかまぼこ形である。眼窩は四辺が直線的で横長
の長方形を呈し（眼窩示数82.9の中眼窩）、外側にむかってやや傾斜している。顔高および上顔高は、
一般に縄文人では現代人に比べ低いが、当個体ではさらに低い（109mm、61mm）。頬骨弓幅
（133mm）は現代人とほぼ等しいので、コルマン顔示数は82.0で広顔、コルマン上顔示数は45.9で広
上顔に分類される。
　下顎骨は頭蓋全体の大きさの割に極めて小さい。下顎底は直線的であり、縁隆起が発達し、後方の
後縁結節に続いている。外側隆起は発達し、後縁結節と融合している。下顎体の高さは低く、前方か
ら後方に向かってほとんど変化しない。オトガイ三角は狭く、オトガイ隆起と左右のオトガイ結節の
3 つの隆起が融合し突出している。オトガイ三角の両側に深くえぐれた横方向の溝があり、外側へ続

図1-2 KA-1♂の上肢骨。1：右肩甲骨肋骨面、2：右鎖骨上面、3：左鎖骨上面、4：左肩甲骨肋骨面、5：右橈骨前面、
6：右尺骨前面、7：右上腕骨前面、8：左上腕骨前面、9：左尺骨前面、10：左橈骨前面。
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いて次第に深さを減じてオトガイ孔にまで至る。咬筋粗面と翼突筋粗面のレリーフは強い。下顎枝は
高さの割に幅が広い。下顎枝角は112で縄文人としては小さい。筋突起は発達し、その前縁が前方へ、
また外側方へ向かって張り出している。内側を裏打ちする内突起稜はよく発達している。側頭線の前
頭部が顕著に発達していたことを考えあわせると、側頭筋の前部が強力だったと思われる。
歯

　上顎左大臼歯 3 本は生前に脱落しており、歯槽は閉鎖している。そのため、下顎左大臼歯の咬耗は
進んでいない。上顎右側はP 2 からM 3 にかけて下方に凸に湾曲し、咬合する下顎右側はM 1 から
M 3 にかけて凹に湾曲している（図 2 ）。さらに、上顎大臼歯は外側より内側の摩耗が顕著に進んで
いて、これと咬合する下顎大臼歯は逆に内側よりも外側の摩耗が顕著に進んでいるため咬合面は内側
から外側にかけて斜めになっている。すなわち、上・下顎歯で鈴木（1950）のいう「鞍状摩耗」に似
た状態が形成されている。鈴木（1950）の定義では下顎歯が内外方向に凸になっている状態も含めて
鞍状摩耗と呼んでいるので、本例とは若干の違いがある。
　しかし、鈴木（1950）が定義した平坂人のP 2 とM 1 の咬合面が内外方向に凸になっているのは、

図1-3 KA-1♂の下肢骨。1：右寛骨内面、2：右恥骨前面、3：左寛骨内面、4：左恥骨前面、5：右腓骨内側面、6：右脛骨
前面、7：右大腿骨前面、8：左大腿骨前面、9：左脛骨前面、10：左腓骨内側面、11：右膝蓋骨前面、12：左膝蓋
骨前面、13：右踵骨上面、14：右距骨上面、15：左踵骨上面、16：左距骨上面。
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歯冠エナメル質が全く残っていないためである。
内外的に山型になっている摩耗は歯冠のエナメル
質がすべて失われると出現する現象で咬耗の激し
い縄文時代人の切歯では普通に山型の摩耗が見ら
れる。栃原人骨の場合は下顎の対応歯の内側には
まだ歯冠エナメル質が残っており、山型になって
いない。咬耗が進めば同じ状態になると予測され、
栃原人骨のこの状態を「鞍状摩耗」と呼んでも差
し支えないだろう。下顎右M 3 の歯髄腔は開放し
ている。この歯には通常の咬合面だけでなく頬側
面にも摩耗した面があり方向の異なる2つの面の
磨耗面を持つ（図 3 ）。そのような変則的な磨耗
が起こった機序は次のように推測される。まず、
歯冠が咬合面から2/3ほど失われるまで咬耗が進み、次に歯が舌側に大きく（60°ほど）傾いて、残っ
ていた歯冠の頬側部分が半分ほど失われるまで咬耗が進むとこのような形状になる。本来の歯冠咬合
面および新たに形成された頬側部の磨耗面の境は鋭い稜を形成しており、この歯の傾斜が急激に起こ
ったことを示している。その原因は、下顎右M 2 の歯根嚢胞がM 3 歯槽部に拡大し、M 3 がぐらつい
て急激に傾斜したためと考えられる。歯冠が割れて新たな磨耗面が形成された可能性もある。上顎切
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表2　栃原岩陰遺跡出土人骨の歯の状態

図2 KA-1♂の右臼歯部にみられる数歯にわたる鞍状
磨耗（矢印）。上顎歯がP2からM3にかけて下方
に凸の、一方、下顎歯はM1からM3にかけて下
方に凹の摩耗をしている。
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歯の歯冠歯頚部ならびに歯根歯頚部の唇側には沈着した歯石がわずかに残っており、生前にはこの部
分全面に歯石がついていたことを示している。
　咬耗は、上顎前歯部がBroca（1875）の 2 ～ 3 度、下顎前歯部が 3 度、上下の大臼歯が 3 ～ 4 度で
ある。
体幹骨 

　椎骨は残っているが、完形のものはない。下位頚椎の椎体縁には加齢変化の骨棘が形成されている。
腰椎の椎体にも顕著ではないが骨棘がみられる。また、胸椎の椎体の上下縁は肥厚している。さほど
若い個体ではない。
上肢骨

　鎖骨は細くて短いが、筋や靱帯の付着面は明瞭である。胸骨端はやや多孔性の外観を呈し、関節面
は下面外側へ伸びている。肩甲骨は左右とも関節窩の辺縁にリッピングがみられる。上腕骨は細いが、
結節稜や三角筋粗面などの筋付着部は発達しており、骨体中央部は、外側前方に凸に湾曲している。
滑車後面には左右とも関節症が見られ、右で顕著である。橈骨、尺骨ともに左がやや長く、橈骨頭は
右が大きい。橈骨粗面は内側部が強く張り出しており、左がやや大きい。肘頭には左右とも腱・靱帯
付着部症の痕跡が見られ、右で顕著である。
下肢骨

　寛骨の骨質はしっかりしているが、保存されている部分は少ない。大きさは中程度だが、全体に薄
く、華奢である。腸骨稜結節は前後に二分した突出部を形成し、腸骨の外面で緩やかな臼稜隆起に続
いている。腸骨の内面（腸骨窩）は深い。前縁の腸腰筋溝も深く、股関節を曲げる腸腰筋が発達して
いたと考えられる。大坐骨切痕は鋭角で狭く、男性的である。また、恥骨下枝は平坦で稜を形成して
おらず、下枝そのものは外側に向かって凸で、男性的である。恥骨結合面には、平行隆線はないが、
背側縁に結節状の骨の高まりが 2 つほどあり、下端部も明瞭で、年齢は30代前半の壮年に相当する。
　大腿骨は長さに比してやや細い。殿筋粗面は明瞭だが幅が狭く、殿筋隆起の外側への張り出しは弱
い。左右とも明瞭なアレン頚窩が形成されている。後面の粗線は強く隆起しており、典型的な付け柱
状である。骨体下部では粗線外側唇の突出が目立つ。大腿骨下端の関節面辺縁部や膝蓋骨の関節面辺
縁、ならびに脛骨の上関節面辺縁には軽度のリッピングが見られる。膝蓋骨には、大きくはないが広
筋切痕が存在する。脛骨は前湾がやや強く、骨幹は上端近くまで幅が小さい。後面の鉛直線が発達し

図3　KA-1♂の下顎右第3大臼歯に見られる2つの面を持った摩耗。1：頬側面から、2：前方（近心）のやや上方から。
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表
3　
栃
原
岩
陰
遺
跡
出
土
男
性
人
骨
の
頭
蓋
骨
計
測
値
と
比
較
資
料

ているので、中央付近の断面は菱形で、ヘリチカのⅣ型を示す。遠位関節面前縁は深く陥凹しており、
習慣的に蹲踞姿勢をとっていたと思われる。腓骨は、骨幹の前後径も比較的大きく、前縁、後縁、骨
間縁はいずれも良く発達しているが、樋状腓骨ではない。距骨で、内側蹲踞面が前方に伸展し、森本
（1981）のC型にあたる滑車内側蹲踞面（馬場1970）がみられる。第一中足骨にハリスの線が観察さ
れる（図 4 ）。
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　藤井（1960）の推定式を用いた推定身長（大腿骨と脛骨による平均値）は 162.0cmである。平本
（1972）の報告している縄文人男性の値159.11cm よりやや大きい。

２）KA- ２ 人骨

　保存状態は非常によいが、顔面下半部が失われている。身長がやや高い個体である。
頭蓋

　頭蓋最大長は180mm、最大幅は128mm、頭蓋長幅示数は71.1で、長頭に属する。頭蓋冠の骨は薄
い。外板では矢状縫合が閉鎖しており、内板では矢状縫合とラムダ縫合の大部分が閉鎖している。側
頭線は明瞭で、低く長い。前頭骨部では稜を形成し、後方はラムダ縫合に達している。後頭骨の後方
への突出は弱く、外後頭隆起の突出もない。上項線の直上には、左右アステリオンを結ぶように、弧
状の浅い溝が認められるが、KA-1のように明瞭ではない。乳様突起は比較的大きい。頬骨弓は細い。
顔面は、上顎骨の破損が著しいので、全形はわからない。眉間から眉弓内側部は強く突出しているが、
鼻根部の陥凹は強くない。鼻骨はわずかしか残っていないが、湾曲が強く、かまぼこ形である。眼窩
上三角は幅広く、外側上前方に反り返るように発達している。そのため、眼窩上縁は比較的鋭く、
KA-1より直線的である。上顎歯槽部の前方部分は保存されていて右 I 1 ，I 2 ，C，P 1 と左 I 1，I 2 ，
Cが植立している。右P 2 および左P 1 より遠心の歯槽は閉鎖している。
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　下顎骨は小さい。下顎底近くには広頚筋の走行に沿う多数の稜が顕著で、広頚筋が発達していたこ
とが推測される。咬筋粗面に続く咬筋窩は広く、前方で深い凹みを形成し、外側隆起に至る。内面で
は、翼突筋線の隆起が顕著である。下顎枝は低く、幅広で、筋突起は発達しており、前縁は前方に丸
く突出する。下顎枝角は120°と縄文時代人としては普通である。
歯

　上顎大臼歯部は、生前に失われている。歯の咬耗は、切歯から小臼歯部と、後方の大臼歯部とで全
く異なっている。前方では上下の歯が互いに強く咬耗しているが、後方では下顎大臼歯の咬耗がほと
んど進んでいない。残っている部分では小臼歯は脱落し、歯槽は閉鎖しており、下顎大臼歯の咬耗が
他と比べて極端に少なくエナメル質も残っている（Brocaの 3 ～ 4 度）ので、上顎大臼歯は早期に脱
落していたと推測される。下顎切歯は失われているが、歯槽が残っているので、少なくとも歯根が残
っていた可能性がある。下顎CとP 1 、P 2 は、咬耗が著しく進み（Brocaの 4 ）、歯冠のほとんどが
失われていて、第 2 象牙質が形成されている。これに対して、上顎左右I1、12とCでは歯冠の半分ほ
どが残り、左P 1 は脱落、右P 1 は咬耗が顕著で歯冠のほとんどが摩滅している。上顎犬歯の磨耗は
水平だが、それより遠心の左右P 1 では、歯冠の遠心部が後方の歯頚に向かって斜めに磨耗している。
上顎の 4 本の切歯および左右の犬歯には、数本の明瞭な線状のエナメル質減形成がある。現代人の歯
冠エナメル質の石灰化時期に当てはめると、 2 ～ 4 歳に相当する時期に形成されたものである
（Shour and Massler,1941）。左右とも下顎P 1 は歯髄腔が露出したことにより細菌感染を起こしたと
思われ、膿瘍の痕跡がみられる。
体幹骨

　頚椎の椎体の後縦靱帯が付く後面は多孔性に荒れている。胸椎の椎体の一部に辺縁の肥厚が、また、
腰椎の椎体に骨棘の形成がみられるものがあるが、多くの椎体には骨棘の形成はない。
上肢骨

　鎖骨は骨体が上下に扁平である。筋レリーフは弱いが、三角筋の付着部のレリーフは明瞭である。
上腕骨では大胸筋が付く大結節稜や三角筋の着く三角筋粗面はよく発達している。長さはKA-1とほ
ぼ同じである。尺骨は湾曲が強く、骨間縁がよく発達しているが細い。右橈骨の橈骨粗面は強く張り
出しており、特に内側の輪郭が堤状に盛り上がっていて、粗面の中心部は凹んでいる（左は破損）。
下肢骨

　大坐骨切痕は鋭角で男性的であり、耳状面は腸骨粗面とほぼ同じ面にある。大腿骨は骨頭部が破損
しているが、KA-1との比較から、最大長は438mmと推定された。大腿骨骨幹の前湾は弱く、長さに
比して細い。殿筋粗面はよく発達しており、殿筋隆起が外側に張り出しているため、大腿上部の幅は
広く、前後に扁平である（扁平示数65.2で超扁平大腿骨に属す）。アレン頚窩は左右とも顕著で境界
は明瞭である。後面の粗線は右大腿骨でやや発達しているものの、左右とも付け柱状ではない。脛骨
後面の鉛直線は発達しており、断面は菱形でヘリチカのⅣ型を示す。遠位関節面前縁は深く陥凹して
おり、蹲踞姿勢を習慣的にとっていたことが推測される。腓骨は頑丈で、前縁、後縁、骨間縁ともに
良く発達しており、樋状腓骨である。左腓骨の上部1/4程度の部分に、骨折治癒によると思われる肥
厚した部分が見られる。膝蓋骨関節面の周囲のリッピングは軽微である。広筋切痕は存在するがごく
弱い。距骨には滑車内側蹲踞面が伸展している森本（1981）のC型の蹲踞面があり、さらに外側には
頚粗面も存在する。中足骨にハリスの線と思われるものが観察される（図 4 ）。
　藤井（1960）の推定式による推定身長（大腿骨と脛骨による平均値）は163.0cm となる。この値は
縄文時代男 性の平均値（159.11cm：平本、1972）よりもかなり大きい。
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３）KA-８ 人骨 

　頭蓋では下顎枝のない下顎骨、上肢骨の一
部、および下肢骨が出土している。骨の保存
状態はよい。
頭蓋

　下顎骨は、左右ともM 2 より後の下顎体か
ら下顎枝の部分が失われている。下顎体は全
体的に薄く小さい。オトガイ隆起は下顎底に
近い位置で小さく突出している。オトガイ結
節が左右に離れて緩い隆起を形成している。
その結果、オトガイ三角は通常の三角形では
なく、下顎底に沿う隆起になっている。この
隆起の直上でオトガイ隆起の外側には、KA-1でみられたような溝が存在する（図 5 ）。幅（上下径）
4 mm、長さ（横径）15mm、深さ 3 mmほどで、オトガイ孔に向かっている。溝の上縁および下縁の
境界は明瞭で、上縁は鋭い稜をなしている。この部分は表情筋の付着部であるが、幼児骨である
KA-11の下顎にも同様の特徴がみられることから、表情筋以外の何らかの成因、あるいは遺伝的な影
響があると思われる。この溝の浅いものは平坂人骨（鈴木1950）にも認められる。
歯

　下顎の右が 3 本（P 2 、M 1 、M 2 ）、左は 4 本（12、C、Pl、P 2 ）の歯が残っている。咬耗は右
M 2 がBroca（1875）の 2 度、右P 2 が 1 度、左P 1 、P 2 が 3 度で、左I 2 が 4 度である。右P 1 から
左I 1 までの前歯部と、左大臼歯 2 本は生前に失われ、歯槽が閉鎖している。左M 3 の歯槽がわずか
に残っている。右M 1 、M 2 の頬側面には歯冠から歯頚部にかけて大きな齲蝕があり、とくにM 1 で
は歯冠の大半が失われている。右ではP 2 もM 2 も咬耗が少なく、象牙質の露出はないが、左の小臼
歯は咬耗が進み、象牙質が露出している。左I 2 は歯根しか残っておらず、その歯根には斜めに、つ
まり、植立した位置ではほぼ垂直な摩耗面が形成されている（図 5 ）。歯根にある咬耗は臼歯の咬合
面よりもかなり低い。ふつうの咬合状態では上顎歯は下顎I 2 の歯根には接触できないので、少なく
とも左側歯列では上・下顎歯の脱落など正常な咬合が失われていたと推測される。

図4 栃原人骨にみられるハリスの線（矢印）。左：KA-4♀左右脛骨遠位部前面観（左脛骨のハリスの線は薄い）、
中央：KA-7♀の足の第1中足骨、右：KA-8♀の足の第1中足骨。

図5　KA-8♀の下顎にみられる溝（矢印）。成因は不明である。
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体幹骨

　わずかな肋骨と頚椎 1 点、尾椎 1 点、ならびに椎骨の棘突起が 1 点残っているだけである。
上肢骨

　僧帽筋付着部と、三角筋および鎖骨下筋付着部の間に稜が形成され、この部位の垂直径は他の個体
と比べて大きい。上腕骨は右の遠位部だけが残っている。骨幹は細いが、外側上顆の発達が良好で、
関節部は大きい。橈骨は細くて直線的で短い。尺骨の骨間縁の発達は弱い。茎状突起は大きいが形が
不整で、先端部には小さな骨棘がある。
下肢骨

　寛骨の大坐骨切痕は直角に近いが、耳状面は高くない。恥骨下肢は太く男性的な曲線である。　
　大腿骨の骨幹は細い。顕著なアレン頚窩が形成されている。殿筋隆起は外側に張り出しているため、
骨幹上部の扁平性はやや強い（扁平示数75.8）。後面の粗線の発達は強くない。左膝蓋骨の内側関節
面に長径10mm、短径5mm程度の楕円形のわずかに凹んで荒れた異常面が観察される。外側の広筋切
痕は広く、深い。
　脛骨の骨幹の幅は小さいが、鉛直線は顕著で、後面の中央付近の断面は菱形でヘリチカのⅣ型を示
す。遠位関節面前縁は左右ともに深く陥凹し、距骨頚部の対応する部分に頚結節が見られる。腓骨は
細い。距骨には滑車内側蹲踞面が前方に伸展する森本（1981）のC型蹲踞面がある。左の距骨は外側
の関節面がかなり前方まで伸展している。中足骨にハリスの線が観察される。
　藤井（1960）の推定式で計算した推定身長（大腿骨と脛骨による平均値）は148.4cmとなり、平本
（1972）の報告している縄文時代男性の平均値159.11cmより11cmほども小さい。

４）KA-９ 人骨

　顔面の大部分が失われた頭蓋と、わずかな四肢骨だけが出土している。変則的な磨耗を示す個体で
ある。寛骨は出土しておらず、総合的に判定して男性とした。
頭蓋

　頭蓋最大長170mm、大幅135mmは、どちらも縄文時代早期人としてはかなり小さく、頭蓋長幅示
数79.4は、短頭に近い中頭に属する。耳ブレグマ高125mmは縄文時代人としてはかなり大きい。頭蓋
冠の骨は薄い。
　正中近くの頭頂骨には、指先大の窪みが数多く存在し、外傷性病変の可能性がある。後頭骨鱗部は
湾曲が弱く、外後頭隆起も発達しない。側頭線の発達は弱いが、後方はラムダ縫合に達している。乳
様突起は幅広く発達し、さらに乳突部全体が基部から大きく側方に張り出している。眼窩上三角は外
側に突出するとともに、前上方に反り返っている。その結果、眼窩上縁は直線的である。左右の下顎
窩前半部には軽度の関節症病変が認められる。右下顎頭は健全である（左下顎頭は欠損）。
　下顎骨は小さいが、下顎体が非常に厚い印象である。それは、下顎体下部と下顎底に対して、歯列
を支えている歯槽部全体（下顎体上部）が舌側に変位しているためである。左右の小臼歯部内側に軽
度の下顎隆起がみられる。オトガイ隆起は発達しているが、左右のオトガイ結節は発達していない。
下顎底前部が下方に凸に湾曲し、さらに広いオトガイ下切痕があるので、軽度のロッカージョウに見
えるが、外側結節から後方の下顎底が直線的なので、実際にはスウィングしない。
　歯は少数しか植立していないので、歯槽部は全体的に退縮が進んでいる。右P 2 、M 1 は、内側か
ら外側に斜めに摩耗し、咬耗が歯根にまで及んでいる。下顎枝は低く、筋突起はKA-2と同様に前方
へ張り出している。咬筋窩は狭く、レリーフは弱い。同様に、翼突筋粗面のレリーフも弱い。下顎枝
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角はやや大きい。
歯

　残存している歯は、どれも咬耗が顕著で、歯冠
は歯頚部近くまで失われている。上下顎とも、小
臼歯の咬耗は Broca（1875）の 4 度、大臼歯の咬
耗度は 3 ～ 4 度である。上顎左の小臼歯は、外側
から内側にかけての山型の磨耗 を示す（図 6 ）。
上顎左M 1 は、一般的咬耗とは逆に外側の磨耗が
強い。下顎では多くの歯が生前に脱落している。
下顎右P 2 ・M 1 は歯冠の外側が顕著に磨耗して
いている。鞍状摩耗を呈する平坂人骨（鈴木
1950）と似た咬耗である。上顎左P 2 、M 1 の根
尖部と下顎左M 2 の頬側根尖 部に膿瘍の痕跡が
ある。
上肢骨 

　両端の欠けた左鎖骨と胸椎片だけである。鎖骨
は細い。

２．成人女性人骨の形態
　女性人骨はKA-4、KA-6、KA-7、KA-10の 4 体である。顔面上部と脳頭蓋があるのはKA-4、KA-7
の 2 体で、KA-6とKA-10は頭蓋を欠く。KA-4とKA-10は壮年～熟年、KA-7は壮年、KA-6は成人と推
測される。
１）KA-４ 人骨

　保存状態はよいが、顔面部の一部は失われている。特殊な歯の摩耗を示す個体である。
頭蓋

　頭蓋最大長は184mm、最大幅は129mmで、頭蓋長幅示数は70.1となり、過長頭に近い長頭に属す
る。縫合は、外板では解放しており、内板では矢状縫合とラムダ縫合が半分ほど閉鎖している。前頭
骨 中 央 か ら 後 頭 骨 に か け て 、 幅 3 c m か ら 8 c m ほ ど の 範 囲 の 骨 表 面 に 多 孔 性 の 変 性
（porotichyperostosis）が見られる（図 7 ）。側頭線より下方の側頭筋が覆っている部分には、変性
は見られない。
　前頭骨部分では病変部がわずかに膨隆し、孔がやや大きい。左頭頂骨の後頭角付近に外傷の治癒に
よるものと思われる凹みが見られる。側頭線は明瞭で、前方では稜を形成し、後方はラムダ縫合の直
前に至る。後頭骨の湾曲は小さい。外後頭隆起は中程度の発達で、その直上には、KA-1にみられた
左右アステリオンを結ぶ弧状の浅い窪みがある。乳様突起は小さい。眉間や眉弓の発達は弱く、鼻根
は窪まない。鼻骨は湾曲が弱く、眉間から鼻骨に至る部分は、縄文時代人としては例外的に平坦であ
る。眼窩上縁は直線的である。
　下顎骨は比較的大きく、下顎長（75mm）は早期人女性としてはもっとも大きな部類に入る。下顎
底はほぼ平らで、浅い角前切痕がある。オトガイ隆起は強く突出するが、左右のオトガイ結節は発達
していない。咬筋粗面のレリーフは明瞭であり、内側の翼突筋粗面にも顕著な凹凸が見られる。下顎
枝は低いが幅は広く、KA-1やKA-2♀の下顎骨ほどではないが筋突起の前縁が前方に張り出している。

図6 KA-9♂上顎小臼歯にみられる頬舌方向の山型の磨
耗。上顎の小臼歯（P1、P2）は典型的な山型摩耗
である。この個体の場合、M1は頬側に、M2は頬
側と舌側に、M3は咬合面にエナメル質が残ってい
て、M1の摩耗は、舌側の方の摩耗が進んでいる鞍
状摩耗の減り方とは逆である。大臼歯でもさらに摩
耗が進み、頬側と舌側の両方のエナメル質が失われ
ると山型摩耗に変わるものと思われる。
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下顎頭は左右ともやや変形し多孔性の部分がある。顎関節症による変化であろう。右P 1 から左P 2
までの前歯部では、歯が生前に脱落し、歯槽が吸収されている。左M 2 歯槽は退縮し膿瘍の痕跡があ
る。
歯

　上顎では、切歯・犬歯の咬耗はBroca（1875）の 4 度である。左小臼歯は歯冠が失われている。下
顎では、大臼歯の咬耗は 3 度で、小臼歯はやはり歯冠が失われている。歯槽骨が残っている部分では、
上顎で 4 本、下顎で 7 本が生前に脱落している。上顎大臼歯部は左右とも失われているが、これらと
咬み合う下顎大臼歯（特に右）の咬耗が少ないことから、上顎大臼歯は生前に脱落していた可能性が
高い。
　上顎切歯・犬歯は、外側の面が下から上に向かって斜めに磨耗している（図 8 ）。左右犬歯は、さ
らに側方の面も摩耗していて槍状に細くとがっている。これらの歯にはすべて第2象牙質が形成され
ている。
　下顎切歯は生前に脱落している。I4型の抜歯であるかどうかは不明であるが、他の個体に同様の欠
損はないので、風習的抜歯とは考えにくい。上顎左P 2 と下顎右P 2 は90度ねじれて植立している。
体幹骨

　頚椎には全体にリッピングが顕著である。環椎と軸椎の関節面（環軸関節）の辺縁には顕著なリッ
ピングがみられる。軸椎の歯突起前面は関節が多孔性に荒れており、環軸関節の左側は骨同士が直接
接していた痕跡があり、変形性関節症である。
　軸椎と下位の第 3 頚椎との間、第 3 と第 4 頚椎の間の関節面はそれぞれ癒合していたと思われるの
で、上位頚椎は癒合して可動性がなかったと思われる。また、胸椎の椎体にも軽度のリッピングが、
また腰椎の椎体には顕著なリッピングが見られるので、この個体はかなりの高齢であろう。
上肢骨

　鎖骨は細く、短い。胸骨との関節面は左右とも骨増殖が見られ表面は荒れている。左右ともに

図7 KA-4♀の頭蓋冠にみられる病変。上方が前方。前
頭骨から後頭骨鱗部に書けて多数の小孔（porotic 
hyperostosis）が観察される。

図8 KA-4♀の上顎前歯部の摩耗。上方に向かって舌側
（内側）から唇側（外側）に傾斜をしており，犬歯
は鋭く尖っている。いずれも第2象牙質が形成され
ておりゆっくりした摩耗によることがわかる。
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KA-1同様に関節面が下方外側へ伸びているが、左で顕著である。肩甲骨の関節窩の上部辺縁には軽
度の骨増殖がみられる。左関節窩の内側半は上下方向に浅くえぐれており、外側部とは高さが異なる。
　上腕骨の最大長はKA-1やKA-2に比べるとやや短いが、骨体はやや太い。大胸筋の付着部（大結節
稜）は明瞭で、三角筋粗面もやや発達している。三角筋粗面は右側がやや大きい。外側上顆部は多孔
性に荒れており、小さな骨棘の形成など骨増殖がある。橈骨の橈骨粗面後縁は強く張り出し、結節上
には腱・靱帯付着部症によると思われる不整な形状の骨増殖が見られる。
下肢骨

　寛骨（右）では、妊娠痕とされる耳状面傍溝が大きくえぐれている。大坐骨切痕は直角に近く、腸
骨粗面に対して耳状面も高い。これらは女性的な特徴である。
　大腿骨では、殿筋粗面が発達しており、右側がより発達している。後面の粗線は、付け柱状によく
発達している。特に、外側唇の発達が強く、大腿骨の外側顆に向かって明瞭な稜が形成されている。
　脛骨は骨幹の幅が非常に小さい。後面の鉛直線も発達が悪く中央付近に達していない。そのため、
断面は三角形で、ヘリチカのI型ないしH型を示す。遠位関節面前縁は深く陥凹する。この脛骨の遠
位部、ならびに中足骨にハリスの線が観察される（図 4 ）。
　腓骨は男性個体と比較すると細いが樋状腓骨であり、断面は丁字型である。膝蓋骨は最大高と比べ
最大幅が大きく、広筋切痕も顕著である。距骨には滑車内側蹲踞面が前方に伸展している森本
（1981）のC型の蹲踞面がある。
　藤井（1960）の推定式に基づいた推定身長（大腿骨と臑骨による平均値）は156.8cmで、平本
（1972）の報告している縄文時代女性の平均値148.05cmよりかなり大きい。

２）KA-６ 人骨

　下肢骨4点、および左右の寛骨、数点の手根骨と指骨が出土している。
下肢骨

　寛骨（本来の記載はKA-2だが、出土状況図からはKA-6と考えられる）の大坐骨切痕は直角に近い。
耳状面は腸骨粗面に対してやや高く、耳状面の前には妊娠痕と考えられる軽度だが幅の広い耳状面傍
溝がある。大腿骨はやや細めである。殿筋粗面の発達は弱く、骨幹上部の扁平度も低い。後面の粗線
は、付け柱状に発達している。特に、外側唇がよく発達しており、大腿骨の外側顆に向かって明瞭な
稜が形成されている。遠位関節面では、顆間窩辺縁（右）や膝蓋面上縁（左）の肥厚がみられる。
脛骨（左）の骨幹の幅は他の個体同様に小さい。後面の鉛直線は明瞭であるため、中央付近の断面は
四角形でヘリチカのⅣ型を示す。腓骨（右）は細い。中足骨には、ハリスの線が観察される。

３）KA-７人骨

　保存状態はよいが、顔面や、大腿骨は失われている。比較的若い個体にもかかわらず、生前に脱落
した歯が多い。
頭蓋

　頭蓋最大長は188mmで、縄文時代早期人としてはもっとも大きな部類に属する。最大幅は131mm
で、頭蓋長幅示数は69.7となり、過長頭に属する。主要三縫合は内板、外板ともに全て開存している。
前額部の立ち上がりは垂直に近い。側頭線は前頭骨では稜を形成し、後方ではラムダ縫合に近接して
いる。乳様突起は小さく、乳突上稜、耳道上稜ともに発達は弱い。左外耳道には開口部の縁全体がす
ぼまったような骨増殖がみられる。外耳道骨腫の一種であろう（図 9 ）。　
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　後頭骨鱗部はやや後方に張り出している。
外後頭隆起の発達は弱い（BrocaのⅡ型）。
その直上では、幅 2 cm、長さ 8 cmほどの浅
い弧状の溝が観察される。眉間および眉弓は
緩やかな連続した膨隆部を形成している。鼻
根は窪みが弱く、鼻骨の湾曲も弱いため、全
体に平坦である。
　上顎骨は口蓋のみ残っているが、大部分の
歯が生前に脱落したために歯槽部が退縮して
いる。
　下顎骨は小さい。右側は犬歯部より後方が
失われている。歯槽の吸収が著しく、左P 2
～M 2 部分は下顎体が低い。左右の切歯および犬歯、そして左Plは根尖のみで植立している。下顎枝
は非常に低いが、幅は広く、筋突起の前縁は他の個体と同様に前方に向かって強く張り出している。
歯

　大部分の歯が生前に脱落して歯槽が閉鎖しているが、残っている歯の咬耗の度合いは著しく異なる。
上顎右M 2 、M 3 、上顎左M 1 、下顎左M 3 では、咬合面のエナメル質が大部分残っている（咬耗は
Brocaの 2 度）。しかし、下顎左右犬歯では、歯冠が失われるほど咬耗が進行している（咬耗は 4
度）。このような状態は、通常の咀嚼によるものとは考えられない。
　上顎右M 2 は齲蝕で舌側半が失われ、右M 3 の近心歯頚部には齲蝕がある。
体幹骨

　残存する頚椎の関節や腰椎の椎体に顕著なリッピングがみられる。
上肢骨

　鎖骨は短く、細い。右胸骨端の中央部にKA-4♀と同様に、多数の孔があいている。骨幹中央部は
薄くはないが、大胸筋レリーフは目立たない。
　肩甲骨の左右の関節窩面の下方1/3付近に幅 5 mm、長さ 1 cmほどの浅いくぼみがある。上腕骨頭
にはこれに対応する構造はみられない。上腕骨の最大長はKA-4♀と比べても大差ないが、骨端の大
きさ、骨幹の太さともに小さく、細く、直線的である。
　橈骨は細く、骨幹は直線的で外側への湾曲は小さい。橈骨粗面は強く張り出している。
下肢骨

　大腿骨は残っていない。脛骨は骨幹の幅が小さい。骨間縁はよく発達し、腓骨切痕に至るまで明瞭
な稜を形成している。後面の鉛直線は発達していないので、中央付近の断面は正三角形に近く、ヘリ
チカのⅠ型である。左遠位関節面前縁は深く陥凹しており、その上部に長径10mm、短径 7 mm程度
の横長の紡錘形の面が形成されている。これに対応して距骨にも頚結節が形成されている。
　蹲踞面は、森本（1981）のC型で、滑車内側蹲踞面が伸展している。膝蓋骨は右では関節面内側下
縁、左では外側下縁にリッピングが見られる。広筋切痕は左右ともに存在するが、上外側面が平らに
なっている程度で切れ込みは浅い。
　藤井の式を用いて脛骨を用いた推定身長は155.5cmであり、平本（1972）の報告している縄文時代
女性の平均値148.05cmよりかなり大きい。

図9 KA-7♀にみられる外耳道の病変。周囲の骨増殖により
外耳孔が狭くなっている。
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４） KA-10 人骨

　頭蓋では下顎骨のみが残っており、一部の椎骨、上肢骨（左右の肩甲骨片、鎖骨、上腕骨、橈骨と
尺骨遠位部）、肋骨片、指骨が残っている。下肢骨では膝蓋骨以外は失われている。
頭蓋

　下顎骨は小さめだが、下顎体は厚く、頑丈である。とくにM 1 ～M 2 の部分の下顎体が、左右とも
に、後縁結節を取り込んで強く外側に張り出している。
　下顎底部は、ほぼ水平である。オトガイ隆起は発達しているが、左右のオトガイ結節はほとんど隆
起しない。下顎枝は低いが、幅は広く、筋突起の前縁が前方に強く突出している。外面の咬筋粗面は
平坦だが、前方では後縁結節が隆起するので段差が着いている。内面の翼突筋粗面の筋レリーフは明
瞭である。
歯

　下顎左P 1 ・P 2 とM 1 が生前に脱落して歯槽が閉鎖している。M 3 は左右ともに齲蝕のため歯冠
エナメル質はない。
　前方の歯はどれも歯頚部付近までほぼ水平に磨耗しているが、右P 1 からM 1 にかけて外側に傾い
た咬耗があり鞍状摩耗に似た状態である。左M 2 には前方に傾いた咬耗があるが、左側の小臼歯は生
前に脱落していて鞍状摩耗であったかどうかは不明である。左M 2 の歯頚部遠心に齲蝕がある。
　咬耗は切歯から犬歯がBroca（1875）の 3 度、右の犬歯から小臼歯が 4 度、右第 1 大臼歯と左第に
大臼歯が 4 度である。
体幹骨

　頚椎の椎体には軽度の、また腰椎体には顕著なリッピングがみられ、若い個体ではなかったことを
示している。
上肢骨

　鎖骨の骨幹は細く、肩峰端も小さい。左側の胸骨端は、関節面が崩壊し、多孔性の外観をしている。
関節面の前縁は肥厚して張り出している。
　肩甲骨の関節窩辺縁部はやや骨増殖している。上腕骨は非常に細い。橈骨は、右側がやや長い。橈
骨頭は、右の関節環状面の外周下縁が肥厚して下垂するように関節面が延長している。左橈骨でも、
軽度だが関節面の下垂が見られる。
下肢骨

　膝蓋骨の関節面の外周にはリッピングがみられ、特に下内側で顕著である。上外側面はほぼ直線的
な広筋切痕になっている。

３．若齢個体
　 4 体が出土している。保存状態はどれも良好である。いずれも若齢のため性別は判定できない。
１）KA-３人骨

　ほぼ全身の骨が残っており、保存状態はおおむね良好である。歯の形成段階ではおよそ胎齢 7 ヶ月
～出生前後（Ubelaker,1978）である。また、上腕骨骨幹の長さ（58.5mm）は胎齢36～38週程度、脛
骨骨幹の長さ（48.5mm）は胎齢38週程度であると推測される。したがって、この個体の年齢は本来
の出生時期のやや前であると推定される。
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２）KA-５ 人骨

　熟年男性の頭蓋のみであるとされたKA-9に新生児骨が混在しており、これが KA-5に当たるものと
考えられ る。保存状態は良好である。大腿骨骨幹の長さ（73.0 mm）、脛骨骨幹の長さ（64.0mm）、
橈骨骨幹の長さ（58.5mm）および尺骨骨幹の長さ（52.0mm）から推測すると、胎齢 40 週程度と考
えられる。出生前後の個体であると推 定される。

３）KA-11 人骨

　保存のよい、幼児の骨格である。長骨の長さから 3 歳半程度と推測されている。香原ほか（1971）
が、落盤で死亡したと報告している個体である。

４）KA-12 人骨

　保存のよい、幼児の骨格である。長骨の長さから 5 歳半程度と推測されている。この個体も、香原
ほか（1971）が、落盤で死亡したと報告している個体である。

Ⅱ）栃原人骨と他の縄文時代早期人骨との比較
　縄文時代早期人骨として最初に詳細に研究されたのは、平坂貝塚人骨である。顔面部が失われてい
るが、下顎骨などの形態から、鈴木（1950）は咀嚼筋を含めた筋の付着部の発達は強いが、「全骨格
は概して華奢である」と述べている。その後の小片（1981）や山口（1982）、あるいは池田（1985）
の研究などで明らかにされた早前期人に共通する特徴は次のように要約できる。
　1 ）頭蓋が華奢である。
　2 ）顔面頭蓋が低い。
　3 ）左右の眼窩上縁は直線的に連なる。
　4 ）下顎長が小さく、下顎枝高は低いが筋突起は前方に張り出す。
　5 ）下肢骨と比べて特に上肢骨が華奢である。
　6 ）大腿骨は粗線の発達がよく、柱状大腿骨である。
　7 ）早期人は必ずしも低身長ではない。

図10 頭蓋骨の正面観の比較。1：縄文時代晩期吉胡貝塚人骨（SZ04）、2：栃原岩陰人骨（縄文早期）KA-1、3：妙音寺遺
跡人骨（縄文早期）、4：港川1号人骨（更新世）。前面観では咀嚼器官が小さいため早期人は華奢に見える。港川1号は
Kaifuet al.（2011）のCTデータに基づく新たな復元画像で、下顎骨の幅が修正されている。
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　8 ）下顎歯には特殊な磨耗がある（いわゆる鞍状摩耗）。
　ここで述べている「華奢」とは、構造が弱いという意味ではなく、おもにサイズが小さい、あるい
は特に四肢骨の場合は細いという意味である。栃原人骨は、これらの特徴をあわせ持っており、典型
的な縄文時代早期人であるといえる（図10、11）。
　栃原人骨が早期時代人の特徴を示しているかどうかを偏差折線を利用して比較するとともに、それ
以外の形質についても検討した。比較資料は小片（1981）の示した縄文時代早前期人の平均値、並び
に中後晩期人の平均値、ならびに全身に近い骨格が出土し頭蓋が完形に近い個体が出土した縄文早期
人骨の妙音寺洞窟人骨、湯倉洞窟人骨、上黒岩岩陰遺跡人骨と比較した。頭蓋が不完全な個体は、偏
差折線によらずに比較した（大谷寺岩陰遺跡人骨♂、城ノ台南貝塚人骨♂、平坂遺跡人骨♂、磯山城
遺跡人骨 2 号♂、夫婦岩遺跡人骨♂）。

１．縄文時代早前期人、中後晩期人との
比較（小片1981）（図12～15）

　栃原KA-1は、縄文時代早前期人の平均値
と比べると、頭蓋最大長、水平周や横弧長が
やや大きく頭蓋冠の大きさは中後晩期人を上
回っている。逆に両耳幅、頬骨弓幅、鼻幅、
下顎骨の関節突起幅、下顎角幅、下顎枝角は
著しく小さい。縄文時代中後晩期人と比べる
と、栃原KA-1は顔面は低く、鼻幅も小さく、
特に下顎骨は全体に小さく、頬骨弓幅や両耳
幅が小さい。どちらかといえば小片（1981）
の示した縄文時代早前期人と中後晩期人の方
がよく似た偏差折線のパターンを示している。
早期人といえども日本全体が似ているわけで
はなく、個々の形質はかなり変異があるとい
うことである。
　上肢骨は小片（1981）の示す早前期人とほ
とんど同じパターンを示しているが、鎖骨の
長さや太さは栃原人骨KA-1の方が小さい。
中後晩期人と比べると偏差折線のパターンは

図11 頭蓋骨側面観の比較。1：縄文時代晩期吉胡貝塚人骨（SZ04）、2：栃原岩陰人骨（縄文早期）KA-1、3：妙音寺遺跡
人骨（縄文早期）、4：港川1号人骨（更新世）。他の縄文人骨との差は小さいが，早期人の下顎枝の頑丈さが目立つ。

図12 KA-1♂と縄文時代早前期人（平均値）、および中後晩期人
♂（平均値）の頭蓋骨との比較。Mは現代関東人男性の平
均値。縄文時代早前期人。中後晩期人のデータは図16まで
小片（1981）による。
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似ているものの、長さを除き、KA-1の方が著し
く小さい値を示している。
　下肢骨では栄養孔位でも中央位でも脛骨の扁平
性はKA-1の方が顕著である。KA-1、KA-2ともに
下肢骨の偏差折線のパターンは中後晩期人のパタ
ーンと似ている。
　一方、頭蓋KA-4♀を縄文時代早前期人と比べ
ると、頭蓋最大幅と両耳幅で栃原KA-4♀が著し
く小さいものの、それ以外はよく似た偏差折線の
パターンを示している。中後晩期人と比べると全
体的に栃原KA-4♀の方が小さい。
　小片（1981）は縄文時代早期人骨の特徴を「早
期人はきゃしゃで性別の判定も困難なほどであ
る」と述べており、形態は顔面が低く、眼窩上縁
は直線的で、歯の摩耗は著しく強度、大腿骨は柱
状大腿骨であるが周径は小さいものが多いとして
いる。栃原KA-1は眼窩も低く、歯の摩耗は強度で、大腿骨の柱状性が見られる点で早期人としての
特徴を持っているといえ、眼窩上縁の直線性も後晩期人ほど傾いていない。

２．妙音寺洞穴人骨（埼玉県縄文時代早期）との比較（図16～18）
　栃原岩陰遺跡から山ひとつ越えた埼玉県の妙音寺洞穴遺跡から出土した同じ早期の男性人骨と栃原
KA-1♂を比較すると、頭蓋最大長は栃原人骨KA-1がやや大きく、脳頭蓋全体は栃原KA-1がやや大き

図13 KA-1♂と縄文時代早前期人（平均値）、および
中後晩期人♂（平均値）の上肢骨との比較。M
は現代関東人男性の平均値。

図14 KA-1♂、KA-2♂と縄文時代早前期人♂（平均
値）、および中後晩期人♂（平均値）の下肢骨と
の比較。Mは現代関東人男性の平均値。

図15 KA-4♀と縄文時代早前期人♀（平均値）、および
中後晩期人♀（平均値）の頭蓋骨との比較。Mは
現代関東人女性の平均値。
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い。最小前頭幅、顔高はほぼ同じ大きさであり現
代関東人よりもかなり低顔である。顔長や両耳幅
は妙音寺洞穴人骨の方がやや大きい。
　下顎骨では、下顎枝高以外の下顎角幅や関節突
起幅などはKA-1の方が小さい。つまり、妙音寺
洞穴人骨と比べると咀嚼に関係した部分は栃原
KA-1の方が小さいことになる（いわゆる華奢に
あたる）が、偏差折線のパターンは似ている。
　上肢骨では、栃原KA-1は鎖骨の長さは妙音寺
洞穴人よりやや小さいが、上腕骨や橈骨、尺骨は
やや長い。下肢骨では、大腿骨や脛骨の長さは栃原KA-1♂、KA-2♂ともにやや栃原人骨の方が長く、
臑骨の扁平性は栃原人骨が顕著である。
　四肢骨全体では、栃原KA-1♂の方が妙音寺洞穴人骨より身長が高いので長さは異なるが、偏差折
線のパターンはよく似ており、どちらも現代関東人との差は下肢骨より上肢骨の方が大きい。栃原
KA-1♂が下顎骨は華奢であったが、四肢骨ではむしろ妙音寺人骨よりも中央周などが大きく、両者
の違いが示される。

図16 KA-1♂と、縄文時代早期の妙音寺洞穴遺跡人♂、
上黒岩岩陰遺跡人♂（平均値）、ならびに港川遺跡
1号♂の頭蓋骨の比較。Mは現代関東人男性の平均
値。データは以下による（図18まで共通）。港川
人（Suzuki・1982）、妙音寺洞穴人（馬場ほか・
1999）、上黒岩人骨（中橋・2009）のデータによ
る（図19まで共通）。

図17 KA-1♂と、縄文時代早期の妙音寺洞穴遺跡人♂、
上黒岩岩陰遺跡人♂（平均値）、ならびに港川遺跡
1号♂の上肢骨の比較。Mは現代関東人男性の平均
値。

図18 KA-1♂、KA-2♂と、縄文時代早期の妙音寺洞穴遺
跡人♂、上黒岩岩陰遺跡人♂（平均値）、ならびに港
川遺跡1号♂の下肢骨の比較。Mは現代関東人男性
の平均値。
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３．湯倉洞窟人骨（長野県縄文時代早期）との比較（女性）（図19）
　栃原遺跡と同じ長野県の北部山間部にある湯倉洞
窟遺跡からは縄文時代早期の成人女性人骨が出土し
ており、この成人女性人骨は、脳頭蓋や上顔高が高
く、むしろ縄文時代中期以降の人々の特徴を示して
いるとされている（森本・高橋1986；森本・平田
2001）。
　栃原KA-4♀は、頭蓋最大長は湯倉洞窟人骨より
も大きいが、頭蓋最大幅、最小前頭幅、両耳幅は小
さい。下顎骨は湯倉洞窟人骨の下顎角部が外反して
おりやや大きいが大きな違いではない。湯倉洞窟人
骨の偏差折線は上黒岩人骨♀のパターンに近い。早
期人の多様性を示す一例であろう。湯倉洞窟人骨で
は下顎左I 1 から右Cにかけて、内側から外側に傾
いた特殊な摩耗がある。

４．上黒岩岩陰遺跡人骨（愛媛県）との比較（図16～19）
　小片の一連の縄文時代早前期人研究の基礎になっている愛媛県上黒岩岩陰遺跡の早期人骨が、中橋
（2009）によって詳細に研究された。それによれば、上黒岩人骨は顕著な低顔、オトガイ部が低く前
後径の小さな下顎、前歯の磨耗が顕著で唇舌方向に凸な山型の摩耗面となること、四肢骨が細く特に
上肢でその傾向が目立つとされている。
　これらの特徴は栃原人骨と共通する特徴だが、偏差折線パターンでは栃原KA-1♂と比べるとかな
り異なっている。顔高、眼窩高はどちらも低いが、最小前頭幅、頬骨弓幅、眼窩幅、鼻幅は上黒岩人
骨の方が大きい。
　さらに水平に近い眼窩上縁、眉間部の膨隆、鼻骨の強湾曲と前方への突出など、栃原人骨（眼窩口
に関してはKA-1のみ）とは異なる点もある。下顎骨は全体に上黒岩人骨の方が大きいが、頭蓋では
偏差折線に特に一定のパターンの違いは見いだせない。
　上黒岩人骨はどちらかといえば旧石器時代の港川人1号♂と似た偏差折線パターンを示している。

５．それ以外の早期人骨との比較
　城ノ台南貝塚人骨（千葉県）は海岸部としては珍しい縄文時代早期人骨である（茂原1994）。 3 体
が出土している。
　 1 号人骨♂は頭蓋最大長がこの時代としては最も大きく（187mm）、全体的形質も縄文時代中後
晩期人に近い形質である。 2 号♀と 3 号♂?はいずれも全体的に華奢で、四肢骨も華奢である。　
　しかし 2 号♀の下顎骨は、下顎枝が低いにもかかわらず、筋突起が前方に張り出しており、一般の
早期人の特徴を示している。大腿骨は柱状性を示している。頭型は中頭と長頭である。
　歯の残っている 2 号♀、および 3 号♂?では、歯の咬耗は進んでいるが、いわゆる鞍状摩耗ではな
く、咬合面は歯列全体が平坦である点は、栃原人骨と異なっている。
　栃木県の大谷寺岩陰人骨（早期）は下顎角幅、下顎枝幅も大きく早期人としては例外的に頑丈な下
顎骨である（小片ほか2000）点で栃原KA-1♂とは明らかに異なっている。平坂人骨は最小前頭幅が

図19 KA-4♀と，縄文時代早期の妙音寺洞穴遺跡人
♀、上黒岩岩陰遺跡人♀（平均値）の上肢骨の比
較。Mは現代関東人女性の平均値。データは湯倉
洞窟（森本ほか・1986）、上黒岩人骨（中橋・
2009）
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かなり大きいが、頭蓋冠は必ずしも大きくはない（鈴木1950）。
　滋賀県の磯山城遺跡人骨2号は頭蓋最大幅、最小前頭幅はともに栃原KA-1よりも大きく、下顎の幅
もかなり大きい。縄文時代の早期人と後晩期人の中間に入るという（池田・北川1986）。この個体の
最大前頭幅が大きいことが小片（1981）の縄文時代早前期人の平均値や岩下洞穴15号（内藤
1968a,b,c）にも共通しているので、池田・北川（1986）はこれを早期人の特徴と考えている。栃原
KA-1も最大前頭幅は大きいが、妙音寺人骨や平坂人骨では大きい値をとらない。

考　察
　同時代の縄文時代早期人と比較した結果、ならびに報告されている早前期人骨の研究結果を考え合
わせると、栃原岩陰遺跡から発掘された人骨は小片（1981）が述べている早前期人的な特徴を示して
いることが明らかにされたが、頭蓋がほぼ完全なものはKA-1♂のみであり、おもな特徴はそれに基
づく。その頭蓋の特徴を整理するとともに、早期人一般に見られるものとは異なり栃原人骨集団に特
有と思われるものを部位ごとにまとめて考察した。

Ⅰ）形態的特徴
１．頭蓋の特徴
　栃原人骨の頭蓋（KA-1♂）は、顔面の低さ、オトガイ高が低い、歯の著しい摩耗など縄文時代人
に見られる一般的特徴を示している一方で、縄文時代早期人としては、両耳幅が小さいこと、眼窩が
やや高いこと、水平周や横弧長、正中矢状弧長など頭蓋冠に関する部分が大きいことなどの特徴があ
り、また下顎骨は他の早期人よりもさらに小さい。
　下顎体、とくに下顎底のサイズは、咀嚼器官としての頑丈さだけでなく、前頚部の構造を収容する
ために大きさが決定される。栃原人骨の場合は、両耳幅が小さく、後頭骨の頚筋付着部も狭いので、
頚が細かった可能性が高く、そのことも下顎体の小さいことと関連するといえよう。女性ではこの特
徴は目立たない（図19）。
　これらを総合して考えると、栃原人骨の頭蓋は「華奢」とはいわれているが、脳頭蓋は大きい。
「華奢」という印象は、頭蓋最大輻や頭蓋最大長が大きく、頭頂結節近くに最大幅計測点があるのに
対し、脳頭蓋側壁の幅が下方ほど減少し、両耳幅が非常に狭いためである。さらに下顎骨が小さいこ
とがその印象を強める。しかし、側頭線が強く発達し、下顎の筋突起や外側隆起も発達していて内突
起稜も厚い。さらに咬筋、翼突筋の付着する下顎角周辺は粗面が強い凹凸を示している。単純な「華
奢」というわけではない。
後頭骨

　栃原人骨では後頭骨の頚筋付着部が狭く、上項線や外後頭隆起の発達も弱い。したがって、栃原人
骨は、上半身が華奢だったことも反映して、頚の筋肉が細く、それに伴って背筋全体も強力ではなか
ったと推測される。多くの個体の後頭骨の上鱗と下鱗の境界に、横走する窪みが存在している（図
1-1の矢印）。KA-1♂では幅1.5cmほどの強い溝状をなし、直上の後頭骨鱗部が棚のように後方に張
り出している。KA7♀ではKA-1ほどではないが浅い溝状を呈している。KA-4♀ではごく浅い窪みで
ある。この窪みの部分は、僧帽筋や胸鎖乳突筋の付く上項線と後頭前頭筋の付く最上項線の間に相当
し、特別の構造物が付着する部分ではない。したがって、この窪みの解剖学的な成因は不明である。
特殊な人為的な原因の可能性も考察するべきだろう。
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側頭線

　側頭線の走行は、全体に低く長いという共通した特徴がある。前頭骨部では明瞭な稜を形成し、頭
頂骨部では後方まで伸びて、ラムダ縫合直前にまで至っている。前方部の発達がよいことは、下顎枝
が広く筋突起が前方に大きく張り出していることと密接な関係があろう。弥生時代以降の頭蓋では、
側頭線の走行は栃原人骨の場合よりも高く短いことが多い。
下顎骨

　全体は小さく、下顎体の前方と後方の高さはほぼ同じである。男性では、下顎角幅や関節突起幅は
現代人の平均値よりも小さい（表 3 ）。オトガイ高、下顎体高は早期人としても低い。下顎体厚は早
期人の中でもっとも薄い。下顎体全体が小さく、上方から見ると歯列弓の湾曲と下顎体の湾曲が重な
っていて、印象としては華奢である。しかし、歯列と下顎体の湾曲が重なる特徴はネアンデルタール
人でも見られ（Suzuki,1970）、力学的に弱いわけではないと考えられる。筋突起は低いが前方に張り
出してしている。この特徴は、側頭筋の停止部を顎関節から前方に遠ざけることになり、側頭筋の収
縮力が歯列の前方で有効に働くことに役立っている。側頭線が前頭骨で強く発達していることや、栃
原人の多くで前歯部の咬耗が顕著であることも関係があると思われる。
　女性ではKA-7♀、KA-10♀は小さい下顎骨であるが、KA-4♀はやや大きめの下顎骨である。オト
ガイ結節の直上からオトガイ孔に至る溝が 3 体（KA-1♂、KA-8♂、KA-11）にみられる（図 5 ）。 3
歳半程度の幼児と考えられるKA-11にも存在している。この周辺は表情筋以外の筋が付着することは
なく、また付着する表情筋（口角下制筋、下唇下制筋、オトガイ筋、広頚筋）も筋としてはさほど強
力なものではないので、筋の作用だけで形成されるものとは考えにくい。KA-8♂では下顎の広頚筋
付着部に顕著な凹凸が観察されており、広頚筋との関係も考えられるが、広頚筋付着部がよく発達し
た凹凸が観察されるKA-2♂、KA-4♀には同様な溝はみられない。遺伝的な要素も考える必要があろ
う。

２．四肢骨の形態
上肢骨

　上肢骨の細さが目立ち、現代人と比べても長さより幅径で小さいものが多い（図20）。鎖骨は全体
的に細く、中央付近での垂直径は6.6～8.4mmの範囲で、早期人としても最も細い部類に属している。
上腕骨は三角筋粗面が発達しておらず、細く、直線的である。しかし、KA-4♀の上腕骨は縄文時代
早期女性としてはかなり頑丈である。この事実は、小片（1981）の「上肢骨は男性では早前期人は中
後晩期人に比べて特に細いが、女性の場合、その差が明らかでないものがある」という指摘と合致し
ており、栃原人骨もその例外ではないことが示される。橈骨は湾曲が小さく、直線的なものが多い
（KA-4♀、KA-7♀）。上腕二頭筋の付着する橈骨粗面が非常に良く発達しているもの（KA-1、
KA-2、KA-4♀）があり、筋肉の発達は悪くはなかったと思われる。この特徴に性差はみられない。
肘頭窩内に骨の増殖や小窩がみられる（KA-1、KA-2、KA-4♀、KA-7♀、KA-8）。
下肢骨

　大腿骨は強い柱状性を示す個体があるが、中後晩期人と比べると取り立てて顕著というほどではな
い。大腿骨骨幹上部は扁平（扁平係数65～78）であり、妙音寺洞穴人（81～83）（馬場ほか1999）や
小片（1981）の報告している縄文時代早前期人（80.3）および中後晩期人（83.5）よりさらに扁平で
ある。下肢骨の残っている 5 体のうち男性 3 体の大腿骨頚部には、蹲踞に関連したアレン頚窩が認め
られる（KA-1♂、KA-2♂、KA-8♂）。
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　膝蓋骨が残っているすべての個体に広筋切
痕が見られる。Morimoto（1975）によれば
膝蓋骨の広筋切痕は中後晩期人よりも早期人
の方が著しいという。同じ早期人の上黒岩岩
陰遺跡では右側では 7 体中 5 体に、左側では
5 体中 4 体に切痕様の形態が見られたという
（中橋2009）。栃原人骨では軽度のものも含
めてすべての個体で広筋切痕が観察され、早
期人骨での出現率の高さを裏付けている。距
骨にはよく発達した蹲踞面が認められ、いず
れも滑車内側蹲踞面（馬場1970）が前方に伸
展する森本（1981）のC型である。
推定身長

　四肢骨から計算される栃原人骨の推定身長
は、 5 体で調査可能であった（表13）。男性
ではKA-1が162.0cm、KA-2が163.0cm、
KA-8が148.4cmで、必ずしも高身長のものば
かりではない。一方、女性ではKA-4が
156.8cm、KA-7が155.5cmである。
　平本（1972）による縄文時代人の推定身長
では、男性が159.11cm、女性が148.05cmで
ある。したがって、縄文時代人骨としては、
栃原人骨の男性がやや高いものもあり、また
女性の身長ではKA-4とKA-7ともに縄文時代
の女性の平均値より大きい。

Ⅱ）各個体の生活履歴に関連した特徴
　栃原人骨では、生前に歯が脱落したり破損した個体が多い。栃原人骨での厳しい歯の使用状況、ひ
いては厳しい生活状況が伺われる（表 2 ）。歯の摩耗にいくつかの特殊な摩耗が見られたので、それ
らに関して考察する。なお、風習的抜歯は確認できていない。齲蝕は、KA-4♀、KA-7♀、KA-8♂、
KA-10♀と歯の残っているほとんどの個体で認められる。その影響と思われるものも含めて、歯槽骨
が吸収されて歯根膿瘍ができている個体がある（KA-1♂、KA-2♂、KA-4♀）。

１．歯の磨耗
　歯の摩耗は、早期人に一般的に見られるように栃原人骨でも非常に顕著である。ほとんどの個体で
前歯は歯頚部近くまで摩耗している。下顎M 1 （あるいはM 2 ）では、歯冠の外側が著しく磨耗した
個体が観察される（KA-1♂、KA-9♂、KA-10♀）。対合する上顎歯が残っているものは1体（KA-1
♂）しかないが、その場合は下顎歯の磨耗は外側に傾いているのに対して、上顎大臼歯の磨耗は内側
（舌側）に傾いている。この摩耗様式は、鈴木（1950）が、縄文時代早期人の特徴の一つとして平坂
人の下顎骨について指摘した、いわゆる「鞍状摩耗」と類似する。

図20 栃原岩陰遺跡人骨と縄文時代後期人骨の四肢骨の比較。
 栃原KA-2♂男性（1：上腕骨、2：橈骨、3：尺骨、4：

大腿骨、5：脛骨後面）、典型的な縄文時代後期人の蝦島
貝塚人骨男性（52号）（山口、1983）（1’：上腕骨、2’：
橈骨、3’：尺骨、4’：大腿骨、5’：脛骨後面）。下肢骨は
両者で太さが変わらないが，上肢骨は栃原人骨の方がか
なり細い。
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　鞍状摩耗とは、下顎歯列がM 1 を中心として近遠心方向に凹型に摩耗し、その部分の歯が頬舌的に
は凸湾する現象である（図 2 ）。この鞍状摩耗に似た摩耗は、栃原人骨ではKA-1♂の下顎右側と、
KA-10♀の右側（ただし、上顎が残っていないので推測である）にみられる。
　切歯から小臼歯部に見られる咬合面の内外方向に凸型になる摩耗は、KA-2♂、KA-7♀、KA-9♂で
観察される。前歯部が水平にそろった摩耗はKA-1とKA-10♀で観察される。KA-4♀では、上顎前歯
の外側が著しく摩耗しており、とくに犬歯は槍状にとがっている（図 8 ）。歯の摩耗に関して何らか
の特殊な状況が起こった可能性が高い。
歯の異常摩耗に関する全体的考察

　一般に縄文時代人は歯の摩耗が著しい。通常は歯列咬合面全体が平らに摩耗し、摩耗が進行した場
合には咬合面が不均一になったり、一部の歯が失われたりすることが多い。たとえば、縄文前期の彦
崎貝塚人骨では、歯冠が全て失われるほど摩耗が進行しても、多くの場合、咬合面は平らで均一であ
り、しかも脱落している歯はほとんどない。
　しかし、栃原遺跡の成人頭蓋では、咬耗状態の程度に関わらず、全ての個体で、多くの歯が脱落し
ている。また、同一個体で、摩耗が少ない歯があるにもかかわらず一部の歯が極度に摩耗し、歯根し
か残っていない場合がある。このような不均一な磨耗は、通常の咬耗だけによって起こるとは考えら
れない。逆に考えると、他の歯が摩耗しているにもかかわらず、ほとんど摩耗していない歯があると
いうことは、何らかの理由でこれらの歯が咬合する相手の歯が、脱落しているか、歯冠が失われてい
ることを意味してる。
　その原因として妥当性が高いのは、歯頚部の齲蝕が進行して歯冠が失われることである。縄文時代
人骨では咬合面に発生する齲蝕は少なく（Fujita,1995）、栃原人骨でも見られない。しかし、歯頚部
の齲蝕はかなりの率で発生し、栃原人骨でもほぼ全ての成人個体で見られる。梶ヶ山・馬場（1999）
は若海貝塚（茨城県縄文時代中期）人骨で、歯頚部、とくに近遠心歯頚部に多発する齲蝕により大部
分の歯冠が失われている例を報告している。
　栃原人骨でも、それに近い現象が起きていると解釈できる。歯頚部の齲蝕は、大臼歯の場合は、歯
冠の一部破壊を誘発し、さらに進行すると、歯髄腔の細菌感染から歯根膿胞を起こし、膿瘍化して歯
槽骨が退縮し、歯が脱落する。その結果、咬合する歯の摩耗が停止することになる。前歯部の場合は、
歯頚部の齲蝕が進むと、歯頚部の折損によって歯冠が失われることになり、咬合する歯の摩耗が停止
する。
　ただし、なぜ、歯頚部の齲歯が栃原人骨でとくに高率で発生するのかについては不明である。
異常摩耗の機序

　このような観点から栃原人骨の歯を検討すると、一見したところ異常と思われる歯の保存状態や摩
耗状態の説明が可能となる。KA-4♀の上顎前歯部（図8）が前上方から後下方へ傾いた特殊な磨耗を
していることに対しては、以下のような機序を想定できる。まず、上顎臼歯が齲蝕によって早期に失
われ、その結果、上顎では前歯のみが下顎前歯と咬合し、前歯の磨耗が進行した。下顎臼歯は咬合す
る上顎臼歯がないので磨耗は進行しない。上顎臼歯が失われていると、上顎前歯が下顎前歯より後方
に入り込むように咬合することが可能となり、前上方から後下方へ傾いた咬耗が進行することになっ
たのだろう。
　一般に、前歯は上顎歯に比べて下顎歯が小さく、同じ摩耗状態なら下顎歯での磨耗が早く進行する。
本例でも、下顎前歯は磨耗が速く進行し、歯髄の細菌感染などにより早期に脱落したと推定できる。
結果的に、上顎前歯には前上方から後下方へ傾いた磨耗が残ったのであろう。
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　なお、この上顎前歯部の摩耗は、単純な平面ではない。犬歯では唇側だけでなく遠心（側方）にも
摩耗面が回り込んでいるので、おそらく下顎切歯や犬歯の摩耗が進んだ際、あるいは脱落した際に、
下顎小臼歯の近心面との間で摩耗が起こったと考えられる。
　同様に、KA-7♀の咬耗が著しい歯は、歯頚部の齲蝕により歯冠が破損、脱落したためと考えられ
る。KA-8の下顎左I2の歯根に形成された近心面の摩耗（図 5 ）も、同じ個体の下顎右大臼歯にみら
れるような齲触で、左側歯列の歯冠が脱落し、さらに下顎I 1 が脱落して正常な咬合が失われた結果
形成されたと考えられる。

表13　縄文時代早前期人の推定身長
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２．病的な変化
頭蓋冠の小孔

　KA-4♀にみられる頭蓋冠の前頭部から後頭部にかけて、小孔が広く分布している（図 7 ）。これは
Roberts and Manchester（1995）が述べている、鉄欠乏性の貧血に伴って出現するものである。し
かし、同様に貧血に伴うといわれるクリブラ・オルビタリアは一例も認められなかった。これは、頭
蓋冠の多孔性とクリブラ・オルビタリアとは必ずしも同時に現れないという従来の知見と矛盾しない。
　縄文時代早期人でこのような多数の小孔の存在が報告されているのは平坂貝塚人骨（鈴木1950）で、
他に城ノ台南貝塚 1 号人骨にも比較的広範囲に存在するが、栃原人骨の例がもっとも顕著で範囲も広
い。ブレグマ周辺だけに小孔が点在する例は、国立科学博物館所蔵の縄文前期の彦崎貝塚人骨では19
体中 7 体に、縄文時代晩期の伊川津貝塚人骨では26体中13体に、貝鳥貝塚（蝦島貝塚）人骨では27体
中10体でみられたが、KA-4♀でみられるような頭蓋冠全面にわたるような顕著なものは皆無である。
外耳道狭窄

　KA-7♀では、外耳道に著しい骨増殖があり、外耳孔を周辺から狭窄している。この狭窄は、外耳
道の一部がコブ状に増殖している通常の外耳道骨腫（百々1972）とは異なっている（図 9 ）。
エナメル質減形成

　 3 体（KA-1♂、KA-2♂、KA-10）にみられた。いずれも切歯で、線状のエナメル質減形成が観察
された。犬歯や臼歯にはみられなかった。栃原人骨のような縄文早期人骨では著しい摩耗によってそ
の出現の様を観察することは難しいが、存在することが観察された。
歯根嚢胞

　歯の摩耗が非常に著しいため、歯髄が露出し、歯髄の細菌感染から引き起こされたと考えられる歯
根嚢胞が発生し、さらに近隣の歯槽骨が失われて膿瘍になっている例が多い。大きさに差はあるが
KA-2♂には 3 カ所、KA-4♀では 3 カ所、KA-7♀では 2 カ所、KA-8♂では 1 カ所、KA-9♂では 2 カ
所、KA-10♀では 1 カ所で観察される。
ハリスの線

　KA-4♀の脛骨遠位部にはハリスの線が観察され、KA-1♂、KA-2♂、KA-4♀、KA-6♀、KA-8の第
一中足骨にはハリスの線が観察される（図 4 ）。KA-7♀、KA-10♀の中足骨には観察されない。縄文
早期人骨では、平坂人骨の第 1 中足骨で多数のハリスの線が観察され、鈴木（1950）は栄養の障害に
よって形成された可能性を指摘している。
　港川人骨にもハリスの線が観察されている（Baba and Endo,1982）。栃原人骨において、かなりの
頻度でハリスの線が観察されるのは、Hughesほか（1996）が指摘しているように、成長過程の若い
時期に何らかのストレスあるいは病気による成長阻害が高い頻度であったことを示しているものであ
ろう。
関節症

　顎関節症と思われるものが 3 体でみられる（KA-1♂、KA‒4♀、KA-9♂）。KA-1♂の下顎窩では、
関節突起および周辺の関節面に小孔が多数観察される。これに対応する下顎頭にも同様の小孔が見ら
れる。KA-9♂の例はごく軽度のものである。KA-4♀の左右の鎖骨の胸鎖関節面は多孔性で表面が荒
れている。介在する関節円板にも損傷があったと思われ、上肢の動きにかなりの支障があったことが
予想される。このような症状はKA-10♀の鎖骨でも観察される。KA-4♀では環椎と軸椎の間の関節
面辺縁に著しい肥厚があり、関節が癒合していたか、あるいは関節としての動きが制約されていた可
能性がある。この個体はさほどの高齢ではないが頚椎、顎関節、胸鎖関節、大腿遠位部関節など各所
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の関節に炎症があり、正常な運動は出来なかったであろう。四肢骨の変形性関節症は多数例で観察さ
れる。
　壮年から熟年と考えられる個体には、椎骨に加齢変化であるリッピングが認められる（KA-2♂、
KA-4♀、KA-7♀、KA-10♀）。成人の椎骨でリッピングが認められないのは壮年と推定されるKA-1
♂の 1 体だけである。
　上述のように、ハリスの線、エナメル質減形成、鉄欠乏性貧血によると思われる頭蓋冠の小孔、顕
著な前歯の摩耗、下顎第1大臼歯を中心とした特異な摩耗である鞍状摩耗、虫歯が多く、またそれが
原因と思われる多数の歯の生前脱落、多数の変形性関節炎などの存在は、栃原人骨の生活環境が非常
に厳しいものであったことを示唆している。

Ⅲ）縄文時代早期人の形質の再検討
　栃原岩陰遺跡出土の人骨を中心として縄文時代早期人を概観してきたが、縄文時代早期人に共通す
る特徴がみられるかどうかを再検討した。

１．頭蓋と歯の特徴
　頭蓋長幅示数で示される頭型は、栃原人骨では短頭から過長頭までと変異の幅が広い。多数の個体
が出土した上黒岩岩陰遺跡人骨は中頭から短頭の範囲に限られていて、栃原人骨の方が変異が大きい。
早期人全体では短頭から過長頭までがみられ一定の傾向を示していない。下顎骨が小さいことは早期
人の特徴と考えられ、いわゆる「華奢」な印象は主にこの下顎骨が小さいことに由来している。
　栃原人骨の下顎枝が低く前後に幅が広い点は、他の早期人骨とよく似ており、早期人の前歯部での
顕著な歯の摩耗との関係を示していると思われる。
　下顎枝が前後に広いという形質は縄文時代を通じてしばしば観察されるが、下顎枝の高さは早期人
が最も低く、筋突起は早期人がもっとも前後に広い。
　平坂貝塚人骨以来、縄文早期人には上下顎の咬合で形成される鞍状摩耗を示す個体がみられており、
加えて歯冠が歯頚まで摩耗した切歯部の唇舌的に山型の摩耗など、中後晩期人よりも顕著な摩耗が多
く観察される。

２．四肢骨の特徴
　下肢骨は頑丈で縄文中後晩期人と大差ないが、上肢骨が細い（華奢な）点は早期人、特に男性の特
徴の一つと確認できる。そのなかでも、栃原人骨は妙音寺人骨とともにもっとも細い上肢骨をもって
いることになる。
　大腿骨粗線の発達に関しては、他の遺跡の人骨と同様に、付け柱状に発達していることが多いが、
あまり発達してない個体もある。梶ヶ山ほか（1999）が指摘しているように、下肢骨に影響を与える
ような生活環境や生活様式は縄文時代を通じてほとんど変化しなかったが、上肢骨に影響を与えるよ
うな環境や様式は大きく変化したことを示しているのであろう。
　同じ山間部の遺跡である縄文後晩期の北村遺跡人骨の場合、大腿骨の発達した殿筋隆起が女性に多
く認められ、女性の仕事として山での採集作業などとの関係を考えたが（茂原1993）、栃原人骨の場
合には大腿骨の殿筋隆起は顕著なものは少なく、性差も認められなかった。中橋（2009）が報告して
いる上黒岩人骨女性でも大腿骨の上部の扁平性は見られず、むしろ柱状大腿骨が女性に多く見られて
いる。大腿骨の顕著な柱状性は夫婦岩岩陰遺跡人男性（Yamaguchi1992）、平坂貝塚人男性、湯倉洞
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穴遺跡人女性にみられるが、かならずしもどの遺跡の個体でも柱状性が強いわけではなく、あまり発
達していないものも多いので早期人の特徴と考えるのは難しい。
　今後は、このような特徴が何によってもたらされたものかを解析するため、それぞれの形質の特徴
と労働あるいは環境とのかかわりを精査していく必要があろう。

３．推定身長
　早期人は一般に身長が小さい印象であるが、発掘されたものをみると必ずしもそうではない（表
13）。更新世の港川人は男性も女性も早期人と比較すると小さく、特に女性が小さい。栃原人骨男性
は比較的身長が高いが、非常に低い個体もおり、女性の場合は縄文時代人の平均値（平本1972）より
やや高い。男性では妙音寺洞穴人（馬場ほか1999）は152.2cm、そして岩下洞穴人（内藤・
1968a,b,c）は149－155cmと小さいが、平坂貝塚人骨（鈴木1950）は162.6cm、磯山城人骨（池田・北
川1986）は164.1および161.9cmと比較的大きい。さらに、枌洞穴遺跡の個体は平均で165.7cmと最も
大きい集団である（賀川ほか1973）。発掘例が多くなるにつれて多様性が確認されてくるということ
であろう。

Ⅳ）縄文時代早期人の特徴のまとめ
　以上の記載ならびに再検討から、縄文時代早期人の特徴をまとめると以下のようになる。
　1 ）顔面頭蓋が低い。
　2 ）下顎長が小さく、下顎枝高は低いが筋突起は前方に強く張り出す。
　3 ）下肢骨に比べて特に上肢骨が細い。
　4 ）歯の摩耗が顕著で、下顎歯、特に前歯部には歯頚部にまで達する顕著な磨耗がある。
　小片のいわゆる「華奢」という表現は、上記の形態的特徴をひとまとめにしたものということがで
きる。山間部の洞穴遺跡もしくは内陸部の淡水性貝塚から出土した早期人骨は、ほとんど例外なく上
記の特徴を備えていて、いわゆる「華奢」ということができ、栃原人骨もその例外ではない。
　しかし、縄文早期人骨の中には、下顎骨の大きい個体も含まれており、身長は変異に富んでいて一
定の傾向は伺えない。つまり、山口（1986）がいうように、中期以降の縄文時代人に比べて早前期人
は変異に富んでいる。早前期といえどもその期間は数千年におよんでおり、変異が大きくても不思議
ではない。
　上肢骨は中後晩期人と比べて細いが（華奢）、下肢骨は縄文中後晩期人に劣らず頑丈であること、
ならびにそのような違いは女性では認められないことは他の早前期人でも確認されている（小片
1981；池田1985）。
　このような時代変化が男性においてのみ起こっていることの具体的な原因となる事象は想定しにく
いが、男性の生活環境におけるなんらかの変化が関係しているのであろう。
　縄文時代早期人の多様性は、鈴木（1951）以来報告されてきた縄文時代人の多様性の一端を示すも
のと考えられ、生活環境や生活様式という適応的観点だけではなく、いろいろな分野の研究の成果と
併せて考える必要があり、早期人の特性を明らかにしていくためにはさらなる形態資料の蓄積、報告、
研究が期待される
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はじめに
　国史跡栃原岩陰遺跡の「栃原岩陰部」では、既に記したように1965年の発見以降、1973年までに15
回に及ぶ発掘調査がなされており、本報告はその総括報告書となる。本遺跡の調査過程は第 2 章で述
べたが、それは今日の緊急発掘とは大きく異なる学術目的の調査であり、そのためもあってか、これ
まで実に多様な人々の関わりがあった。残念ながら発掘調査の中心を担っていた方々が故人となられ、
当時の様子を再現することは困難であるが、本書は、遺跡の生の情報を引き出せるよう、これまで公
表されていなかった多量の遺物やその出土記録、調査時の平面図やセクション図を掲載することで、
今後、広く共有の歴史資料として活用されることを目標に編纂された。
　本章では総括として、各分野ごとに記載した情報を、時期区分とともに提示することとする。

１．栃原岩陰遺跡の特徴
　本遺跡の特徴は、大きく分けて 3 つあげることができる。
　 1 点目は、その立地である。その名に示されるように、本遺跡は通常の開地遺跡ではなく、川沿い
の浅い洞窟状地形に残された遺跡である。
　 2 点目は、土器や石器のみではなく、有機質の遺物を含んだ多様で多量の出土品が見られることで
ある。人骨、各動物骨、骨角器、貝製品、植物依存体など、特に沿岸部のように貝塚の存在しない地
域では、その出土自体が極めて稀で重要となる。
　そして 3 点目は、上記の遺物が、Ⅰ～Ⅳ区のおよそ560cmに及ぶ遺物包含層の中で、基本的に撹乱
されることが少なく、概ね層順を保った状態で発見されたと考えられる点である。このことは、時期
区分の基礎となる土器型式や放射性炭素年代測定を起点に、各遺物のセット関係やその推移を考え得
る資料となることを意味している。
　以上 3 点は、本遺跡を理解していく上で、極めて需要な点である。

２．遺跡の時期区分
　第 5 章で記したように、栃原岩陰遺跡では、発掘調査時を含め20点を超える資料が、放射性炭素年
代測定にかけられている。このうち15点はすでに公表されていたが（西沢1982、Yoneda et al.2002、
米田2012、藤森2012a）、本報告ではこれに加え、新たに土器付着炭化物 4 点、シカ骨 2 点の分析結果
やデータを掲載した。
　較正年代を算出するプログラムが異なるものを含むが、測定値で見ても層順と年代値に大幅なずれ
はなく、概ね堆積に乱れが少ないことが予想される。またこのことは、土器の型式的なまとまりが一
定のレベル幅に集中する傾向がある事と整合的で、かつその変遷は、これまでの編年観とも矛盾は少
ない。
　つまり、Ⅰ～Ⅳ区では、放射性炭素年代測定により裏打ちされた年代のもと、土器型式毎での遺物
や遺構との組み合わせを考える事が可能となる。よって、各章で示されたこれらの情報を整理しなが
ら、可能な限りの時期区分を提示しておきたい。尚、ここでは、年代測定の値は、各々の較正プログ
ラムで出されたものを、そのまま表記しており、その点注意されたい。　
　結果的には、大枠では従来の通り、レベル 0 ～－100㎝で縄文早期後葉以降の「上部」、レベル 
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－100～－380㎝で縄文早期中葉押型文系土器の多い「中部」、レベル－380㎝～－最下層で縄文早期前
葉表裏縄文系土器を多出する「下部」に区分可能と判断した。
　但し、このうち「上部」と「中部」の境については、－100～－150㎝の間では遺物量も少なく、明
確に設定するのは困難である。また人骨の出土が－150㎝以下にかたまることから、ここを境界にす
る指摘もある。しかし、遺跡の変遷を考える上では大きな問題はないと判断し、ここでは過去の見解
とも混乱のないよう、－100㎝を境界としている。
　また「中部」については、遺物の量や内容から 3 時期に区分した。－100～－210㎝付近で、埋葬人
骨を含み、押型文系でも新しい楕円文土器が多い「中部（上）」、－210～－350㎝付近で、遺物遺構
の量が極めて多く、山形押型文土器が主体的に出土する「中部（中）」、－350～－380㎝で、遺物遺
構が少なく押型文系初期に多い格子目文土器が見られる「中部（下）」である。
　但し何れにせよ、掲載したセクション図でも分かるように、岩陰内の堆積は複雑で、必ずしも水平
堆積にはならないことから、区分のラインは大まかな目安と考えておきたい。

「上部」（0～－100㎝）
　Ⅰ～Ⅳ区では、早期中葉押型文系以降の土器も見られる。量的には縄文早期後半の土器がやや多く、
縄文前期、中期、弥生後半期、さらに古代の土器が極少数づつ出土している。但し、出土レベルは安
定していないか、もしくは不明のものが多い。しかし、早期中葉以前の土器はほぼ－100㎝以下から
出土することから、 0 ～－100㎝付近は、早期後葉以降の堆積層であると判断した。
　尚、－95～－127cmの炭化物資料では、9004－8560 cal BP（95.4%）という数値が出されており
（第 5 章⑴）、明確な「中部」以下の各資料の数値よりは新しいものとなる。
　石器、動物骨、その他遺物も極端に少なく、加えて西沢1982では、炉址等の遺構は 0 ～－100㎝ま
では皆無で、さらに－200㎝までは配石炉は無く少数の焼土が見られるのみであるとされるが、今回
掲載した平面図からも、同様なことが読み取れる。
　但し、やや遺物量の多い縄文早期後半の土器に関しては、従来「相木式」とも呼ばれた復元可能な
個体（77－ 1 ）が含まれること、またこの土器に時間的に並行あるいは後続し、本報告では沈線文条
痕文系と呼んだ早期後葉の土器が、より東側のⅤ区、さらには1983年の調査区でも比較的多く出土し
ていることには注意すべきである。
　
「中部（上）」（－100～－210㎝）
　埋葬されたと思われる人骨（ 1 、 2 、 4 、 6 、 7 号人骨）は、レベル－150㎝～200㎝付近に集中す
るが、それ以外の 8 号人骨も、ほぼこのレベルから出土している。
　記録の残る限りでは、このレベルから出土した土器は楕円押型文が主体的で、山形押型文が混ざる
状況である。両施文具を使った土器も、わずかではあるが出土している（78－28、29、30）。
　また、人骨の年代測定では、－155㎝の 1 号人骨が9490～9280 cal BP、－201㎝の 2 号人骨が9690
～9470 cal BP、－173㎝の 4 号人骨が9560～9440 cal BP、 7 号人骨が9530～9330 cal BP、－211㎝の
8 号人骨が9470～9130 cal BPとなり、年代差を含むが、概ね9500年前前後となる（第 5 章⑵）。炭化
物では、－150～－182cmで10204－9295 cal BP（95.4%）とやや幅があるが（第 5 章⑴）、人骨の値
と大きな矛盾はないと思われる。
　埋葬人骨群を含むこのレベルは、早期中葉の押型文期後半、山形文の一部と楕円押型文土器が主体
的となる時期に相当すると考えられる。

―　　―356



　石器では、チャート製の剥片石器がややまとまるが、これ以下で主体的となる黒曜石製石器はわず
かである。哺乳類骨では、ニホンジカやイノシシが若干数見られる。土壌サンプルからは、オニグル
ミ、アカザ属、コナラ属の炭化核等が少量見られた（第 4 章⑽ － 3）。
　しかしいずれも、これより下位の遺物量と比較すれば少量なのは明らかであり、炉と思われる明確
な配石（石組）も確認されない。

「中部（中）」（－210～－350㎝）
　－210㎝～350㎝前後では、早期中葉の山形押型文土器が主体的となり、石器をはじめ、各骨類、貝
等の出土量が著しく増加する。
　－230㎝出土の縦位密接の山形文土器（80－ 5 ）の付着炭化物の年代測定結果が7813－7602 cal BC
（95.4%）（第 5 章⑷）と、「中部（上）」の年代よりは若干古い結果と思われ、レベル的には矛盾は
ない。但し、－300～－310cm出土ニホンジカ脛骨では9660－9500 cal BP（68%）（第 5 章⑸）で、上
記の土器より若干新しい傾向にあり、出土レベルとは逆転している。
　炉跡等を見ると、西沢1982の記述でも、－200～300㎝では石組炉が18、－300～340㎝では、石組炉
9 、焼土 7 とされる。掲載した平面図でも多数の遺構が確認されるが、－250㎝前後でも焼土が多く
見受けられる（図23）。また西沢は－345cmで径70、厚さ80cmの土器囲い炉の存在をあげているが、
図74のⅡ－ 2 グリッドの遺構がこれに該当すると思われる。さらに II－ 2 グリッドの－200cmに長さ
180cmにわたり直線状に置石したものが検出されたとされるが、図21のⅡ－ 1 グリッドに見られる配
石が、これに該当するだろうか。
　剥片石器の出土量は極端に増加し、－240～－280㎝付近で最多となる。大部分が黒曜石で、少量の
残核が混ざり、石鏃等製品に比べ、剥片が大多数を占めるという特徴を持つ。また、出土量の多い 
－220～－230㎝を中心に100点抽出し黒曜石産地推定分析を行なったが（第 5 章⑹）、全体の 4 分の 3
を西霧ヶ峰系が占める結果であった。
　礫石器では、「上部」「中部（上）」でもわずかに出土している砥石が－220㎝前後から増加し、以
下－390㎝付近までが一つのピークとなる。一方で磨石、凹石類は少数に留まる。
　骨角器や加工痕のある骨資料も多く見られるが、縫針や釣針などは、記録が残る中では少ない。
　哺乳類骨も多く、ニホンザル、ツキノワグマ、カモシカがやや多く、イノシシ、ニホンジカは特に
多い。小型のものでは、テンが一定数見られる。
　鳥類骨ではキジ科（キジ、ヤマドリ）が全体の大多数を占めるが、－280～－320㎝付近で小さなピ
ークが見られる。
　またこのレベルでは、サケ属の骨が椎骨を中心に多数出土しており、特に－280㎝以下に多い。ヒ
キガエル属を主としたカエル類も、このレベルで多くなる。
　貝では加工されたタカラガイ類が多く、特に－200～－300㎝前後に集中し、種も 4 種以上となる。
加工痕のあるものでは、ツノガイ、イモガイ、ハイガイ、ムシロガイが少数づつ出土している。その
他用途不明であるが、クロアワビ、ウミニナ、キクスズメ、ヤツシロガイ、ハマグリ、ヤマトシジミ
など海棲（もしくは汽水棲）の種も、概ね－220～－280㎝付近に偏る。
　淡水棲のカワシンジュガイは、－180㎝以下で途切れることなく出土するが、－260～－320㎝で最
も多くなる。また数は少ないが、同じく淡水性の二枚貝であるカラスガイ、ドブガイも混ざる。
　植物では、大型遺体ではエゾエノキ核、オニグルミ炭化核が見られ（第 4 章⑽－ 3 ）、土器の圧痕
からは、コナラ属果実が検出された（第 4 章⑽－ 4 ）。
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「中部（下）」（－350～－380㎝）
　撚糸文や縄文施文の土器とともに、型式学的に押型文系土器でも古いものに多いとされる格子目文
土器が、数は少ないもののこのレベルで出土している。
　また、この間では遺構も記録されていないとされるが、掲載可能な平面図がこのレベルでは残され
ておらず、これが実態を示すか否か、詳細は分からない。
　剥片石器の出土数は激減し、礫石器でも、磨石、凹石は確認出来ず、砥石も 3 点と低調である。ま
たレベルの判明しているものは 1 点のみであるが、特殊磨石がある。
　骨角器の類も少なく、各種骨類もイノシシやニホンジカは一定数見られるものの、前後するレベル
に比べ、大幅に少ない。貝類では、カワシンジュガイが、数は減るが一定数出土している。その他は、
タカラガイ類などが極少数出土したのみとなる。

「下部」（－380～最深部－560㎝）
　－380㎝以下では、土器は圧倒的に縄文もしくは撚糸文の回転施文の土器が多く、量もまとまって
出土している。所謂、表裏縄文系土器であるが、口縁がやや外反し同部が張る個体から、直立に近い
口縁を持つものなど、器形も一様ではない。さらに内外面施文、外面のみの施文があり、内面の施文
部位なども相当のバラエティが認められる。また輪積単位施文、指頭圧痕による凹凸が見られる資料
が多い。しかし、これらの組み合わせや出土レベル等、その実態解明は今後の課題である。
　下部出土の土器では、 8 点行った放射性炭素年代測定で、－440㎝の表裏撚糸文（90－11）が11105
－10745 cal BP（95.4%）、－450㎝の表裏撚糸文が（91－6）で10786－10578 cal BP（93.7%）、－470
㎝の表裏縄文（104－26）が10879－10687 cal BP（52.5%）、－470～－480㎝の表裏縄文（105－ 6 ）
が8735－8560 cal BC（95.4%）、－480～－490㎝の表面縄文が（94－18）で8712－8544 cal BC
（94.0%）、－500～510㎝の表裏縄文（108－20）が－11207－11069 cal BP（70.9%）、－520～530㎝の
表裏縄文（111－18）が8723－8552 cal BC（95.4%）、－530㎝の表裏縄文（112－ 3 ）が11150－10771 
cal BP（95.4%）と、およそ11000～10700年前のものとされた（第 5 章⑶、⑷）。
　炭化物では、－462cmで11412－ 8180 cal BP（94.7%）、－534～－535cmで10524－ 9472 cal BP 
（94.9%）（第 5 章⑴）で、－490～－500cm出土ニホンジカ中足骨が10730－10520 cal BP（95%）と
なる（第 5 章⑸）。
　西沢によれば、－400～500㎝で石組炉29、焼土14で、中でも石組炉は－440～490㎝、焼土は 
－420～440㎝の間にかたまるとされ、－500～550㎝の間は、石組炉 3 、焼土13で焼土が多いという傾
向が述べられている。掲載した平面図からも、概ね肯首出来そうである。また図37、39では、人為的
とも取れる坑が記されているが、詳細は不明。
　剥片石器の量は多く、ほとんどが黒曜石であるが、中部に比べ、製品の割合が多く、残核がごく少
数で、小型の板状原石が増加している。また、小型三角形の石鏃が多いこと、小型の拇指状掻器が多
いこともこのレベルの特徴である。
　尚、黒曜石の産地推定では、出土量の多い－480～－500㎝を中心に50点行った結果、西霧ヶ峰系が
最多であるが、和田峠Ⅱ・鷹山系、男女倉系、麦草峠・冷山系が一定数含まれ、「中部（中）」とは
異なる傾向となった（第 5 章⑹）。
　礫石器では、磨石、凹石が多く、約 8 割がこのレベル出土となる。砥石も多く確認されている。ま
た 1 点のみであるが、23㎝×17㎝の台石が出土している。
　骨角器は数、種類とも多くなり、出土レベルが判明しているものでは、縫針や釣針、ヘラ状有孔製
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品などはこのレベルに偏る。アオザメの歯を研磨した製品 1 点も、－480㎝出土である。
　哺乳類骨は「中部（中）」で確認さているものに加え、ノウサギやニホンリス、ムササビ等小型哺
乳類や、キツネ、カワウソなど中型のものなどが加わるか増加している。一方でニホンジカ、イノシ
シも－440～－480㎝で最多となる。鳥類骨では、やはりキジ科（キジ、ヤマドリ）が多く、－440～
－500㎝付近で最も多くカウントされた。ヒキガエル属を主としたカエル類の出土も再び増加し、 
－450㎝前後でピークを向かえる。魚骨では数は少ないものの、サケ属が見られる。
　貝類では、加工されたタカラガイ類、イモガイとともに、ツノガイの数が特に多い。カワシンジュ
ガイも再び増加し、一つのピークを形成している。
　植物では、大型依存体でエゾエノキ核、オニグルミ炭化核があり、特にオニグルミは数が多い。ま
た少数であるが、ミズナラ－コナラ炭化子葉、ハシバミ炭化果実、トチノキ炭化未熟果が検出された
ことは注目される（第 4 章⑽－ 2 ）。土壌サンプルからは、オニグルミ、エゾエノキ、ブドウ属、マ
タタビ属、マメ科、アカザ属の炭化核、種子等が得られた（第4章⑽－ 3 ）。さらに土器の圧痕からは、
アズキ亜属、ダイズ属の種子、ハギ属の果実圧痕が検出されている（第 4 章⑽－ 4 ）。
　このように、非常に多様な遺構遺物が多量に出土している。但し、180㎝程の厚さを持つ包含層で
はあるが、現在のところ、これを細分していくのは困難と言わざるを得ない。土器の年代測定では、
概ね下層ほどやや古い傾向にはあるが、それぞれの土器の型式学的位置付けを今後行う必要があろう。
また他の遺物に目を向けても、磨石、凹石の類が450㎝以下に多いことが指摘できる以外は、積極的
に差異を見出すことが困難である。よって、時期区分の可能性は認めつつ、ここでは従来の「下部」
に留めておきたい。
　また、ここに含まれる－390㎝出土で、 2 体の小児骨である11、12号人骨が、およそ300×150×130
㎝に及ぶ落盤の下で発見されている。骨の破損出土状況などから、落盤による圧死の可能性も指摘さ
れている。

Ⅴ　区
　Ⅴ区については、弥生中期後半から後期、縄文中期、前期、早期の土器が出土している。特に早期
後葉の土器はやや多い。また炉址の出土記録もあり、生活空間としての利用が想定されるが、人骨 1
体の出土もある（10号人骨）。この10号人骨の年代測定の結果は9420～9090 cal BPと、他の人骨資料
と比べやや新しい数値となっている（第 5 章⑵）。
　いずれにせよ、残された遺物とその記録からは、確実な層位的堆積を見出すことは現在のところ困
難である。これは、地形的に堆積土の崩落や、より上部に位置する1983年調査区、あるいは「天狗岩
岩陰部」からの土砂の流入による二次堆積のためとも思われる。

３．岩陰利用の変遷
　以上の遺構や遺物の状況を踏まえて、年代順に、主に「栃原岩陰部」の利用された変遷を、おぼろ
げなら描いてみたい。　

縄文時代早期前葉（表裏縄文系土器期・「下部」）
　まず、岩陰利用開始時期は、縄文時代早期初頭であるとしたい。これまで本遺跡出土の土器の一部
については、草創期末期に位置付ける旨もあったが、本報告で示した下部出土の土器では、 8 点行っ
た放射性炭素年代測定で、いずれも約11000～10700年前のものとされたこと、さらに型式学的には、
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関東地方の撚糸文系土器最古の井草式に近いものが含まれること（100－16、108－22等）、－470㎝付
近以下からは、関東地方の撚糸文系に類する資料（89－27～29）が見られることなどから、現在のと
ころ草創期には遡らないと考えておきたい。
　また、その最深部は約－560㎝の砂層（旧河床面）直上とされるが、仮にこれが離水をした時期を
示すのであれば、図62に旧河床面を掘り込むような炉が示されているように、離水直後からの利用が
あったと予想される。
　また、「下部」に該当するレベルでは、天井高は岩陰奥部でも 4 m近くあり、面積も比較的広く、
生活空間として問題がない。多種多様でまた多量の遺物や遺構の存在からも、おそらくは居住空間と
して、盛んに利用されていたと考えておきたい。
　このレベルに多い拇指状掻器については、皮鞣しに使われた可能性が示されているが（藤森1996）、
多量の獣骨、砥石、そして多様な骨角器の出土を考え合わせれば、狩猟した動物（この時期には小型
哺乳類も多数含まれる）を解体し、骨角器や革製品の制作を行ったという姿も思い浮かぶ。
　凹石、摩石も多く、植物質食料の摂取も行っていたと思われるが、ダイズ属、アズキ亜属、またト
チの利用の可能性が示されたことも重要であろう。
　一方では、タカラガイ、イモガイ、ツノガイ、またアオザメの歯など、沿岸地域とのつながりを示
す遺物も見られる。
　また、出土したキジ科の骨からは、春先から初夏にヤマドリのメスを獲得していた可能性が示され、
少なくともこの期間に岩陰が利用されていたことが予想される。一方で、サケ属についてはサクラマ
スの可能性が指摘され、もし降海型のものが含まれれば、秋口の捕獲が考えられようか。
　また、土器圧痕で確認されたダイズ属、アズキ亜属、ハギ属は中秋から晩秋に結実するため、この
頃に粘土に混ざり込んだとも思われる。但し、土器の製作場所が本遺跡である確証はないため、別の
シーズンに作った土器を持ち込んだというシナリオも考えられる。
　また－390㎝では、泥流塊の下から検出された 2 体の幼児骨について、骨の破損などの出土状況か
ら、落盤による圧死の可能性も指摘されている。そうであれば、「下部」の最後期に発生した事故と
も考えられる。これは、岩陰内でも子供を含む家族単位での生活があったことの傍証となろうか。

縄文時代早期中葉１（格子目押型文期・「中部（下）」）
　その後、一時的に岩陰の利用が不活発になると予想される。「中部（下）」では、時期を区分し得
る土器とて、格子目押型文が出土しているが、石器等、他の遺物も少なく、明確な遺構も記録が残さ
れていない。押型文初期、格子目文を主体とした時期に、限定的に利用されたと考えておきたい。尚、
南相木村の格子目押型文の付着炭化物の年代測定（南相木村教育委員会2016）から、およそ10500～
10300年前を含むと考えられる。

縄文時代早期中葉２（山形押型文期・「中部（中）」）
　やがて、土器で言えば山形押型文が最盛期を迎える頃、「栃原岩陰部」の利用は再び活発になる。
　土器の出土数は表裏縄文期よりは少ないものの、石器、貝類、各骨類等全てについて格子目押型文
期から大幅に増加し、特に剥片石器では最多数となる。焼土や配石遺構も多く、岩陰内部で盛んな活
動があったことが伺える。
　狩猟対象としては、イノシシとニホンジカが突出すると思われ、またサケ属の骨やカワシンジュガ
イの出土数がピークを迎える。さらには黒曜石製石器の組成や入手先の変化など、早期前葉とは異な
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る生活様式も伺える。また加工されたタカラガイ類の数も早期前葉を上回るが、クロアワビ、ウミニ
ナ、キクスズメ、ヤツシロガイ、ハマグリ、ヤマトシジミなど、装身具の材料とは言い難い貝類も、
このレベル内に偏る。
　総じて、山形押型文主体のおおよそ9800～9600年前を含む時期に、居住空間として盛んに利用され
ていた時期としておきたい。但し、このレベルの上部では、土砂の流入、堆積や、落盤等により、岩
陰北側の最奥部は埋まり、天井のある面積は縮小していたと思われる。

縄文時代早期中葉３（山形・楕円押型文期・「中部（上）」）
　これを過ぎると、土器は山形押型文から格子目押型文と続いて出土するが、量は他の遺物とともに
激減する。そして、－150～－200㎝前後で、岩陰北面に近くのほぼ 2 m四方の空間に、少なくとも 5
体（ 1 、 2 、 4 、 6 、 7 号人骨）の遺体が横向きの屈葬姿勢で埋葬されたのである。 8 号人骨も 
－211cm出土となる。
　ただし、現在のところ、これら人骨の血縁関係等は不明であり、埋葬の同時性あるいはその前後関
係を検証することは難しい。しかしいずれも、縄文早期中葉押型文の後半期に埋葬されたと考えてお
きたい。但し、一定期間埋葬の場として認識されていたのか、一時期に埋葬されたのか、その判断は
難しい。
　いずれにせよ、面積、高さともに生活空間としては適さない岩陰の奥まった空間を、墓域として利
用していた様子が伺える。
　但し、このレベル内でも焼土は10箇所以上存在しており、もしこれが通常の生活の痕跡であるとす
れば、本来あったかも知れない岩陰南側の前庭部が、県道の敷設工事により破壊されていた可能性も
含め、墓地以外の何らかの利用の可能性も捨て切れない。

縄文時代早期後葉以降（条痕文沈線文系期以降各期・「上部」）
　「中部」より上位の堆積土中からは、早期後半の復元可能な土器個体（77－ 1 ）があるものの、層
位的な特定は難しい。少なくとも早期中葉の押型文系土器期より新しく、現代（1965年の調査開始
時）までの堆積土とは言えよう。
　面積、天井までの高さともにわずかな空間（遺跡発見時で、奥行き約 2 ～ 3 m、幅約 3 ～ 5 m、天
井部までの高さ約 2 m）ゆえ、これまでのような居住や埋葬の場としては利用されなかったと考えら
れる。Ⅰ～Ⅳ区では、早期後葉以降、縄文前期、中期、弥生後半期、古代の土器片が少量づつ出土し
ており、その時間幅は長いが、いずれの時期においても「栃原岩陰部」の利用は少なかったと判断で
きるだろう。
　但し、1983年や1999年調査の調査区からも、縄文前期以降、同中期、弥生前期、中期～後期、古代、
中世、そして近世の遺物が少数ではあるが断続的に出土している。特に、早期後葉の土器はⅠ～Ⅳ区
でもやや多く見られ、Ⅴ区や1983年調査区では、相当数が出土しており、遺跡全体で見れば、少なく
とも早期後葉期にもそれなりの土地利用があったはずである。Ⅴ区出土の10号人骨も、その資料の可
能性がある。

４．今後の課題
　本報告では、これまで未公開だった多数の遺物やその記録、調査時の平面図、セクション図を示し
た。これらは遺跡の理解に基礎的な資料となるものである。またこの他にも、これまでにない新たな
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発見や見解も多数記されている。
　さらに本遺跡については、発見から既に50年以上が経ち、一部を第 2 章で紹介したように、これま
でにも様々な研究や考察がなされてきた。その中には、遺跡の理解の上で欠かせないものも多く、本
報告に掲載されて然るべきものも多々ある。
　本来であればこれらを駆使し、さらに細かな時期区分や、それぞれの時期における遺物の関係性、
岩陰の空間利用、岩陰利用のシーズンや期間、さらには海産物の入手形態、人々の移動と定住の問題、
また本章で取り上げなかった資料も含めた土器編年といった基礎的なものまで、考え得る、または考
えるべき事柄は多岐に渡る。
　加えて、周辺の遺跡との関係を踏まえ、各時期おける岩陰遺跡の存在する意味を考えることは、当
地域の歴史叙述を目指す上でも、重要な論点となろう。
　語り足らない部分は多いが、本報告を新たな出発点として、栃原岩陰遺跡の研究を次のステージに
進めていきたい。
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付表　掲載遺物観察表

凡　　　例

・本表は、掲載した土器、剥片石器、礫石器、骨角器類、貝製品の観察表である。
・図版番号は、掲載した実測図の番号である。
・発掘年月日、グリッド、出土レベルについては、遺物に直接注記のあるもの、遺物台帳に対応する

No.が注記されたもの、各記録が記されたカードが付されていたもの、各記録が記されたビニール
袋若しくは小箱にまとめて保管されていたもの、その他文献等で記録が判明したものを記入した。
また記録が不明瞭のものや、連続するナンバリングなどから予測できるものは（　）内に記した。

・注記は、遺物の扱われ方により異なる体系があり、複数の番号がある場合は、原則として新しく付
したものを記した。

・実測番号は、注記とともに実資料にアクセスする際の便宜を図るため掲載している。
・土器の図版番号の太線の囲いは、同一個体であることを示す。
・土器の大別は、時期、型式、あるいは主な施文をもとにした便宜上の分類である。
・土器の文様、調整は、基本的に施文の順に記している。
・土器の胎土には、肉眼で観察できた鉱物、粒子等を記した。
・剥片石器の素材形態は、素材となった剥片（もしくは原石）の状態を、判明する限り記した。
・貝製品の備考には、実測図では表しにくい、加工面の状態を記した。
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付表1　土器観察表 ⑴

外面 内面 外面 内面

㻣㻡 㻝 弥生中期～後期 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 壁近く 㻢㻜 胴部 縦磨き 横磨き 茶色粒子 暗赤褐色 黒色 墨書？ 㼃㻝㻝㻞㻣 㻢㻝㻤

㻣㻡 㻞 中期中葉 不明 不明 不明 胴部 半隆帯 横ナデ 乳白色粒子 薄茶褐色 薄茶褐色 㼃㻝㻞㻡㻠 㻣㻠㻡

㻣㻡 㻟 中期中葉 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 崩れ 不明 胴部 隆帯・連続爪形文 横ナデ 乳白色粒子 薄茶褐色 黒色 㼃㻝㻞㻡㻞 㻣㻠㻟

㻣㻡 㻠 前期後葉 㻔㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡㻕 不明 表採 胴部 無節縄文による幾何学的
文様

横ナデ 輝粒子・黒色粒子 薄茶褐色 暗黄褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻝㻞 㻤㻜㻟

㻣㻢 㻝 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 Ⅰ～Ⅳ 㻟㻡 口縁 横位沈線・口唇下斜め刻
み

横ナデ 黒雲母多・繊維 黒色 黒褐色 㼃㼂㻠㻜㻟 㻥㻢㻡

㻣㻢 㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻡 不明 㻠㻜 胴部 条痕 横ナデ 黒雲母微量 薄赤褐色 黒色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻣㻠 㻠㻢㻠

㻣㻢 㻟 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻠㻜 胴部 浅く太い沈線 ナデ 輝粒子 茶褐色 黒褐色 固焼き・田戸下層 㼃㻥㻣㻝 㻠㻢㻝

㻣㻢 㻠 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻥 不明 㻡㻜 胴部 横方向に並ぶ沈線 横ナデ 繊維微量？輝粒子
少

暗赤褐色 暗赤褐色 㼃㻥㻣㻟 㻠㻢㻟

㻣㻢 㻡 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 Ⅰ～Ⅳ 㻢㻡 胴部 横方向の太く短い沈線 横ナデ 乳白色粒子多 薄橙褐色 薄橙褐色 田戸下層 㼃㼂㻞㻜㻤 㻝㻜㻝㻞

㻣㻢 㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅰ 㻝㻢㻜 胴部 条痕縦～斜 条痕縦 黒雲母微量 暗褐色 黒色・黄褐
色

指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻞㻝㻟 㻝㻜㻝㻟

㻣㻢 㻣 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻝㻛㻤㻛㻝㻢 Ⅰ-2 㻝㻤㻥 胴下半部 浅い条痕 ややあばた状 灰色粒子 薄赤褐色 黒茶褐色 㼃㻥㻣㻡 㻠㻢㻡

㻣㻢 㻤 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻢㻛㻟㻛㻞㻢 不明 （200付近） 胴部 縦浅い条痕・斜沈線 横ナデ 繊維・茶色粒子 暗褐色 黒灰褐色 㼃㻝㻝㻠㻜 㻢㻟㻝

㻣㻢 㻥 沈線文条痕文系 1966/5？ Ⅰ 210付近（8
号人骨付
近）

胴部 横位矢羽状沈線 横ナデ 黒雲母微量 灰褐色 灰茶褐色 Ⅴ区117-27、28と同一個体 㼃㼂㻞㻜㻣 㻝㻜㻝㻝

㻣㻢 㻝㻜 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 口縁 横位並行の押引文。綾杉
状の連続刺突

あばた状or剥落 黒雲母多・数mm大
の岩石片

黒褐色 黒茶褐色 㼃㼂㻝㻣㻢 㻤㻥㻣

㻣㻢 㻝㻝 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻞㻜 胴部 条痕文 擦痕 繊維？・乳白色粒
子・赤色粒子

黒茶褐色 茶褐色 内面不均一 㼃㻝㻞㻡㻜 㻣㻠㻝

㻣㻢 㻝㻞 沈線文条痕文系 不明 Ⅲ 㻞㻞㻢 口縁 交差する沈線 横ナデ 輝粒子 黒褐色 黒褐色 固焼き・判ノ木山西 㼃㻥㻣㻞 㻠㻢㻞

㻣㻢 㻝㻟 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 口縁 横ナデ（条痕？）・太い工
具による波状沈線

横ナデ（条痕？） 繊維微量・輝粒子少 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㻭㻵㻟㻟㻥 㻥㻠㻠

㻣㻢 㻝㻠 沈線文条痕文系 不明 Ⅱ 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 胴部 格子目状沈線 黒雲母・黒色粒子 薄茶褐色 暗灰色 指頭圧痕による凹凸・判ノ木山西 㼃㼂㻞㻞㻞 㻝㻜㻝㻡

㻣㻢 㻝㻡 沈線文条痕文系 不明 Ⅲ-3 㻠㻤㻡 胴部 横方向平行沈線文 横ナデ 暗褐色 暗茶褐色 㼃㻝㻟㻝㻝 㻤㻜㻞

㻣㻢 㻝㻢 沈線文条痕文系 （1966/5/13） （Ⅰ） 不明 口縁 条痕縦 剥落 繊維・赤色岩石 黒茶褐色 台帳だと石器 㼃㼂㻝㻟㻠 㻥㻤㻢

㻣㻢 㻝㻣 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 壁より配石
の側

胴部 横方向細い沈線文 ややあばた状 黄灰褐色 黄灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・田戸下
層

㻭㻵㻝㻝㻝㻥 㻥㻡㻡

㻣㻢 㻝㻤 沈線文条痕文系 不明 不明 不明 胴部～底
部

条痕斜・横 浅い条痕横 繊維微量・ 薄茶褐色 黒褐色・黒
灰色

㻭㻵㻝㻜㻜㻝 㻥㻡㻠

㻣㻢 㻝㻥 沈線文条痕文系 不明 不明 不明 底部付近 条痕文 繊維？ 白茶褐色 黒色 内面ほとんど剥落・白灰付着 㼃㻝㻞㻡㻝 㻣㻠㻞

㻣㻢 㻞㻜 沈線文条痕文系 不明 不明 不明 底部付近 条痕多方向 条痕多方向 繊維・数㎜大の鉱物 赤茶褐色 灰褐色 Ⅴ区120-5と同一個体か・台帳だ
と石器

㼃㼂㻝㻟㻟 㻥㻤㻡

㻣㻢 㻞㻝 沈線文条痕文系 不明 （Ⅰ） 不明 胴部 太い横位沈線 横ナデ 黒雲母少 黒灰褐色 黒色 田戸下層 㼃㼂㻞㻝㻢 㻝㻜㻝㻠

㻣㻢 㻞㻞 沈線文条痕文系 不明 不明 不明 口縁 LR縄文横 横擦痕 黒雲母極小 暗赤褐色 暗赤褐色 口唇部に刻み 㼃㻤㻥㻜 㻟㻣㻥

㻣㻢 㻞㻟 沈線文条痕文系 不明 不明 不明 胴下半部 LR縄文多方向 条痕横 黒雲母・数㎜大の岩
石

黒褐色・暗
黄褐色

暗黄褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻞㻥 㻝㻜㻠㻞

㻣㻣 㻝 沈線文条痕文系 　 不明

Ⅰ-1
Ⅰ-1

㻟㻡
㻠㻜
㻝㻣㻟
㻥㻟㻙㻥㻥
㻞㻞㻜

口縁から
底部

区画隆帯（山形文）・山形
文縦・押し引き・円形刺
突、口唇刻み

山形文横・横ナデ 繊維微量・黒色粒
子・輝粒子微量

茶褐色・暗
橙色

暗褐色・黒
褐色

相木式 AI17・
㻭㻵㻝㻥㻥
他

㻥㻝㻟

㻣㻤 㻝 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻞 Ⅱ 㻝㻟㻡 胴下半部 楕円文横 ナデ 黒雲母・黒色粒子 暗茶褐色 黒灰褐色 㻭㻵㻞㻣㻤 㻥㻟㻥

㻣㻤 㻞 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅰ 㻝㻢㻜 胴部 楕円文横 黒雲母 暗褐色 灰褐色 㼃㻥㻞㻢 㻠㻝㻡

㻣㻤 㻟 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅰ-2 㻝㻣㻡 胴部 楕円文横～斜 輝粒子多 赤茶褐色 黒黄色 㼃㻥㻟㻣 㻠㻞㻢

㻣㻤 㻠 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅰ 㻞㻜㻜 口縁～胴
部

楕円文横 横ナデ 黒色粒子 黒褐色 黒茶褐色 78-5と同一個体か・固焼き 㼃㻥㻟㻡 㻠㻞㻠

㻣㻤 㻡 楕円文 不明 不明 不明 口縁 楕円文横 横ナデ 黒色粒子 黒褐色 黒茶褐色 固焼き 㼃㻥㻞㻞 㻠㻝㻝

㻣㻤 㻢 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅰ （200付近） 口縁 貼付隆帯・楕円文横・鋸歯
状沈線

横ナデ 黒雲母 黒褐色 暗茶褐色 口唇部刻み・固焼き 㼃㻥㻟㻜 㻠㻝㻥

㻣㻤 㻣 楕円文 1966/5か Ⅰ 㻞㻜㻡 底部付近 楕円文縦 ナデ 金色粒子 灰色 黒褐色 白灰付着・白い灰層の下 㻭㻵㻝㻝㻠㻠 㻥㻞㻥

㻣㻤 㻤 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻜㻟 胴下半部 楕円文横 横ナデ 黒雲母 灰茶褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㻭㻵㻝㻤㻜 㻥㻠㻜

㻤 㻥 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 胴部 楕円文横・刺突 横ナデ 乳白色粒子 黒灰色 黒茶褐色 㼃㻥㻞㻡 㻠㻝㻠

㻣㻤 㻝㻜 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 胴部 楕円文横 ナデ 黒雲母・黒色粒子少 黒灰色・黒
褐色

黒黄灰色 㼃㻥㻞㻥 㻠㻝㻤

㻣㻤 㻝㻝 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅰ 㻞㻝㻤 胴下半部 楕円文縦（帯状か） 黒雲母 黒灰茶褐
色

黒灰褐色 78-12と同一個体か 㼃㻥㻞㻤 㻠㻝㻣

㻣㻤 㻝㻞 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻟㻜 胴下半部 楕円文縦（帯状か） 黒雲母 暗茶褐色 灰茶褐色・
黒褐色

白灰付着 㼃㻥㻞㻣 㻠㻝㻢

㻣㻤 㻝㻟 楕円文 1966/5？ Ⅱ 㻞㻝㻥 胴部 楕円文縦・横（帯状） 黒雲母 暗茶褐色 灰褐色 固焼き 㼃㻥㻟㻥 㻠㻞㻤

㻣㻤 㻝㻠 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 口縁 楕円文横（帯状か） 横ナデ 黒色粒子・黒雲母微
量

黒褐色 暗茶褐色 口唇部楕円文・浅い指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻥㻟㻠 㻠㻞㻟

㻣㻤 㻝㻡 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 胴部 楕円文 横ナデ 白色粒子 暗赤褐色 薄茶褐色 固焼き 㼃㻥㻞㻟 㻠㻝㻞

㻣㻤 㻝㻢 楕円文 不明 Ⅳ 㻠㻜㻜㻙㻠㻝㻜 胴部 楕円文斜・横 縦横ナデ 赤色粒子 黒褐色・暗
褐色

灰褐色 固焼き 㼃㻥㻞㻜 㻠㻜㻥

㻣㻤 㻝㻣 楕円文 1966/5？ Ⅲ 不明 口縁 楕円文？横 横ナデ 乳白色粒子少 黒灰色 暗赤褐色 固焼き・灰付着・トレンチ1 㼃㻥㻟㻤 㻠㻞㻣

㻣㻤 㻝㻤 楕円文 1965/12？ （Ⅲ） 不明 口縁 楕円文斜 横ナデ 黒雲母多 黒灰褐色 暗灰褐色 㼃㻥㻟㻞 㻠㻞㻝

㻣㻤 㻝㻥 楕円文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 不明 胴部 楕円文横・鋸歯状の平行
沈線

横ナデ 黒色粒子少 暗茶褐色 黒褐色 固焼き・骨を被った土中 㼃㻥㻟㻝 㻠㻞㻜

㻣㻤 㻞㻜 楕円文 不明 不明 不明 口縁 楕円文横 横ナデ 白色粒子・輝粒子少 黒色 暗茶褐色・
赤褐色

固焼き 㼃㻥㻞㻝 㻠㻝㻜

㻣㻤 㻞㻝 楕円文 不明 不明 不明 口縁 楕円文斜 斜ナデ 黒雲母 黒灰色 黒灰色 㼃㻥㻝㻤 㻠㻜㻣

㻣㻤 㻞㻞 楕円文 不明 不明 不明 胴部 楕円文横 横ナデ 黒色粒子・輝粒子小 茶褐色 黒茶褐色 穿孔 㻝㻜㻜㻟㻝 㻥㻟㻤

㻣㻤 㻞㻟 楕円文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻥㻚㻝㻜 不明 不明 胴部 楕円文縦（帯状） 斜ナデ 黒雲母 黒灰色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻟㻢 㻠㻞㻡

㻣㻤 㻞㻠 楕円文 1966/5？ Ⅰ 不明 胴部 楕円文横 黒雲母多 黒褐色 茶褐色 中央遺構面 㼃㻥㻞㻠 㻠㻝㻟

㻣㻤 㻞㻡 楕円文 不明 不明 不明 胴部 楕円文横 横ナデ 黒色粒子 暗茶褐色 黒灰色 㼃㻥㻤㻜 㻠㻣㻜

㻣㻤 㻞㻢 楕円文 不明 不明 不明 胴下半部 楕円文多方向？ 茶色粒子・輝粒子 暗褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻤㻝 㻠㻣㻝

㻣㻤 㻞㻣 キャタピラ状文 㻝㻥㻢㻡㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅰ拡-1 㻝㻠㻟 胴部 キャタピラ状文横 ナデ・ややあばた
状

黒雲母多 赤褐色 黒色 㼃㻥㻥㻜 㻠㻢㻜

㻣㻤 㻞㻤 楕円文+山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅰ 㻝㻠㻟 胴部 楕円文横～斜・山形文？ ナデ 茶色粒子 橙褐色 黒褐色 㼃㻥㻣㻥 㻠㻢㻥

㻣㻤 㻞㻥 楕円文+山形文 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 胴部 楕円文横・山形文横 ナデ 茶色粒子・黒色粒子 暗橙褐色 黒黄色 㼃㻥㻟㻟 㻠㻞㻞
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㻣㻤 㻟㻜 楕円文+山形文 不明 不明 不明 胴部 楕円文横・山形文横 ナデ 黒雲母 暗褐色 黄褐色 㼃㻝㻞㻥㻝 㻣㻤㻞

㻣㻥 㻝 山形文 1965/12？ （Ⅲ） 㻝㻝㻣 口縁 山形文縦 横ナデ 黒雲母少 黒褐色 暗灰褐色 固焼き・灰付着 㼃㻝㻜㻟㻤 㻡㻞㻥

㻣㻥 㻞 山形文 1965/12/？ 不明 㻝㻝㻣 胴部 山形文縦 ナデ 黒雲母 黒褐色 黒褐色・灰
褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻠㻢 㻡㻟㻣

㻣㻥 㻟 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅰ-拡 㻝㻡㻠 底部付近 山形文縦 黒雲母多 赤茶褐色 黒色 㼃㻝㻜㻡㻡 㻡㻠㻢

㻣㻥 㻠 山形 不明 壁 㻝㻥㻜 口縁 山形文横・縦 横ナデ 黒雲母 白茶褐色 白褐色 薄 㼃㻤㻣㻥 㻟㻢㻤

㻣㻥 㻡 山形文 1966？ Ⅰ （200付近） 胴部 山形文縦 横ナデ 数㎜大の岩石 薄茶褐色 明茶褐色 固焼き・白灰付着 㼃㻝㻜㻟㻝 㻡㻞㻞

㻣㻥 㻢 山形文 㻝㻢㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ西壁 （200付近） 胴部 山形文縦 横ナデ 乳白色粒子・黒雲母 灰褐色 黄灰褐色 固焼き 㼃㻝㻜㻠㻞 㻡㻟㻟

㻣㻥 㻣 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅰ （200付近） 胴下半部 山形文縦 横ナデ 黒雲母多 暗茶褐色 灰褐色 79-12と同一個体の ・浅い
指頭圧痕による凹凸・固焼き・
、灰付着

㻭㻵㻝㻝㻞㻡 㻥㻟㻡

㻣㻥 㻤 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ西壁 （200付近） 底部付近 山形文縦 斜ナデ 黒雲母 黒褐色 黒褐色 㼃㻝㻜㻟㻥 㻡㻟㻜

㻣㻥 㻥 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻞㻜 人骨 200付近か 胴部 山形文縦 横ナデ 黒雲母多 黄灰褐色 黒褐色 㼃㻝㻜㻠㻡 㻡㻟㻢

㻣㻥 㻝㻜 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ中央
配石下

200～250付
近か

胴下半部 山形文縦 黒雲母 暗褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻡㻜 㻡㻠㻝

㻣㻥 㻝㻝 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ中央
配石下

200～250付
近か

胴部 山形文縦 斜～横ナデ 黒雲母 黒色・黒灰 暗灰褐色 固焼き 㼃㻝㻜㻟㻣 㻡㻞㻤

㻣㻥 㻝㻞 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢
㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢
㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢

Ⅱ中央
配石下
Ⅱ
Ⅱ

200～250付
近か
不明
不明

胴下半部
～底部付
近

山形文縦 横ナデ 黒雲母多 暗茶褐色 黒褐色・灰
褐色

79-7と同一個体の ・浅い
指頭圧痕による凹凸

㻭㻵㻞㻡㻥
㻝㻢㻠
㻝㻢㻢

㻥㻝㻤

㻣㻥 㻝㻟 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟
㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠

Ⅰ
Ⅰ

㻞㻜㻜
㻞㻝㻜

胴部 山形文縦 横ナデ 黒色粒子微量 茶褐色 橙褐色・黒
茶褐色

れ口に 実状圧痕あり。 㻭㻵㻝㻝㻡㻝
㻭㻵㻝㻝㻝㻝

㻥㻞㻣

㻣㻥 㻝㻠 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻜㻟 胴下半
部？

山形文横 横ナデ 数㎜大の岩石 暗茶褐色 茶褐色 㼃㻝㻜㻟㻢 㻡㻡㻠

㻣㻥 㻝㻡 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 口縁 山形文横・縦（帯状） 横ナデ 黒雲母微量 黒褐色 暗褐色 口唇部山形文・固焼き 㼃㻝㻜㻣㻢 㻡㻢㻣

㻣㻥 㻝㻢 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 口縁～胴
部

山形文横（帯状） 横ナデ 黒雲母 薄茶褐色 薄赤褐色・
薄茶褐色

口唇部山形 体押圧？・固焼き 㼃㻝㻜㻣㻣
・
㼃㻝㻜㻣㻤

568・
㻡㻢㻥

㻣㻥 㻝㻣 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 胴下半部 山形文縦 斜擦痕 黒雲母 黒褐色 暗黒褐色 㼃㻝㻜㻡㻝 㻡㻠㻞

㻣㻥 㻝㻤 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 胴下半
部？

山形文縦 横ナデ 黒雲母多 黒褐色・暗
灰色

黒茶褐色 灰付着 㼃㻝㻜㻠㻠 㻡㻟㻡

㻣㻥 㻝㻥 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ- 㻞㻝㻜 底部 山形文横・縦（帯状） 横、斜ナデ 輝粒子少 暗茶褐色・
黒褐色

暗茶褐色・
黒褐色

外面に 痕か 㻭㻵㻝㻝㻟㻤 㻥㻟㻜

㻣㻥 㻞㻜 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅲ 211（ o 8号
人骨

胴部 山形文縦 横ナデ 暗褐色 暗褐色 固焼き・灰付着 㼃㻝㻜㻟㻜 㻡㻞㻝

㻣㻥 㻞㻝 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅲ 211（ o 8号
人骨

胴部 山形文縦 横ナデ 暗茶褐色 暗灰褐色 固焼き・灰付着 㼃㻝㻜㻡㻠 㻡㻠㻡

㻣㻥 㻞㻞 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 胴部 山形文縦 ややあばた状 黒雲母 暗褐色 暗灰褐色 固焼き・白灰付着 㼃㻝㻜㻟㻟 㻡㻞㻠

㻣㻥 㻞㻟 山形文 不明 Ⅱ （220） 口縁 山形押 文縦（帯状？） 黒雲母 灰褐色 灰褐色 口唇部に山形押 文・ 面
か・白灰付着

㼃㻤㻣㻤 㻟㻢㻣

㻤㻜 㻝 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ区 220付近 胴下半部
（底部付
近）

山形文縦 横ナデ 細か 黒雲母 黄灰色・黒
灰色

黄灰色・黒
灰色

薄 ・固焼き・灰付着 㼃㻝㻜㻠㻣
㼃㻝㻝㻝㻣

538・
㻢㻜㻤

㻤㻜 㻞 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻞㻡 底部 山形文縦 黒色粒子・黒雲母微
量

黒茶褐色 灰褐色 固焼き 㻭㻵㻞㻣 㻥㻟㻞

㻤㻜 㻟 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻢 Ⅲ 㻞㻞㻢 胴下半部 山形文縦 横ナデ 黒色粒子 灰褐色 茶褐色 固焼き・白灰付着 㼃㻝㻜㻡㻢 㻡㻠㻣

㻤㻜 㻠 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻟㻜 胴部 山形文横 茶色粒子 黒褐色 黒灰色・黒
色

固焼き 㼃㻝㻜㻢㻞 㻡㻡㻟

㻤㻜 㻡 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻟㻜 胴下半部 山形文縦 横ナデ 黒雲母 灰色 黒色 薄 ・固焼き・年 測 （ 5
o 1）

㼃㻝㻜㻟㻞 㻡㻞㻟

㻤㻜 㻢 山形文 1966/5か？ Ⅱ （230前後 胴部 山形文縦 横ナデ 黒雲母 灰色 黒色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻜㻟㻠 㻡㻞㻡

㻤㻜 㻣 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻛㻡㻛㻝㻢 不明 （230前後） 胴部 山形文縦 横ナデ 黒色粒子 暗茶褐色 黒褐色 薄 ・固焼き・灰付着 㼃㻝㻜㻡㻟 㻡㻠㻠

㻤㻜 㻤 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻟㻜 胴部 山形文縦 ナデ 白色粒子 薄黄灰色 黒色 付着 㼃㻝㻜㻞㻣 㻡㻝㻤

㻤㻜 㻥 山形文 不明 Ⅱ 㻞㻟㻠 胴部 山形文縦 ナデ・ややあばた
状

黒色粒子・数mm大
の岩石

黒褐色 黒褐色・赤
褐色

薄 ・固焼き 㼃㻝㻜㻠㻤 㻡㻟㻥

㻤㻜 㻝㻜 山形文 不明 Ⅱ 㻞㻟㻠 胴部 山形文縦・沈線？ 横ナデ 黒雲母 灰茶褐色 黒色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻜㻠㻜 㻡㻟㻝

㻤㻜 㻝㻝 山形文 不明 Ⅲ 㻞㻟㻣 胴部 山形文横（帯状） 横ナデ 黒雲母多 黒色 灰褐色 灰付着 㼃㻝㻜㻠㻝 㻡㻟㻞

㻤㻜 㻝㻞 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻟㻤 胴部 山形文縦 横ナデ 黒雲母 黒褐色・暗
茶褐色

黒褐色・暗
茶褐色

固焼き 㼃㻝㻜㻠㻥 㻡㻠㻜

㻤㻜 㻝㻟 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅰ 㻞㻡㻜 胴下半部 山形文縦 横ナデ 黒雲母多 暗黄灰褐
色

暗黄灰褐
色・黒褐色

浅い指頭圧痕による凹凸・固焼き 㻭㻵㻝㻤㻟 㻥㻟㻟

㻤㻜 㻝㻠 山形文 不明 Ⅲ- 㻞㻡㻜㻙㻞㻢㻜 胴部 山形文縦 横ナデ 黒雲母 薄褐色 灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・固焼
き・灰付着

㼃㻝㻜㻟㻢 㻡㻞㻣

㻤㻜 㻝㻡 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤
㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤
㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢
不明
㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢

不明
不明
トレンチ
不明
Ⅱ

㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜
㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜
㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜
不明
不明

胴部 山形文縦 横ナデ 黒色粒子 黒褐色・暗
茶褐色

黒褐色・暗
茶褐色

㻭㻵㻟㻢㻡
㻭㻵㻞㻝㻢
㻟㻢㻡

㻥㻝㻣

㻤㻜 㻝㻢 山形文 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 の 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 口縁 山形文横 横ナデ 黒雲母微量 黒灰色 灰褐色 口唇部山形文・固焼き 㼃㼂㻟㻜㻡 㻝㻜㻠㻣

㻤㻜 㻝㻣 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 胴部 山形文縦 横ナデ 白色粒子少 黒褐色・灰
色

黒色・灰茶
褐色

固焼き・白灰付着 㼃㻝㻜㻟㻡 㻡㻞㻢

㻤㻜 㻝㻤 山形文 不明 Ⅱ-2 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 胴部 山形押 文縦 横ナデ 色粒子 灰褐色 黒灰色 㼃㻤㻤㻟 㻟㻣㻞

㻤㻜 㻝㻥 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 胴部 山形文横（帯状） ナデ 茶色粒子 薄茶褐色 灰褐色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻝㻞㻟 㻢㻝㻠

㻤㻜 㻞㻜 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 胴部 山形文縦（帯状） 横ナデ 輝粒子・黒色粒子 灰色 黒灰色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻝㻞㻠 㻢㻝㻡

㻤㻜 㻞㻝 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻞㻤㻡 胴部 山形文縦（帯状） 横ナデ 色粒子 薄灰褐色 薄茶褐色・
黒色

薄 ・固焼き 㼃㻝㻞㻤㻠 㻣㻣㻡

㻤㻜 㻞㻞 山形文 ？/？/25 Ⅲ-2 㻞㻥㻜㻙㻟㻜㻜 口縁 山形文横（帯状） 横ナデ・擦痕 金色粒子多 黒茶褐色 薄茶褐色 口唇部山形文・浅い指頭圧痕に
よる凹凸・薄 ・固焼き

㻝㻜㻜㻞㻡 㻥㻟㻠

㻤㻜 㻞㻟 山形文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅱ-2 （300付近） 胴部 山形文縦・横（帯状） 斜ナデ 色粒子 黒灰色 黄色灰色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻞㻤㻟 㻣㻣㻠

㻤㻜 㻞㻠 山形文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 胴部 浅い大 りの山形文縦 ナデ 黒雲母多・黒色粒子 黒褐色 明茶褐色 㼃㻝㻞㻥㻟
～
㼃㻝㻞㻥㻢

㻣㻤㻠
～
㻣㻤㻣
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻤㻝 㻝 山形文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 胴部 浅い大 りの山形文縦 ナデ 黒雲母多 黒褐色・茶
褐色

黒褐色 㼃㻝㻞㻥㻣 㻣㻤㻤

㻤㻝 㻞 山形文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢

Ⅲ-3
Ⅲ-3

㻔㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜㻕
㻔㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜㻕

胴部 浅い大 りの山形文縦 ナデ 黒雲母多 黒褐色・茶
褐色

黒褐色 白灰付着 3103・
㻟㻝㻜㻠

㻥㻞㻟

㻤㻝 㻟 山形文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢

Ⅱ-3
Ⅲ-3

㻟㻣㻜
㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜

胴部 浅い大 りの山形文縦 ナデ 黒雲母多 茶褐色 黒褐色 㼃㻝㻞㻥㻞 㻣㻤㻟

㻤㻝 㻠 山形文 不明 Ⅲ-1 㻔㻔㻡㻣㻟㻕 胴部 浅い大 りの山形文縦 黒雲母多 黒色・黒灰
色

暗灰色 㼃㻥㻤㻞 㻠㻣㻞

㻤㻝 㻡 山形文 不明 不明 不明 胴部 浅い大 りの山形文縦 ナデ 黒雲母多 茶褐色 黒褐色 㼃㻝㻞㻤㻥 㻣㻤㻜

㻤㻝 㻢 山形文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅲ-1 㻟㻡㻡 口縁 浅い大 りの山形文縦 ナデ 黒雲母多 黒褐色 黒褐色 㼃㻝㻞㻥㻥 㻣㻥㻜

㻤㻝 㻣 山形文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅱ-3 㻟㻢㻜㻙㻟㻣㻜 胴部 山形文縦 斜ナデ 輝粒子 暗褐色 黒色 固焼き 㼃㻝㻜㻞㻢 㻡㻝㻣

㻤㻝 㻤 山形文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-2 㻟㻥㻜 口縁～胴
部

浅い大 りの山形文縦 横ナデ 黒雲母多 黄褐色 黒黄褐色 㼃㻝㻞㻥㻤 㻣㻤㻥

㻤㻝 㻥 山形文 不明 不明 不明 口縁 山形文縦・横 横ナデ 黒雲母多 黒灰色 灰褐色 口唇部山形・浅い指頭圧痕による
凹凸・固焼き

㼃㻝㻜㻣㻟 㻡㻢㻠

㻤㻝 㻝㻜 山形文 不明 不明 不明 口縁 山形文横 横ナデ 黒雲母多 黒褐色 褐色 口唇部山形文・固焼き 㼃㻝㻜㻢㻣 㻡㻡㻤

㻤㻝 㻝㻝 山形文 不明 不明 不明 口縁 山縦・横 横ナデ 黒雲母多 黒褐色 灰褐色 口唇部山形・薄 ・固焼き 㼃㻝㻜㻣㻠 㻡㻢㻡

㻤㻝 㻝㻞 山形文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 不明 崩れ 胴部 山形横・沈線？ 横ナデ 黒雲母 黒茶褐色 黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸・固焼き 㼃㻝㻜㻢㻥 㻡㻢㻜

㻤㻝 㻝㻟 山形文 不明 Ⅲ トレンチ 胴部 山形文縦 ややあばた状 黒雲母 暗赤褐色 茶褐色 固焼き 㼃㻝㻜㻞㻥 㻡㻞㻜

㻤㻝 㻝㻠 山形文 不明 不明 不明 胴下半部 押 文縦 斜ナデ 黒雲母 暗茶褐色 黒褐色 固焼き・灰付着 㼃㻝㻜㻡㻥 㻡㻡㻜

㻤㻝 㻝㻡 山形文 1966/5か？ Ⅰ 不明 胴下半部 山形文縦（帯状） 斜ナデ 茶色粒子・黒雲母微
量

暗褐色 褐色 固焼き・白灰付着 㼃㻝㻜㻡㻣 㻡㻠㻤

㻤㻝 㻝㻢 山形文 1966/？/？ Ⅲ-1 不明 胴部 山形文縦 斜ナデ 黒色粒子少 茶褐色 黄灰褐色 固焼き・灰付着 㼃㻝㻜㻡㻤 㻡㻠㻥

㻤㻝 㻝㻣 山形文 不明 不明 不明 胴部 山形文縦 ナデ 輝粒子 暗褐色 黒褐色 薄 ・固焼き・白灰付着 㼃㻝㻝㻝㻢 㻢㻜㻣

㻤㻝 㻝㻤 山形文 不明 不明 不明 胴部 山形文縦 ナデ 黒雲母多 暗褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻝㻤 㻢㻜㻥

㻤㻝 㻝㻥 山形文 不明 不明 不明 胴部 山形文縦（帯状） 剥落 黒雲母 灰褐色 㼃㻝㻝㻝㻥 㻢㻝㻜

㻤㻝 㻞㻜 山形文 不明 Ⅰ 不明 胴部 山形文縦 斜ナデ 黒雲母 暗茶褐色 黒褐色 㼃㻝㻜㻞㻤 㻡㻝㻥

㻤㻝 㻞㻝 山形文 不明 Ⅱ 不明 胴部 山形文縦 横ナデ 黒雲母多 黒褐色・暗
褐色

赤褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・白灰付
着

㼃㻝㻜㻠㻟 㻡㻟㻠

㻤㻝 㻞㻞 山形文 不明 不明 不明 胴部 山形文縦 斜ナデ 黒雲母多 暗黒灰色 灰茶褐色 固焼き 㼃㻝㻜㻡㻞 㻡㻠㻟

㻤㻝 㻞㻟 山形文 不明 不明 不明 胴部 山形文横 縦擦痕 黒雲母 暗茶褐色・
黒褐色

暗黒灰色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻢㻤 㻡㻡㻥

㻤㻝 㻞㻠 山形文 不明 不明 不明 胴部 山形文縦・横（帯状） 横ナデ 色粒子・茶色粒子 灰褐色・薄
茶褐色

灰褐色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻞㻤㻡 㻣㻣㻢

㻤㻞 㻝 式 1967/ /？
㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞
㻝㻥㻢㻣

Ⅰ
Ⅱ-2
Ⅲ-1

㻞㻡㻜
不明
㻞㻤㻜

胴部 山形文横・縦（帯状）・沈
線？

横、斜ナデ 輝粒子多・茶色粒
子・黒色粒子

黒灰色 黒灰色 薄 ・固焼き・灰付着 㻠㻞㻚㻣㻭
㼃㻝㻞㻤㻜
㼃㻝㻞㻤㻝
㻭㻵㻞㻤㻣

9 2・
771・
772・
㻣㻣㻟

㻤㻞 㻞 式 不明 不明 不明 胴部 山形文横・縦（帯状）・沈
線？

横、斜ナデ 輝粒子多・茶色粒
子・黒色粒子

黒灰色 黒灰色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻞㻤㻢 㻣㻣㻣

㻤㻞 㻟 表 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 トレンチ
内

㻝㻜 口縁 山形文縦（帯状）・山形文
横

山形文横 黒雲母 黒褐色 暗褐色 口唇部山形文・薄 ・固焼き・灰
付着

㼃㻝㻜㻣㻝 㻡㻢㻞

㻤㻞 㻠 表 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅲ 211（ o 8号
人骨

口縁 山形文縦（帯状） 山形文横・縦（帯
状）

白色粒子小 黒色 黒灰色 口唇部山形文・固焼き 㼃㻝㻜㻢㻢 㻡㻡㻣

㻤㻞 㻡 表 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻟㻠 口縁～胴
部

山形文横（帯状） 文後一
部をすり しか

山形文横（帯状）
文後一部をすり
しか・横ナデ

輝粒子少 黒色・茶褐
色

暗茶褐色・
茶褐色

口唇部山形文・固焼き 㼃㻝㻜㻣㻜
㼃㻝㻜㻣㻞
㼃㻝㻜㻣㻡

561・
563・
㻡㻢㻢

㻤㻞 㻢 表 山形文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻠㻠 口縁 山形文縦（帯状）・口縁に
横方向線条痕

山形文横（帯状） 黒色粒子 薄黄褐色・
灰茶褐色

暗茶褐色・
黄灰褐色

口唇部山形文・固焼き 㼃㻝㻜㻢㻠
㼃㻝㻜㻢㻡

555・
㻡㻡㻢

㻤㻞 㻣 表 山形文 不明 Ⅲ-1 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 胴部 山形文縦 山形文横（帯
状？）

黒雲母 黒灰褐色 灰褐色 薄 ・固焼き 㼃㻝㻝㻞㻞 㻢㻝㻟

㻤㻟 㻝 格子目文 ？・8/20 （Ⅲ-2） 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 口縁～胴
部

格子目文横・縦（帯状） 横ナデ 色粒子多・ 暗茶褐色 黄灰褐色 口唇部格子目文・浅い指頭圧痕
による凹凸・薄 ・固焼き

- 㻥㻠㻟

㻤㻟 㻞 格子目文 不明 Ⅲ- 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 胴部 帯状格子目？縦・横 横ナデ 色粒子 黒褐色 薄茶褐色 薄 ・ 焼き・ 指頭圧痕による
凹凸

㼃㻤㻤㻝 㻟㻣㻜

㻤㻟 㻟 格子目文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠
㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤

3区Ⅱ
Ⅱ-

㻟㻡㻜㻙㻟㻢㻜
㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜

口縁～胴
部

やや帯状の格子目縦 横ナデ 黒雲母 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

㻭㻵㻡㻝㻜㻢 㻥㻟㻣

㻤㻟 㻠 格子目文 不明 不明 不明 口縁～胴
部

格子目文縦 横ナデ 黒雲母 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

㻟㻝㻜㻜 㻥㻡㻝

㻤㻟 㻡 格子目文 1968 5？ Ⅲ 㻟㻣㻜 胴部 帯状格子目縦・横 横ナデ 黒雲母 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

㻭㻵㻟㻤㻥 㻥㻟㻢

㻤㻟 㻢 格子目文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ- 㻟㻤㻢㻙㻠㻝㻜 底部 格子目縦 横ナデ 黒雲母・輝粒子 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

㻭㻵㻟㻤㻟 㻥㻠㻡

㻤㻟 㻣 格子目文 不明 Ⅲ-
の

㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜
㻟㻡㻜㻙㻟㻣㻜

底部付近 格子目文斜め ナデ 黒雲母 暗褐色 黒褐色 付着 㼃㻝㻞㻤㻣
㼃㻝㻞㻤㻤

778・
㻣㻣㻥

㻤㻟 㻤 格子目文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 底部付近 格子目文横 輝粒子 灰茶褐色・
黒褐色

黒色 付着 㼃㻝㻞㻥㻜 㻣㻤㻝

㻤㻟 㻥 格子目文 不明 不明 不明 底部付近 格子目文横 横ナデ 輝粒子 黒灰褐色 灰褐色・黒
色

固焼き・白灰付着 - 㻥㻠㻝

㻤㻟 㻝㻜 沈線山形 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢

Ⅲ-2
Ⅱ-3

㻟㻥㻜
㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜

口縁～胴
部

太い沈線による鋸歯状
文・細い沈線による鋸歯
状文・縦ナデ

横ナデ 輝粒子・乳白色粒子 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㻭㻵㻟㻡㻜㻭
㻵㻟㻡㻠

㻠㻟㻜

㻤㻟 㻝㻝 沈線山形 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢
㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢

（Ⅲ-2）
Ⅱ-3

㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 口縁～胴
部

太い沈線による鋸歯状
文・すり 状の円文・縦ナ
デ

横ナデ 輝粒子・乳白色粒子 黒褐色 黒褐色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻠㻝 㻥㻞㻜

㻤㻠 㻝 無文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻟㻡 胴下半部 縦横線状痕 黒雲母微量 暗茶褐色 黒色 白灰付着 㼃㻝㻝㻠㻥 㻢㻠㻜

㻤㻠 㻞 無文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻠㻣 胴部 ナデ 横ナデ 茶色粒子少 赤褐色 黒褐色 㼃㻝㻝㻟㻥 㻢㻟㻜

㻤㻠 㻟 無文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻜㻠 胴部 縦ナデ あばた状 黒雲母 暗黄褐色 黒黄褐色 㼃㻝㻝㻡㻠 㻢㻠㻡

㻤㻠 㻠 無文 不明 不明 （115） 胴部 横ナデ 茶色粒子・輝粒子 黒灰色 灰褐色 薄 ・固焼き 㼃㻥㻤㻟 㻠㻣㻟

㻤㻠 㻡 無文 1965/12/？ Ⅲ 㻝㻣㻣 胴部 縦磨き 横ナデ 輝粒子少 黒褐色 灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・台帳
山形文

㼃㻝㻝㻞㻥 㻢㻞㻜

付表1　土器観察表 ⑶
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文様・調整等 色　　調

㻤㻠 㻢 無文 1966/5？ 不明 （200付近） 口縁～胴
部

口縁部横擦痕・胴部縦擦
痕

横ナデ 黒雲母・黒色粒子 黒褐色・暗
灰褐色

茶褐色・薄
茶褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻠㻜 㻠㻞㻥

㻤㻠 㻣 無文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻞 Ⅰ （200付近） 胴下半部 磨き・横擦痕 横ナデ 黒色粒子 茶褐色 暗褐色 or貼り付 の凹凸？・白灰付
着

㼃㻝㻝㻡㻟 㻢㻠㻠

㻤㻠 㻤 無文 㻝㻥㻥㻥㻛㻡㻛㻝㻞 Ⅰ （200付近） 胴部 横擦痕 横ナデ 茶色粒子・数mm大
の岩石

暗褐色 黒茶褐色 㼃㻝㻝㻟㻢 㻢㻞㻣

㻤㻠 㻥 無文 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻟㻡 胴下半部 斜磨き 横ナデ 黒雲母少 暗褐色 黒灰色 台帳 石 㼃㻝㻝㻠㻤 㻢㻟㻥

㻤㻠 㻝㻜 無文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻟㻡 胴下半部 横ナデ 黒雲母多 暗茶褐色 暗茶褐色 8 -11と同一個体か・白灰付着 㼃㻝㻜㻢㻝 㻡㻡㻞

㻤㻠 㻝㻝 無文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 胴部 縦ナデ？ やや 黒雲母多 暗茶褐色 黒色 白灰付着 㼃㻝㻜㻢㻜 㻡㻡㻝

㻤㻠 㻝㻞 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅰ 㻞㻡㻜 底部付近 縦ナデ？ 横ナデ 黒色粒子少 灰褐色 黒灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・台帳
石器

㼃㻝㻝㻡㻞 㻢㻠㻟

㻤㻠 㻝㻟 無文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅰ 㻞㻡㻜 胴部 縦擦痕 あばた状 黒雲母 暗褐色 黒褐色 㼃㻝㻝㻠㻠 㻢㻟㻡

㻤㻠 㻝㻠 無文 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 の 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 口縁 乳白色粒子少 黒色 黒黄灰色 口縁部に 土の れ 㼃㼂㻟㻜㻠 㻝㻜㻠㻢

㻤㻠 㻝㻡 無文 不明 Ⅱ-2 㻞㻢㻡 胴部 縦擦痕 黒雲母 黒褐色 黒褐色・灰
褐色

㼃㻝㻝㻡㻡 㻢㻠㻢

㻤㻠 㻝㻢 無文 不明 Ⅱ-2 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 胴部 縦ナデ あばた状 黒雲母 黒褐色 黒黄褐色 内面剥落？・圧痕013不明木 㼃㻝㻝㻡㻢 㻢㻠㻣

㻤㻠 㻝㻣 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅰ 㻞㻣㻠㻙㻞㻤㻠 胴下半部 縦磨き・横～斜擦痕 横ナデ 茶色粒子・輝粒子少 暗茶褐色 暗褐色 㼃㻝㻝㻡㻝 㻢㻠㻞

㻤㻠 㻝㻤 無文 不明 Ⅲ-2 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 胴部 指頭圧痕 横ナデ 数㎜大の岩石・黒色
粒子

薄赤褐色 薄赤褐色 白灰付着 㼃㻤㻤㻜 㻟㻢㻥

㻤㻠 㻝㻥 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 胴部 ナデ ややあばた状 黒雲母 茶褐色 黒色 白灰付着 㼃㻝㻝㻠㻝 㻢㻟㻞

㻤㻠 㻞㻜 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻫㻛㻞㻟 Ⅲ-1 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 胴部 縦ナデ 横ナデ 黒雲母少 黒灰色 暗黒灰色 㼃㻝㻜㻣㻥 㻡㻣㻜

㻤㻠 㻞㻝 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅰ 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 胴部 縦擦痕 ややあばた状 黒雲母 暗赤褐色 黒色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻠㻡 㻢㻟㻢

㻤㻠 㻞㻞 無文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 胴部 縦磨き あばた状 輝粒子 黒茶褐色 茶褐色 内面剥落？ 㼃㻝㻝㻠㻣 㻢㻟㻤

㻤㻠 㻞㻟 無文 㻝㻥㻢㻢㻛㻠㻛㻞㻡 Ⅱ 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 口縁 縦擦痕 あばた状 輝粒子 暗褐色 明茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着・
内面剥落？

㼃㻝㻝㻠㻢 㻢㻟㻣

㻤㻠 㻞㻠 無文 1969？
/7/23？

？-2 （320-330） 胴部 ややあばた状 黒色粒子・黒雲母 暗赤褐色 黄褐色 孔 㼃㻝㻜㻡㻤 㻡㻣㻢

㻤㻠 㻞㻡 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-1 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 底部付近 縦磨き 茶色 黒色 㼃㻣㻥㻝 㻝㻜㻠㻟

㻤㻠 㻞㻢 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅱ-1 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 胴部 縦 横ナデ 数㎜大の岩石鉱物 黒茶褐色 黒色 㼃㻣㻤㻠 㻝㻜㻡㻜

㻤㻠 㻞㻣 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 ？-2 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 胴部 縦ナデ 斜ナデ 灰色粒子 薄茶褐色 黒灰色・黒
色

㼃㻝㻜㻤㻜 㻡㻣㻝

㻤㻡 㻝 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅲ-1 㻟㻡㻡 胴部 縦擦痕 ややあばた状 黒雲母多 暗茶褐色・
黒色

黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻤㻡㻤 㻝㻜㻠㻤

㻤㻡 㻞 無文 不明 Ⅱ-1 㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜 胴下半部 ややあばた状 黒雲母 黒茶褐色 暗灰褐色 㼃㻝㻜㻤㻟 㻡㻣㻠

㻤㻡 㻟 無文 不明 Ⅲ-1 㻟㻤㻜 口縁 斜擦痕 横ナデ 黒色粒子・茶色粒子 黒褐色・暗
茶褐色

茶褐色 㼃㻝㻜㻤㻞 㻡㻣㻟

㻤㻡 㻠 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 口縁 横ナデ 横ナデ 乳白色粒子 黒色・茶褐
色

黒灰色 穿孔 㼃㻤㻡㻣 㻲㻌㻺㼛㻚

㻤㻡 㻡 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 底部付近 縦磨き 横ナデ 黒色粒子 暗茶褐色・
灰茶褐色

灰褐色 㼃㻝㻝㻞㻤 㻢㻝㻥

㻤㻡 㻢 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅰ 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 胴下半部 縦擦痕（条痕？） ナデ 黒色粒子・輝粒子
少・黒雲母微量

暗茶褐色・
黒褐色

黒色・黒褐
色

906と同一個体か・浅い指頭圧痕
による凹凸

㻭㻵㻝㻝㻤㻞
・
㻭㻵㻞㻝㻜㻜

㻥㻡㻣

㻤㻡 㻣 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅰ
Ⅲ-2

㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜
㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜

胴下半部
～底部付
近

縦擦痕（条痕？） ナデ 黒色粒子・輝粒子
少・黒雲母微量

暗灰茶褐
色

暗灰茶褐
色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻞㻜㻝
・
㼃㼂㻞㻜㻞
・
㼃㼂㻞㻜㻟

㻥㻜㻢

㻤㻡 㻤 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-2 㻟㻥㻡 底部 横磨き 輝粒子 灰茶褐色 黒灰色 白灰付着 㼃㻝㻞㻝㻞 㻣㻜㻟

㻤㻡 㻥 無文 1968/5？ Ⅲ-2 㻠㻜㻣 胴下半
部？

縦擦痕 斜ナデ 茶色粒子・赤色粒子 白灰褐色 暗茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻝㻠㻞 㻢㻟㻟

㻤㻡 㻝㻜 無文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ- 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁～底
部

斜から縦ナデ（ ） 横ナデ 黒色粒子 暗茶褐色・
茶褐色

灰褐色 ナデによる あり 㻭㻵㻞㻝㻥㻡 㻥㻠㻢

㻤㻡 㻝㻝 無文 不明 Ⅰ 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 底部 乳白色粒子 灰褐色 暗茶褐色 㼃㻝㻞㻞㻤 㻣㻝㻥

㻤㻡 㻝㻞 無文 不明 不明 不明 口縁～胴
部

横ナデ 横ナデ 繊維？？・黒雲母多 黒灰褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻞㻡 㻢㻝㻢

㻤㻡 㻝㻟 無文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅳ 不明 口縁 ナデ ナデ 白色粒子 黄灰褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻟㻤 㻢㻞㻥

㻤㻡 㻝㻠 無文 不明 不明 不明 口縁 ナデ ナデ 黒雲母・輝粒子 黒褐色 茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻝㻟㻝 㻢㻞㻞

㻤㻡 㻝㻡 無文 不明 不明 不明 口縁 横ナデ 横ナデ 茶色粒子多・輝粒子 黒褐色 暗茶褐色 809・
817・
㻤㻞㻟

㻝㻜㻠㻝

㻤㻡 㻝㻢 無文 1965？ 不明 不明 胴部 縦ナデ 横ナデ 黒雲母多 薄茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻤㻝 㻡㻣㻞

㻤㻡 㻝㻣 無文 不明 不明 不明 胴下半
部？

横線状痕 あばた状・縦擦
痕？

輝粒子 薄茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸・内面剥
落？

㼃㻝㻝㻟㻞 㻢㻞㻟

㻤㻡 㻝㻤 無文 不明 不明 不明 胴部 線状痕 斜ナデ 黒雲母多 暗褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻟㻟 㻢㻞㻠

㻤㻡 㻝㻥 無文 不明 不明 不明 胴部 縦擦痕 横ナデ 輝粒子・黒雲母微量 暗褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻟㻠 㻢㻞㻡

㻤㻡 㻞㻜 無文 不明 不明 不明 胴部 ナデ ナデ 茶色粒子・黒雲母微
量

灰茶褐色 灰茶褐色 㼃㻝㻝㻞㻜 㻢㻝㻝

㻤㻡 㻞㻝 無文 不明 不明 不明 胴部 ナデ ナデ 輝粒子・数mm大の
黒色岩石

暗褐色 灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻟㻣 㻢㻞㻤

㻤㻡 㻞㻞 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅱ 不明 胴部 磨き 横ナデ 黒雲母 黒褐色 茶褐色 白灰付着 㼃㻝㻝㻟㻜 㻢㻞㻝

㻤㻡 㻞㻟 無文 不明 不明 不明 胴部 浅い縦条痕か 横ナデ 茶色粒子 明茶褐色 黒褐色 灰付着 㼃㻝㻝㻟㻡 㻢㻞㻢

㻤㻡 㻞㻠 無文 不明 不明 不明 底部 斜の擦痕 黒色粒子少 薄茶褐色 灰褐色 内面 調整？ 㼃㻝㻞㻞㻥 㻣㻞㻜

㻤㻢 㻝 目状 文 不明
不明
㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻫

不明
不明
Ⅲ

㻝㻝㻣
㻝㻡㻡
㻝㻝㻣

口縁～胴
部

目状（波状）R 縦 横ナデ 黒色粒子・黒雲母・
乳白色粒子

黒褐色・暗
茶褐色

茶褐色・灰
褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㻭㻵㻟㻝㻠㼃
㻟㻤㻜

92 ・
㻞㻤㻡

㻤㻢 㻞 目状 文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻣 Ⅲ 155崩れ 口縁～胴
部

目状（波状）R 縦 横ナデ 黒色粒子・黒雲母・
乳白色粒子

黒褐色・暗
茶褐色

茶褐色・灰
褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㻭㻵㻟㻞㻢 㻥㻞㻡

㻤㻢 㻟 目状 文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞 Ⅲ 㻝㻝㻣 胴部 目状（波状）R 縦 黒色粒子・黒雲母・
乳白色粒子

黒褐色 暗茶褐色 㼃㻟㻣㻥 㻞㻤㻠

㻤㻢 㻠 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状（波状）R 縦 黒色粒子・黒雲母・
乳白色粒子

黒褐色 灰褐色 㼃㻟㻤㻟 㻞㻤㻤

㻤㻢 㻡 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状（波状）R 縦 黒色粒子・黒雲母・
乳白色粒子

黒褐色 茶褐色 㼃㻟㻣㻜 㻞㻣㻡
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㻤㻢 㻢 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状（波状）R 縦 黒色粒子・黒雲母・
乳白色粒子

黒褐色 茶褐色 㼃㻟㻤㻞 㻞㻤㻣

㻤㻢 㻣 目状 文 不明 Ⅲ- 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 胴部 目状R 文縦 横ナデ 黒雲母多 黒茶褐色 黒色 灰付着 㼃㻝㻞㻜㻣 㻢㻥㻤

㻤㻢 㻤 目状 文 不明 不明 不明 底部付近 目状R 文縦 黒雲母多 黒茶褐色 黒色 灰付着 㼃㻝㻞㻜㻤 㻢㻥㻥

㻤㻢 㻥 目状 文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅰ 㻟㻞㻤 口縁 目状R 文縦 横ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

薄黒灰色 灰茶褐色 㼃㻟㻢㻡 㻞㻣㻜

㻤㻢 㻝㻜 目状 文 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 の 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 胴下半部 目状R 文縦 横ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

黒灰色・暗
茶褐色

黒色・黒灰
色

㼃㻟㻢㻟 㻞㻢㻤

㻤㻢 㻝㻝 目状 文 不明 Ⅲ- 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 胴部 目状R 文縦 黒雲母多・黒色粒子
少

黒色・暗茶
褐色

黒色 㼃㻟㻡㻡 㻞㻢㻜

㻤㻢 㻝㻞 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 横ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

黒色・暗茶
褐色

黒色・暗茶
褐色

㼃㻟㻡㻢 㻞㻢㻝

㻤㻢 㻝㻟 目状 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅲ-2 㻟㻢㻜㻙㻟㻣㻜 胴部 目状R 文縦 黒雲母多・黒色粒子
少

黒灰色 灰褐色 㼃㻟㻤㻡 㻞㻥㻜

㻤㻢 㻝㻠 目状 文 不明
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢
㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥

不明
Ⅲ-3
Ⅰ-0

不明
㻟㻡㻜㻙㻟㻢㻜
不明

胴部下半
部

目状R 文縦 黒雲母多・黒色粒子
少

㼃㻟㻣㻝
㼃㻟㻣㻣
㼃㻟㻤㻠

276・
282・
㻞㻤㻥

㻤㻢 㻝㻡 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 斜ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

灰茶褐色 黒色 㼃㻟㻤㻣 㻞㻥㻞

㻤㻢 㻝㻢 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 横ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

黒灰色 灰茶褐色 㼃㻟㻣㻞 㻞㻣㻣

㻤㻢 㻝㻣 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 黒雲母多・黒色粒子
少

黒灰色 黒灰色 㼃㻟㻣㻟 㻞㻣㻤

㻤㻢 㻝㻤 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 横ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

黒灰色 薄茶灰色 㼃㻟㻣㻠 㻞㻣㻥

㻤㻢 㻝㻥 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 横ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

黒色・黒灰
色

灰茶褐色 㼃㻟㻣㻡㼃
㻟㻣㻢

280・
㻞㻤㻝

㻤㻢 㻞㻜 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 斜？ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

暗灰褐色 黒色 㼃㻟㻤㻝 㻞㻤㻢

㻤㻢 㻞㻝 目状 文 不明 不明 不明 胴部 目状R 文縦 斜？ナデ 黒雲母多・黒色粒子
少

黒色 灰褐色 㼃㻟㻤㻢 㻞㻥㻝

㻤㻢 㻞㻞 目状 文 不明 Ⅲ-2 㻟㻣㻜 胴部 目状（波状）R 縦 輝粒子 暗茶褐色 黒褐色 㼃㻟㻣㻤 㻞㻤㻟

㻤㻢 㻞㻟 目状 文 不明 Ⅱ-2 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 胴部 目状 文縦 横ナデ 乳白色粒子・輝粒子
少・黒色粒子

暗茶褐色 茶褐色 㼃㻟㻢㻥 㻞㻣㻠

㻤㻢 㻞㻠 目状 文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 目状R 文縦 R 横 黒雲母・黒色粒子 黒褐色・茶
褐色

灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻢㻣 㻞㻣㻞

㻤㻢 㻞㻡 目状 文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁～胴
部

目状（やや波状）R
縦

？ 黒雲母多 黒灰色 黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻢㻠 㻞㻢㻥

㻤㻢 㻞㻢 目状 文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅳ 不明 口縁～底
部

目状R 文縦 やや タ状 黒雲母 薄茶褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㻭㻵㻠㻝㻢 㻥㻡㻟

㻤㻣 㻝 表 文 1966/5か Ⅰ 㻣㻤 胴部 LR ？ い横ナデ 黒色粒子・輝粒子少 薄茶褐色 暗灰色 指頭圧痕による凹凸・ 壁（ o 6
の の石のした）

㻭㻵㻝㻝㻡㻜 㻥㻞㻤

㻤㻣 㻞 表 文 不明 Ⅱ 㻤㻜 胴部 R 斜 輝粒子 薄茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻝㻞㻠 㻝㻞㻥

㻤㻣 㻟 表 文 不明 不明 㻥㻜 胴部 R 縦・斜 斜ナデ 黒雲母 暗茶褐色 灰黄褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻢㻤 㻞㻣㻟

㻤㻣 㻠 表 文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻞㻣 胴部 R 縦？ ナデ 黒雲母多 明茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻠㻡 㻣㻟㻢

㻤㻣 㻡 表 文 不明 Ⅰ拡-2 㻝㻣㻝 胴部 R 斜 斜ナデ 薄茶褐色 黒褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻥㻥㻟 㻠㻤㻟

㻤㻣 㻢 表 文 不明 Ⅰ拡-2 㻝㻣㻝 胴下半部 R 斜・横 横ナデ 輝粒子 薄茶褐色・
灰褐色

黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻥㻞 㻠㻤㻞

㻤㻣 㻣 表 文 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅰ 㻞㻜㻡 胴部 L 縦（帯状） 横ナデ 黄茶褐色 黄茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻞㻝 㻣㻝㻞

㻤㻣 㻤 表 文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 口縁 L 文横位 口唇部下 ・
同縦

横ナデ 数㎜大の岩石・茶色
粒子

黒灰褐色 黒灰色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻣㻣 㻝㻤㻣

㻤㻣 㻥 表 文 㻝㻥㻢㻢 Ⅱ 㻠㻜 口縁 L 文横位 口唇部下 ・
同縦

横ナデ 数㎜大の岩石・茶色
粒子

黒灰褐色 黒灰色・茶
褐色

人骨面近く
指頭圧痕による凹凸

㼃㻞㻣㻡 㻝㻤㻡

㻤㻣 㻝㻜 表 文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 胴部 L 文横位 口唇部下 ・
同縦

横ナデ 数㎜大の岩石・茶色
粒子

黒灰褐色 黒灰色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻤㻝 㻝㻥㻝

㻤㻣 㻝㻝 表 文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 219） 胴部 L 文横位 口唇部下 ・
同縦

横ナデ 数㎜大の岩石・茶色
粒子

黒灰褐色 黒灰色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻤㻜 㻝㻥㻜

㻤㻣 㻝㻞 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文横位 口唇部下 ・
同縦

面剥落 数㎜大の岩石・茶色
粒子

黒灰褐色 黒灰色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻣㻠 㻝㻤㻠

㻤㻣 㻝㻟 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文横位 口唇部下 ・
同縦

横ナデ 数㎜大の岩石・茶色
粒子

黒灰褐色 黒灰色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻣㻝 㻝㻤㻝

㻤㻣 㻝㻠 表 文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻟㻜 胴部 R 斜 斜ナデ 乳白色粒子少 灰褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻟㻥 㻣㻟㻜

㻤㻣 㻝㻡 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 口縁 ？ 輝粒子・乳白色粒子 灰褐色 灰茶褐色 口唇部 文・指頭圧痕による凹
凸

㼃㻝㻞㻟㻣 㻣㻞㻤

㻤㻣 㻝㻢 表 文 不明 Ⅱ 㻟㻞㻡 胴部 ？ 黒雲母 薄赤褐色 黒褐色 白灰付着 㼃㻢㻟㻣 㻟㻢㻢

㻤㻣 㻝㻣 表 文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 胴部 R 斜 乳白粒子・輝粒子 黒茶褐色 黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻠㻞 㻣㻟㻠

㻤㻣 㻝㻤 表 文 不明 Ⅲ- 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 胴部 L 縦 黒雲母多 暗茶褐色 黒色 㼃㻝㻞㻠㻤 㻣㻟㻥

㻤㻣 㻝㻥 表 文 不明 Ⅲ-1 㻟㻠㻡 胴下半
部？

R 縦～斜 斜ナデ 茶色粒子・輝粒子 薄茶褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻞㻠㻥 㻣㻠㻜

㻤㻣 㻞㻜 表 文 不明 不明 （350） 底部付近 L 多方向 ややあばた状 黒色粒子・輝粒子 灰茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻜㻞㻟 㻡㻝㻠

㻤㻣 㻞㻝 表 文 㻝㻥㻣㻠㻛㻤㻛㻞㻞 0- ？ 㻟㻢㻡㻙㻟㻤㻡 胴部 R 多方向 輝粒子 暗茶褐色 黒色 付着 㼃㻥㻥㻠 㻠㻤㻠

㻤㻣 㻞㻞 表 文 不明 Ⅲ- 㻠㻝㻡㻙㻠㻡㻡 底部付近 R 多方向 茶色粒子 灰褐色・茶
褐色

茶褐色・黒
色

指頭圧痕による凹凸・ 、
白灰付着

㼃㻝㻜㻞㻝 㻡㻝㻞

㻤㻣 㻞㻟 表 文 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻥㻜 底部付近 R 多方向 横ナデ？ 茶色粒子 暗褐色 黒褐色 灰付着 㼃㻝㻜㻞㻞 㻡㻝㻟

㻤㻣 㻞㻠 表 文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ 2
Ⅲ-
Ⅲ-

1 5？
㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜
㻟㻤㻜㻙㻠㻜㻜
㻟㻤㻜㻙㻠㻜㻜

胴下半部 R 多方向 ナデ 黒雲母 暗褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㻭㻵㻞㻝㻞㻥
㻝㻜㻜㻝㻤

㻥㻡㻤

㻤㻣 㻞㻡 表 文 不明 Ⅲ- 㻟㻤㻜㻙㻠㻜㻜 底部付近 R 多方向 ナデ 黒雲母 暗褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻜㻞㻡 㻡㻝㻢

㻤㻣 㻞㻢 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 底部付近 R 縦 輝粒子微量・1mm大
の茶色粒子少

灰褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰
付着

㼃㻝㻞㻟㻤 㻣㻞㻥

㻤㻣 㻞㻣 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ 㻠㻝㻜㻙㻠㻞㻜 胴部下半
部？

R 斜 黒雲母・茶色粒子 暗赤褐色 暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸・外表面剥
落

㼃㻝㻞㻠㻜 㻣㻟㻝

付表1　土器観察表 ⑸
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻤㻣 㻞㻤 表 文 不明 Ⅱ-3 㻠㻝㻜㻙㻠㻞㻜 胴部 R 縦 横ナデ 黒雲母 暗褐色 暗褐色 位 文・貼り付 部 剥
れ いる

㼃㻝㻟㻜㻣
・
㼃㻝㻜㻟㻤

798・
㻣㻥㻥

㻤㻣 㻞㻥 表 文 不明 Ⅲ- 㻠㻝㻡㻙㻠㻡㻜 胴下半部 R 縦 茶色粒子 明灰褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻜㻝㻢 㻡㻜㻣

㻤㻣 㻟㻜 表 文 不明 Ⅲ- 㻠㻝㻡㻙㻠㻡㻜 底部付近 L 多方向 数㎜大の岩石 白灰褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻜㻝㻡 㻡㻜㻢

㻤㻣 㻟㻝 表 文 不明 Ⅰ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 口縁 文L or R縦・斜 横ナデ 茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・内外面に、
薄く 土の剥 れた あり

㼃㻥㻥㻡 㻠㻤㻡

㻤㻤 㻝 表 文 不明 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 胴部 R 縦 斜ナデ 輝粒子・茶色粒子・
数mm大の岩石

黄灰色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻣㻤 㻠㻢㻤

㻤㻤 㻞 表 文 不明 の 㻠㻞㻡 胴下半部 R 縦 斜ナデ 輝粒子・茶色粒子・
数mm大の岩石

黄灰色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻣㻣 㻠㻢㻣

㻤㻤 㻟 表 文 不明 不明 不明 胴下半部 R 縦 斜ナデ 輝粒子・茶色粒子・
数mm大の岩石

黄灰色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻣㻢 㻠㻢㻢

㻤㻤 㻠 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻞㻡 胴下半部 R 斜 横ナデ 黒雲母 暗茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻣㻡 㻞㻢㻞

㻤㻤 㻡 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻞㻡㻙㻠㻟㻡 胴部 R 斜 横ナデ 茶色粒子・輝粒子 茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰
付着

㼃㻝㻞㻟㻠 㻣㻞㻡

㻤㻤 㻢 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 胴部 R 縦 斜ナデ 輝粒子・赤色粒子 暗茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻟㻡 㻣㻞㻢

㻤㻤 㻣 表 文 不明 Ⅲ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 口縁 R 斜（ 方向） 横ナデ 乳白色粒子 薄茶褐色 薄茶褐色 㼃㻟㻢㻝 㻞㻢㻢

㻤㻤 㻤 表 文 不明 Ⅲ-1 㻠㻠㻜 口縁 R 縦 輝粒子・茶色粒子 黒褐色 暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻡㻞 㻞㻡㻣

㻤㻤 㻥 表 文 不明 （Ⅱ-1） 㻠㻠㻜 胴下半部 R 縦 白色粒子多・数mm
大の岩石

黒褐色・灰
褐色

黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻞㻝 㻲㻌㻺㼛㻚

㻤㻤 㻝㻜 表 文 不明 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 口縁 L 縦 輝粒子 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻢㻝 㻝㻢㻥

㻤㻤 㻝㻝 表 文 不明 不明 不明 口縁 L 縦 輝粒子 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻢㻜 㻝㻢㻤

㻤㻤 㻝㻞 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻛㻥㻝㻥 Ⅱ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 縦 横ナデ 黒雲母微量 薄茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻟㻠㻤 㻞㻡㻟

㻤㻤 㻝㻟 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴部 R 縦 横ナデ 乳白色粒子 黒灰色 黄灰色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻝㻞㻠㻝 㻣㻟㻞

㻤㻤 㻝㻠 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 R 多方向 輝粒子 白灰褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻞㻝㻣 㻣㻜㻤

㻤㻤 㻝㻡 表 文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻡㻡㻜 胴部 R 縦 斜ナデ 黒雲母多 灰褐色 黒黄褐色 灰付着 㼃㻝㻜㻞㻠 㻡㻝㻡

㻤㻤 㻝㻢 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴下半
部？

L 縦 横ナデ 輝粒子 灰色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・ 、白灰付
着

㼃㻝㻞㻝㻣 㻣㻠㻢

㻤㻤 㻝㻣 表 文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 口縁 R 斜（ 方向） るい横ナデ 輝粒子 暗茶褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻢㻞 㻞㻢㻣

㻤㻤 㻝㻤 表 文 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻜 口縁 r 横 横ナデ 黒色粒子・輝粒子 薄茶褐色 黄茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻡㻤 㻞㻢㻟

㻤㻤 㻝㻥 表 文 不明 不明
Ⅲ-3
Ⅰ-0

㻠㻣㻜 胴部 R 縦 黒雲母 白茶褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㻣㻜㻢

㻤㻤 㻞㻜 表 文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 R 文縦・横 黒色粒子・輝粒子 灰茶褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸・穿孔 㻝㻢㻢

㻤㻤 㻞㻝 表 文 不明 Ⅱ-1 （ 70- 80） 口縁 L 文多方向 横ナデ 輝粒子 暗茶褐色 黒茶褐色 口唇部L 斜・指頭圧痕による
凹凸

㼃㻟㻡㻥 㻞㻢㻠

㻤㻤 㻞㻞 表 文 不明 Ⅲ-1 㻠㻤㻜 胴部 R 縦 斜ナデ 乳白色粒子多 暗灰褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻜㻝㻥 㻡㻝㻜

㻤㻤 㻞㻟 表 文 不明 Ⅱ-1
Ⅲ-1
不明

㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜
㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜
不明

口縁 R 斜・縦 横ナデ 輝粒子・茶色粒子 灰褐色 灰褐色・明
茶褐色

口唇部R 文横（一部内面に
ぶ）・指頭圧痕による凹凸

㼃㻞㻢㻢
㼃㻞㻢㻞

170・
171・
㻝㻣㻞

㻤㻤 㻞㻠 表 文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 L 縦 黒雲母多 明茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻠㻠 㻣㻟㻡

㻤㻤 㻞㻡 表 文 不明 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 R 縦 横ナデ 黒雲母多・黒色粒子 暗灰褐色 暗黄灰褐
色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻞㻜 㻡㻝㻝

㻤㻤 㻞㻢 表 文 不明 Ⅱ-2 㻠㻥㻡 胴部 R 縦・横（帯状） 横ナデ 黒雲母多 黒色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸・89-13と同
一個体と れる

㼃㻟㻡㻠 㻞㻡㻥

㻤㻤 㻞㻣 表 文 不明 Ⅱ-2 㻠㻥㻡 胴部 R 縦・斜 黒雲母多 黒褐色 暗茶褐色 㼃㻝㻞㻠㻞 㻣㻟㻟

㻤㻤 㻞㻤 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅰ-0 不明 胴部 R 縦 黒雲母多 黒褐色 暗茶褐色 㼃㻝㻞㻠㻢 㻣㻟㻣

㻤㻤 㻞㻥 表 文 不明 不明 㻠㻥㻡 口縁 L無節 斜 い横ナデ 輝粒子・茶色粒子 暗茶灰褐
色

黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸・88-29～
32、同一個体の

㼃㻞㻡㻥 㻝㻢㻣

㻤㻤 㻟㻜 表 文 不明 不明 不明 口縁 L無節 斜 輝粒子・茶色粒子 茶灰褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻟㻢 㻣㻞㻣

㻤㻤 㻟㻝 表 文 不明 不明 不明 口縁 L無節 多方向 い横ナデ 輝粒子・茶色粒子 暗茶灰褐
色

黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻡㻟 㻞㻡㻤

㻤㻤 㻟㻞 表 文 不明 不明 不明 口縁 L 縦 輝粒子・茶色粒子 茶灰褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻡㻝 㻞㻡㻢

㻤㻤 㻟㻟 表 文 不明 不明 不明 口縁 R 縦・斜 輝粒子・茶色粒子 暗茶褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻠㻥 㻞㻡㻠

㻤㻥 㻝 表 文 不明 不明 不明 口縁 R 斜 横ナデ 輝粒子極微量 黒灰色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻠㻣 㻞㻡㻞

㻤㻥 㻞 表 文 不明 不明 不明 口縁 L 縦 横ナデ擦痕 黒色粒子・黒雲母微
量

薄茶褐色 明茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻥㻜 㻝㻜㻟㻥

㻤㻥 㻟 表 文 不明 不明 不明 口縁 L 斜 灰茶褐色 赤褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻞㻠㻣 㻣㻟㻤

㻤㻥 㻠 表 文 不明 不明 不明 口縁 L 文斜 黒雲母多 黒灰褐色 暗黄灰褐
色

指頭圧痕による凹凸・穿孔 㼃㻝㻞㻝㻟 㻣㻜㻠

㻤㻥 㻡 表 文 不明 Ⅲ 崩れ 底部付近 L 斜め（交差） 輝粒子 暗褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻝㻢 㻝㻜㻟㻢

㻤㻥 㻢 表 文 不明 不明 不明 胴部 R 文縦 横ナデ 黒雲母・赤色粒子 暗赤褐色 黒色・茶褐
色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻞㻞 㻲㻌㻺㼛㻚

㻤㻥 㻣 表 文 不明 不明 不明 胴部 R 斜（ 方向） 黒雲母多 黒灰色 黒色 㼃㻥㻢㻥 㻠㻡㻤

㻤㻥 㻤 表 文 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅰ-2 不明 胴下半部 L 横 横ナデ 輝粒子 橙褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻢㻜 㻞㻢㻡

㻤㻥 㻥 表 文 不明 不明 不明 胴部下半
部

L 文縦・斜 横ナデ 黒雲母多 薄赤褐色 茶褐色・黒
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻝㻡 㻤㻜㻢

㻤㻥 㻝㻜 表 文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 不明 不明 胴部 R 縦 横ナデ 黒雲母 暗褐色 暗褐色 㼃㻝㻝㻞㻢 㻢㻝㻣

㻤㻥 㻝㻝 表 文 不明 Ⅱ 不明 胴部 L 横・斜 茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻢㻢 㻞㻣㻝

㻤㻥 㻝㻞 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 縦 横ナデ 黒雲母 茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻝㻝 㻣㻜㻞

㻤㻥 㻝㻟 表 文 不明 Ⅱ-2 不明 胴部 R 縦・横 斜ナデ 黒雲母多 黒褐色 灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・88-26
と同一個体と れる

㼃㻥㻢㻤 㻠㻡㻣

㻤㻥 㻝㻠 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻞㻥㻡 㻝㻥㻣

㻤㻥 㻝㻡 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻞㻥㻢 㻝㻥㻤

㻤㻥 㻝㻢 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻞㻥㻣 㻝㻥㻥
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㻤㻥 㻝㻣 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻞㻥㻤 㻞㻜㻜

㻤㻥 㻝㻤 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻞㻥㻥 㻞㻜㻝

㻤㻥 㻝㻥 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻟㻜㻜 㻞㻜㻞

㻤㻥 㻞㻜 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻟㻜㻝 㻞㻜㻟

㻤㻥 㻞㻝 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻟㻜㻞 㻞㻜㻠

㻤㻥 㻞㻞 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻟㻜㻟 㻞㻜㻡

㻤㻥 㻞㻟 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻟㻜㻠 㻞㻜㻢

㻤㻥 㻞㻠 表 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 横ナデ 黒色粒子 茶褐色・暗
茶褐色・明
灰褐色

黒灰褐色・
灰褐色

㼃㻟㻜㻡 㻞㻜㻣

㻤㻥 㻞㻡 表 文 不明 不明 不明 胴部 R 縦 横ナデ 黒雲母少・数mm大
の岩石

暗黄灰褐
色

黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻥㻞 㻝㻜㻡㻝

㻤㻥 㻞㻢 文 不明 不明 不明 胴部 L 文縦 黒雲母多 灰茶褐色・
黒褐色

黒灰色 白灰付着 㼃㻝㻞㻟㻝 㻣㻞㻞

㻤㻥 㻞㻣 文系・ 台 不明 Ⅱ-1
Ⅱ-1

㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜
㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜

胴下半部 R 文縦 横ナデ 黒雲母 赤褐色 赤褐色 白灰付着 㼃㻝㻞㻟㻞
㼃㻝㻞㻟㻟

723・
㻣㻞㻠

㻤㻥 㻞㻤 文系・ 台 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻡 胴下半部 R 文縦 黒雲母 赤茶褐色 灰褐色 723・72 と同一個体？ し 㻤㻜㻥

㻤㻥 㻞㻥 文系・ 山式 不明 Ⅲ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 横ナデ・沈線文？ 横ナデ 輝粒子微量・黒色粒
子微量

灰茶褐色 灰茶褐色 文系 後期の無文 㼃㻝㻞㻣㻠 㻣㻢㻡

㻤㻥 㻟㻜 文系 㻝㻥㻢㻡 不明 不明 口縁 R 縦 横ナデ 輝粒子 黒赤褐色 暗茶褐色 穿孔 㼃㻞㻣㻤 㻝㻤㻤

㻥㻜 㻝 表 文 不明 Ⅲ- 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 口縁～胴
部

R 文斜位 口唇部下 ・
R 文縦 胴部 ・指頭圧
痕

R 横 黒雲母多 茶褐色・黒
褐色

茶褐色・黒
褐色

穿孔 㼃㻟㻞㻤 㻞㻟㻜

㻥㻜 㻞 表 文 不明 不明 不明 胴部 R 縦 R 横 黒雲母多 茶褐色 茶褐色 㼃㻟㻞㻢 㻞㻞㻤

㻥㻜 㻟 表 文 Ⅱ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 胴部 R 文横・斜 R 横 灰茶褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻥㻥 㻝㻜㻡

㻥㻜 㻠 表 文 不明 Ⅱ-3 㻠㻝㻜㻙㻠㻟㻜 口縁 R 斜 R 横 輝粒子 黒色 黒色・茶褐
色

口唇部R ・指頭圧痕による凹
凸・白灰付着

㼃㻟㻠㻟 㻞㻠㻡

㻥㻜 㻡 表 文 不明 Ⅲ- 㻠㻝㻡㻙㻠㻡㻜 口縁 L 縦 L 横 輝粒子微量 黄褐色 黒褐色・暗
茶褐色

指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻜㻝㻠 㻡㻜㻡

㻥㻜 㻢 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 胴下半部 R 縦・斜 R 縦～斜 茶色粒子・乳白色粒
子

茶褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸・
位 文・白灰付着

㼃㻟㻠㻢 㻞㻡㻝

㻥㻜 㻣 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 胴部 R 縦・斜 R 横・横ナデ・
擦痕

薄赤褐色 薄赤褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻟㻡㻜 㻞㻡㻡

㻥㻜 㻤 表 文 不明 Ⅱ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 胴部 （ 体不明） L 横 黒雲母多 黒褐色 黒褐色 外面剥落・指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡 㻝㻜㻝

㻥㻜 㻥 表 文 不明 Ⅱ-1 㻠㻟㻜㻙㻠㻡㻜 口縁 R 縦 R 横 黒雲母小・輝粒子・
茶色粒子

暗褐色 暗褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻣㻠㻣 㻝㻜㻟㻡

㻥㻜 㻝㻜 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2 㻠㻡㻡 胴下半部 R 多方向 R 横 黒雲母多 茶褐色 黒色・赤褐
色

位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻟㻞㻥 㻞㻟㻝

㻥㻜 㻝㻝 表 文 不明 Ⅱ-1
Ⅱ-2
Ⅱ-1

㻠㻠㻜
㻠㻡㻡㻙㻠㻢㻜
㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜

口縁～胴
部

R 縦 R 横 黒雲母・数mm大の
岩石

暗茶褐色・
黒褐色

黒色 口唇部にR 横・指頭圧痕によ
る凹凸・灰付着・圧痕028
・年 測 （ 5 o 1）

2 9・
㻞㻡㻜

㻥㻜 㻝㻞 表 文 不明 不明 㻠㻞㻡 口縁 R 縦 R 横 黒雲母・数mm大の
岩石

黒色・暗褐
色

暗茶褐色 90-11と同一個体と れる 㼃㻣㻡㻣 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻜 㻝㻟 表 文 不明 Ⅲ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 口縁 L 縦 L 横 輝粒子微量 黒灰褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻟㻢 㻞㻟㻤

㻥㻝 㻝 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻟㻜

Ⅱ-3
Ⅱ-3
Ⅱ-3
Ⅱ-0

㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜
㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜
㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜
㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜

口縁～胴
部

R 多方向 口縁下にR
横

輝粒子・茶色粒子 黒灰褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㻞㻝㻢㻟
㻞㻝㻢㻠
㻞㻝㻣㻞
㻞㻝㻤㻝

㻥㻞㻝

㻥㻝 㻞 表 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻢㻜 口縁～胴
部

R 多方向 口縁下にR
横

輝粒子・茶色粒子 黒色・灰茶
褐色

黒色・黒灰
色

9 指頭圧痕による凹凸・
付着

㼃㻟㻞㻡 㻞㻞㻣

㻥㻝 㻟 表 文 不明 Ⅱ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴下半部 L ？縦・斜（交差） L ？横 黒雲母多 黒茶褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻟㻢 㻝㻜㻟㻤

㻥㻝 㻠 表 文 不明 Ⅲ-1 㻠㻡㻜 口縁 R 縦 R 横 黒雲母・茶色粒子 黒褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻣㻜 㻢㻢㻝

㻥㻝 㻡 表 文 不明 Ⅱ-2 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 R 縦 R 文横 輝粒子 灰色 灰色 口唇部R 横・灰付着？ 㼃㻝㻝㻢㻡 㻢㻡㻢

㻥㻝 㻢 表 文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻜 口縁 R 縦 R 横 黒雲母多 薄茶褐色 黒色 口唇部R 横・指頭圧痕による
凹凸・ 付着・年 測 （ 5
o ）

㼃㻟㻟㻜 㻞㻟㻞

㻥㻝 㻣 表 文 不明 不明 不明 口縁 R 縦 R 横 黒雲母多 薄茶褐色 黒色 口唇部R 横・指頭圧痕による
凹凸・白灰付着・圧痕019
？ 子

㼃㻟㻟㻝 㻞㻟㻟

㻥㻝 㻤 表 文 不明 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 R 多方向 R 横 黒雲母・数mm大の
岩石

茶褐色・黒
褐色

黒色・白灰
色

指頭圧痕による凹凸・ 、灰付着 㼃㻟㻠㻠 㻞㻠㻢

㻥㻝 㻥 表 文 不明 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 R 斜・縦 R 横 赤色粒子 暗灰褐色 白灰褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻥㻠㻡 㻠㻟㻠

㻥㻝 㻝㻜 表 文 不明 Ⅲ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 横～斜 縦 乳白色粒子 明茶褐色 黒色 白灰付着 㼀㻥 㻥㻣㻣

㻥㻝 㻝㻝 表 文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 R 縦 R 横 黒雲母・黒色粒子 薄茶褐色 暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻝㻠 㻤㻜㻡

㻥㻝 㻝㻞 表 文 不明 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 R 斜～縦 R 横 輝粒子微量 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻤㻤㻠 㻟㻣㻟

㻥㻝 㻝㻟 表 文 不明 Ⅲ-1 㻠㻤㻜 口縁 R 縦～斜 R 文横 輝粒子 茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻟㻠㻝 㻞㻠㻟

㻥㻝 㻝㻠 表 文 不明 Ⅲ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 R 多方向 R 斜 茶色粒子 薄茶褐色 黒褐色 位 文か・ 付着 㼃㻝㻜㻝㻤 㻡㻜㻥

㻥㻝 㻝㻡 表 文 不明 Ⅲ-1 㻠㻥㻡 口縁 R 斜・縦 R 横 黒雲母多 灰茶褐色 黒茶褐色 口唇部R 文横・ 位
文か・指頭圧痕による凹凸

㼃㻤㻥㻝 㻟㻤㻜

㻥㻝 㻝㻢 表 文 不明 Ⅱ-1 㻠㻥㻡 口縁 R 斜 R 文斜・横 輝粒子 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻟㻞 㻞㻟㻠

㻥㻞 㻝 表 文 不明 Ⅰ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻟㻜 胴部 R 文縦 R 文横 黒雲母 茶褐色 灰茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻜㻣 㻠㻥㻣

㻥㻞 㻞 表 文 不明 Ⅱ-2 㻡㻝㻜 胴部 R 多方向 R 文横 乳白色粒子 赤褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼂㻣㻢㻞 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻞 㻟 表 文 不明 Ⅲ-1 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 口縁 R 縦 R 横 黒雲母多 黒色 黒色 口唇部にR 㼃㻣㻡㻤 㻲㻌㻺㼛㻚

付表1　土器観察表 ⑺
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻥㻞 㻠 表 文 不明 不明 不明 口縁 L 斜 L 文斜～横 輝粒子 黒褐色 黒褐色・暗
茶褐色

㼃㻟㻟㻤 㻞㻠㻜

㻥㻞 㻡 表 文 不明 不明 不明 口縁 L 斜 L 斜・横 輝粒子・茶色粒子 赤茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻟㻠㻞 㻞㻠㻠

㻥㻞 㻢 表 文 不明 不明 不明 口縁 R 斜・縦 R 横 茶色粒子・黒雲母小 薄灰褐色 灰褐色 口唇部R 横・指頭圧痕による
凹凸・灰付着

㼃㻟㻟㻟 㻞㻟㻡

㻥㻞 㻣 表 文 不明 不明 不明 胴部 R 斜 R 文横 黒雲母多 茶褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・白灰付
着

㼃㻝㻜㻝㻣 㻡㻜㻤

㻥㻞 㻤 表 文 不明 不明 不明 胴部 R 縦・斜（ 目） R 横 輝粒子少 茶褐色 茶褐色 白灰付着 㼃㻠㻤㻠㻙
㻞

㻟㻝㻥

㻥㻞 㻥 表 文 不明 不明 不明 胴部 文斜 文横 黒雲母多 黒色・暗茶
褐色

黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻤㻠 㻡㻣㻡

㻥㻞 㻝㻜 表 文 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻠㻜 胴部 R 縦 LR縄文横 黒雲母多 灰茶褐色 灰黒褐色 位 文か・浅い指頭圧
痕による凹凸・白灰付着

㼃㻝㻟㻜㻟 㻣㻥㻠

㻥㻞 㻝㻝 表 文 縄文 不明 Ⅰ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 R 縦 LR縄文横 黒雲母多 茶褐色・暗
茶褐色

茶褐色・暗
茶褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻝㻢 㻤㻜㻣

㻥㻞 㻝㻞 表 文 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 R 縦 R縄文横 黒雲母 茶褐色 黒褐色 㼃㻝㻟㻝㻟 㻤㻜㻠

㻥㻞 㻝㻟 表 文 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 胴部 R 縦 RL縄縦 黒雲母 暗茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻟㻡 㻞㻟㻣

㻥㻟 㻝 表縄文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡
？

不明 （55） 胴部 RL縄文横（帯状） 横ナデ 黒赤褐色 黄褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻡㻜 㻢㻠㻝

㻥㻟 㻞 表縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 （Ⅱ） 㻤㻜 胴部 RL縄文（0 多条）縦 横ナデ 黒色粒子微量、輝粒
子微量

黒褐色・茶
褐色

灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻞㻡㻟 㻣㻠㻠

㻥㻟 㻟 表縄文 不明 Ⅱ 㻔㻝㻣㻝㻕 胴部 RL縄文横・横擦痕 横ナデ 黒雲母 黒灰褐色 茶褐色 位 文か・ 中央配石
下

㼃㻞㻤㻞 㻝㻥㻞

㻥㻟 㻠 表縄文 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻣 Ⅰ 㻝㻣㻡 胴部 LR縄文縦（帯状） 斜ナデ 輝粒子少 黒褐色 暗灰褐色 㼃㻝㻝㻥㻤 㻢㻤㻥

㻥㻟 㻡 表縄文 不明 Ⅲ 㻞㻜㻜 口縁 LR縄文横 斜ナデ 黒雲母 黒褐色 灰茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻞㻢㻠 㻝㻣㻠

㻥㻟 㻢 表縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻜 胴部 LR縄文横（帯状？） 横ナデ 黒雲母 黒褐色・
茶褐色

黒褐色・
茶褐色

帯状 しく 位 文・押
文に ？

㼃㻞㻣㻥 㻝㻤㻥

㻥㻟 㻣 表縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠
㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠

Ⅱ
Ⅱ

㻞㻝㻥
㻞㻞㻜

底部 RL縄文縦・横（羽状） 黒色粒子・茶色粒子 暗灰褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㻭㻵㻞㻥
㻭㻵㻞㻠㻠

㻥㻞㻢

㻥㻟 㻤 表縄文 不明 人骨
o 5の

㻔㻙㻞㻟㻜㻕 胴部 LR縄文縦 横ナデ 輝粒子少 暗茶褐色 黒茶褐色 㼃㻝㻝㻥㻢 㻢㻤㻣

㻥㻟 㻥 表縄文 不明 人骨
o 5の

㻔㻙㻞㻟㻜㻕 胴部 RL縄文横 斜ナデ 黄灰色 黒褐色 㼃㻝㻝㻥㻣 㻢㻤㻤

㻥㻟 㻝㻜 表縄文（帯状） 不明 Ⅰ 2 0付近 口縁 RL縄文縦（帯状） 黒雲母微量 暗茶褐色 黒灰色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻤㻟 㻥㻤㻜

㻥㻟 㻝㻝 表縄文（帯状） 不明 Ⅰ 2 0付近 胴部 RL縄文縦（帯状・一部すり
しか）

横ナデ 黒雲母微量 黒褐色・暗
茶褐色

橙褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻤㻠 㻥㻤㻝

㻥㻟 㻝㻞 表縄文（帯状） 不明 Ⅰ 2 0付近 胴部 RL縄文縦（帯状） 黒雲母微量 黒茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻤㻡 㻥㻤㻞

㻥㻟 㻝㻟 表縄文 不明 Ⅰ
Ⅱ-1
Ⅰ

㻞㻟㻠
（2 0）
2 0付近

胴下半部 RL縄文縦（帯状） 斜擦痕 黒雲母微量 暗茶褐色・
黒色

暗茶褐色・
黒色

指頭圧痕による凹凸 286・
287・
288・
289・

㼃㻞㻥㻝

19 ・
㻝㻥㻡
193・
196・
㻥㻤㻟

㻥㻟 㻝㻠 表縄文（帯状） 不明 Ⅰ 2 0付近 胴部 LR縄文縦（帯状） 横ナデ 黒雲母多 暗褐色 黒色・暗茶
褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻥㻞 㻥㻤㻠

㻥㻟 㻝㻡 表縄文 不明 Ⅲ- 㻞㻡㻜㻙㻞㻢㻜 底部 RL縄文縦 ナデ 黒雲母 灰茶褐色 灰茶褐色 灰付着 㼃㻝㻞㻞㻟 㻣㻝㻠

㻥㻟 㻝㻢 表縄文 不明 の
崩れ

（276） 口縁～胴
部

羽状縄文 RL縄文横・縦 斜ナデ・擦痕 数㎜大の岩石多数 暗灰茶褐
色

暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 ・口縁
し い

㼃㻥㻢㻥㻙
㻞

㻠㻡㻥

㻥㻟 㻝㻣 表縄文 不明 Ⅱ 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 胴部 LR縄文横 茶色粒子少 赤茶褐色 黒灰色？ 内面剥落？ 㼃㻝㻞㻜㻢 㻢㻥㻣

㻥㻟 㻝㻤 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅰ-3 㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜 口縁 羽状縄文 LR縄文縦・LR
縄文縦

横ナデ 黒雲母多 黒灰色 黒灰色・茶
灰色

同一個体指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻣㻢 㻝㻤㻢

㻥㻟 㻝㻥 表縄文 1967/7/？ 不明 㻟㻣㻡 胴部 羽状縄文 LR縄文縦・LR
縄文縦

横ナデ 黒雲母多 暗茶褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻜㻠 㻢㻥㻡

㻥㻟 㻞㻜 表縄文 不明？ Ⅲ-2 㻟㻤㻜 胴部 羽状縄文 LR縄文縦・LR
縄文縦

横ナデ 黒雲母多 薄茶褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻜㻤 㻞㻥㻡

㻥㻟 㻞㻝 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 胴部 羽状縄文 LR縄文縦・LR
縄文縦

黒雲母多 明灰褐色 明灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻟㻢 㻟㻢㻡

㻥㻟 㻞㻞 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤
㻝㻥㻢㻤
㻝㻥㻢㻤㻛㻡
㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻣
㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢
㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤

Ⅲ-3
Ⅰ-3
Ⅲ
Ⅱ-2
トレンチ
Ⅱ-2

㻟㻝㻞
㻟㻣㻜
㻟㻣㻜
㻟㻤㻣
㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜
㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜

口縁～底
部

RL縄文横・ナデ 横ナデ・やや
タ状

黒雲母 黒褐色・茶
色

黒灰色・茶
色

㻭㻵㻟㻤㻢
㻝㻞㻜㻟
㻭㻵㻟㻤㻥
㻭㻵㻞㻝㻜㻥
㻭㻵㻟㻡㻞
㻭㻵㻞㻝㻝㻡

㻥㻝㻠

㻥㻟 㻞㻟 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 胴部 RL縄文横 ややあばた状 乳白色粒子 灰褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻢㻠㻞 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻟 㻞㻠 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 底部付近 RL縄文横 横ナデ 黒色粒子 黒色 茶褐色 白灰付着 㻞㻝㻜㻡 㻥㻣㻥

㻥㻟 㻞㻡 表縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-2 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 底部付近 LR縄文横 横ナデ 黒雲母微量 黒色 黒褐色 白灰付着 㻟㻡㻤 㻥㻢㻤

㻥㻠 㻝 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻟㻥㻜 胴部 LR縄文縦 輝粒子 黒茶褐色 薄茶褐色 白灰付着 㼃㻢㻝㻞 㻟㻡㻤

㻥㻠 㻞 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-3 㻟㻥㻡 底部 縄文 輝粒子少 灰茶褐色 暗茶褐色 灰付着 㼃㻝㻝㻥㻟 㻢㻤㻠

㻥㻠 㻟 表縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-2 㻟㻥㻡 底部 縄文 灰褐色 灰褐色 白灰付着 㼃㻝㻝㻥㻞 㻢㻤㻟

㻥㻠 㻠 表縄文 不明 トレンチ 㻠㻜㻜㻙㻠㻝㻜 胴部 無節orLR縄文横？ 横ナデ 薄褐色 黒色・灰色 付着 㼃㻥㻤㻠 㻠㻣㻠

㻥㻠 㻡 表縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣
（1965/5）

Ⅱ-1
不明

10- 2
不明

口縁～胴
下半部

RL縄文縦 横ナデ 茶色粒子 暗灰色・暗
茶褐色

暗灰色・暗
茶褐色

白灰付着
㻭㻵㻜㻢㻡
㻭㻵㻜㻢㻢

㻥㻝㻡

㻥㻠 㻢 表縄文 不明 Ⅳ 㻠㻝㻜㻙㻠㻞㻜 胴部下半
部

無節L縄文斜・横 横ナデ 輝粒子 薄褐色 黒茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻟㻜㻢 㻣㻥㻣

㻥㻠 㻣 表縄文 不明 Ⅱ-2 （ 1 ） 口縁 LR縄文横 黒雲母 灰茶褐色 灰茶褐色 㼃㻥㻝㻟 㻠㻜㻞

㻥㻠 㻤 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 底部 縄文 白灰色 灰色 白灰付着 㼃㻝㻝㻥㻠 㻢㻤㻡

㻥㻠 㻥 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 底部 LR縄文斜 黒雲母 灰茶褐色 黒灰褐色 灰付着 㼃㻝㻝㻥㻝 㻢㻤㻞

付表1　土器観察表 ⑻
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻥㻠 㻝㻜 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴部 RL縄文縦 斜ナデ 黒雲母 暗褐色・黒
褐色

黒褐色・褐
色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻤㻤 㻠㻣㻤

㻥㻠 㻝㻝 表縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴部 LR縄文縦 輝粒子小 灰褐色 黒褐色 圧痕029 キ 㼀㻞 㻥㻢㻣

㻥㻠 㻝㻞 表縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 底部 RL縄文多方向？ 黒色粒子 黒褐色・暗
茶褐色

茶褐色 白灰付着 㼃㻝㻞㻞㻠 㻣㻝㻡

㻥㻠 㻝㻟 表縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 無節R縄文多方向 黒雲母 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻣㻞 㻢㻢㻟

㻥㻠 㻝㻠 表縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅰ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文横・縦 斜め線状痕 黒雲母多 黒茶褐色 黒茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻞㻣㻟 㻝㻤㻟

㻥㻠 㻝㻡 表縄文 不明 Ⅲ- 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文縦・斜 横ナデ 黒雲母 暗茶褐色 茶褐色 95-7と同一個体の ・指頭
圧痕による凹凸・白灰付着

㼃㻞㻢㻤 㻝㻣㻤

㻥㻠 㻝㻢 表縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 底部付近 LR縄文縦 薄茶灰褐
色

薄茶灰褐
色

口縁 㼃㻢㻞㻡 㻟㻢㻠

㻥㻠 㻝㻣 表縄文 不明 Ⅰ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 LR縄文横・側面押圧 横ナデ 黒色粒子・黒雲母微
量

黒茶褐色 赤褐色・黄
灰褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻜㻠 㻣㻥㻡

㻥㻠 㻝㻤 表縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 LR縄文横 灰色粒子 暗灰色・黄
灰褐色

黒色 指頭圧痕による凹凸・ 付着・年
測 （ 5 o 2）

㼃㻥㻥㻝 㻠㻤㻝

㻥㻠 㻝㻥 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 LR縄文斜 横ナデ 黒雲母 灰茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻥㻜 㻠㻤㻜

㻥㻠 㻞㻜 表縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 RL縄文横 剥落 黒雲母多 黒褐色 㻙 㼃㻥㻤㻥 㻠㻣㻥

㻥㻠 㻞㻝 表縄文 不明 Ⅰ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 RL縄文縦 輝粒子 灰褐色 灰茶褐色 㼃㻞㻟㻢 㻝㻡㻥

㻥㻠 㻞㻞 表縄文 不明 Ⅰ-3 㻠㻤㻜㻙㻡㻜㻜 口縁～胴
部

LR縄文縦・斜・口縁部に
条のLR側面押圧

横ナデ 輝粒子・乳白色粒子 黒灰色 灰褐色・黒
色

指頭圧痕による凹凸・やや波状
の口縁か

㼃㻞㻟㻢 㻞㻡

㻥㻠 㻞㻟 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 口縁部に 条のLR側面押
圧

輝粒子・乳白色粒子 黒褐色 黒褐色 㼃㻝㻠㻤 㻝㻠㻟

㻥㻠 㻞㻠 表縄文 不明 Ⅰ-2 㻠㻤㻡 胴下半部 RL縄文縦 横ナデ 色粒子 茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻣㻜 㻝㻤㻜

㻥㻠 㻞㻡 表縄文 Ⅱ-3 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 底部 RL縄文多方向 色粒子 灰褐色 灰褐色 㼃㻤㻤㻢 㻟㻣㻡

㻥㻠 㻞㻢 表縄文 不明 Ⅰ 1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 RL縄文縦 斜 0 多条
か

茶色粒子 黒灰色 穿孔あり・指頭圧痕による凹凸 㼃㻤㻤㻤 㻟㻣㻣

㻥㻠 㻞㻣 表縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文横 輝粒子 黒茶褐色 灰褐色 9 -28と同一個体か・ 位
文か・指頭圧痕による凹凸

㼃㻝㻞㻞㻜 㻣㻝㻝

㻥㻠 㻞㻤 表縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文横 横ナデ 輝粒子 薄茶褐色・
黒色

黒褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻞㻢㻟 㻝㻣㻟

㻥㻡 㻝 表縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 縄文？押圧？ 黒雲母 黒色 黒色 㼃㻞㻞㻥 㻝㻡㻣

㻥㻡 㻞 表縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻜㻢㻙㻡㻝㻢 底部 LR縄文斜 指頭圧痕 輝粒子 灰褐色 茶褐色 㼃㻝㻞㻞㻢 㻣㻝㻣

㻥㻡 㻟 表縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横 黒雲母 黒色 黒褐色・赤
褐色

口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・ 位 文か

㼃㻝㻝㻝㻠 㻢㻜㻡

㻥㻡 㻠 表縄文 不明 Ⅱ-3 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文斜～横 黒雲母微量 黒茶褐色 明茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻣㻥 㻣㻣㻜

㻥㻡 㻡 表縄文 不明 Ⅲ-2 （510-520） 口縁 LR縄文縦 横ナデ 黒雲母 灰褐色 暗灰褐色・
黒色

付着 㼃㻝㻞㻜㻟 㻢㻥㻠

㻥㻡 㻢 表縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻡 口縁 RL縄文縦 横ナデ 輝粒子少 灰褐色 灰褐色 口唇部RL縄文横 㼃㻝㻞㻜㻡 㻢㻥㻢

㻥㻡 㻣 表縄文 不明～胴部 Ⅲ-1 㻡㻝㻡 口縁 LR縄文斜・縦（R
？）

横ナデ 黒雲母 薄茶褐色 灰茶褐色 体 ？・9 -15と同一個
体の

㼃㻞㻢㻥 㻝㻣㻥

㻥㻡 㻤 表縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻡 Ⅲ-1 㻡㻝㻡 胴部 LR縄文縦 斜擦痕 黒雲母多 白灰褐色 白灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻣㻢 㻣㻢㻣

㻥㻡 㻥 表縄文 不明 Ⅱ-0 㻡㻞㻜 底部 LR縄文斜 茶色粒子少・輝粒子
少

暗茶褐色 暗茶褐色 㼃㻝㻞㻞㻣 㻣㻝㻤

㻥㻡 㻝㻜 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻞㻜 胴下半部 LR縄文横 黒雲母多 黒茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㻝㻜㻜㻝㻟 㻥㻠㻤

㻥㻡 㻝㻝 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻟㻜 胴下半部 LR縄文横 黒雲母多 黒茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㻝㻜㻜㻝㻠 㻥㻠㻥

㻥㻡 㻝㻞 表縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横 黒雲母多 灰茶褐色 黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻢㻥 㻣㻢㻜

㻥㻡 㻝㻟 表縄文 不明 Ⅱ-3 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文縦・2条のLR縄文
側面押圧

黒雲母 黒褐色 黒褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻟㻜㻝 㻣㻥㻞

㻥㻡 㻝㻠 表縄文 不明 （Ⅲ-0） （520-530） 口縁 LR縄文横 黒雲母 黒色・黒灰
色

黒色・黒灰
色

口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・ 付着

㼃㻟㻝㻞 㻞㻝㻠

㻥㻡 㻝㻡 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 胴下半部 LR縄文横・RL縄文横 黒色粒子 薄橙褐色 灰褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻜㻣 㻝㻝㻟

㻥㻡 㻝㻢 表縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻞㻡 胴部 LR縄文横 横ナデ 黒雲母 茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻤㻡 㻠㻣㻡

㻥㻡 㻝㻣 表縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横～斜 横ナデ 黒雲母 橙茶褐色 橙茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・白灰付着？

㼃㻞㻢㻢 㻝㻣㻢

㻥㻡 㻝㻤 表縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻠㻜㻙㻡㻡㻜 胴部 LR縄文縦？RL縄文横？ 条痕？・縄文？ 黒雲母少 白灰褐色 白灰褐色・
黒色

位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・灰、 付着・内面 文
か

㼃㻝㻞㻡㻢 㻣㻠㻣

㻥㻡 㻝㻥 表縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻠㻡 胴下半部 LR縄文斜・縦 灰色粒子 薄茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻤㻤㻣 㻟㻣㻢

㻥㻡 㻞㻜 表縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅱ 不明 口縁～胴
部

LR縄文横・口縁部に1条
のLR側面押圧

横ナデ 黒雲母 黒色・黒茶
褐色・灰茶
褐色

薄茶褐色・
黒色

位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・ 付着

㻝㻜㻜㻝㻝 㻥㻢㻞

㻥㻡 㻞㻝 表縄文 不明 不明 不明 口縁～胴
部

RL縄文横・口縁部 に1
条のRL側面押圧

ナデ 輝粒子・黒色粒子 黒褐色・茶
褐色

茶褐色・黒
色

口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・穿孔・灰付着

㻝㻜㻜㻟㻥 㻥㻡㻜

㻥㻡 㻞㻞 表縄文 不明 不明 不明 口縁から
胴部

LR縄文横 輝粒子多 暗灰色・黒
色

暗灰色・黒
色

口縁 波 ・指頭圧痕による凹
凸・ 付着

㻱㻞

㻥㻡 㻞㻟 表縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文縦 黒雲母 灰褐色 灰褐色・黒
色

孔 㼃㻢㻝㻢 㻟㻡㻥

㻥㻡 㻞㻠 表縄文 不明 土 不明 口縁 LR縄文横 横ナデ 輝粒子 黒灰色 黒色 口唇部LR縄文・ 付着 㼃㻡㻡㻢 㻟㻟㻤

㻥㻡 㻞㻡 表縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文横 薄茶褐色 灰茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻡㻞㻞 㻟㻞㻝

㻥㻢 㻝 表縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文横 輝粒子 黒褐色 黒灰褐色 口唇部にLR縄文横・白灰付着 㼃㻝㻝㻥㻥 㻢㻥㻜

㻥㻢 㻞 表縄文 不明 不明 不明 口縁 RL縄文横・1条のRL 側面
押圧

るい横ナデ 黒色粒子・輝粒子 茶褐色・黒
褐色

茶褐色・黒
色

口唇部にRL縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻢 㻢

㻥㻢 㻟 表縄文 不明 不明 不明 口縁 RL縄文横・1条のRL 側面
押圧

るい横ナデ 黒色粒子・輝粒子 茶褐色・黒
褐色

茶褐色・黒
色

口唇部にRL縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻠 㻝㻠

㻥㻢 㻠 表縄文 不明 不明 不明 口縁 RL縄文横・ 条のR側面押
圧

黒雲母多 黒色・黒褐
色

黒茶褐色 口唇部にRL縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻡 㻡

㻥㻢 㻡 表縄文 1970/6/？ 土 不明 口縁 RL縄文縦 黒雲母 薄茶褐色 黒色 口唇部 文・指頭圧痕による凹
凸

㼃㻝㻞㻝㻜 㻣㻜㻝

㻥㻢 㻢 表縄文 不明 不明 不明 口縁 無節R縄文縦 横ナデ 黒雲母 暗茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻜㻞 㻢㻥㻟

㻥㻢 㻣 表縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 不明 不明 胴下半部 LR縄文縦 横ナデ 輝粒子少 黒褐色・暗
茶褐色

灰褐色・黒
色

付着 㻭㻵㻜㻢㻝 㻥㻡㻢

㻥㻢 㻤 表縄文 不明 不明 不明 胴下半部 LR縄文縦 薄赤褐色 黒灰色 表面灰付着・内面 物付着 㼃㻤㻤㻥 㻟㻣㻤

㻥㻢 㻥 表縄文 不明 トレンチ
㻝

不明 胴部下半
部

LR縄文縦を擦り し 横ナデ 薄茶褐色 黒褐色薄
茶褐色

㼃㻢㻞㻞 㻟㻢㻞
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付表1　土器観察表 ⑽

外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻥㻢 㻝㻜 表縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文縦 横ナデ 茶褐色 黒色・灰色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻞㻜㻝 㻢㻥㻞

㻥㻢 㻝㻝 表縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文横 ナデ 黒雲母少 暗灰褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付
着

㼃㻝㻞㻜㻜 㻢㻥㻝

㻥㻢 㻝㻞 表縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 不明 胴部 LR縄文縦（帯状？） 横ナデ 黒雲母 茶褐色・黒
褐色

黒色 㼃㻝㻞㻞㻞 㻣㻝㻟

㻥㻢 㻝㻟 表縄文 不明 不明 不明 胴部 RL縄文横 横ナデ 黒雲母？少 暗茶褐色 黒褐色・暗
茶褐色

位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻞㻟㻜 㻣㻞㻝

㻥㻢 㻝㻠 表縄文 不明 不明 不明 底部 縄文 ナデ 黒雲母多 灰色 灰褐色 灰付着 㼃㻝㻞㻜㻥 㻣㻜㻜

㻥㻣 㻝 表 縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅰ 㻞㻢㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文横 輝粒子 黒色 黒色 口唇部RL縄文横・灰付着 㼃㻟㻟㻠 㻞㻟㻢

㻥㻣 㻞 表 縄文 不明
不明

不明
（Ⅰ-
拡）

不明
㻞㻣㻜

口縁～胴
部

LR縄文横・斜（帯状） LR縄文横 白色粒子微量 灰茶褐色・
黒色

黄灰褐色 口唇部LR縄文横・ 位
文・指頭圧痕による凹凸

㼃㻞㻢㻡
㼃㻞㻣㻞

㻝㻤㻞
㻝㻣㻡

㻥㻣 㻟 表 縄文 1970/10/？ Ⅱ-1 㻟㻜㻡 口縁 RL縄文横 RL縄文横・斜 黒雲母多 黒褐色 黒褐色・暗
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻣㻡 㻝㻜㻟㻣

㻥㻣 㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 胴部 RL縄文横・縦 RL縄文縦 茶色粒子 茶褐色・黒
褐色

茶褐色・黒
褐色

位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・灰付着

㼃㻢㻣㻜 㻝㻜㻠㻥

㻥㻣 㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文縦 輝粒子 黒灰色 黒灰色 口唇部RL縄文 㼃㻢㻢㻝 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻣 㻢 表 縄文 不明 Ⅲ- 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 胴部 RL縄文横・（無R縄文？） RL縄文縦 黒雲母多 灰褐色 暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸・ の
体か

㼃㻢㻢㻥 㻝㻜㻠㻠

㻥㻣 㻣 表 縄文 不明 Ⅲ 㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横～斜 黒雲母 黒灰褐色 灰褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㻠㻟㻣

㻥㻣 㻤 表 縄文 不明 0- ？ 㻟㻢㻡㻙㻟㻤㻡 胴部 LR縄文縦 LR縄文斜 輝粒子・1mm大の岩
石

黒褐色 暗茶褐色 㼃㻝㻝㻥㻡 㻢㻤㻢

㻥㻣 㻥 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 （Ⅱ-0） （-525） 口縁～胴
部

LR縄文横 LR縄文横 黒雲母微量 白灰褐色・
黒灰色

黒色・灰褐
色

口唇部LR縄文横・ 位
文・指頭圧痕による凹凸・ 付
着・台帳 石器

㻞㻠㻜㻢 㻥㻡㻥

㻥㻣 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 口縁部 LR縄文斜め 剥落面に縄文の
痕

黒色粒子・乳白色粒
子

黒褐色 位 文か（剥 面に縄
文の痕 ）

㼃㻢㻟㻥 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻣 㻝㻝 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅰ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 口縁 LR縄文横・斜・斜め線状
痕

LR縄文横・斜 輝粒子 薄茶褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸・圧痕
002不明

㼃㻠 㻥㻣㻜

㻥㻣 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母 黒茶褐色 灰褐色・黒
色色

口唇部LR縄文・浅い指頭圧痕に
よる凹凸・穿孔

㼃㻢㻡㻝 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻣 㻝㻟 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅰ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 暗褐色 黒色 位 文か・灰付着 㼃㻥㻢㻟 㻠㻡㻞

㻥㻣 㻝㻠 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅰ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 胴～胴下
半部

LR縄文多方向 LR縄文横 黒色粒子 暗茶褐色・
薄茶褐色

灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻝 㻠㻣

㻥㻣 㻝㻡 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-0 （ 00付近） 胴下半部 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母少 茶褐色 黒茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・ 付着

㼃㻥㻢㻡 㻠㻡㻠

㻥㻣 㻝㻢 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-0 （ 00付近） 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子 黒灰褐色 黒灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻢㻞 㻠㻡㻝

㻥㻣 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻝㻜㻙㻠㻞㻜 胴部 RL縄文横 RL縄文斜 乳白色粒子少 灰褐色 黒灰褐色 㼃㻡㻥 㻢㻡

㻥㻤 㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻝㻜㻙㻠㻟㻜 胴部 RL縄文横 RL縄文横 茶色粒子 黒茶褐色 暗茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻢㻡 㻣㻝

㻥㻤 㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻝㻜㻙㻠㻟㻜 胴部 縄文 RL縄文斜 茶色粒子 暗茶褐色 明茶褐色 圧痕022不明 or 㼃㻝㻝㻤㻜 㻢㻣㻝

㻥㻤 㻟 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2 㻠㻝㻜㻙㻠㻟㻡 胴部 RL縄文斜 RL縄文斜 茶色粒子・輝粒子 黒灰色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻜㻣 㻟㻡㻡

㻥㻤 㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-3 10 35 口縁～胴
部

RL縄文斜 RL縄文斜 輝粒子・灰色粒子小 黒褐色 暗茶褐色・
黒褐色

口唇部R縄文横 位 文・
指頭圧痕による凹凸

㼃㻟㻞㻜 㻞㻞㻞

㻥㻤 㻡 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 口縁 RL縄文斜 RL縄文斜 輝粒子・灰色粒子小 黒褐色 灰褐色 口唇部R縄文横 位 文・
指頭圧痕による凹凸・白灰

付着

㼃㻟㻞㻞 㻞㻞㻠

㻥㻤 㻢 表 縄文 㻝㻥㻣㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-3 㻠㻞㻜 胴部 無節L縄文縦・擦痕横 無節L縄文横 輝粒子 暗茶褐色・
黒褐色

黒色・薄茶
褐色

㼃㻢㻜㻡 㻟㻡㻠

㻥㻤 㻣 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻞㻜 口縁～胴
部

LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子 黒色 黄灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻣㻣 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻤 㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 口縁 無節R縄文横 無節R縄文横 黒雲母 薄茶灰褐
色

薄茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸 ・口縁 し い

㼃㻝㻝㻥㻜 㻢㻤㻝

㻥㻤 㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻠㻜 口縁 無節R縄文横 無節R縄文横 輝粒子 暗灰褐色 灰茶褐色 㼃㻝㻝㻤㻝 㻢㻣㻞

㻥㻤 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅰ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻠㻜 口縁 無節R縄文横 無節R縄文横 輝粒子・茶色粒子 灰褐色 暗茶褐色 口唇部無節R縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻝㻤㻥 㻢㻤㻜

㻥㻤 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻟㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子・乳白色粒子
少

黒灰褐色 黒茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㻌㼃㻝㻝㻤㻞 㻢㻣㻟

㻥㻤 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文斜 薄橙褐色 薄茶褐色 位 文か・灰付着 㼃㻝㻜㻡 㻝㻝㻝

㻥㻤 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 胴部 無節R縄文横 無節R縄文横 輝粒子 茶褐色 黒色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻜㻢 㻝㻝㻞

㻥㻤 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子微量 暗褐色 黒色 㼃㻣㻡㻠 㻲㻌㻺㼛㻚

㻥㻤 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子・茶色粒子 黒褐色・灰
茶褐色

黒色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻝㻣㻥 㻢㻣㻜

㻥㻤 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母 薄茶褐色 灰茶褐色 位 文か 㼃㻥㻢 㻝㻜㻞

㻥㻤 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 黒雲母 暗茶褐色 黒褐色 㼃㻥㻣 㻝㻜㻟

㻥㻤 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 胴部 RL縄文斜 RL縄文横 薄茶褐色 薄茶褐色 白灰付着 㼃㻝㻝㻡 㻝㻞㻝

㻥㻤 㻝㻥 表 縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-1 㻠㻠㻜 口縁～胴
部

LR縄文縦 LR縄文横・ 体
押圧

黒雲母多 黒色・黒灰
褐色

黒色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・圧痕011 キ 子

㼃㻝㻢 㻝㻢

㻥㻤 㻞㻜 表 縄文 197 /8？ Ⅰ- 㻠㻠㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子多・乳白色粒
子

黒褐色 暗黄灰褐
色

位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻞㻣㻡 㻣㻢㻢

㻥㻤 㻞㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻠㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母・黒色粒子 灰薄茶褐
色

灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻤㻥㻞 㻟㻤㻝

㻥㻤 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻠㻜 口縁 RL縄文斜 RL縄文斜か 数㎜大の岩石 灰褐色 灰茶褐色 白灰付着 㼃㻥㻤㻢 㻠㻣㻢

㻥㻤 㻞㻟 表 縄文 不明 不明 㻠㻠㻡 底部 LR縄文横・斜 LR縄文横 乳白色粒子 黒色・白灰
色

灰褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻟㻤 㻠㻠

㻥㻥 㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰色 黒灰色 口唇部LR縄文横 㼃㻝㻝㻤㻡 㻢㻣㻢

㻥㻥 㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 灰褐色・黒
灰色

灰褐色・黒
灰色

口唇部LR縄文横 㼃㻝㻝㻤㻣 㻢㻣㻤

㻥㻥 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母多 灰茶褐色 黒色 口唇部LR縄文横・ 体 太 の
い あるか

㼃㻝㻝㻤㻢 㻢㻣㻣

㻥㻥 㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 薄茶褐色 橙褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・灰付着？

㼃㻤㻥㻡 㻟㻤㻠

㻥㻥 㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文斜 輝粒子 黒褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻝㻤㻠 㻢㻣㻡

㻥㻥 㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴部 RL縄文横 RL縄文斜 黒雲母多 茶褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻝㻤㻟 㻢㻣㻠

―　　―373



外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻥㻥 㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴下半部 RL縄文横 RL縄文斜 茶色粒子・輝粒子少 赤茶褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻣㻤 㻢㻢㻥

㻥㻥 㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴部 RLR 節縄文横 RLR 節縄文横 黒雲母 灰茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻟㻥 㻞㻠㻝

㻥㻥 㻥 表 縄文 （1968/7/28） （Ⅱ-2） （ 0- 50） 口縁～胴
下半部

LR縄文縦（口唇）・横（胴
部）

LR縄文横 輝粒子 黒色・暗茶
褐色

茶褐色・暗
茶褐色

口唇部LR縄文横・ 位
文指頭圧痕による凹凸・台帳
石器

㼃㻟㻜㻢 㻞㻜㻤

㻥㻥 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻜 口縁 RL縄文横・縦 R 0 多条）縄文
横

茶色粒子・輝粒子 黒灰褐色 黒灰褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・表 体

㼃㻟 㻟

㻥㻥 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻜 口縁 LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子・茶色粒子 灰褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻤㻤 㻢㻣㻥

㻥㻥 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 薄黄灰褐
色

黒灰色 位 文か 㼃㻝㻝㻢 㻝㻞㻞

㻥㻥 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻡㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 乳白色粒子少 薄茶褐色 黒灰色 内面剥落多い 㼃㻝㻝㻝 㻝㻝㻣

㻥㻥 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻜 胴部 RL縄文縦・斜 RL縄文縦 黒雲母 黒色 暗茶褐色 㼃㻥㻜 㻥㻢

㻥㻥 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻜 底部付近 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母小 暗橙褐色 灰茶褐色 位 文か・ 口縁 㼀㻤 㻥㻣㻢

㻥㻥 㻝㻢 表 縄文 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻢 Ⅱ-3 㻠㻡㻜 胴下半部 LR縄文縦・斜 LR縄文横 輝粒子 暗茶褐色 黒褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・ 付着

㼃㻝㻝㻢㻤 㻢㻡㻥

㻥㻥 㻝㻣 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母 黒灰色 茶褐色・黒
色

口唇部LR縄文横 㼃㻟㻟㻣 㻞㻟㻥

㻥㻥 㻝㻤 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 口縁～胴
部

LR縄文多方向 LR縄文横 数㎜大の岩石・乳白
色粒子・黒雲母？

黒灰色・茶
灰色

茶灰色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・ 位 文か・大
個体・ 付着

㼃㻟㻞㻝 㻞㻞㻟

㻝㻜㻜 㻝 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻡㻡 口縁～胴
部

LR縄文多方向 LR縄文横 黒雲母多 黒灰色・黒
灰褐色

黒灰色・黒
灰褐色

口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻟㻞㻠 㻞㻞㻢

㻝㻜㻜 㻞 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 底部 LR縄文横 縄文？？ 黒雲母 白灰褐色・
茶褐色

茶褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻞㻝㻠 㻣㻜㻡

㻝㻜㻜 㻟 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥
不明

Ⅱ-3
Ⅱ-2
Ⅲ-2

㻠㻟㻡
㻠㻡㻡㻙㻠㻢㻜
㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜

口縁～胴
部

無節L縄文横・斜 無節L縄文横・斜
め

輝粒子多・黒色粒子 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

口唇部無節L縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸・灰付着・穿孔

㻭㻞㻝㻡㻟
㻭㻵㻞㻝㻢㻝

㻥㻞㻞

㻝㻜㻜 㻠 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文縦 乳白色粒子 薄茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻣㻤 㻝㻜㻟㻠

㻝㻜㻜 㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒褐色 暗茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻝㻣㻟 㻢㻢㻠

㻝㻜㻜 㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 茶色粒子 灰褐色 灰褐色 口唇部LR縄文横 㼃㻝㻝㻢㻟 㻢㻡㻠

㻝㻜㻜 㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文横～斜 薄暗茶褐
色

灰褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻝㻢㻠 㻢㻡㻡

㻝㻜㻜 㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 黒褐色 暗茶褐色・
黒色

口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻝㻢㻣 㻢㻡㻤

㻝㻜㻜 㻥 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文斜 黒雲母 灰褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻣㻝 㻢㻢㻞

㻝㻜㻜 㻝㻜 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文横～斜 輝粒子 薄茶褐色 灰褐色・黒
色

口唇部RL縄文横・白灰、 付着 㼃㻟㻞㻟 㻞㻞㻡

㻝㻜㻜 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 RL縄文縦 RL縄文横 茶色粒子・輝粒子微
量

薄茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻣㻡 㻢㻢㻢

㻝㻜㻜 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 RL縄文斜 RL縄文横 輝粒子 灰褐色 灰褐色 口唇部RL縄文横 㼃㻝㻝㻢㻥 㻢㻢㻜

㻝㻜㻜 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文横 黒雲母 薄茶褐色 薄茶褐色 㼃㻝㻝㻣㻠 㻢㻢㻡

㻝㻜㻜 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文縦 輝粒子多・茶色粒子 黒灰褐色 黒灰色・黄
灰褐色

口唇部RL縄文横？ 㼃㻝㻝㻢㻞 㻢㻡㻟

㻝㻜㻜 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文斜 輝粒子小 黒色 黒褐色 口唇部RL縄文横・口縁突 剥
れか？

㼀㻡 㻥㻣㻟

㻝㻜㻜 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 RL縄文斜～横 RL縄文横 黒雲母多 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・内面剥落・ Ⅰに る

㼃㻠㻜 㻠㻢

㻝㻜㻜 㻝㻣 表 縄文 㻝㻥㻢㻡㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 無節R縄文横～斜 無節R縄文横～
斜

黒雲母 灰褐色・黒
色

黒色 指頭圧痕による凹凸・ 付
着？

㼃㻟㻠㻡 㻞㻠㻣

㻝㻜㻜 㻝㻤 表 縄文 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 底部付近 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子少 茶褐色 黒褐色・茶
褐色

浅い指頭圧痕による凹凸・灰付
着？

㼃㻝㻝㻢㻜 㻢㻡㻝

㻝㻜㻜 㻝㻥 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 底部付
近？

LR縄文横・斜 LR縄文横～斜 輝粒子少 白灰色 黒灰色 白灰付着・指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻝㻤 㻟㻢㻜

㻝㻜㻜 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子少 灰茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・ 、白灰付
着

㼃㻝㻝㻡㻤 㻢㻠㻥

㻝㻜㻝 㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文斜 輝粒子 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻡㻥 㻢㻡㻜

㻝㻜㻝 㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 LR縄文横・縦 LR縄文横・縦 色粒子 黒色 灰褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻤㻢 㻥㻞

㻝㻜㻝 㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 底部付近 LR縄文横 LR縄文 輝粒子・黒色粒子 灰褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻣㻣 㻢㻢㻤

㻝㻜㻝 㻠 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴下半部 RL縄文横 RL縄文横 薄茶灰色 黒灰色・黒
色

付着・指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻝㻜 㻟㻡㻢

㻝㻜㻝 㻡 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 RL縄文斜 RL縄文斜 茶褐色 茶褐色 灰付着・指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻝㻝 㻟㻡㻣

㻝㻜㻝 㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 無節R縄文縦 無節R縄文横 輝粒子 暗茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻝㻣㻢 㻢㻢㻣

㻝㻜㻝 㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 無節L縄文斜 無節L縄文横 茶色粒子 黒褐色 黒褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻝㻢㻢 㻢㻡㻣

㻝㻜㻝 㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 底部付近 無節R縄文横 無節R縄文斜 黒色粒子 薄橙褐色 薄橙褐色 白灰付着 㼃㻤㻣 㻥㻟

㻝㻜㻝 㻥 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 胴部 無節R縄文縦・斜 無節R縄文横 茶色粒子・輝粒子微
量

薄茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻢㻠 㻠㻡㻟

㻝㻜㻝 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母 黒茶褐色 黒褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻟㻜 㻟㻟

㻝㻜㻝 㻝㻝 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横～斜 黒雲母 黒褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻝㻢 㻣㻜㻣

㻝㻜㻝 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻡㻡 胴部 LR縄文横 LR縄文横・斜 黒雲母少 灰褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・ 、灰付着 㼃㻥㻠㻟 㻠㻟㻞

㻝㻜㻝 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 胴部 LR縄文斜め 縄文？ 数㎜大の岩石 茶褐色 暗茶褐色 白灰色付着 㼃㻢㻞㻟 㻟㻢㻟

㻝㻜㻝 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴下半
部？

RL縄文斜 RL縄文斜 黒雲母・黒色粒子 暗褐色 褐色 101-1 ～101-2 、同一個体・浅い
指頭圧痕による凹凸

㼃㻥㻡㻢 㻠㻠㻡

㻝㻜㻝 㻝㻡 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 胴部 RL縄文縦 RL縄文横～斜 黒雲母・黒色粒子 黒色・暗茶
褐色

黒色・暗茶
褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡㻤 㻠㻠㻣

㻝㻜㻝 㻝㻢 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻡㻡 胴部 RL縄文縦 RL縄文斜 黒雲母・黒色粒子 暗茶褐色 暗茶褐色・
黒色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡㻝 㻠㻠㻜

㻝㻜㻝 㻝㻣 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣

Ⅱ-0
Ⅱ-0

㻠㻡㻡
㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜

胴部 RL縄文縦 RL縄文横・斜 黒雲母・黒色粒子 暗茶褐色 暗茶褐色・
灰褐色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡㻞 㻠㻠㻝

㻝㻜㻝 㻝㻤 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 胴部 RL縄文縦 RL縄文多方向 黒雲母・黒色粒子 暗茶褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻢㻜 㻠㻠㻥

㻝㻜㻝 㻝㻥 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅰ-0 （ 00付近） 胴部 RL縄文縦 RL縄文横 黒雲母・黒色粒子 浅い指頭圧痕による凹凸・圧痕
032 キ 子

㼃㻥㻡㻣 㻠㻠㻢
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻝㻜㻝 㻞㻜 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥
㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜

Ⅰ-0
Ⅱ-0

（ 00付近）
㻠㻡㻡

胴下半
部？

RL縄文縦 RL縄文横～斜 黒雲母・黒色粒子 暗褐色・黒
褐色

暗茶褐色・
黒色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡㻡 㻠㻠㻠

㻝㻜㻝 㻞㻝 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 RL縄文縦 RL縄文横 黒雲母・黒色粒子 暗茶褐色 暗茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡㻜 㻠㻟㻥

㻝㻜㻝 㻞㻞 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 RL縄文斜 RL縄文斜 黒雲母・黒色粒子 暗茶褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡㻥 㻠㻠㻤

㻝㻜㻝 㻞㻟 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 RL縄文縦 RL縄文横 黒色粒子少 薄茶褐色・
黒色

灰褐色・黒
色

浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻡㻟 㻠㻠㻞

㻝㻜㻝 㻞㻠 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣
㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜

Ⅰ-0
Ⅱ-0

㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜
㻠㻡㻡

胴下半
部？

RL縄文縦 RL縄文横～斜 黒雲母・黒色粒子 暗褐色・黒
褐色

暗茶褐色・
黒色

浅い指頭圧痕による凹凸・白灰 㻝㻞㻞㻠
㼃㻥㻡㻠

㻠㻠㻟

㻝㻜㻞 㻝 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 胴
部

LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 薄茶褐色・
黒灰色・黒
色

暗灰茶褐
色

口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・圧痕03 不明

㼃㻞 㻞

㻝㻜㻞 㻞 表 縄文 不明 不明 不明 口縁～胴
部

LR縄文横 LR縄文横～斜 輝粒子 薄暗茶褐
色

灰茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻟㻝㻝 㻞㻝㻟

㻝㻜㻞 㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁～胴
部

LR縄文横 LR縄文横 輝粒子・黒色粒子 薄茶褐色・
黒灰色

薄茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻞㻡 27・
㻞㻤

㻝㻜㻞 㻠 表 縄文 㻿㻠㻟㻚㻡㻚㻝㻥 Ⅱ-0 不明 口縁 LR縄文横 LR縄文横 薄茶褐色 薄茶褐色 口唇部LR縄文・指頭圧痕による
凹凸

㼃㻡㻤㻤 㻟㻠㻢

㻝㻜㻞 㻡 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁～胴
部

LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子多・黒色粒
子・乳白色粒子

黒灰色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻡 㻟㻥

㻝㻜㻞 㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁～胴
部

LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子多・黒色粒
子・茶色粒子

黒灰色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻣㻙㻝 㻠㻝

㻝㻜㻞 㻣 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子多・黒色粒
子・茶色粒子

黒灰色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻣㻙㻞 㻠㻞

㻝㻜㻞 㻤 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子多・黒色粒
子・茶色粒子

黒灰色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻣㻙㻟 㻠㻟

㻝㻜㻞 㻥 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 胴部 無節R縄文斜 無節R縄文横 乳白色粒子・輝粒子 黒灰褐色 暗茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻥㻠㻠 㻠㻟㻟

㻝㻜㻞 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 口縁 無節R縄文縦～斜 無節R縄文横 乳白色粒子・輝粒子 黒褐色 暗茶褐色 㼃㻥㻠㻥 㻠㻟㻤

㻝㻜㻞 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅰ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 口縁 LR縄文横～斜 LR縄文横 茶色粒子 黒灰色 薄茶褐色 口唇部LR縄文横 㼃㻞㻝 㻞㻟

㻝㻜㻞 㻝㻞 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2
Ⅱ-3

㻠㻡㻜
㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜

口縁～胴
部

LR縄文横・斜 LR縄文横 輝粒子 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻥㻥 㻟㻡㻝

㻝㻜㻞 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻣㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文斜 茶褐色 茶褐色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・灰付着

㼃㻝㻞 㻝㻞

㻝㻜㻞 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 口縁～胴
部

LR縄文横 LR縄文斜 輝粒子・黒雲母少 黒灰色・灰
茶褐色

黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻢 㻠㻜

㻝㻜㻟 㻝 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母多 灰褐色 茶褐色 口唇部に貼付あり 㼃㻝㻟㻜㻞 㻣㻥㻟

㻝㻜㻟 㻞 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒褐色 黒褐色 灰付着 㼃㻢㻤 㻣㻠

㻝㻜㻟 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 口縁 羽状縄文 LR縄文縦・横 LR縄文横 輝粒子・茶色粒子 明茶褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㻞㻥㻢

㻝㻜㻟 㻠 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 茶色粒子少 灰茶褐色 黒色・灰茶
褐色

位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・ 付着

㼃㻝㻝㻝㻡 㻢㻜㻢

㻝㻜㻟 㻡 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文縦 灰褐色 灰褐色 㼃㻢㻣 㻣㻟

㻝㻜㻟 㻢 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 胴部 RL縄文縦 RL縄文横・擦痕
横

輝粒子 茶褐色 黒褐色 㼃㻢㻝㻥 㻟㻢㻝

㻝㻜㻟 㻣 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻟㻜
不明
㻝㻥㻢㻤㻛㻢㻛㻝㻠

Ⅲ-3
Ⅰ-0
Ⅱ-0
Ⅰ
Ⅰ-拡0

㻡㻝㻡
㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜
㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜
㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜
不明

口縁～胴
部

口縁部に貼り付 （
）・LR縄文口縁部横、

胴部縦横 羽状

LR縄文横 輝粒子・茶色粒子 暗黒褐色・
暗灰褐色

黄灰褐色・
黒褐色

口唇部LR縄文横・ 位
文か・指頭圧痕による凹凸

㻝㻞㻞㻝
㻝㻟㻟㻢
㻭㻵㻞㻝㻤㻞

㻥㻝㻢

㻝㻜㻟 㻤 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅰ-拡0 不明 口縁～胴
部

口縁部に貼り付 （1
）・LR縄文口縁部横、

胴部縦横 羽状

LR縄文横 輝粒子・茶色粒子 暗黒褐色・
暗灰褐色

黄灰褐色・
黒褐色

口唇部LR縄文横・ 位
文か・指頭圧痕による凹凸

㻭㻵㻝㻝㻟㻢 㻥㻟㻝

㻝㻜㻟 㻥 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻠㻢㻜 底部付近 RL縄文横・斜 RL縄文斜 黒雲母多 薄茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻡㻜 㻡㻢

㻝㻜㻟 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻜 胴部 RL縄文横 RL縄文横 黒雲母小 薄茶褐色 暗茶褐色 位 文の後、剥落か 㼃㻝㻟㻟 㻝㻟㻤

㻝㻜㻟 㻝㻝 表 縄文 不明 （Ⅱ-1） （ 60） 口縁 無節R縄文斜 無節R縄文横・斜 黒雲母・黒色粒子 灰茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻝㻟 㻝㻟

㻝㻜㻟 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 口縁～胴
部

LR縄文横 LR縄文横 輝粒子少 黒褐色 黒茶褐色 口唇部 状貼り付 ・LR縄文
横・指頭圧痕による凹凸

㼃㻝㻡 㻝㻡

㻝㻜㻟 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅲ- 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 口縁 RL縄文斜 RL縄文斜～縦 黒雲母 赤茶褐色 茶褐色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻞㻢㻣 㻝㻣㻣

㻝㻜㻟 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 口縁 無節R横 無節R斜 黒雲母 灰茶褐色 黒茶褐色 口唇部無節R縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻞㻡㻟 㻝㻢㻟

㻝㻜㻟 㻝㻡 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 口縁 無節L縄文縦？ 無節L縄文縦？ 輝粒子・黒色粒子 黒褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻠㻜 㻞㻠㻞

㻝㻜㻟 㻝㻢 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 無節L縄文縦？ 無節L縄文縦？ 輝粒子・黒色粒子 黒褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻜㻣 㻞㻜㻥

㻝㻜㻟 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰色 暗茶褐色 㼃㻝㻞㻡 㻝㻟㻜

㻝㻜㻟 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子少 黒色・黒灰
褐色

灰褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻟㻝 㻝㻟㻢

㻝㻜㻟 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 黒雲母 茶褐色 灰褐色 白灰付着 㼃㻝㻞㻥 㻝㻟㻠

㻝㻜㻟 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文縦 輝粒子 灰茶褐色 黒灰色 位 文か・ 付着 㼃㻝㻞㻢 㻝㻟㻝

㻝㻜㻟 㻞㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母 薄茶褐色 暗茶褐色 㼃㻤㻞 㻤㻤

㻝㻜㻟 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文縦 輝粒子 黒色・黒褐
色

黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻞 㻝㻟㻣

㻝㻜㻟 㻞㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 黒色粒子・輝粒子・
茶色粒子

灰黄色 灰茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻟 㻠㻥

㻝㻜㻟 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文多方向 LR縄文横 輝粒子 白茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻠㻣 㻡㻟

㻝㻜㻠 㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文斜 輝粒子 茶褐色 黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸・ 付着・白
灰付着

㼃㻥㻠 㻝㻜㻜

㻝㻜㻠 㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文縦 輝粒子 黒色 黒色 灰付着 㼃㻠㻡㻚 㻡㻝

㻝㻜㻠 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 黄茶褐色 黒褐色 㼃㻠㻢 㻡㻞

㻝㻜㻠 㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子・黒色粒子 明灰茶褐
色

茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼀㻠 㻥㻣㻞

㻝㻜㻠 㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母 薄茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻥㻟 㻥㻥

㻝㻜㻠 㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻤㻜 胴下半部 LR縄文斜 LR縄文横～斜 黒雲母 茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸・外面剥落
多い

㼃㻝㻟㻡 㻝㻠㻜

㻝㻜㻠 㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 RL縄文横 RL縄文横 輝粒子少 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻠 㻝㻟㻥

㻝㻜㻠 㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 底部付近 RL縄文横 斜 RL縄文斜 輝粒子少・乳白色粒
子少

灰色 黄灰色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻣㻤 㻤㻠

㻝㻜㻠 㻥 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部下半
部

無節L縄文横 無節L縄文斜 輝粒子・黒色粒子 灰茶褐色 灰茶褐色 㼃㻤㻝 㻤㻣
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付表1　土器観察表 ⒀

外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻝㻜㻠 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 底部付
近？

無節R 縄文多方向 無節R 縄文多方
向

黒雲母 薄茶褐色 茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・白灰付着

㼃㻠㻞 㻠㻤

㻝㻜㻠 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 底部付近 無節R縄文縦 無節R縄文斜 灰褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻤㻜 㻤㻢

㻝㻜㻠 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 無節R縄文横 無節R縄文横 輝粒子 黒灰色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻤㻟 㻤㻥

㻝㻜㻠 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 無節R縄文横 無節R縄文斜 乳白色粒子・輝粒子 黒色 黒褐色 位 文か 㼃㻠㻠 㻡㻜

㻝㻜㻠 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 無節R縄文斜 無節R縄文横 輝粒子微量 薄茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻝㻞㻤 㻝㻟㻟

㻝㻜㻠 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 無節R縄文多方向 無節R縄文斜 黒色粒子少 灰褐色 灰黄褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻣㻥 㻤㻡

㻝㻜㻠 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 胴部 LR しく 無節L縄文縦 LR しく 無節L
縄文斜

灰茶褐色 黒色 灰付着 㼃㻝㻟㻜㻞 㻝㻟㻡

㻝㻜㻠 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻤㻡 胴部 RL縄文縦 RL縄文横・斜 黒色粒子 茶褐色 黄灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻟 㻢㻥

㻝㻜㻠 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻢㻡 口縁 RL縄文横 RL縄文横 輝粒子極小 暗茶褐色 明茶褐色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻤 㻤

㻝㻜㻠 㻝㻥 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻢㻡 胴部 LR縄文横 LR縄文横・斜 黒雲母多 黒褐色・茶
褐色

灰茶褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・ 付着

㼃㻥㻞 㻥㻤

㻝㻜㻠 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻢㻡㻙㻠㻣㻜 口縁 RL縄文横 斜 RL縄文斜 輝粒子 暗茶褐色 黒色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻠㻝㻝 㻞㻥㻣

㻝㻜㻠 㻞㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻢㻡㻙㻠㻣㻜 口縁 RL縄文縦 RL縄文斜 灰茶褐色 灰茶褐色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻣 㻣

㻝㻜㻠 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻢㻡㻙㻠㻣㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 茶色粒子 黒褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻣 㻝㻟㻞

㻝㻜㻠 㻞㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 乳白色粒子 明灰褐色 黒色 位 文か・ 付着 㼀㻝㻜 㻥㻣㻤

㻝㻜㻠 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 胴部 縄文？ LR縄文横 茶色粒子 㻙㻙㻙 黒灰色 外面剥落・ 位 文か・指
頭圧痕による凹凸

㼃㻥㻤 㻝㻜㻠

㻝㻜㻠 㻞㻡 表 縄文 不明 の 㻠㻢㻡㻙㻠㻥㻡 口縁 胴
部

羽状縄文？ RL縄文縦・
横

RL縄文横 黒雲母少 黒色・白灰
色

黒色・灰褐
色

指頭圧痕による凹凸・
位 文か・ 付着

㼃㻝 㻝

㻝㻜㻠 㻞㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻣㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文横 黒雲母 茶褐色 茶褐色・黒
色

指頭圧痕による凹凸・ 、灰付
着・年 測 （ 5 o 5）

㼃㻥 㻥

㻝㻜㻠 㻞㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻣㻜 胴部 無節R縄文横 無節R縄文斜 黒雲母 薄茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻤㻟㻙
㻞

㻟㻝㻤

㻝㻜㻠 㻞㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻜 胴部 RL縄文横 RL縄文縦 茶色粒子・輝粒子少 黒茶褐色 黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸・
位 文・ 付着

㼃㻟㻤㻤 㻞㻥㻟

㻝㻜㻡 㻝 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻟㻜
㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣
㻝㻥㻢㻛㻡㻛㻝㻥

Ⅱ-0
Ⅱ-0
Ⅱ-0
不明

㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜
㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜
不明
不明

口縁～胴
部

LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 灰茶褐色・
黒灰色・黒
色

灰茶褐色・
黒灰色・黒
色

指頭圧痕による凹凸・
位 文か

㼃㻟㻝㻡
～
㼃㻟㻝㻥

217・
218・
219・
220・
㻞㻞㻝

㻝㻜㻡 㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文縦か 薄灰茶褐
色

黒色・黒灰
色

口唇部に縄文 文・ 付着 㼃㻡㻝㻤 㻟㻞㻜

㻝㻜㻡 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母 黒褐色・茶
褐色

茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・灰付着

㼃㻠㻝㻡 㻟㻜㻝

㻝㻜㻡 㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 茶色粒子・輝粒子微
量

灰茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻝㻞 㻞㻥㻤

㻝㻜㻡 㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 乳白色粒子小 黒褐色 黒茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻠㻞㻟 㻟㻜㻥

㻝㻜㻡 㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文斜 黒褐色・黒
色

黒色 口唇部LR縄文横・浅い指頭圧痕
による凹凸・ 、灰付着・年 測
（ 5 o ）

㼃㻠㻞㻞 㻟㻜㻤

㻝㻜㻡 㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子・黒色粒子 黄灰褐色 黒灰色 口唇部LR縄文横 㼃㻠㻞㻝 㻟㻜㻣

㻝㻜㻡 㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母多 暗茶褐色 黒褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻠㻞㻜 㻟㻜㻢

㻝㻜㻡 㻥 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 白色粒子・輝粒子微
量

灰褐色 黒褐色 灰付着 㼃㻠㻝㻣 㻟㻜㻟

㻝㻜㻡 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 RL縄文縦 RL縄文横・斜 黒雲母・黒色粒子 薄茶褐色・
黒灰色

薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻠㻝㻠 㻟㻜㻜

㻝㻜㻡 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 RL縄文斜 RL縄文横 輝粒子 茶褐色 灰茶褐色 口唇部RL縄文横。指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻠㻝㻥 㻟㻜㻡

㻝㻜㻡 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 RL縄文縦・横 RL縄文横 薄茶褐色 灰茶褐色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・灰付着

㼃㻠㻝㻤 㻟㻜㻠

㻝㻜㻡 㻝㻟 表 縄文 Ⅱ-2？ 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 羽状縄文 RL縄文横・縦 RL縄文横 黒雲母多 黒灰色 黒色・黒灰
褐色

口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻜 㻝㻜

㻝㻜㻡 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 無節R縄文横 無節R縄文横 黒雲母 赤茶褐色 赤茶褐色・
灰褐色

口唇部無節R縄文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻠㻝㻟 㻞㻥㻥

㻝㻜㻡 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文横 一部にLR縄文横 黒色粒子・輝粒子少 黒灰色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻤㻣 㻠㻣㻣

㻝㻜㻡 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部下半
部

LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 灰褐色 明灰褐色 㼃㻠㻟㻥 㻟㻝㻝

㻝㻜㻡 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 暗茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻥 㻝㻞㻡

㻝㻜㻡 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横～斜 輝粒子少・乳白色粒
子少

黒黄灰色 暗黄灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻥㻟 㻞㻥㻠

㻝㻜㻡 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 黒褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻠㻥 㻟㻝㻟

㻝㻜㻡 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子少 薄茶灰色 薄茶褐色 㼃㻠㻢㻠 㻟㻝㻢

㻝㻜㻡 㻞㻝 表 縄文 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文縦 RL縄文横 白色粒子小 黒茶褐色 黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻡㻣 㻟㻝㻡

㻝㻜㻡 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅰ-拡 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文縦・斜 LR縄文縦 黒雲母 黒灰褐色 灰茶褐色 㼃㻥㻝 㻥㻣

㻝㻜㻡 㻞㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文縦～斜 LR縄文横 黒雲母 黒茶褐色 黒灰色 㼃㻠㻠㻣 㻟㻝㻞

㻝㻜㻡 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部下半
部

LR縄文縦 LR縄文横 薄灰茶褐
色

薄灰茶褐
色

位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻞㻞㻞 㻝㻡㻡

㻝㻜㻢 㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部下半
部

LR縄文多方向 LR縄文横・多方
向

灰茶褐色 灰黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻝㻝 㻝㻡㻜

㻝㻜㻢 㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部下半
部

LR縄文多方向 LR縄文横・多方
向

灰茶褐色 灰黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻝㻟 㻝㻡㻝

㻝㻜㻢 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部下半
部

LR縄文多方向 LR縄文横・多方
向

灰茶褐色 灰黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻝㻠 㻝㻡㻞

㻝㻜㻢 㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部下半
部

LR縄文多方向 LR縄文横・多方
向

灰茶褐色 灰黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻝㻡 㻝㻡㻟

㻝㻜㻢 㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部下半
部

LR縄文多方向 LR縄文横・多方
向

灰茶褐色 灰黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻞㻜 㻝㻡㻠

㻝㻜㻢 㻢 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 胴部 LR縄文斜・横 LR縄文横 黒色粒子・輝粒子 暗赤褐色 暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻢㻣 㻠㻡㻢
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㻝㻜㻢 㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 底部付
近？

RL縄文縦 斜 RL縄文横 黒雲母 灰褐色 灰褐色・黒
色

指頭圧痕による凹凸・
位 文？

㼃㻠㻡㻟 㻟㻝㻠

㻝㻜㻢 㻤 表 縄文 不明
不明

Ⅱ-2
Ⅲ-0

㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜
㻠㻤㻜㻙㻡㻜㻜

口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒色・灰褐
色

灰褐色 指頭圧痕による凹凸・口唇 に貼
付・ 位 文か

㼃㻟㻞 35・
㻟㻢

㻝㻜㻢 㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横～斜 輝粒子少 薄茶褐色 薄黄褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻝㻠 㻠㻜㻟

㻝㻜㻢 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻣㻡 口縁 RL縄文横 RL縄文横 白色粒子・輝粒子微
量

黒色 黒色 付着 㼀㻣 㻥㻣㻡

㻝㻜㻢 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻡 胴部 LR縄文縦 LR縄文縦 黒雲母 黒褐色・茶
褐色

黒褐色・茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻤㻟 㻟㻝㻣

㻝㻜㻢 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻡 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 輝粒子 茶褐色 灰褐色 位 文か 㼃㻡㻡 㻢㻝

㻝㻜㻢 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅳ-0 㻠㻤㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒色粒子少 薄茶褐色 薄茶褐色 口唇部LR縄文横・白灰付着 㼃㻠㻞㻢 㻟㻝㻜

㻝㻜㻢 㻝㻠 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ-0 㻠㻤㻜 口縁 LR縄文横・斜 LR縄文横 輝粒子・茶色粒子 黒褐色 黒褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻥㻜㻤 㻟㻥㻣

㻝㻜㻢 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻤㻜 口縁 RL縄文縦 RL縄文横 輝粒子 赤茶褐色 茶褐色・黒
褐色

口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸 、 口縁内側に 縄文
の痕

㼃㻞㻥 㻟㻞

㻝㻜㻢 㻝㻢 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 RL縄文縦 RL縄文横・横、斜
めナデ

色粒子 黒赤褐色 暗茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻟㻜㻤 㻞㻝㻜

㻝㻜㻢 㻝㻣 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 RL縄文縦 RL縄文横・横ナ
デ

色粒子 暗赤褐色 茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻟㻝㻜 㻞㻝㻞

㻝㻜㻢 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻤㻜 口縁 不明 LR縄文縦 乳白色粒子 灰黄褐色 黄褐色 外面 文不明 㼃㻝㻞㻞 㻝㻞㻣

㻝㻜㻢 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻤㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文斜 黒色粒子・黒雲母 赤褐色 暗赤褐色 㼃㻠㻥 㻡㻡

㻝㻜㻢 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅱ- 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 LR縄文縦・斜 LR縄文横 黒雲母多 黒褐色・黒
茶褐色

黒色・茶褐
色

口唇部LR縄文横・ 位
文・指頭圧痕による凹凸

㻝㻜㻜㻝㻣 㻥㻠㻣

㻝㻜㻢 㻞㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 無節R縄文縦 無節R縄文横 黒雲母 暗灰茶褐
色

黒褐色 口唇部無節R縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻥㻜㻥 㻟㻥㻤

㻝㻜㻢 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅰ-2 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母 灰褐色 茶褐色 口唇部LR縄文横 㼃㻞㻞㻡 㻝㻡㻢

㻝㻜㻢 㻞㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母少 暗灰褐色 灰茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻥㻝㻝 㻠㻜㻜

㻝㻜㻢 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻣 㻝㻞㻟

㻝㻜㻣 㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 LR縄文多方向 LR縄文斜 黒雲母 暗褐色 黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻝㻢 㻠㻜㻡

㻝㻜㻣 㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 暗褐色 黒色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻥㻝㻜 㻟㻥㻥

㻝㻜㻣 㻟 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻠㻤㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 黒雲母多 黒茶褐色 茶褐色 位 文か・浅い指頭圧
痕による凹凸

㼃㻥㻝㻡 㻠㻜㻠

㻝㻜㻣 㻠 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻡㻚 胴部 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母多 赤茶褐色・
黒褐色

黒褐色・暗
茶褐色

位 文 㼃㻟㻣㻠 㻟㻣㻠

㻝㻜㻣 㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 灰褐色 薄茶褐色・
黒褐色

位 文 㼀㻢 㻥㻣㻠

㻝㻜㻣 㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴下半部 LR縄文多方向 LR縄文横 灰褐色 薄灰褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻝㻤 㻝㻞㻠

㻝㻜㻣 㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 RL縄文縦 RL縄文横 黒雲母 黒灰褐色 黒灰褐色 位 文か・表 別
体か

㼃㻥㻝㻣 㻠㻜㻢

㻝㻜㻣 㻤 表 縄文 不明 Ⅲ- 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 胴部 RL縄文斜 RL縄文横 灰褐色 灰色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻝㻞 㻝㻝㻤

㻝㻜㻣 㻥 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻤㻡 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母多 灰茶褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻟㻥 㻠㻡

㻝㻜㻣 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻠㻤㻡 口縁 RL縄文斜 RL縄文横 白色粒子極少 灰茶褐色・
黒色

灰茶褐色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻥㻜㻣 㻟㻥㻢

㻝㻜㻣 㻝㻝 表 縄文 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡 胴部 RL縄文横・斜 RL縄文斜 黒雲母多 黒茶褐色
黒褐色

黒色・黒茶
褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻝㻞 㻠㻜㻝

㻝㻜㻣 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻡 胴部 RL縄文横 LR縄文横 輝粒子微量 灰褐色・白
褐色

黒灰色 㼃㻤㻥 㻥㻡

㻝㻜㻣 㻝㻟 表 縄文 不明 不明 （ 85- 90） 口縁から
胴部

LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 黒茶褐色 黒色 浅い指頭圧痕による凹凸 㻱㻟

㻝㻜㻣 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻥㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文斜 黒雲母 赤茶褐色 白茶褐色 灰付着 㼃㻡㻝㻤 㻡㻣

㻝㻜㻣 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻠㻥㻜 胴部 RL縄文縦 RL縄文斜 黒雲母 茶褐色 黒褐色 㼃㻢㻜 㻢㻢

㻝㻜㻣 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-2
Ⅱ-2

㻠㻥㻜
㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜

胴 半部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸・108-1と同
一個体の

㼃㻤㻥㻤 㻟㻤㻣

㻝㻜㻣 㻝㻣 表 縄文 不明
不明

Ⅲ-
Ⅲ-1

㻠㻥㻜㻙㻫
㻡㻠㻡

胴下半部 LR縄文斜 LR縄文横・斜 黒雲母 茶褐色 黒褐色 位 文 㼃㻤㻥㻢
㼃㻤㻥㻣

385・
㻟㻤㻢

㻝㻜㻣 㻝㻤 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文縦・横 LR縄文横 黒雲母少 薄茶褐色 灰褐色 白灰付着 㼃㼂㻟㻞㻞 㻝㻜㻡㻞

㻝㻜㻣 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰色 灰茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻟㻝㻠 㻞㻝㻢

㻝㻜㻣 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母・茶色粒子 黒色 暗茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻤㻥㻠 㻟㻤㻟

㻝㻜㻣 㻞㻝 表 縄文 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 灰褐色 灰茶褐色 㼃㻣㻟 㻣㻥

㻝㻜㻣 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 薄茶褐色 黒灰色 㼃㻞㻟㻣 㻝㻢㻜

㻝㻜㻣 㻞㻟 表 縄文 不明 不明 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文横・縦 LR縄文横・縦 灰色・黒褐
色

薄茶褐色 白灰付着 㼃㻥㻜㻞 㻟㻥㻝

㻝㻜㻣 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅲ 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 黒灰色 黒色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・ 付着

㼃㻤㻥㻟 㻟㻤㻞

㻝㻜㻣 㻞㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 無節R縄文斜 無節R縄文横 黒雲母 黒褐色・灰
褐色

薄茶褐色 㼃㻢㻞 㻢㻤

㻝㻜㻣 㻞㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 口縁 縄文 縄文 黒雲母 黒灰色 黒灰色 㼃㻞㻟㻜 㻝㻡㻤

㻝㻜㻣 㻞㻣 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 底部付近 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 灰茶褐色 黒色 付着？ 㼃㻢㻥 㻣㻡

㻝㻜㻣 㻞㻤 表 縄文 不明 Ⅰ拡 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 底部付近 不明 LR縄文横 輝粒子 灰黄褐色 黒褐色 㼃㻝㻝㻠 㻝㻞㻜

㻝㻜㻣 㻞㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 黒色粒子 灰茶褐色 灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻝 㻢㻣

㻝㻜㻣 㻟㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文？ LR縄文？ 乳白色粒子・数mm
大の赤岩石

暗茶褐色 灰褐色 㼃㻡㻤 㻢㻠

㻝㻜㻤 㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸・107-16と同
一個体の

㼃㻥㻜㻝 㻟㻥㻜

㻝㻜㻤 㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子少 灰褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻤㻥㻥 㻟㻤㻤

㻝㻜㻤 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-？ 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 茶色粒子 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻜㻜 㻟㻤㻥

㻝㻜㻤 㻠 表 縄文 不明 Ⅰ拡 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 茶褐色 黒灰褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻥㻜㻡 㻟㻥㻠

㻝㻜㻤 㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 RL縄文斜 RL縄文横 黒雲母 暗褐色 暗褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・灰付着

㼃㻥㻜㻢 㻟㻥㻡

㻝㻜㻤 㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 羽状縄文 LR縄文横・RL
縄文横

LR縄文横 黒雲母多 黒灰褐色 暗茶褐色・
黒褐色

位 文か 㼃㻥㻜㻟 㻟㻥㻞

㻝㻜㻤 㻣 表 縄文 不明 不明 㻠㻥㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 無節R縄文縦 無節R縄文横 輝粒子・黒雲母 黒灰色 黒色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻞㻢 㻞㻥
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文様・調整等 色　　調

㻝㻜㻤 㻤 表 縄文 不明 Ⅰ 㻠㻥㻡㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文多方向 LR縄文横 黒雲母 黒灰褐色 黒茶褐色・
黒色

指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻥㻜㻠 㻟㻥㻟

㻝㻜㻤 㻥 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅲ-0 㻡㻜㻜 口縁 羽状縄文 LR縄文横・横 LR縄文横 輝粒子少・茶色粒子
少

黒茶褐色 薄茶褐色・
黒色

口唇部LR縄文横 㼃㻝㻞㻢㻡 㻣㻡㻢

㻝㻜㻤 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻜㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子少 茶褐色・黒
褐色

黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻜㻡 㻠㻥㻡

㻝㻜㻤 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻜㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 茶褐色 暗茶褐色 口縁部LR縄文横・白灰付着 㼃㻝㻜㻝㻜
㻙㻝

㻡㻜㻜

㻝㻜㻤 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文斜～横 LR縄文横 輝粒子 茶褐色 黒褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻞㻠 㻞㻢

㻝㻜㻤 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母 明茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻜㻞 㻠㻥㻞

㻝㻜㻤 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・穿孔あり 㼃㻝㻜㻜㻟 㻠㻥㻟

㻝㻜㻤 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅰ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黄灰褐色 灰褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻥㻟 㻝㻠㻤

㻝㻜㻤 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅰ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子微量 黒灰色 灰褐色 口唇部にLR縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻥㻢 㻝㻠㻥

㻝㻜㻤 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 薄茶褐色 黒茶褐色 白灰付着 㼃㻞㻠㻣 㻝㻢㻞

㻝㻜㻤 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 茶褐色 暗茶褐色 㼃㻢㻢 㻣㻞

㻝㻜㻤 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 灰褐色 灰色 口唇部LR縄文横・灰付着 㼃㻝㻝㻜㻜 㻡㻥㻝

㻝㻜㻤 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-1
採

㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜
（550）

口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒色・灰褐
色

暗茶褐色・
黒色

浅い指頭圧痕による凹凸・ 付
着・年 測 （ 5 o 3）

㼃㻞㻡㻡 16 ・
㻝㻢㻡

㻝㻜㻤 㻞㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文横 茶色粒子・輝粒子 暗灰茶褐
色

暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻜㻢 㻠㻥㻢

㻝㻜㻤 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-3？ 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 RL縄文横 斜 RL縄文横 黒雲母 黒灰色 茶褐色 口唇部RL縄文横・穿孔・ Ⅰに 㼃㻞㻞㻡 㻞㻠

㻝㻜㻤 㻞㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文横 黒色粒子・輝粒子少 薄茶褐色 薄茶褐色 口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻝㻜㻜㻤 㻠㻥㻤

㻝㻜㻤 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 無節L縄文横 無節L縄文横 輝粒子少 黒灰色 灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻜㻝 㻠㻥㻝

㻝㻜㻤 㻞㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 口縁 無節R縄文縦 無節R縄文横 黒雲母・黒色粒子 灰褐色 黒灰色・茶
褐色

口唇部無 R縄文横 㼃㻝㻜㻝㻞 㻡㻜㻟

㻝㻜㻤 㻞㻢 表 縄文 不明 Ⅰ-0
Ⅱ-2
Ⅲ-3

㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜
㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜
㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜

口縁～胴
部

無節L縄文多方向 無節L縄文横～斜 輝粒子 黒灰色 黒灰色 口唇部無節L縄文横・ 指頭
圧痕による凹凸・穿孔あり

㼃㻝㻣 㻝㻣㻘㻝㻤
㻘㻝㻥

㻝㻜㻤 㻞㻣 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻜㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文斜 輝粒子 暗褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻥㻣 㻠㻤㻣

㻝㻜㻥 㻝 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴部 LR縄文斜～横 LR縄文横 茶色粒子 茶褐色 黒茶褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻥㻠㻢 㻠㻟㻡

㻝㻜㻥 㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 灰褐色 灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻜㻝㻟 㻡㻜㻠

㻝㻜㻥 㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 暗灰褐色 暗灰褐色 位 文 㼃㻥㻥㻤 㻠㻤㻤

㻝㻜㻥 㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 茶色粒子 薄茶褐色 灰褐色 㼃㻠㻤 㻡㻠

㻝㻜㻥 㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴部 RL縄文横 RL縄文横 輝粒子少 灰茶褐色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻜㻞 㻡㻥㻟

㻝㻜㻥 㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 茶褐色 暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻜㻝 㻡㻥㻞

㻝㻜㻥 㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴下半部 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 薄茶褐色 黄灰褐色・
黒灰色

位 文 㼃㻤㻤㻞 㻟㻣㻝

㻝㻜㻥 㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 胴部 RL縄文横 RL斜 黒雲母多 黒褐色・灰
茶褐色

黒褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻜㻜㻜 㻠㻥㻜

㻝㻜㻥 㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻜㻢㻙㻡㻝㻢 胴部 LR縄文横・斜 LR縄文横 黒色粒子 暗灰褐色 灰褐色 㼃㻡㻟 㻡㻥

㻝㻜㻥 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-1 （500-510） 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母多 黒灰色・灰
色

灰褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻞㻣 㻟㻜

㻝㻜㻥 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 暗茶褐色 黒色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻢㻠 㻣㻜

㻝㻜㻥 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅰ 㻡㻜㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文多方向 LR縄文横 乳白色粒子少 黒灰色 黒灰色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・口唇に貼付あり

㼃㻝㻜㻜㻥 㻠㻥㻥

㻝㻜㻥 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-2

㻡㻜㻜㻙㻡㻢㻜

胴部 LR縄文縦 LR縄文斜 黒色粒子・輝粒子 黒褐色 暗茶褐色 㼃㻡㻞 㻡㻤

㻝㻜㻥 㻝㻠 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻡 口縁～胴
部

LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 暗灰茶褐
色・黒褐色

黒色・黒灰
褐色

指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻝㻥 㻞㻝

㻝㻜㻥 㻝㻡 表 縄文 1965/6/13？ Ⅱ-1 㻡㻜㻡 口縁 LR縄文横 LR縄文斜 黒色粒子 灰褐色・黒
色

灰褐色・黒
色

位 文か・浅い指頭圧
痕による凹凸・白灰付着

㼃㻝㻝㻜㻠 㻡㻥㻡

㻝㻜㻥 㻝㻢 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻠 Ⅱ-3
Ⅱ-2

㻡㻜㻡
㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜

口縁～胴
部

LR縄文縦・口縁下にLR縄
文斜

LR縄文横 輝粒子多 黒色・黒灰
色・暗茶褐
色

黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸 㻝㻜㻜㻠㻞 㻥㻝㻥

㻝㻜㻥 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻜㻡 底部付近 LR縄文多方向 LR縄文多方向 輝粒子少・乳白色粒
子少

茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰
付着

㼃㻝㻝㻜㻟 㻡㻥㻠

㻝㻜㻥 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻜㻡 胴部 RL縄文斜 RL縄文縦・横 黒雲母 黒灰色 白灰褐色 穿孔・浅い指頭圧痕による凹凸・
、灰付着・圧痕023不明

㼃㻝㻝㻜㻡 㻡㻥㻢

㻝㻜㻥 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻜㻢㻙㻡㻝㻢 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 灰褐色 暗灰褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻜㻥㻥 㻡㻥㻜

㻝㻜㻥 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻜㻢㻙㻡㻝㻢 口縁 LR縄文横・口縁部に 条
のLR側面押圧

LR縄文横 乳白色粒子 黒灰色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻞㻤 㻟㻝

㻝㻜㻥 㻞㻝 表 縄文 1970/6/？ 不明 不明 口縁 LR縄文横・口縁部に 条
のLR側面押圧

LR縄文横 乳白色粒子 黒色 黄灰褐色・
黒褐色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻤㻣 㻟㻠㻡

㻝㻜㻥 㻞㻞 表 縄文 㻝㻥㻣㻟㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅳ-0 㻡㻝㻜 胴下半部 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 薄茶褐色 黒色・黒灰
色

位 文・浅い指頭圧痕
による凹凸

㼃㻟㻠 㻟㻤

㻝㻝㻜 㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 輝粒子 灰褐色 暗灰褐色 指頭圧痕による凹凸・孔・圧痕
003不明木

㼃㻝㻟㻜㻥 㻤㻜㻜

㻝㻝㻜 㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文縦・斜 LR縄文横 輝粒子少 茶褐色 黒色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻞㻜 㻞㻞

㻝㻝㻜 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻡㻝㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 灰茶褐色 黒灰色 㼃㻡㻣 㻢㻟

㻝㻝㻜 㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-0 㻡㻝㻜 胴部 LR縄文横・斜 LR縄文横 輝粒子微量 黒褐色 茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻝㻝㻞 㻢㻜㻟

㻝㻝㻜 㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子微量 黒褐色 茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻝㻝㻟 㻢㻜㻠

㻝㻝㻜 㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻡㻝㻜㻙㻡㻜㻜 胴部 LR縄文縦 LR縄文斜 乳白色粒子多 黒褐色 明茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻝㻝 㻢㻜㻞

㻝㻝㻜 㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 灰褐色 灰褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻜㻤㻢 㻡㻣㻣
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㻝㻝㻜 㻤 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子少 灰褐色・薄
茶褐色

黒灰色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻜㻥㻜
㼃㻝㻜㻤㻤

581・
㻡㻣㻥

㻝㻝㻜 㻥 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 灰茶褐色・
黒灰色

黒灰色 指頭圧痕による凹凸・110-10と同
一固体か

㼃㻝㻞㻣㻤 㻣㻢㻥

㻝㻝㻜 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-1
層 下

㻡㻠㻝 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母 黒灰色 黒灰色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻞㻢㻢 㻣㻡㻣

㻝㻝㻜 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子・黒色粒子 薄茶褐色 灰茶褐色 口唇部LR縄文横・白灰付着 㼃㻝㻜㻥㻠 㻡㻤㻡

㻝㻝㻜 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横？ LR縄文横 輝粒子 黒灰色・灰
褐色

灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻜㻢 㻡㻥㻣

㻝㻝㻜 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子少 灰褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻝㻜㻤㻥 㻡㻤㻜

㻝㻝㻜 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子少 黄褐色 黄灰褐色 LR（太いRと細いR）縄文横 㼃㻝㻜㻥㻟 㻡㻤㻠

㻝㻝㻜 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-3 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子 薄茶褐色 薄茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻝㻜㻤㻣 㻡㻣㻤

㻝㻝㻜 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文斜 黒雲母 薄茶褐色 薄茶褐色 口唇部LR縄文横か・白灰付着 㼃㻝㻜㻥㻣 㻡㻤㻤

㻝㻝㻜 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 薄茶褐色 薄茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・灰付着

㼃㻝㻤㻟 㻝㻠㻢

㻝㻝㻜 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 RL縄文横 RL縄文斜 乳白色粒子少 灰褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸か 㼃㻝㻜㻥㻡 㻡㻤㻢

㻝㻝㻜 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 口縁 RL縄文斜 RL縄文横 黒雲母 灰茶褐色 暗灰茶褐
色

口唇部RL縄文横 㼃㻝㻤㻢 㻝㻠㻣

㻝㻝㻜 㻞㻜 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子多・茶色粒子 黒茶褐色・
黒色

黒灰色・明
茶褐色

位 文か・ 指頭
圧痕による凹凸

㼃㻝㻝㻜㻣 㻡㻥㻤

㻝㻝㻜 㻞㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 黒雲母 暗茶褐色 暗赤褐色 位 文・浅い指頭圧痕
による凹凸

㼃㻝㻝㻜㻥 㻢㻜㻜

㻝㻝㻜 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅱ-3 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 薄茶褐色 灰褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻝㻜㻜 㻝㻜㻢

㻝㻝㻜 㻞㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文斜 黒色粒子・白色粒子 薄茶褐色 灰褐色 㼃㻝㻜㻟 㻝㻜㻥

㻝㻝㻜 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 輝粒子少 薄茶褐色 黒灰色 位 文 㼃㻣㻝 㻣㻣

㻝㻝㻜 㻞㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 黒灰色 黒灰色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻤㻡 㻥㻝

㻝㻝㻜 㻞㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横・縦 LR縄文横 輝粒子・灰色粒子 薄茶褐色 黒褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻤㻝
㼃㻝㻤㻞

1 ・
㻝㻠㻡

㻝㻝㻜 㻞㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 RL縄文縦 RL縄文横 黒雲母 暗茶褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻞 㻣㻤

㻝㻝㻜 㻞㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 RL縄文縦 RL縄文斜 黒雲母 黒褐色 黒茶褐色 㼃㻝㻝㻜㻤 㻡㻥㻥

㻝㻝㻜 㻞㻥 表 縄文 不明 Ⅳ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴部 RL縄文横・斜 RL縄文斜・横 茶色粒子 灰茶褐色 暗褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻝㻝㻜 㻢㻜㻝

㻝㻝㻜 㻟㻜 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴下半部 RL縄文横 RL縄文横 乳白色粒子・黒色粒
子・輝粒子少

橙褐色・灰
褐色

灰橙褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・灰付
着？

㼃㻥㻥㻥 㻠㻤㻥

㻝㻝㻝 㻝 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 胴下半部
（底部付
近）

無節R縄文縦 無節R縄文横 黒雲母多 灰褐色 黒褐色 圧痕02 不明 実？ 㼃㻝㻞㻜 㻤㻜㻤

㻝㻝㻝 㻞 表 縄文 不明 Ⅳ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰色 灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻢㻝 㻣㻡㻞

㻝㻝㻝 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母 薄茶褐色 灰褐色 口唇部LR縄文横・ に い 㼃㻝㻜㻥㻝 㻡㻤㻞

㻝㻝㻝 㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横・斜 黒雲母 灰茶褐色 黒褐色・灰
茶褐色

口唇部LR縄文横・ 位
文・指頭圧痕による凹凸

㼃㻝㻜㻥㻞 㻡㻤㻟

㻝㻝㻝 㻡 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻟 底部 LR縄文？多方向 LR縄文？多方向 輝粒子・茶色粒子 黒褐色・茶
褐色

暗茶褐色 㼀㻟 㻥㻣㻝

㻝㻝㻝 㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-0
土

㻡㻝㻡 口縁 LR縄文多方向 LR縄文横 茶色粒子少・乳白色
粒子・輝粒子少

黒灰褐色
茶褐色

茶褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻡㻠㻡
㼃㻡㻠㻢

㻟㻟㻡
㻟㻟㻢

㻝㻝㻝 㻣 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅲ-1 㻡㻝㻡 胴部 LR縄文横 LR縄文横 黒色粒子・輝粒子少 灰茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻜㻝㻝 㻡㻜㻞

㻝㻝㻝 㻤 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅰ-0 㻡㻝㻡 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 暗褐色 黒褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻜㻥㻤 㻡㻤㻥

㻝㻝㻝 㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻞㻜 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 輝粒子 褐色 暗茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻝㻜
㻙㻞

㻡㻜㻝

㻝㻝㻝 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 底部付近 LR縄文縦 LR縄文斜 灰褐色 黄灰褐色 㼃㻣㻡 㻤㻝

㻝㻝㻝 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 薄茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻣 㻝㻠㻞

㻝㻝㻝 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文横～斜 輝粒子 茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻢 㻤㻞

㻝㻝㻝 㻝㻟 表 縄文 不明 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 胴下半部 無節R縄文縦 無節R縄文縦 灰赤褐色 黄褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻟㻢 㻝㻠㻝

㻝㻝㻝 㻝㻠 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横・斜 LR縄文横 輝粒子多 黒灰色 黒灰色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻞㻠㻞 㻝㻢㻝

㻝㻝㻝 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子少 灰茶褐色・
黒茶褐色

灰黄褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻞㻣㻝 㻣㻢㻞

㻝㻝㻝 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子・茶色粒子 黒茶褐色 暗茶褐色 口唇部にLR縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻞㻣㻟 㻣㻢㻠

㻝㻝㻝 㻝㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 灰黄褐色 黒茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻞㻢㻣 㻣㻡㻤

㻝㻝㻝 㻝㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 口縁 RL縄文横・斜 RL縄文縦 黒雲母 黒灰褐色 黒色・黒灰
色

口唇部RL縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・ 付着・年 測 （ 5

o 3）

㼃㻝㻞㻣㻞 㻣㻢㻟

㻝㻝㻝 㻝㻥 表 縄文 不明 Ⅰ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 輝粒子・茶色粒子 黒灰色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻣㻜 㻣㻢㻝

㻝㻝㻝 㻞㻜 表 縄文 不明 Ⅰ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰色 黒灰色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻜㻠 㻝㻝㻜

㻝㻝㻝 㻞㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文縦 乳白色粒子 灰褐色・黒
褐色

灰褐色・黒
褐色

㼃㻡㻢 㻢㻞

㻝㻝㻝 㻞㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻠㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒褐色 黒褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻞㻢㻜 㻣㻡㻝

㻝㻝㻝 㻞㻟 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻞㻡 胴部 LR縄文横 LR縄文横・斜 黒色粒子 黒褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻢㻤 㻣㻡㻥

㻝㻝㻝 㻞㻠 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻞㻡 胴部 RL縄文斜 RL縄文縦 黒雲母 茶褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻜㻝 㻝㻜㻣

㻝㻝㻝 㻞㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻞㻡 胴部 RL縄文斜 RL縄文縦 黒雲母 茶褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着・
付着

㼃㻝㻜㻞 㻝㻜㻤

㻝㻝㻝 㻞㻢 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 灰褐色 黒色 白灰付着 㼃㻝㻞㻡㻥 㻣㻡㻜

㻝㻝㻝 㻞㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻟㻜 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 薄灰褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻜㻠 㻠㻥㻠

㻝㻝㻝 㻞㻤 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横・縦 LR縄文横 茶色粒子 茶灰褐色 灰褐色 口唇部LR縄文横 㼃㻝㻞㻢㻟 㻣㻡㻠

㻝㻝㻞 㻝 表 縄文 不明 Ⅱ-1 㻡㻟㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横・斜 黒雲母 灰褐色 灰褐色・黄
灰褐色・黒
色

口唇部LR縄文横・ 位
文・指頭圧痕による凹凸・ 付
着・口唇内面に突 状貼付

㼃㻝㻜㻥㻢 㻡㻤㻣
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻝㻝㻞 㻞 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅱ-1 㻡㻟㻜 口縁～胴
部

LR縄文横 LR縄文横 輝粒子・黒色粒子 明茶褐色 茶褐色・灰
褐色

口唇部に ぶ状 土貼付・口唇
部LR縄文横・指頭圧痕による凹
凸

㼃㻝㻤 㻞㻜

㻝㻝㻞 㻟 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻟㻜 胴下半部 LR縄文横 LR縄文横・斜 輝粒子少・茶色粒子
少

茶灰褐色 黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸・ 付着・年
測 （ 5 o 2）

㻭 㻞㻠㻤

㻝㻝㻞 㻠 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 薄茶褐色 黒色・黒灰
色

指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻤㻤 㻥㻠

㻝㻝㻞 㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母・茶色粒子 灰茶褐色 茶褐色 白灰付着 㼃㻝㻞㻢㻞 㻣㻡㻟

㻝㻝㻞 㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 胴部 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母少 薄暗茶褐
色

灰褐色 灰付着 㼃㻝㻝㻜 㻝㻝㻢

㻝㻝㻞 㻣 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 胴部 LR0 多条縄文横 LR0 多条縄文
横

黒色粒子少 薄茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻝㻜㻥 㻝㻝㻡

㻝㻝㻞 㻤 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻟㻡 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子少 黒色 黒茶褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻝㻞㻢㻠 㻣㻡㻡

㻝㻝㻞 㻥 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻟㻡 口縁 RL縄文横 RL縄文斜 黒雲母 黒灰色 黒色 口唇部RL縄文横 㼃㻝㻞㻣㻣 㻣㻢㻤

㻝㻝㻞 㻝㻜 表 縄文 不明 Ⅱ-2 㻡㻟㻡 胴下半部 LR縄文横 LR縄文横 薄黄灰褐
色

黒灰色・黒
色

位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・ 付着

㼃㻝㻞㻟 㻝㻞㻢

㻝㻝㻞 㻝㻝 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻠㻜㻙㻡㻡㻜 口縁 LR縄文横 LR縄文横 白色粒子 薄茶褐色 薄茶褐色 白灰付着・ 付着 㼃㻝㻞㻡㻣 㻣㻠㻤

㻝㻝㻞 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅲ-2 㻡㻠㻜㻙㻡㻡㻜 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母 黒色 黒色・茶褐
色

口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻣㻠 㻤㻜

㻝㻝㻞 㻝㻟 表 縄文 㻝㻜㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅲ-2 㻡㻠㻡 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子・黒色粒子 白灰褐色 黄灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻞㻡㻤 㻣㻠㻥

㻝㻝㻞 㻝㻠 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅲ-2 㻡㻠㻡 胴部 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子・黒色粒子 黒色・黒灰
褐色

黒灰褐色 位 文か・ 指頭
圧痕による凹凸

㼃㻟㻟 㻟㻣

㻝㻝㻞 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅳ-1 㻡㻡㻜㻙㻡㻢㻜 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 灰色 黒灰色 口唇部指頭圧痕による凹凸 㼃㻣㻜 㻣㻢

㻝㻝㻞 㻝㻢 表 縄文 不明 Ⅲ-1 㻡㻢㻜㻙㻡㻢㻡 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母多 赤褐色 茶褐色 口唇部に突 㼀㻝 㻥㻢㻥

㻝㻝㻞 㻝㻣 表 縄文 不明 不明 不明 口縁から
胴部

LR縄文から斜め LR縄文横 輝粒子多・黒色粒子 褐色 薄褐色 口唇部LR縄文・ 位 文・
浅い指頭圧痕による凹凸

㻱㻝

㻝㻝㻞 㻝㻤 表 縄文 不明 不明 不明 口縁から
胴部

LR縄文横 LR縄文横 白色粒子少 暗灰褐色 灰茶褐色 口唇部LR縄文・指頭圧痕による
凹凸

㻱㻢

㻝㻝㻞 㻝㻥 表 縄文 不明 不明 不明 口縁から
胴部

RL縄文横 RL縄文横 輝粒子 黒色 黒灰褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・ 付着 㻱㻠

㻝㻝㻞 㻞㻜 表 縄文 㻝㻢㻣㻜㻛㻢㻛㻞 不明 崩れ 口縁から
胴部

LR縄文斜め・横 LR縄文横 輝粒子少 暗茶褐色 灰茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㻱㻡

㻝㻝㻞 㻞㻝 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母多 黒色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻠㻞 㻠㻟㻝

㻝㻝㻞 㻞㻞 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母 灰茶褐色 黒茶褐色 口唇部LR縄文横・ 位
文か・指頭圧痕による凹凸

㼃㻝㻝㻟 㻝㻝㻥

㻝㻝㻞 㻞㻟 表 縄文 不明 不明 口縁 LR縄文横・口縁部に 条
の無節R？側面押圧

LR縄文縦 輝粒子 白灰褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻥㻝 㻟㻠㻥

㻝㻝㻟 㻝 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文斜 LR縄文横 黒雲母 茶褐色 茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻥㻢㻝 㻠㻡㻜

㻝㻝㻟 㻞 表 縄文 不明 Ⅳ-0 不明 口縁 LR縄文横 LR縄文横 輝粒子 黒灰色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸・内面に 土
貼付？・灰付着

㼃㻝㻞㻝㻥 㻣㻝㻜

㻝㻝㻟 㻟 表 縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 中央配
石下

不明 口縁 LR縄文横 LR縄文縦 茶色粒子・輝粒子少 黒褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻤㻥 㻟㻠㻣

㻝㻝㻟 㻠 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文縦 LR縄文横 輝粒子 黒褐色 黒色・赤褐
色

付着 㼃㻡㻣㻞 㻟㻠㻟

㻝㻝㻟 㻡 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 LR縄文横 LR縄文縦 黒色粒子・輝粒子・
茶色粒子

黒褐色 茶褐色 口唇部LR縄文横・指頭圧痕によ
る凹凸・圧痕？？

㼃㻡㻟㻣 㻟㻟㻝

㻝㻝㻟 㻢 表 縄文 不明 不明 不明 口縁～胴
部

LR縄文横・斜 LR縄文横 輝粒子多・白色粒子
多・黒色粒子多

黒色 黄灰褐色・
黒色

指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻥㻢㻢 㻠㻡㻡

㻝㻝㻟 㻣 表 縄文 不明 Ⅱ-0 不明 口縁 RL縄文斜 RL縄文横 灰茶褐色 灰褐色 口唇部RL縄文横 㼃㻝㻝 㻝㻝

㻝㻝㻟 㻤 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 無節R縄文横縦・斜 無節R縄文横 黒雲母・黒色粒子 黒色・黒茶
褐色

薄茶褐色 口唇部無節R縄文横・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻟㻞㻣 㻞㻞㻥

㻝㻝㻟 㻥 表 縄文 不明 不明 不明 口縁 無節R縄文縦 無節L縄文横 黒雲母小 暗茶褐色 黒色 口唇部無節R縄文横 㼃㻡㻠㻥 㻟㻟㻣

㻝㻝㻟 㻝㻜 表 縄文 不明 不明 不明 口縁付近 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母多 黒茶褐色 薄茶灰色 㼃㻡㻟㻡 㻟㻞㻥

㻝㻝㻟 㻝㻝 表 縄文 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻞 不明 不明 胴下半部 縄文？ 縄文？ 茶褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻥㻢 㻟㻡㻜

㻝㻝㻟 㻝㻞 表 縄文 不明 Ⅱ 不明 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 黒色粒子・輝粒子 茶褐色・薄
茶褐色

暗茶褐色・
黒色

指頭圧痕による凹凸・ 、灰付着 㼃㻟㻜㻥 㻞㻝㻝

㻝㻝㻟 㻝㻟 表 縄文 不明 不明 不明 胴下半部
～底部付
近

LR縄文横 LR縄文横 黒雲母少 黒灰色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸・
位 文

㼃㻢㻜㻟
㼃㻢㻜㻠

352・
㻟㻡㻟

㻝㻝㻟 㻝㻠 表 縄文 不明 不明 不明 底部 LR縄文縦 LR縄文横～斜 輝粒子 白灰褐色 黒灰色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸・灰付着

㼃㼂㻠㻜㻢 㻥㻢㻝

㻝㻝㻟 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅱ-1 崩れ 胴部 LR縄文斜 LR縄文縦 黒色粒子 黒褐色 暗灰褐色 位 文か・指頭圧痕に
よる凹凸

㼃㻥㻠㻣 㻠㻟㻢

㻝㻝㻟 㻝㻢 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 輝粒子少 黒灰色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・灰付着 㼃㻝㻝㻞㻝 㻢㻝㻞

㻝㻝㻟 㻝㻣 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 茶色粒子少 灰褐色 明茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㻥㻥㻢 㻠㻤㻢

㻝㻝㻟 㻝㻤 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文斜 LR縄文斜 黒雲母多 灰色・黒褐
色

灰色・黒褐
色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻢㻝 㻢㻡㻞

㻝㻝㻠 㻝 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子・乳白色粒
子・1mm大の岩石

明黄褐色 黄褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻝㻟㻜㻜 㻣㻥㻝

㻝㻝㻠 㻞 表 縄文 Ⅲ-下
方

不明 胴部 LR縄文縦 縄文 灰茶褐色 黒灰色 㼃㻡㻟㻢 㻟㻟㻜

㻝㻝㻠 㻟 表 縄文 1968/5/？ Ⅱ-0 不明 胴部 LR縄文？ LR縄文斜 茶色粒子 暗茶褐色 黒茶褐色 㼃㻡㻠㻠 㻢㻜

㻝㻝㻠 㻠 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻡㻛㻫 不明 不明 胴部 LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子少 黒褐色 薄茶褐色 位 文？ 㼃㻡㻞㻤 㻟㻞㻢

㻝㻝㻠 㻡 表 縄文 不明 （Ⅰ-
拡）

不明 胴部 LR縄文横 LR縄文横 黒雲母多 黒灰色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻞㻢 㻟㻞㻠

㻝㻝㻠 㻢 表 縄文 不明 Ⅳ-0 不明 胴部 LR縄文横 LR縄文横 色粒子 灰茶褐色 黒色 付着 㼃㻡㻞㻡 㻟㻞㻟

㻝㻝㻠 㻣 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文横 LR縄文斜 輝粒子少 茶褐色・黒
褐色

茶褐色 11 -8と同一個体か・指頭圧痕に
よる凹凸・白灰付着・ 位
文

㼃㻡㻢㻥 㻟㻠㻝

㻝㻝㻠 㻤 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 茶褐色・黒
褐色

薄茶褐色・
黒褐色

指頭圧痕による凹凸・白灰付着 㼃㻡㻣㻤 㻟㻠㻠

㻝㻝㻠 㻥 表 縄文 不明 （ ）
層表面

不明 胴部 LR縄文横～斜 LR縄文横 物付
着・

物付着・ 位 文？ 㼃㻡㻟㻤 㻟㻟㻞

㻝㻝㻠 㻝㻜 表 縄文 不明 （Ⅰ-
拡）

不明 胴部 LR縄文縦 LR縄文横 黒雲母 黒灰色 暗赤褐色 㼃㻡㻞㻣 㻟㻞㻡

㻝㻝㻠 㻝㻝 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 LR縄文横 縄文？ 黒雲母多 黒灰色 黒褐色 㼃㻡㻠㻝 㻟㻟㻟

付表1　土器観察表 ⒄

―　　―380



外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻝㻝㻠 㻝㻞 表 縄文 不明 不明 不明 底部付近 RL縄文横・斜 RL縄文横・斜 黒色粒子少 白灰褐色 黒褐色・薄
茶褐色

位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着・圧痕020不明
状

㼃㻝㻟㻜㻡 㻣㻥㻢

㻝㻝㻠 㻝㻟 表 縄文 不明 不明 不明 胴下半部 RL縄文多方向 RL縄文多方向 輝粒子 黒灰色・白
灰色

茶褐色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸・白灰付着

㼃㻡㻢㻜 㻟㻟㻥

㻝㻝㻠 㻝㻠 表 縄文 不明 （Ⅰ-
拡）

不明 胴部 RL縄文縦 RL縄文縦 輝粒子 薄茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻟㻝 㻟㻞㻤

㻝㻝㻠 㻝㻡 表 縄文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅱ-3 不明 胴部 RL縄文縦 LR縄文横 輝粒子少 黒褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻟㻜 㻟㻞㻣

㻝㻝㻠 㻝㻢 表 縄文 不明 不明 胴部 RL縄文縦 RL縄文縦 乳白色粒子 白褐色 白褐色 白灰付着 㼃㻡㻥㻜 㻟㻠㻤

㻝㻝㻠 㻝㻣 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 RL縄文縦・斜 RL縄文縦 輝粒子少・茶色粒子
少

灰茶褐色 灰茶褐色 位 文 㼃㻡㻢㻢
㼃㻡㻣㻝

3 0・
㻟㻠㻞

㻝㻝㻠 㻝㻤 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 RL縄文横 RL縄文横～斜・
横擦痕

乳白色粒子少 茶褐色 薄茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻡㻠㻠 㻟㻟㻠

㻝㻝㻠 㻝㻥 表 縄文 不明 く れ 不明 胴部 RL縄文斜 RL縄文縦 黒雲母多 茶褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻜㻤 㻝㻝㻠

㻝㻝㻠 㻞㻜 表 縄文 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻞 レ 胴部 RL縄文多方向 RL縄文横 輝粒子微量 黒灰色 黒灰色 位 文・指頭圧痕によ
る凹凸

㼃㻤㻠 㻥㻜

㻝㻝㻠 㻞㻝 表 縄文 不明 不明 不明 胴部 無節R縄文横 LR縄文横 黒雲母 黒灰色 黒褐色 㼃㻡㻞㻠 㻟㻞㻞

㻝㻝㻠 㻞㻞 縄文 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 底部付近 縄文 輝粒子 灰茶褐色 黒色 付着 㼃㻝㻞㻟 㻝㻞㻤

㻝㻝㻠 㻞㻟 縄文 不明 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 口縁 LR縄文縦 茶色粒子・乳白色粒
子

灰茶褐色 灰褐色・黒
色

指頭圧痕による凹凸 㼃㻠㻝㻢 㻟㻜㻞

㻝㻝㻡 㻝 土 円 （表 縄
文）

1965/？/？ Ⅲ-1 （ 65- 70） 胴部 LR縄文 LR縄文 黒雲母 薄茶褐色 暗茶褐色 灰付着・ 面 工か 㼃㻣㻣 㻤㻟

㻝㻝㻡 㻞 小 土器？ 不明 Ⅱ-3 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 底部 しく

チ 土
器

線状痕 横ナデ 黒雲母多 黒色・暗黄
褐色

黒色 付着 㼃㻝㻝㻡㻣 㻢㻠㻤

㻝㻝㻡 㻟 小 土器？ 不明
不明
不明
㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤

Ⅲ-

Ⅲ-
Ⅱ-3

㻟㻡㻞
㻡㻞㻜㻙㻡㻫㻜
㻟㻡㻞
㻟㻤㻜

底部 しく

チ 土
器

横ナデ（擦痕） ナデ・ややあばた
状

黒雲母 灰茶褐色 黒色・黒茶 付着 㻝㻜㻜㻞㻜

㼃㻤㻜㻣
㼃㻝㻝㻠㻟

㻥㻢㻟

㻝㻜㻠㻜
㻢㻟㻠

㻝㻝㻡 㻠 小 土器？ 不明 Ⅰ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 底部 しく

チ 土
器

LR縄文横 横ナデ 茶色粒子 灰褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㻝㻝㻞㻤 㻣㻜㻥

㻝㻝㻡 㻡 小 土器？ 不明 不明 不明 底部 しく

チ 土
器

縄文？ 横ナデ 茶色粒子 暗褐色 茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㻝㻜㻜㻜㻤
？

㻥㻡㻞

㻝㻝㻢 㻝 弥生中期～後期 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 （+80） 底部 横ナデ 横ナデ 乳白色粒子 茶褐色 黒色 期不明 㼃㼂㻝㻤㻤 㻝㻜㻜㻡

㻝㻝㻢 㻞 中期中葉・ 内式 不明 Ⅴ 不明 胴部 隆帯（爪形）・ 縦ナデ 乳白色粒子・黒雲母
小

暗褐色 黒色 㼃㼂㻝㻤㻥 㻝㻜㻜㻢

㻝㻝㻢 㻟 式 不明 Ⅴ 表採 胴部 RL縄文？木葉文 横ナデ 乳白色粒子 黒褐色 暗橙褐色 㼃㼂㻞㻤㻝 㻝㻜㻞㻤

㻝㻝㻢 㻠 前期後葉 1972/7/2 か Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 胴部 RL縄文横 斜めナデ 白色粒子 暗茶褐色 黒色 㼃㼂㻞㻤㻠 㻝㻜㻟㻟

㻝㻝㻢 㻡 羽状縄文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻟㻡㻙㻡㻡 胴下半部 RL縄文多方向 横ナデ（浅い条
痕？）

繊維多・数mm大の
岩石

暗赤褐色 暗赤褐色 㼃㼂㻞㻞 㻤㻟㻝

㻝㻝㻢 㻢 羽状縄文系 1967/ /23か Ⅴ 㻡㻡㻙㻣㻡 胴部 RL縄文横 横ナデ 繊維 灰色 灰色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻠㻝㻜 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻢 㻣 羽状縄文系 （1967/7/2 ） Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 胴部 LR縄文横 ややあばた状 黒色粒子 薄褐色 黒灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻠㻜㻝 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻢 㻤 羽状縄文系 㻝㻥㻢㻢㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ（拡
区）

不明 口縁 RL縄文横 ナデ 繊維・乳白色粒子少 明黄褐色 暗黄褐色 口唇部刻み・指頭圧痕による凹
凸

㼃㼂㻟㻝 㻤㻠㻜

㻝㻝㻢 㻥 羽状縄文系 不明 Ⅴ-2 不明 胴部 RL縄文横 繊維多・茶色粒子 黒色 暗黄灰色 㼃㼂㻟㻞㻠 㻝㻜㻠㻡

㻝㻝㻢 㻝㻜 羽状縄文系 1967/ か Ⅴ 不明 胴部 羽状縄文 横ナデ 繊維・茶色粒子少 暗灰褐色 暗灰茶褐
色

㼃㼂㻠㻝㻝 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻢 㻝㻝 羽状縄文系？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ 不明 口縁 LR縄文縦 斜ナデ 繊維・輝粒子・茶色
粒子・数mm大の鉱
物

暗赤褐色 暗茶褐色 口唇部LR縄文横・波状口縁か 㼃㼂㻝㻝 㻤㻞㻜

㻝㻝㻢 㻝㻞 羽状縄文系？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ 不明 胴部 RL縄文横・縦 横擦痕 繊維・輝粒子・茶色
粒子・数mm大の鉱
物

黒色・暗黄
褐色

茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻟 㻤㻞㻞

㻝㻝㻣 㻝 沈線文条痕文系？ 不明 Ⅴ-2 （0） 胴部 RL縄文横 横ナデ（浅い条
痕）

茶色粒子・数mm大
の岩石

赤褐色 黒赤褐色 㼃㼂㻠㻞㻜 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻣 㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻢㻙㻝㻡 胴部 沈線 条痕横 繊維微量？・数mm
大の岩石

暗黄褐色 黒黄褐色 㼃㼂㻠 㻤㻝㻟

㻝㻝㻣 㻟 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ （6-15） 胴部 横方向押し引き ややあばた条 繊維・黒雲母多 薄茶褐色 黒灰色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻣 㻤㻝㻢

㻝㻝㻣 㻠 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ ル 㻝㻡㻙㻟㻡 口縁 斜め押し引き 剥落か 繊維多・黒雲母多 黒灰色 茶褐色 㼃㼂㻢㻜 㻤㻢㻥

㻝㻝㻣 㻡 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ ル 㻝㻡㻙㻟㻡 胴部 条痕・沈線 条痕 繊維・赤色岩片 暗茶褐色 黒赤褐色 㼃㼂㻡㻡 㻤㻢㻠

㻝㻝㻣 㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ ル 㻝㻡㻙㻟㻡 胴部 条痕斜 ややあばた状 繊維・黒雲母多 黒褐色 黄灰色 㼃㼂㻡㻤 㻤㻢㻣

㻝㻝㻣 㻣 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ ル 㻝㻡㻙㻟㻡 胴部 格子目状沈線 横擦痕 黒雲母多 暗茶褐色 暗灰色 判ノ木山西 㼃㼂㻡㻠 㻤㻢㻟

㻝㻝㻣 㻤 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ 㻞㻜 胴部 条痕斜 横ナデ？ 繊維微量？黒雲母
微量

茶褐色 黒褐色 㼃㼂㻞㻥 㻤㻟㻤

㻝㻝㻣 㻥 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ 㻞㻜 胴部 条痕縦 浅い条痕斜？ 繊維・黒色粒子・輝
粒子・岩石片

黒褐色 暗褐色 㼃㼂㻟㻜 㻤㻟㻥

㻝㻝㻣 㻝㻜 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻟㻡㻙㻡㻡 口縁 横方向押し引き・斜め押し
引き

横ナデ 繊維・黒雲母多 黒茶褐色 暗茶褐色 㼃㼂㻝㻠㻝 㻤㻤㻜

㻝㻝㻣 㻝㻝 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻟㻟㻙㻡㻡 口縁 条痕横・3条の沈線による
格子目文・楕円形刺突

横ナデ、擦痕 繊維少・茶色粒子 黒色 暗茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・判ノ木
山西

㼃㼂㻝㻡㻤 㻤㻥㻟

㻝㻝㻣 㻝㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻟㻡㻙㻡㻡 胴部 RL縄文0 多条・太い沈
線による刻み？

横ナデ 繊維？・赤色粒子
多・数mm大の岩石

暗茶褐色 赤茶褐色 㼃㼂㻞㻝 㻤㻟㻜
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻝㻝㻣 㻝㻟 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻟㻡㻙㻡㻡 胴部 条痕横・沈線（条痕）の格
子目状文様・横位連続刺
突

浅い条痕？横 繊維微量・黒色粒
子・白色粒子微量

黒色・黒灰
褐色

黒色・黒灰
褐色

灰付着 㼃㼂㻝㻢㻜 㻥㻥㻟

㻝㻝㻣 㻝㻠 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻠㻜㻙㻢㻜 口縁 格子目状の平行沈線 横ナデ 繊維・灰色粒子・数
mm大の岩石片

黒色・黒灰
褐色・暗茶
褐色

黒灰色・暗
茶褐色

浅い指頭圧痕による凹凸・白灰付
着・判ノ木山西

㼃㼂㻝㻠㻢
・
1 7・

㼃㻝㻠㻤

885・
886・
㻤㻤㻣

㻝㻝㻣 㻝㻡 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻠㻜㻙㻢㻜 胴部 浅い条痕？・RL縄文？ 茶色粒子・輝粒子微
量・繊維微量

黒色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻞㻢㻟 㻝㻜㻞㻠

㻝㻝㻣 㻝㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻠㻜㻙㻢㻜 胴部 条痕横・縦 条痕横 繊維・黒雲母微量・
数mm大の岩石

黒茶褐色 黒茶褐色 㼃㼂㻞㻢㻝 㻝㻜㻞㻟

㻝㻝㻣 㻝㻣 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 㻡㻜 胴部 斜め条痕 横条痕 繊維微量・数mm大
の岩石片

暗褐色 黒褐色 㼃㼂㻠㻜㻠 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻣 㻝㻤 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ （50付近） 胴部 条痕斜・隆帯（刻み）によ
る縦横の区画・斜太い沈
線

条痕横 繊維微量・黒色粒子 橙灰色 黒茶色 117-9と同一個体の ・浅い
指頭圧痕による凹凸・

㼃㼂㻝㻣㻜 㻤㻥㻢

㻝㻝㻣 㻝㻥 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴部 隆帯（刻み）による縦横の
区画・斜太い沈線

条痕横 繊維微量・黒色粒子 暗橙灰色 黒色 浅い指頭圧痕による凹凸・ 㼃㼂㻝㻢㻤 㻥㻥㻣

㻝㻝㻣 㻞㻜 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻡㻡㻙㻣㻡 口縁 縦平行沈線・斜細い沈線・
縦方向隆帯（刻み）

黒雲母 黒灰色 灰茶褐色 口唇刻み・ 㼃㼂㻝㻢㻥 㻥㻥㻤

㻝㻝㻣 㻞㻝 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻡㻡㻙㻣㻡 口縁 条痕横 黒雲母 黒灰色 黒灰色 㼃㼂㻠㻝㻟 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻣 㻞㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟
不明

Ⅴ
Ⅴ

㻡㻡㻙㻣㻡
不明

口縁 条痕横・斜の沈線・ 状工
具による 押文

条痕斜・ 状の刺
突

繊維・黒雲母多 黒茶褐色
灰色

黒灰褐色
白黄色

相木・内面 文 子母口にある 㼃㼂㻝㻢㻞 㻥㻥㻠
㻤㻥㻝

㻝㻝㻣 㻞㻟 沈線文条痕文系 1967/ か Ⅴ 㻡㻡㻙㻣㻡 底部 浅い条痕 繊維多 明茶褐色 黒色 外面に 痕か？ 㼃㼂㻠㻜㻢 㻥㻢㻢

㻝㻝㻣 㻞㻠 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻡㻡㻙㻣㻡 胴部 斜め沈線・横方向押し引
き

斜め擦痕 繊維多・黒雲母多 暗灰茶褐
色

茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻠㻠 㻤㻤㻟

㻝㻝㻣 㻞㻡 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻡㻡㻙㻣㻡 胴部下半
部

条痕縦～斜 斜ナデ 繊維・白色粒子 薄褐色 黒灰褐色 㼃㼂㻞㻜 㻤㻞㻥

㻝㻝㻣 㻞㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2
Ⅴ

㻢㻡㻙㻣㻡
不明

口縁 横位平行の沈線 を爪形
文と斜沈線

横ナデ 輝粒子・黒色粒子 黒色・薄茶
褐色

黒褐色 口縁やや波 㼃㼂㻝㻡㻝
・ 152

㻥㻤㻥

㻝㻝㻣 㻞㻣 沈線文条痕文系 1967/7/？ Ⅴ区-2 㻢㻡㻙㻣㻡 口縁 沈線文 横ナデ 黒雲母微量 黒褐色 黒褐色 Ⅰ～Ⅳ区76-9と同一個体・固焼き 㼃㼂㻞㻣 㻤㻟㻢

㻝㻝㻣 㻞㻤 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻤㻡㻙㻝㻜㻡 口縁 沈線文 横ナデ 黒雲母微量 黒色 黒褐色 固焼き 㼃㼂㻞㻠㻡 㻝㻜㻝㻤

㻝㻝㻤 㻝 沈線文条痕文系 1967/7/？ Ⅴ2 65～75 胴部 沈線 横ナデ 数mm大の岩石 暗黄褐色 暗黄褐色 㼃㼂㻞㻢 㻤㻟㻡

㻝㻝㻤 㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻢㻡㻙㻣㻡 胴部 縦磨き・斜並行沈線・連続
刺突

縦一条の擦痕？ 黒色粒子・茶色粒
子・数mm大の岩石
片

赤褐色・黒
褐色

黒灰褐色 田戸下層 㼃㼂㻞㻝㻥 㻥㻝㻜

㻝㻝㻤 㻟 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻣㻡㻙㻥㻜 胴部 条痕斜 横ナデ？ 繊維・黒雲母多 灰黄褐色 黒褐色 㼃㼂㻝㻢 㻤㻞㻡

㻝㻝㻤 㻠 沈線文条痕文系 Ⅴ区-2 㻣㻡㻙㻥㻜 胴部 太い沈線 ややあばた状 繊維・黒雲母多 暗灰色 茶褐色 㼃㼂㻝㻡 㻤㻞㻠

㻝㻝㻤 㻡 沈線文条痕文系 㻝㻥㻣㻞㻛㻣㻛㻞㻞 Ⅴ-1 㻤㻜 口縁 横 の 状沈線・横位押
引状沈線

横ナデ 繊維・黒雲母多 黒灰色 黒灰色 㼃㼂㻝㻟㻡
・
㼃㼂㻝㻟㻢

987・
㻥㻤㻤

㻝㻝㻤 㻢 沈線文条痕文系 不明 （Ⅴ-7） 㻤㻜 底部付近 条痕縦～斜 条痕横～斜 黒雲母微量・数mm
大の岩石

薄茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㼂㻠㻜 㻤㻠㻥

㻝㻝㻤 㻣 沈線文条痕文系 不明 （Ⅴ-7） 㻤㻜 胴部 条痕斜 ナデ？ 繊維微量？茶色粒
子

暗褐色 黒褐色 㼃㼂㻠㻞 㻤㻡㻝

㻝㻝㻤 㻤 沈線文条痕文系 不明 （Ⅴ-7） 㻤㻜 胴部 ？？ 横ナデ 黒雲母・黒色粒子 暗褐色 黒灰褐色 㼃㼂㻠㻝 㻤㻡㻜

㻝㻝㻤 㻥 沈線文条痕文系 1967/？/2 Ⅴ- 㻤㻜㻙㻥㻜 口縁 条痕 文・横位連続刺突・
沈線

横擦痕（浅い条
痕？）

茶色粒子・数㎜大の
岩石

茶褐色 茶褐色 㼃㼂㻞㻡㻠 㻝㻜㻞㻜

㻝㻝㻤 㻝㻜 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻤㻜㻙㻥㻜 胴部 条痕横 条痕？斜め 繊維・色粒子少 茶褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻠㻜㻞 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻤 㻝㻝 沈線文条痕文系 1967/7/2 ？ Ⅴ-2 㻤㻜㻙㻥㻜 胴部 条痕縦 横ナデ 繊維・乳白色粒子 暗褐色 黒褐色 㼃㼂㻝㻤㻝 㻝㻜㻜㻝

㻝㻝㻤 㻝㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 胴部 浅い沈線 剥落 乳白色粒子・繊維微
量

橙褐色 橙褐色 999と同一個体・内面剥落 㼃㼂㻝㻣㻤 㻤㻥㻤

㻝㻝㻤 㻝㻟 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴部 浅い沈線 剥落 乳白色粒子・繊維微
量

黒褐色 黒褐色 898と同一個体・内面剥落 㼃㼂㻝㻣㻝 㻥㻥㻥

㻝㻝㻤 㻝㻠 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 胴部 条痕多方向 条痕？横 数mm大の岩石 茶褐色 黒灰色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻞㻥㻜 㻝㻜㻞㻥

㻝㻝㻤 㻝㻡 沈線文条痕文系 1967/7/2 ？ Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 胴部 細い沈線 横ナデ 茶褐色 黒灰色 㼃㼂㻝㻡㻟 㻥㻥㻜

㻝㻝㻤 㻝㻢 沈線文条痕文系 1967/？ Ⅴ 㻤㻜 口縁～胴
部

格子目状の押し引き・横
方向 条の押し引き

あばた状（剥落
か）

繊維・黒雲母多 黒灰色 茶褐色・白
灰褐色

指頭圧痕による凹凸・穿孔 㼃㼂㻝㻠㻡 㻤㻤㻠

㻝㻝㻤 㻝㻣 沈線文条痕文系 1967/ /22か Ⅴ 㻝㻜㻜 口縁 格子目状の押し引き・横
方向の押し引き

横ナデ？条痕？ 繊維・黒雲母多 黒灰色 灰茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻟㻣 㻤㻣㻢

㻝㻝㻤 㻝㻤 沈線文条痕文系 1967/ /22か Ⅴ 㻝㻜㻜 胴部 横ナデ 繊維・黒雲母多 黒灰色 白灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻟㻥 㻤㻣㻤

㻝㻝㻤 㻝㻥 沈線文条痕文系 1966？/3/26 Ⅴ 不明 胴部 横方向の押し引き 横ナデ 繊維・黒雲母多 暗黄灰色 白灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻠㻞 㻤㻤㻝

㻝㻝㻤 㻞㻜 沈線文条痕文系 1967/ /22か Ⅴ 㻝㻜㻜 胴部 斜め擦痕 横ナデ、擦痕 繊維・黒雲母多 暗褐色・黒
褐色

黒色 㼃㼂㻝㻠㻜 㻤㻣㻥

㻝㻝㻤 㻞㻝 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴部 横方向押し引き 斜め擦痕 繊維多・黒雲母多 暗灰茶褐
色

黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻠㻟 㻤㻤㻞

㻝㻝㻤 㻞㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅴ 㻝㻜㻜 口縁 斜、縦細い沈線・口縁
下に刻み

条痕横・斜 乳白色粒子微量 暗茶褐色 暗茶褐色 口唇部刻み 㼃㼂㻝㻢㻝 㻤㻥㻠

㻝㻝㻥 㻝 沈線文条痕文系 1967/ /22か Ⅴ 㻝㻜㻜 胴部 縦擦痕 あばた状（剥落
か）

繊維多・黒雲母多 茶褐色・白
茶褐色

黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻟㻤 㻤㻣㻣

㻝㻝㻥 㻞 沈線文条痕文系 1967/7か Ⅴ （100付近） 胴部 斜めナデ 横条痕 輝粒子 薄茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻠㻜㻟 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻥 㻟 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ 㻝㻜㻜㻙㻝㻝㻜 胴部 条痕斜 条痕斜 繊維微量？数mm大
の岩石

茶褐色 暗茶褐色 㼃㼂㻠㻟 㻤㻡㻞

㻝㻝㻥 㻠 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻝㻜㻜㻙㻝㻞㻜 口縁 太い沈線 横ナデ 乳白色粒子 暗褐色 黒茶褐色 口唇部刻み・ 台 㼃㼂㻝㻤㻞 㻝㻜㻜㻞

㻝㻝㻥 㻡 沈線文条痕文系 1962/ /23？
㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-1 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜

口縁 横位連続円形刺突・格子
目状沈線

条痕横 繊維微量・茶色粒子 暗褐色 暗赤褐色 㼃㼂㻝㻢㻡
・166

㻥㻥㻢

㻝㻝㻥 㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-1 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 胴部 浅い条痕斜？ 浅い条痕？あば
た状

繊維？・数mm大の
岩石

茶褐色 茶褐色 灰付着 㼃㼂㻟㻥 㻤㻠㻤

㻝㻝㻥 㻣 沈線文条痕文系 1967/7/23？ （Ⅴ-1） （110-120） 底部付近 条痕縦・横 横ナデ 黒雲母多 薄茶褐色 黒色 台帳だと骨 㼃㼂㻞㻥㻝 㻝㻜㻟㻜

付表1　土器観察表 ⒆
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻝㻝㻥 㻤 沈線文条痕文系 1967/7？ Ⅴ （120付近） 口縁 浅い沈線 条痕横 乳白色粒子・繊維微
量

黒褐色 黒褐色 口唇部刻み 㼃㼂㻝㻣㻥 㻤㻥㻥

㻝㻝㻥 㻥 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ-1 㻝㻞㻜㻙㻝㻟㻜 胴部 押し引き状の沈線 条痕横 繊維微量？輝粒子・
茶色粒子

暗褐色 黒褐色 㼃㼂㻝㻢㻠 㻤㻥㻡

㻝㻝㻥 㻝㻜 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 口縁 横位連続円形刺突・太い
格子目状沈線

横ナデ・斜め線状
痕

乳白色粒子・輝粒子
微量

黒褐色 赤褐色 㼃㼂㻝㻡㻥 㻥㻥㻞

㻝㻝㻥 㻝㻝 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 胴部 条痕？縦・斜 条痕？横 数mm大の岩石 褐色 黒褐色 㼃㼂㻟㻟 㻤㻠㻞

㻝㻝㻥 㻝㻞 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 胴部 浅い格子目状の沈線 横ナデ 繊維微量・灰色粒子 黒褐色 黒褐色 㼃㼂㻝㻡㻠 㻥㻥㻝

㻝㻝㻥 㻝㻟 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 胴部 細い沈線横 縦ナデ 茶色粒子 黒色・暗茶
褐色

暗褐色・黒
褐色

固焼き・判ノ木山西 㼃㼂㻝㻠㻥 㻤㻤㻤

㻝㻝㻥 㻝㻠 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ
Ⅴ-2

㻝㻟㻜
㻣㻡㻙㻥㻡

口縁～胴
部

横擦痕（条痕？）・
縁文

横ナデ 繊維微量 黒灰褐色 暗茶褐色 口唇部に 圧痕・ 指
頭圧痕による凹凸・白灰付着

㻡㻝㻞㻤
㼃㼂㻞㻡

960・
㻤㻟㻠

㻝㻝㻥 㻝㻡 沈線文条痕文系 㻝㻥㻣㻞㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ 㻝㻟㻤 口縁 斜め太い条痕・口縁に連
続刺突

条痕横 繊維・灰色粒子・赤
色粒子少

黒色・黒褐
色

黒色・黒褐
色

穿孔・判ノ木山西 㼃㼂㻝㻡㻣 㻤㻥㻞

㻝㻝㻥 㻝㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ 㻝㻟㻤 口縁～胴
部

横方向の浅い条痕 繊維・黒色粒子・数
㎜大の岩石

黒色 茶褐色 白灰付着 㼃㼂㻠㻜㻣 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻥 㻝㻣 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ 㻝㻟㻤 胴部 斜め条痕？・横位平行沈
線（押引？）

縦ナデ 乳白色粒子 黒褐色・暗
赤褐色

暗黄褐色 㼃㼂㻝㻢㻟 㻥㻥㻡

㻝㻝㻥 㻝㻤 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ-2 㻝㻡㻜㻙㻝㻣㻜 胴部 条痕（擦痕）縦・横 あばた状・条痕か 繊維・黒色粒子・茶
色粒子・数mm大の
鉱物

暗褐色 薄褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻠㻢 㻤㻡㻡

㻝㻝㻥 㻝㻥 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅴ-1 㻝㻣㻜㻙㻝㻤㻜 口縁 沈線文・押引 横ナデ 黒雲母微量・茶色粒
子

暗褐色 黄褐灰色 㼃㼂㻠㻜㻤 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻝㻥 㻞㻜 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅴ-1 㻞㻠㻜㻙㻞㻡㻜 口縁 太い沈線 横ナデ（条痕？） 茶色粒子 黒灰色 黒茶褐色 口唇部刻み 㼃㼂㻞㻡㻤 㻝㻜㻞㻝

㻝㻞㻜 㻝 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅴ-1 㻞㻠㻜㻙㻞㻡㻜 胴部 RL縄文・沈線・刺突？ 乳白色粒子 茶褐色 暗灰色 期不明 㼃㼂㻞㻢㻜 㻝㻜㻞㻞

㻝㻞㻜 㻞 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 口縁～胴
部

横擦痕（条痕？）・縦、斜
条の沈線・口縁部下連続
刺突

条痕横 繊維・茶色粒子・黒
色粒子少

暗褐色 暗褐色 口唇部斜刻み・灰付着・判ノ木山
西

㼃㼂㻝㻡㻡 㻤㻥㻜

㻝㻞㻜 㻟 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 口縁 太い平行沈線 乳白色粒子 橙褐色 橙褐色 波状口縁・口唇部刻み 㼃㼂㻝㻣㻞 㻝㻜㻜㻜

㻝㻞㻜 㻠 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 口縁 横条痕・太い沈線と
（押引？）

条痕横 繊維多・数mm大の
岩石鉱物

暗茶褐色 茶褐色 口唇部円形刺突 㼃㼂㻞㻥㻠 㻝㻜㻟㻞

㻝㻞㻜 㻡 沈線文条痕文系 㻝㻥㻤㻝㻛㻝㻞㻛㻝㻞 Ⅴ区
方壁面

不明 胴下半部 条痕多方向 条痕多方向 繊維・数mm大の鉱
物岩石

暗茶褐色 黒褐色 Ⅰ～Ⅳ区985と同一個体の
・浅い指頭圧痕による凹凸

㼃㼂㻞㻥㻟 㻝㻜㻟㻝

㻝㻞㻜 㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ 不明 胴部 太い沈線・条痕斜 条痕横 黒色粒子・数mm大
の岩石

暗橙褐色 黒茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻥 㻤㻝㻤

㻝㻞㻜 㻣 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ 不明 胴部 羽状縄文（RL縄文 方
向）

条痕横 繊維・数mm大の岩
石

茶褐色 暗茶褐色 㼃㼂㻝㻞 㻤㻞㻝

㻝㻞㻜 㻤 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ 不明 胴部 条痕斜 浅い条痕？ 繊維？・乳白色粒子 暗橙褐色 橙褐色 㼃㼂㻝㻠 㻤㻞㻟

㻝㻞㻜 㻥 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴下半部 条痕 縦擦痕 乳白色 橙褐色 黒茶褐色 らに 着面あり 㼃㼂㻠㻝㻤
・ 15・
㻠㻝㻥

㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻞㻜 㻝㻜 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴部 条痕 乳白色 黒褐色 黒茶褐色 18他と同一個体 着面あり 㼃㼂㻠㻝㻣 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻞㻜 㻝㻝 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴部 条痕横・斜めの細い沈線 条痕横 繊維 暗茶褐色 黒褐色 㼃㼂㻞㻜㻠 㻥㻜㻣

㻝㻞㻜 㻝㻞 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴部 隆帯・条痕横・押 文 条痕他方向 繊維微量・乳白色粒
子・数mm大の岩石・

黒褐色・暗
茶褐色

暗赤褐色 浅い指頭圧痕による凹凸・ 山下
層

㼃㼂㻞㻜㻡 㻥㻜㻤

㻝㻞㻜 㻝㻟 沈線文条痕文系 1967/7か Ⅴ 不明 胴部 斜め条痕 繊維・黒雲母多 暗茶褐色 黒褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻤㻟 㻝㻜㻜㻟

㻝㻞㻜 㻝㻠 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻢㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ（拡
区）

不明 胴下半部 条痕縦～斜 横ナデ（浅い条
痕？）

繊維微量・数mm大
の岩石

灰茶褐色 黒褐色 白灰付着 㼃㼂㻟㻞 㻤㻠㻝

㻝㻞㻜 㻝㻡 沈線文条痕文系 不明 Ⅴ 不明 胴部 斜、縦擦痕（条痕）・縦、斜
沈線

黒雲母多 暗褐色 内面剥落？・判ノ木山西 㼃㼂㻝㻡㻜 㻤㻤㻥

㻝㻞㻜 㻝㻢 沈線文条痕文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ 不明 胴部 条痕斜・ 縁文 繊維微量・数mm大
の岩石

黄褐色 黄褐色 㼃㼂㻤 㻤㻝㻣

㻝㻞㻝 㻝 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻢㻙㻝㻡 胴部 楕円文横 ナデ 黒色粒子 黄灰褐色 黒灰褐色 㼃㼂㻢 㻤㻝㻡

㻝㻞㻝 㻞 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ ル 㻝㻡㻙㻟㻡 胴部 楕円文横 茶褐色 黒褐色 㼃㼂㻡㻢 㻤㻢㻡

㻝㻞㻝 㻟 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻠㻜㻙㻢㻜 口縁 楕円文横 横ナデ 黒雲母多 灰褐色 灰褐色 㼃㼂㻝㻥㻟 㻥㻜㻠

㻝㻞㻝 㻠 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻣㻡㻙㻤㻜 口縁 楕円文やや斜の横 横ナデ 黒雲母少・乳白色粒
子

黒灰色 暗茶褐色 固焼き 㼃㼂㻝㻥㻡 㻥㻜㻡

㻝㻞㻝 㻡 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻤㻡㻙㻝㻜㻡 口縁 楕円文横 横ナデ 黒雲母多 黒茶褐色 茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻞㻠㻠 㻝㻜㻝㻣

㻝㻞㻝 㻢 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 胴下半部 楕円文斜 横ナデ 乳白色粒子 灰茶褐色 黄灰色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻥㻟 㻝㻜㻜㻣

㻝㻞㻝 㻣 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 口縁 楕円文横 ナデ 黒雲母 茶褐色 暗茶褐色 㼃㼂㻞㻞㻤 㻥㻝㻞

㻝㻞㻝 㻤 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-1 㻝㻜㻜㻙㻝㻝㻜 口縁 楕円文横 横ナデ 黒雲母・黒色粒子 黒褐色 茶褐色 固焼き 㼃㻥㻝㻥 㻠㻜㻤

㻝㻞㻝 㻥 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻝㻜㻜㻙㻝㻞㻜 底部付近 楕円文横 黒雲母多 薄褐色 黒褐色 㼃㼂㻝㻥㻣 㻝㻜㻜㻥

㻝㻞㻝 㻝㻜 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-1 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 底部付近 楕円文縦 横ナデ 黒雲母 茶褐色 暗茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻞㻞㻠 㻝㻜㻝㻢

㻝㻞㻝 㻝㻝 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 口縁 楕円文横 横ナデ 黒雲母小 黒色 茶褐色 㼃㼂㻞㻜㻜 㻝㻜㻝㻜

㻝㻞㻝 㻝㻞 楕円文 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 胴部 楕円文横 ナデ 数mm大の赤色岩石 赤褐色 茶褐色 㼃㼂㻟㻠 㻤㻠㻟

㻝㻞㻝 㻝㻟 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-1 㻝㻠㻜㻙㻝㻡㻜 胴部 楕円文横 ナデ 黒雲母多 白灰色 黒色 白灰付着 㼃㼂㻡㻟 㻤㻢㻞

㻝㻞㻝 㻝㻠 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ 㻝㻡㻜㻙㻝㻣㻜 口縁 楕円文横 横ナデ 黒雲母 黒茶褐色 暗茶褐色 㼃㼂㻢㻠 㻤㻣㻟

㻝㻞㻝 㻝㻡 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ-2 㻝㻡㻜㻙㻝㻣㻜 胴部 楕円文横 横ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 㼃㼂㻠㻤 㻤㻡㻣

㻝㻞㻝 㻝㻢 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅴ-1 㻝㻤㻜㻙㻝㻥㻜 胴部 楕円文多方向 横ナデ 数mm大の岩石多 黒褐色 黒褐色 㼃㼂㻝㻥 㻤㻞㻤

㻝㻞㻝 㻝㻣 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ-1 㻞㻜㻜㻙㻞㻞㻜 胴部 楕円文やや斜の横 横ナデ 黒雲母多 暗灰褐色 暗灰褐色 㼃㼂㻞㻞㻢
㼃㼂㻞㻞㻣

㻥㻝㻝

㻝㻞㻝 㻝㻤 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ-1 㻞㻝㻜 口縁～胴
部

楕円文横 横ナデ 黒雲母多 黒色・黒茶
色

暗赤褐色 穿孔・固焼き 㼃㼂㻝㻥㻝 㻥㻜㻟

㻝㻞㻝 㻝㻥 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ 㻞㻞㻜㻙㻞㻠㻜 口縁 楕円文横 横ナデ 黒雲母多 黒褐色 明茶 㼃㼂㻞㻤㻜 㻝㻜㻞㻣

㻝㻞㻝 㻞㻜 楕円文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ 㻞㻞㻜㻙㻞㻠㻜 胴部 楕円文縦・横 横ナデ 黒雲母微量 黒褐色・茶
褐色

灰褐色 固焼き 㼃㼂㻞㻣㻥 㻝㻜㻞㻢

㻝㻞㻝 㻞㻝 楕円文 不明 Ⅴ 不明 底部付近 楕円文横 横ナデ 茶色粒子 灰褐色 灰褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻟㻤 㻤㻠㻣

㻝㻞㻝 㻞㻞 楕円文 不明 Ⅴ 不明 胴部 楕円文横 横ナデ 黒褐色 暗橙褐色 㼃㼂㻟㻣 㻤㻠㻢

㻝㻞㻞 㻝 山形文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅴ-3 㻣㻡 胴部下半
部

山形文横 ややあばた状 白色粒子 暗褐色 黒褐色 㼃㼂㻞 㻤㻝㻝

㻝㻞㻞 㻞 山形文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅴ-3 㻣㻡 胴部 山形文横 横ナデ 黒雲母少・数mm大
の岩石

茶褐色 茶褐色 㼃㼂㻟 㻤㻝㻞

㻝㻞㻞 㻟 山形文 ？/7/26 Ⅴ 㻥㻜 胴部 山形文横（帯状） 横ナデ 黒色粒子・輝粒子・
白色粒子

黒灰色 黒灰褐色 固焼き 㼃㼂㻢㻞 㻤㻣㻝

㻝㻞㻞 㻠 山形文 ？/7/26 Ⅴ 㻥㻜 胴部 山形文縦・横（帯状） 横ナデ 黒色粒子・輝粒子 白灰褐色 白灰褐色 薄 固焼き・白灰付着 㼃㼂㻢㻝 㻤㻣㻜

㻝㻞㻞 㻡 山形文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ-1 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 胴下半部 山形文縦 剥 あり 黒色粒子 暗灰茶褐
色

茶褐色 薄 㼃㼂㻝㻤㻣 㻝㻜㻜㻠
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外面 内面 外面 内面
部位 胎土

図版
番号

大　別 発掘年月日 区画 レベル 備　考 注記
実測
番号

文様・調整等 色　　調

㻝㻞㻞 㻢 山形文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 胴部 山形文縦 ややあばた状 黒色粒子・赤色粒子
少

暗茶褐色 茶褐色 薄 㼃㼂㻝 㻤㻝㻜

㻝㻞㻞 㻣 山形文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅴ 㻝㻠㻜㻙㻝㻡㻜 胴部 山形文縦 ナデ 黒色粒子・輝粒子 黒褐色 薄茶褐色 薄 固焼き 㼃㼂㻢㻢 㻤㻣㻡

㻝㻞㻞 㻤 山形文 不明 Ⅴ 不明 口縁 山形文横 ナデ 数㎜大の岩石 黒褐色 黒茶褐色 口唇部山形文・薄 固焼き 㼃㼂㻞㻡㻡 㻥㻢㻠

㻝㻞㻞 㻥 キャタピラ状文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻥㻜㻙㻝㻜㻜 胴部 キャタピラ状文横 横ナデ 乳白色粒子・黒色粒
子

灰褐色 灰茶褐色 㼃㼂㻝㻤㻢 㻥㻜㻞

㻝㻞㻞 㻝㻜 キャタピラ状文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 （Ⅴ-2） 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 口縁 キャタピラ状文横 横ナデ 乳白色粒子・黒色粒
子

黒色 灰茶褐色 㼃㼂㻞㻝㻤 㻥㻜㻥

㻝㻞㻞 㻝㻝 キャタピラ状文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ-1 㻞㻜㻜㻙㻞㻞㻜 胴部 キャタピラ状文横 横ナデ 乳白色粒子・黒色粒
子

黒灰色 灰茶褐色 㼃㼂㻝㻤㻡 㻥㻜㻝

㻝㻞㻞 㻝㻞 キャタピラ状文 不明 Ⅴ 不明 胴部 キャタピラ状文横 横ナデ 乳白色粒子・黒色粒
子

黒色 灰茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻝㻤㻠 㻥㻜㻜

㻝㻞㻟 㻝 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ区 㻢㻙㻝㻡 胴部 黒雲母多・繊維 暗褐色 灰茶褐色 㼃㼂㻡 㻤㻝㻠

㻝㻞㻟 㻞 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ ル 㻝㻡㻙㻟㻡 口縁 ナデ 横ナデ 黒色粒子 暗褐色 黒茶褐色 灰付着 㼃㼂㻡㻥 㻤㻢㻤

㻝㻞㻟 㻟 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻣㻡㻙㻥㻜 胴下半部 縦磨き ややあばた状 数mm大の岩石 茶褐色 灰褐色 㼃㼂㻝㻤 㻤㻞㻣

㻝㻞㻟 㻠 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻣㻡㻙㻥㻡 胴下半部 横擦痕（条痕？） ややあばた状 繊維？・赤色粒子・
黒色粒子

赤褐色 茶褐色 付着 㼃㼂㻞㻟 㻤㻟㻞

㻝㻞㻟 㻡 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻣㻡㻙㻥㻡 底部付近 斜め擦痕 擦痕 繊維？・赤色粒子少 褐色 黒褐色 灰付着 㼃㼂㻞㻠 㻤㻟㻟

㻝㻞㻟 㻢 無文 ？/7/26 Ⅴ 㻥㻜 胴部 黒雲母・輝粒子・黒
色粒子

黒色 暗薄茶褐
色

㼃㼂㻢㻟 㻤㻣㻞

㻝㻞㻟 㻣 無文 1967/7か Ⅴ （100付近） 口縁 横ナデ 横ナデ 乳白色粒子 黒褐色 茶褐色 中期 か？ 㼃㼂㻠㻜㻜 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻞㻟 㻤 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 底部 黒灰色 黒灰色 白灰付着 㼃㻝㻞㻞㻡 㻣㻝㻢

㻝㻞㻟 㻥 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 胴部 横擦痕 横ナデ 繊維微量？ 灰褐色 白灰褐色 㼃㼂㻟㻡 㻤㻠㻠

㻝㻞㻟 㻝㻜 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 胴下半部 横擦痕（条痕？） 擦痕横 繊維微量？・数mm
大の岩石

灰褐色 灰褐色 㼃㼂㻟㻢 㻤㻠㻡

㻝㻞㻟 㻝㻝 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ-2 㻝㻡㻜㻙㻝㻣㻜 胴部 横擦痕？ 横擦痕？ 茶色粒子少 灰黄褐色 黒色 㼃㼂㻠㻥 㻤㻡㻤

㻝㻞㻟 㻝㻞 無文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅴ-5 㻝㻣㻜㻙㻞㻜㻜 胴部 輝粒子微量・茶色粒
子微量

暗茶褐色 黒褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻠㻡 㻤㻡㻠

㻝㻞㻟 㻝㻟 無文 不明 Ⅴ 不明 胴部 斜、縦擦痕 あばた状 繊維・黒雲母多 暗茶褐色 黒色 㼃㼂㻢㻡 㻤㻣㻠

㻝㻞㻟 㻝㻠 無文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ 不明 胴部 横磨き 横ナデ・ややあば
た状

黒色粒子少 暗褐色 暗褐色 㼃㼂㻝㻜 㻤㻝㻥

㻝㻞㻠 㻝 表 文 1967/7/？ Ⅴ-2 㻢㻡㻙㻣㻡 胴部 L 横～斜 横ナデ 繊維？・数mm大の
岩石

暗褐色 黒褐色 㼃㼂㻞㻤 㻤㻟㻣

㻝㻞㻠 㻞 表 文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ-2 㻣㻡㻙㻥㻜 胴部 L 斜 横ナデ 輝粒子微量・・数mm
大の岩石

白灰褐色 白灰褐色 灰付着 㼃㼂㻝㻣 㻤㻞㻢

㻝㻞㻠 㻟 表 文 1967/7か Ⅴ （100付近） 口縁部 L 横 横ナデ 黒雲母多 茶褐色 黒灰褐色 㼃㼂㻠㻝㻞 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻞㻠 㻠 表 文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 底部 文斜め 黒色粒子・黒雲母 薄赤褐色 薄赤褐色 白灰付着 㼃㼂㻠㻝㻠 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻞㻠 㻡 表 文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅴ-2 㻝㻡㻜㻙㻝㻣㻜 胴部 ？？ 横ナデ 黒雲母 暗茶褐色 黒色 㼃㼂㻠㻣 㻤㻡㻢

㻝㻞㻠 㻢 表 文 1967/7か Ⅴ 不明 胴部 L 横 黒色粒子・輝粒子 暗褐色 黒茶褐色 灰付着 㼃㼂㻝㻥㻠 㻝㻜㻜㻤

㻝㻞㻠 㻣 目状 文 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅴ 㻝㻣㻜㻙㻞㻜㻜 胴部 目状R 縦 横ナデ 黒雲母小 褐色 黒灰褐色 㼃㼂㻠㻠 㻤㻡㻟

㻝㻞㻠 㻤 文系 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ-2 㻤㻡㻙㻥㻡 口縁～胴
部

斜めの連続する沈線 横ナデ・擦痕 乳白色粒子・輝粒
子・数mm大の岩石

黒褐色・暗
茶褐

黒褐色・暗
茶褐

山 㼃㼂㻞㻡㻟
・ 861

㻝㻜㻝㻥

㻝㻞㻠 㻥 表縄文 不明 （Ⅴ） 㻝㻜㻜 口縁 LR縄文横・口縁部に 条
のR側面押圧

灰黄褐色 黒色 指頭圧痕による凹凸・ 付着 㼃㻟㻝 㻟㻠

㻝㻞㻠 㻝㻜 表縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅴ 㻝㻟㻤 口縁～胴
部

LR縄文縦 横ナデ 輝粒子 黒褐色 黒茶褐色 浅い指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻠㻜㻡 㻲㻌㻺㼛㻚

㻝㻞㻠 㻝㻝 表縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅴ-2 㻝㻠㻜㻙㻝㻡㻜 胴部 RL縄文縦～横 ナデ 黒色粒子・輝粒子 色茶褐色 黒褐色 灰付着？ 㼃㼂㻡㻜 㻤㻡㻥

㻝㻞㻠 㻝㻞 表縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅴ-1 㻝㻣㻜㻙㻝㻤㻜 口縁 横擦痕・RL縄文横 黒雲母多 黒茶褐色 黒茶褐色 指頭圧痕による凹凸 㼃㼂㻞㻣㻣 㻝㻜㻞㻡

㻝㻞㻠 㻝㻟 表縄文 不明 Ⅴ 不明 底部 LR縄文斜 茶色粒子・黒雲母 黒茶褐色 黒茶褐色 チ 土器？ 口縁の底
部？

㼃㼂㻡㻞 㻤㻢㻝

㻝㻞㻠 㻝㻠 表 縄文 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ ル 㻝㻡㻙㻟㻡 胴部 RL縄文縦・横 RL縄文横 茶色粒子・輝粒子少 灰茶褐色 灰茶褐色 㼃㼂㻡㻣 㻤㻢㻢

㻝㻞㻠 㻝㻡 表 縄文 不明 Ⅴ 不明 底部付近 LR縄文斜 LR縄文横 輝粒子・灰色粒子・
数mm大の岩石片

暗灰茶褐
色

黒褐色 㼃㼂㻡㻝 㻤㻢㻜
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

㻝㻞㻡 㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻟㻡 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻡 㻜㻚㻠 㻜㻚㻥 剥片 㻞㻣㻥 㻡㻠㻟

㻝㻞㻡 㻞 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻞 奥の院 㻠㻤 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻤 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 磨面 㻞㻥㻣 㻡㻠㻤

㻝㻞㻡 㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅱ-0 㻡㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻝㻝 㻠㻣㻣

㻝㻞㻡 㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻢㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻞㻣㻤 㻡㻠㻞

㻝㻞㻡 㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻫㻛㻝㻞㻛㻝㻢 不明 㻝㻠㻡 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻞㻥㻤 㻡㻠㻥

㻝㻞㻡 㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅰ拡 㻝㻣㻡 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻝㻟 㻝㻡㻝

㻝㻞㻡 㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅰ 㻞㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻢 㻜㻚㻢 㻝㻚㻠 剥片 㻝㻣㻡 㻞㻠

㻝㻞㻡 㻤 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻝㻚㻡 剥片 㻣㻠 㻝㻝

㻝㻞㻡 㻥 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻞 不明 不明 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻤 㻜㻚㻠 㻝㻚㻡 剥片 㻟㻤 㻟

㻝㻞㻡 㻝㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻞 ８号人骨下 㻞㻝㻝 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻥 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 㻟㻢 㻠㻣㻥

㻝㻞㻡 㻝㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅱ 㻞㻝㻥 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻢 剥片 㻝㻜 㻞
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㻝㻞㻣 㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻞 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻠㻡 㼀㻝

㻝㻞㻣 㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻜 㻜㻚㻟 㻜㻚㻞 剥片 㻡㻣 㻝㻡㻥

㻝㻞㻣 㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻞 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻡㻢 㻠㻤㻡

㻝㻞㻣 㻢 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻣㻞 㻟㻡

㻝㻞㻣 㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 自然面の残る剥片 㻝㻠㻣 㻞㻝

㻝㻞㻣 㻤 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻝㻠㻡 㻡㻜㻜

㻝㻞㻣 㻥 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻝㻠㻢 㻡㻜㻝

㻝㻞㻣 㻝㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 㻡㻠 㻠㻤㻠

㻝㻞㻣 㻝㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻝㻞 Ⅲ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻝㻠㻟 㻠㻥㻤

㻝㻞㻣 㻝㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻝㻞 Ⅲ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻝㻠㻠 㻠㻥㻥

㻝㻞㻣 㻝㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-1 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 黒曜石・黒 㻝㻚㻞 㻝㻚㻝 㻜㻚㻟 㻜㻚㻟 剥片 㻝㻥㻞 㻞㻢

㻝㻞㻣 㻝㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻢㻠 㻝㻜
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻞㻣 㻝㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻢㻡 㻠㻤㻢

㻝㻞㻣 㻝㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻢㻢 㻠㻤㻣

㻝㻞㻣 㻝㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻟 㻜㻚㻠 㻜㻚㻠 剥片 㻢㻣 㻠㻤㻤

㻝㻞㻣 㻝㻤 石鏃 不明 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻜㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻝㻤 㻟㻜

㻝㻞㻣 㻝㻥 石鏃 不明 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻞 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻝㻥 㻡㻝㻥

㻝㻞㻣 㻞㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻠 㻜㻚㻤 剥片 㻡㻡 㻥

㻝㻞㻣 㻞㻝 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ拡 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 剥片 㻞㻜㻝 㻡㻝㻝

㻝㻞㻣 㻞㻞 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅰ-3 㻠㻣㻡㻙㻠㻤㻡 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻟 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻞㻢㻣㻚㻝 㻡㻟㻡

㻝㻞㻣 㻞㻟 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻟 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 原産地推定THI1-011 㻞㻞㻟 㻣㻠

㻝㻞㻣 㻞㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅰ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻝㻚㻝 剥片 原産地推定THI1-00 㻝㻠㻝 㻢㻣

㻝㻞㻣 㻞㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅰ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻝㻟㻡 㻠㻥㻢

㻝㻞㻣 㻞㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅰ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻟 㻜㻚㻡 㻜㻚㻢 剥片 㻝㻠㻞 㻠㻥㻣

㻝㻞㻣 㻞㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻡㻟 㻝㻡㻤

㻝㻞㻣 㻞㻤 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻝㻚㻤 板状原石 㻝㻥㻝 㻞㻡

㻝㻞㻣 㻞㻥 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅲ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 原産地推定THI1-012 㻞㻞㻥 㻣㻢

㻝㻞㻣 㻟㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅰ-0 㻠㻤㻡 黒曜石 㻝㻚㻜 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 原産地推定THI1-001 㻢㻟 㻢㻞

㻝㻞㻣 㻟㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻜㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 原産地推定THI1-00 㻝㻢㻠 㻢㻤

㻝㻞㻣 㻟㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻞 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻝㻢㻟 㻝㻢㻥

㻝㻞㻤 㻝 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻜 㻜㻚㻝 㻜㻚㻞 剥片 㻟㻜㻠 㻠㻜

㻝㻞㻤 㻞 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻞㻜㻤 㻡㻝㻠

㻝㻞㻤 㻟 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻟 㻜㻚㻟 㻜㻚㻟 剥片 㻞㻝㻜 㻡㻝㻢

㻝㻞㻤 㻠 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻣 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 剥片 㻝㻥㻥 㻡㻜㻥

㻝㻞㻤 㻡 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻟 剥片 㻞㻜㻜 㻡㻝㻜

㻝㻞㻤 㻢 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻝 㻜㻚㻠 㻜㻚㻠 剥片 㻞㻟㻣 㻟㻞

㻝㻞㻤 㻣 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻟㻜㻤 㻡㻡㻝

㻝㻞㻤 㻤 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅰ拡 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻠 㻜㻚㻠 㻜㻚㻡 剥片 㻞㻜㻢 㻡㻝㻟

㻝㻞㻤 㻥 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻡 㻜㻚㻟 㻜㻚㻢 剥片 㻞㻜㻞 㻞㻤

㻝㻞㻤 㻝㻜 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻞㻞 㻡㻞㻜

㻝㻞㻤 㻝㻝 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻞㻜 㻝㻣㻞

㻝㻞㻤 㻝㻞 石鏃 不明 Ⅲ- 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻝㻢 㻡㻝㻣

㻝㻞㻤 㻝㻟 石鏃 不明 Ⅲ- 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻜 㻝㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻝㻣 㻡㻝㻤

㻝㻞㻤 㻝㻠 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻠 Ⅰ拡 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻞㻤㻥 㻟㻤

㻝㻞㻤 㻝㻡 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 剥片 㻞㻤㻠 㻟㻣

㻝㻞㻤 㻝㻢 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅱ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻣 㻜㻚㻝 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻣㻝 㻡㻟㻣

㻝㻞㻤 㻝㻣 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻠 㻜㻚㻠 㻜㻚㻡 剥片 㻞㻟㻝 㻡㻞㻡

㻝㻞㻤 㻝㻤 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻜㻚㻥 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻟㻞 㻡㻞㻢

㻝㻞㻤 㻝㻥 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-3 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻜㻚㻣 㻝㻘㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 剥片 㻞㻟㻟 㻝㻣㻟

㻝㻞㻤 㻞㻜 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-3 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻟㻜 㻡㻞㻠

㻝㻞㻤 㻞㻝 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅱ-1 30（ ） 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻢 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 㻞㻢㻤 㻝㻣㻠

㻝㻞㻤 㻞㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻠㻛㻞㻠 Ⅲ-3 ル 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻞 㻜㻚㻢 剥片 㻠㻝 㻠

㻝㻞㻤 㻞㻟 石鏃 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 不明 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻝㻚㻤 剥片 㻟㻜㻜 㻟㻥

㻝㻞㻤 㻞㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 不明 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻥 㻜㻚㻟 㻜㻚㻣 剥片 㻝㻟㻣 㻝㻥

㻝㻞㻤 㻞㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 不明 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻝㻟㻤 㻞㻜

㻝㻞㻤 㻞㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 不明 不明 黒曜石 㻞㻚㻝 㻞㻚㻝 㻜㻚㻠 㻝㻚㻟 剥片 㻝㻜㻠 㻝㻡

㻝㻞㻤 㻞㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅰ-拡 不明 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻢 剥片 㻝㻜㻞 㻢㻟㻤

㻝㻞㻤 㻞㻤 石鏃 不明 不明 不明 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻢 剥片 磨面 㻞㻜㻟㻜㻥 㻢㻠㻜

㻝㻞㻥 㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 㻣㻟 㻟㻚㻟 㻞㻚㻞 㻜㻚㻣 㻠㻚㻠 剥片 㻞㻢㻟 㻡㻟㻟

㻝㻞㻥 㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 不明 㻤㻜 㻝㻚㻥 㻝㻚㻠 㻜㻚㻠 㻜㻚㻣 剥片 㻤㻡 㻠㻥㻞

㻝㻞㻥 㻟 石鏃 不明 不明 㻝㻞㻡 㻝㻚㻡 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻣㻟 㻠㻤㻥

㻝㻞㻥 㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 不明 㻝㻠㻡 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻝㻚㻜 剥片 㻞㻣㻠 㻡㻟㻥

㻝㻞㻥 㻡 石鏃 不明 1号人骨 㻝㻢㻜 㻞㻚㻝 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻜㻚㻥 剥片 㻞㻣㻡 㻟㻢

㻝㻞㻥 㻢 石鏃 不明 1号人骨 㻝㻢㻜 㻝㻚㻥 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻝㻚㻜 剥片 㻞㻣㻢 㻡㻠㻜

㻝㻞㻥 㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻞㻛㻠 Ⅰ 㻝㻣㻟 㻞㻚㻟 㻝㻚㻣 㻜㻚㻟 㻜㻚㻢 剥片 㻝㻤 㻝㻡㻠

㻝㻞㻥 㻤 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅰ 㻝㻣㻡 㻞㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻟 㻜㻚㻣 剥片 㻣㻡 㻝㻢㻟

㻝㻞㻥 㻥 石鏃 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻤 2号人骨下 㻝㻥㻜 㻝㻚㻥 㻝㻚㻤 㻜㻚㻟 㻜㻚㻥 剥片 㻞㻡㻤 㻡㻞㻥

㻝㻞㻥 㻝㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻝㻞㻛㻫 7 㻞㻜㻜 㻝㻚㻡 㻝㻚㻠 㻜㻚㻠 㻜㻚㻢 剥片 㻝㻞㻣 㻠㻥㻠

㻝㻞㻥 㻝㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻞 8号人骨下 㻞㻝㻝 㻝㻚㻝 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻟㻣 㻠㻤㻜

㻝㻞㻥 㻝㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 不明 㻞㻞㻜 㻞㻚㻝 㻝㻚㻣 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 剥片 㻠㻢 㻝㻡㻣

㻝㻞㻥 㻝㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻟㻜㻙㻞㻠㻜 㻝㻚㻝 㻝㻚㻞 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻥㻠 㻝㻠

㻝㻞㻥 㻝㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻠㻛㻞 Ⅰ-1 㻞㻣㻠㻙㻞㻤㻠 ・ 㻝㻚㻝 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 剥片 㻝㻢㻡 㻝㻣㻜

㻝㻞㻥 㻝㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 㻜㻚㻥 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 磨面 㻝㻢 㻝㻡㻟

㻝㻞㻥 㻝㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 㻜㻚㻥 㻝㻚㻞 㻜㻚㻝 㻜㻚㻝 剥片 磨面 㻞㻢㻞 㻡㻟㻞

㻝㻞㻥 㻝㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻠 Ⅱ 㻟㻞㻡 㻝㻚㻟 㻝㻚㻣 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 㻣㻜 㻝㻢㻝

㻝㻞㻥 㻝㻤 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻟㻠㻜 㻝㻚㻢 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 㻥 㻠㻣㻢

㻝㻞㻥 㻝㻥 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 㻝㻚㻡 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 㻞㻣㻣 㻡㻠㻝

㻝㻞㻥 㻞㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻠㻝㻜㻙㻠㻞㻜 㻝㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 剥片 㻝㻝㻞 㻝㻢㻤

㻝㻞㻥 㻞㻝 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 㻝㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻤 剥片 㻞㻜㻠 㻡㻝㻞

㻝㻞㻥 㻞㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻣㻜 㻠㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻤 剥片 㻠㻞 㻠㻤㻞

㻝㻞㻥 㻞㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 㻝㻚㻜 㻝㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 剥片 㻟 㻝㻠㻥

㻝㻞㻥 㻞㻠 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-1 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 㻝㻚㻞 㻝㻚㻞 㻞㻚㻜 㻜㻚㻞 剥片 㻞㻟㻡 㻟㻝

㻝㻞㻥 㻞㻡 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻝 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 ・ 㻝㻚㻣 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 㻞㻜㻟 㻞㻥

㻝㻞㻥 㻞㻢 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅱ-3 㻠㻤㻤 㻝㻚㻜 㻜㻚㻥 㻜㻚㻞 㻜㻚㻝 剥片 㻞㻞㻣 㻡㻞㻟

㻝㻞㻥 㻞㻣 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻫 Ⅱ 面 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 㻝㻚㻣 㻝㻚㻟 㻜㻚㻠 㻜㻚㻣 剥片 㻞㻞㻠 㻡㻞㻝

㻝㻞㻤 㻞㻤 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻫㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 㻝㻚㻥 㻝㻚㻢 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 剥片 㻞㻞㻢 㻡㻞㻞

㻝㻞㻥 㻞㻥 石鏃 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻫 Ⅱ-1 㻡㻟㻜 㻝㻚㻡 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻟㻜㻝 㻡㻡㻜

㻝㻞㻥 㻟㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 不明 不明 㻞㻚㻞 㻝㻚㻜 㻜㻚㻠 㻜㻚㻤 剥片 㻝㻞㻤 㻠㻥㻡

㻝㻞㻥 㻟㻝 石鏃 不明 Ⅲ 不明 㻝㻚㻟 㻝㻚㻡 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻣㻢 㻢㻟㻥

㻝㻞㻥 㻟㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻞 不明 㻟㻚㻜 㻞㻚㻝 㻜㻚㻤 㻠㻚㻞 自然面 㻝㻣㻠 㻡㻜㻟

付表2　剥片石器観察表 ⑵
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻟㻜 㻝 状 器 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 不明 㻢㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻣 㻜㻚㻣 㻞㻚㻞 剥片 㻠㻜 㼀㻞㻠

㻝㻟㻜 㻞 状 器 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻢㻠 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻢 㻜㻚㻟 㻜㻚㻥 自然面の残る剥片 㻞㻣㻝㻚㻞 㻡㻢㻝

㻝㻟㻜 㻟 状 器 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻞 㻜㻚㻤 㻠㻚㻟 自然面の残る剥片 㻞㻞㻣㻟 㻝㻟㻜㻙㻟

㻝㻟㻜 㻠 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻠 㻜㻚㻢 㻝㻚㻠 自然面の残る剥片 㻞㻟㻤㻣㻚㻝 㼀㻝㻡

㻝㻟㻜 㻡 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅰ-1 㻠㻞㻟 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻝 㻝㻚㻝 㻡㻚㻣 自然面の残る剥片 㻝㻟㻟㻜 㻡㻤㻣

㻝㻟㻜 㻢 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻜 㻜㻚㻤 㻟㻚㻠 原石 㼅㻝 㼀㻞㻝

㻝㻟㻜 㻣 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻞㻚㻜 剥片 㻞㻞㻣㻠 㻡㻥㻜

㻝㻟㻜 㻤 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻢 㻝㻚㻝 㻤㻚㻥 原石 㻞㻞㻝㻠 㻝㻟㻜㻙㻤

㻝㻟㻜 㻥 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻡 㻜㻚㻥 㻞㻚㻥 自然面の残る剥片 㻟㻟㻝㻢 㻡㻥㻢

㻝㻟㻜 㻝㻜 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻟 㻜㻚㻤 㻞㻚㻟 剥片 㻟㻝㻠㻥㻚㻝 㼀㻟㻡

㻝㻟㻜 㻝㻝 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻣 㻜㻚㻣 㻞㻚㻡 両極剥片 㼎㻚㻣㻚㻢㻚㻢 㻠㻝㻡

㻝㻟㻜 㻝㻞 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-3 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻥 㻝㻚㻤 㻝㻜㻚㻞 自然面の残る剥片 㻞㻠㻞㻢 㼀㻝㻝

㻝㻟㻜 㻝㻟 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻥 㻝㻚㻥 両極 㻟㻝㻟㻤 㻡㻥㻞

㻝㻟㻜 㻝㻠 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻝 㻜㻚㻠 㻜㻚㻢 剥片 㻝㻞㻟㻝 㻝㻟㻜㻙㻝㻠

㻝㻟㻜 㻝㻡 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅰ-0 㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻣 㻜㻚㻤 㻡㻚㻠 自然面の残る剥片 㻝㻞㻞㻥 㼀㻞㻡

㻝㻟㻜 㻝㻢 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-1 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻠 㻜㻚㻣 㻝㻚㻡 剥片 㼅㻞 㻝㻝㻠

㻝㻟㻜 㻝㻣 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻤 㻜㻚㻢 㻞㻚㻞 剥片 㻟㻝㻟㻝㻚㻝 㻝㻟㻜㻙㻝㻣

㻝㻟㻜 㻝㻤 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻟㻚㻜 㻝㻚㻜 㻥㻚㻠 自然面の残る剥片 㻟㻝㻟㻝 㻟㻞㻞

㻝㻟㻝 㻝 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻟 㻜㻚㻢 㻠㻚㻟 原石 㻟㻝㻡㻜㻚㻞 㼀㻝㻠

㻝㻟㻝 㻞 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻞㻚㻜 㻜㻚㻥 㻡㻚㻞 自然面の残る剥片 㻟㻟㻞㻟 㼀㻝㻢

㻝㻟㻝 㻟 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻞㻚㻢 自然面の残る剥片 㻟㻟㻡㻟 㻟㻡㻣

㻝㻟㻝 㻠 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻜 Ⅲ-0 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻞㻚㻜 㻜㻚㻤 㻠㻚㻞 自然面の残る剥片 㻟㻝㻥㻤 㻟㻞㻢

㻝㻟㻝 㻡 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅱ-3 㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻞㻚㻢 㻜㻚㻥 㻠㻚㻟 両極剥片 㻝㻟㻢㻠 㻝㻟㻝㻙㻡

㻝㻟㻝 㻢 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻟㻝 Ⅱ-3 㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻟 㻜㻚㻡 㻞㻚㻣 剥片 㻝㻟㻢㻟 㻝㻟㻝㻙㻢

㻝㻟㻝 㻣 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻝㻚㻢 原石 㻟㻟㻞㻡 㼀㻝㻥

㻝㻟㻝 㻤 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻟㻜 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻣 㻜㻚㻣 㻞㻚㻥 剥片 㻞㻞㻝㻟 㻟㻡㻜

㻝㻟㻝 㻥 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻞㻚㻠 両極剥片 㻞㻞㻜㻠 㻝㻟㻝㻙㻥

㻝㻟㻝 㻝㻜 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅱ-1 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻥 㻠㻚㻝 両極剥片 㻞㻟㻥㻝 㻝㻟㻝㻙㻝㻜

㻝㻟㻝 㻝㻝 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻝㻚㻥 自然面の残る剥片 㻞㻞㻜㻟 㻡㻤㻥

㻝㻟㻝 㻝㻞 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻞 㻜㻚㻢 㻞㻚㻣 剥片 㻞㻞㻜㻤 㻤㻠

㻝㻟㻝 㻝㻟 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻟㻚㻜 自然面の残る剥片 㻟㻝㻝㻥 㻟㻡㻞

㻝㻟㻝 㻝㻠 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻣 㻜㻚㻤 自然面の残る剥片 㻟㻝㻟㻟㻚㻞 㻟㻡㻠

㻝㻟㻝 㻝㻡 状 器 不明 Ⅲ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻞㻚㻠 㻜㻚㻣 㻡㻚㻞 原石 㻟㻞㻤㻠 㻟㻡㻡

㻝㻟㻝 㻝㻢 状 器 不明 Ⅲ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻥 㻜㻚㻥 㻞㻚㻣 自然面の残る剥片 㻟㻞㻤㻡 㻡㻥㻡

㻝㻟㻝 㻝㻣 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻠 㻝㻚㻝 㻥㻚㻜 原石 㻟㻟㻢㻞 㻟㻡㻤

㻝㻟㻝 㻝㻤 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻠 㻜㻚㻠 㻝㻚㻣 原石 㻞㻞㻣㻤 㼀㻞㻥

㻝㻟㻞 㻝 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻣 㻜㻚㻥 㻟㻚㻟 両極剥片 㼎㻚㻤㻚㻝㻡㻚㻣 㻟㻠㻟

㻝㻟㻞 㻞 状 器 不明 Ⅲ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻤 㻝㻚㻞 㻣㻚㻥 自然面の残る剥片 㻟㻞㻤㻟 㻞㻞㻞

㻝㻟㻞 㻟 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻜 㻝㻚㻜 㻢㻚㻡 自然面の残る剥片 㼎㻚㻤㻚㻝㻞㻚㻡 㻠㻞㻣

㻝㻟㻞 㻠 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅲ-3 㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻠 㻜㻚㻢 㻞㻚㻣 自然面の残る剥片 㻟㻟㻠㻢 㻟㻟㻝

㻝㻟㻞 㻡 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 不明 㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻢 㻝㻚㻝 㻡㻚㻜 剥片 㻝㻞㻟㻜 㼀㻥

㻝㻟㻞 㻢 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻤㻜 㻞㻚㻣 㻞㻚㻞 㻝㻚㻟 㻢㻚㻟 剥片 㻟㻝㻠㻤㻚㻝 㻥㻤

㻝㻟㻞 㻣 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻤 㻝㻚㻞 㻝㻜㻚㻜 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-027 㻟㻝㻠㻤㻚㻞 㼀㻝㻣

㻝㻟㻞 㻤 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻟㻜 Ⅲ-0 㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻜 㻝㻚㻜 㻠㻚㻣 原石 㻟㻝㻝㻤 㻝㻟㻞㻙㻤

㻝㻟㻞 㻥 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-2 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻢 㻜㻚㻥 㻠㻚㻣 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-020 㻞㻟㻥㻟 㻥㻝

㻝㻟㻞 㻝㻜 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻥 㻜㻚㻥 㻞㻚㻢 両極剥片 原産地推定THI1-01 㻞㻞㻜㻡 㻤㻟

㻝㻟㻞 㻝㻝 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻞㻚㻡 剥片 原産地推定THI1-018 㻞㻟㻣㻢 㻤㻤

㻝㻟㻞 㻝㻞 状 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻤 㻜㻚㻥 㻟㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-024 㻟㻝㻞㻢 㻞㻝㻥

㻝㻟㻞 㻝㻟 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻜 㻜㻚㻡 㻞㻚㻟 両極剥片 㼅㻟 㻝㻝㻡

㻝㻟㻞 㻝㻠 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻡 㻜㻚㻣 㻝㻚㻥 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-019 㻞㻟㻣㻥 㻝㻟㻞㻙㻝㻠

㻝㻟㻞 㻝㻡 状 器 㻢㻤㻚㻢㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻞㻚㻞 㻜㻚㻢 㻟㻚㻞 原石 原産地推定THI1-028 㻟㻝㻣㻠 㻝㻜㻜

㻝㻟㻞 㻝㻢 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻜 㻜㻚㻤 㻡㻚㻝 剥片 㻟㻝㻢㻟 㻝㻟㻞㻙㻝㻢

㻝㻟㻞 㻝㻣 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-3 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻝㻚㻡 自然面の残る剥片 㻟㻝㻝㻣 㻝㻟㻞㻙㻝㻣

㻝㻟㻞 㻝㻤 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-3 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻞 㻜㻚㻢 㻟㻚㻡 原石 原産地推定THI1-023 㻟㻝㻝㻡 㼀㻝㻞

㻝㻟㻞 㻝㻥 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ- 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻞 㻝㻚㻜 㻠㻚㻣 両極剥片 原産地推定THI1-031 㻟㻞㻣㻣 㼀㻝㻤

㻝㻟㻞 㻞㻜 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 㻞㻚㻣 㻞㻚㻟 㻝㻚㻜 㻢㻚㻢 両極剥片 㻞㻟㻤㻤 㻤㻥

㻝㻟㻟 㻝 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻝 㻜㻚㻤 㻟㻚㻠 自然面の残る剥片 㻞㻟㻣㻡 㻡㻥㻝

㻝㻟㻟 㻞 状 器 不明 Ⅱ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻝 㻜㻚㻡 㻞㻚㻝 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻝㻜㻚㻠 㻟㻠㻤

㻝㻟㻟 㻟 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻞㻚㻝 両極剥片 㻟㻝㻥㻝 㻡㻥㻠

㻝㻟㻟 㻠 状 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻞㻚㻝 両極剥片 㻟㻝㻤㻥 㻝㻟㻟㻙㻠

㻝㻟㻟 㻡 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅳ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻞 㻝㻚㻤 㻟㻚㻤 原石 㻠㻟㻜 㻝㻟㻟㻙㻡

㻝㻟㻟 㻢 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻞㻚㻟 㻝㻚㻝 㻠㻚㻣 両極剥片 㻟㻝㻢㻡 㻝㻟㻟㻙㻢

㻝㻟㻟 㻣 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻞 Ⅰ 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻞㻚㻠 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻣㻚㻣 㻟㻟㻠

㻝㻟㻟 㻤 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻥 㻜㻚㻣 㻞㻚㻣 両極剥片 㻞㻠㻜㻥 㻟㻡㻝

㻝㻟㻟 㻥 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻤 㻝㻚㻠 㻤㻚㻤 自然面の残る剥片 㻟㻞㻤㻤 㻟㻡㻢

㻝㻟㻟 㻝㻜 状 器 㻫㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻢 㻝㻚㻣 原石 㻟㻝㻤㻟 㻡㻥㻟

㻝㻟㻟 㻝㻝 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻞㻚㻤 㻜㻚㻥 㻝㻜㻚㻝 自然面の残る剥片 㻟㻟㻡㻥 㼀㻠㻝

㻝㻟㻟 㻝㻞 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻞 Ⅰ 10- 30　 黒曜石 㻟㻚㻝 㻞㻚㻞 㻜㻚㻤 㻠㻚㻡 自然面の残る剥片 㻝㻟㻠㻝 㻟㻠㻥

㻝㻟㻟 㻝㻟 状 器 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻫 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻥 㻜㻚㻥 㻟㻚㻡 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻞㻚㻤 㼀㻡㻣

㻝㻟㻟 㻝㻠 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻟㻚㻜 剥片 㻟㻝㻣㻤 㻝㻜㻝

㻝㻟㻟 㻝㻡 状 器 不明 不明 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻥 㻜㻚㻣 㻟㻚㻠 自然面の残る剥片 㻝㻟㻟㻠 㻡㻤㻤

㻝㻟㻟 㻝㻢 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-1 㻡㻟㻡 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻢 㻞㻚㻤 剥片 㻞㻠㻝㻠 㻝㻟㻟㻙㻝㻢

㻝㻟㻟 㻝㻣 状 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅳ-1 㻡㻡㻜㻙㻡㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻣 㻜㻚㻡 㻞㻚㻞 両極剥片 㻠㻞㻤 㻟㻜㻣

㻝㻟㻟 㻝㻤 状 器 不明 不明 黒曜石 㻝㻚㻥 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻝㻚㻤 自然面の残る剥片 㻝㻝㻟 㻡㻤㻢

㻝㻟㻠 㻝 石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻝㻚㻜 㻜㻚㻟 㻝㻚㻜 自然面の残る剥片 㻟㻝㻞㻤 㼀㻡

㻝㻟㻠 㻞 石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻟 㻜㻚㻠 㻜㻚㻤 剥片 㻝㻝㻥㻤 㻝㻟㻠㻙㻞

㻝㻟㻠 㻟 石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻡㻚㻟 㻞㻚㻡 㻜㻚㻢 㻤㻚㻢 原石 㻟㻞㻤㻣 㼀㻣

㻝㻟㻠 㻠 石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻝㻚㻥 原石 㻞㻞㻢㻠 㻞㻤

付表2　剥片石器観察表 ⑶
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻟㻠 㻡 石 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻢 㻞㻚㻥 㻝㻚㻜 㻣㻚㻥 剥片 㻞㻟㻣㻤 㻝㻟㻠㻙㻡

㻝㻟㻠 㻢 石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-3 㻟㻢㻜㻙㻟㻤㻜 黒曜石 㻠㻚㻞 㻞㻚㻤 㻜㻚㻤 㻡㻚㻣 自然面の残る剥片 㻞㻞㻡㻡 㻢㻟㻞

㻝㻟㻠 㻣 長両面 石器 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅱ 㻟㻢㻜㻙㻟㻣㻜 㻠㻚㻡 㻝㻚㻣 㻜㻚㻤 㻢㻚㻡 剥片 㻞㻝㻠㻣 㻝㻤㻡

㻝㻟㻠 㻤 長両面 石器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻠㻚㻤 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻠㻚㻥 自然面の残る剥片 㻞㻜㻡㻝㻟 㼀㻤

㻝㻟㻠 㻥 長両面 石器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅰ拡-0 㻡㻞㻜 㻡㻚㻞 㻝㻚㻥 㻜㻚㻣 㻢㻚㻜 原石 㻝㻞㻠㻝 㻝㻤㻟

㻝㻟㻠 㻝㻜 長両面 石器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 黒曜石 㻡㻚㻝 㻝㻚㻥 㻜㻚㻤 㻣㻚㻥 原石 㻞㻠㻞㻟 㼀㻠

㻝㻟㻡 㻝 の る剥片 不明 Ⅱ 㻤㻡 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻡 㻝㻚㻝 㻠㻚㻝 自然面の残る剥片 㼍㻚㻜㻚㻝㻥㻚㻝 㻠㻝㻣

㻝㻟㻡 㻞 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 㻞㻜㻣 黒曜石 㻟㻚㻜 㻤㻚㻝 㻝㻚㻞 㻤㻚㻢 自然面の残る剥片 㼍㻚㻜㻚㻟㻣㻚㻢 㻠㻟㻥

㻝㻟㻡 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻥 黒曜石 㻟㻚㻟 㻞㻚㻞 㻜㻚㻥 㻠㻚㻢 両極剥片 㻞㻞㻡 㻣㻡

㻝㻟㻡 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻥 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻡 㻝㻚㻝 㻡㻚㻟 自然面の残る剥片 㼍㻚㻞㻚㻟㻚㻝㻝 㻠㻞㻞

㻝㻟㻡 㻡 レ - 不明 Ⅰ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻝㻚㻣 剥片 原産地推定THI1-039 㼍㻚㻜㻚㻝㻠㻚㻟㻟 㻞㻟㻤

㻝㻟㻡 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻞㻚㻡 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-017 㻞㻞㻢㻢 㻤㻢

㻝㻟㻡 㻣 レ - 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻝 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 剥片 原産地推定THI1-043 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻝 㻞㻞㻥

㻝㻟㻡 㻤 レ - 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻥 㻟㻚㻢 㻝㻚㻞 㻝㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 3 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻜 㻞㻟㻞

㻝㻟㻡 㻥 レ - 不明 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻠 㻜㻚㻤 㻞㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-08 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻝㻟 㻞㻣㻥

㻝㻟㻡 㻝㻜 レ - 不明 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻥 㻠㻚㻞 両極剥片 原産地推定THI1-090 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻞㻣 㻞㻤㻝

㻝㻟㻡 㻝㻝 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻟㻚㻝 㻜㻚㻥 㻡㻚㻣 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-044 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻞 㻞㻟㻜

㻝㻟㻡 㻝㻞 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻠 㻝㻚㻟 㻟㻚㻥 両極剥片 原産地推定THI1-04 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻟 㻞㻟㻝

㻝㻟㻡 㻝㻟 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻞㻚㻡 㻝㻚㻠 㻡㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-088 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻞 㻞㻟㻟

㻝㻟㻡 㻝㻠 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻝 㻜㻚㻤 㻟㻚㻥 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-084 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻝㻞 㻞㻣㻤

㻝㻟㻡 㻝㻡 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻠 㻝㻚㻝 㻠㻚㻡 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-089 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻞㻠 㻞㻤㻜

㻝㻟㻡 㻝㻢 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻡 㻜㻚㻠 㻞㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-091 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻟㻟 㻞㻤㻞

㻝㻟㻡 㻝㻣 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻞㻚㻥 㻝㻚㻜 㻝㻜㻚㻢 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 0 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻤 㻝㻟㻢

㻝㻟㻡 㻝㻤 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻞㻚㻟 㻜㻚㻢 㻜㻚㻟 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 2 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞 㻝㻟㻤

㻝㻟㻡 㻝㻥 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻜㻚㻥 㻝㻚㻣 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 8 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻡 㻞㻡㻤

㻝㻟㻡 㻞㻜 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻥 㻜㻚㻠 㻝㻚㻝 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-07 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻠㻟 㻞㻣㻟

㻝㻟㻢 㻝 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻞㻠㻙㻞㻞㻥 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻞 㻜㻚㻤 㻟㻚㻡 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-123 㼍㻚㻟㻚㻠㻚㻞㻝 㻞㻠㻡

㻝㻟㻢 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻞㻠㻙㻞㻞㻥 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻡 㻜㻚㻡 㻞㻚㻝 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-12 㼍㻚㻟㻚㻡㻚㻝㻜 㻞㻠㻢

㻝㻟㻢 㻟 の る剥片 㻫㻛㻤㻛㻝㻢 Ⅲ 㻞㻞㻢 黒曜石 㻞㻚㻝 㻠㻚㻥 㻜㻚㻥 㻣㻚㻜 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-09 㼍㻚㻜㻚㻠㻝㻚㻝 㻞㻟㻡

㻝㻟㻢 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻢 Ⅲ 㻞㻞㻢 黒曜石 㻟㻚㻜 㻟㻚㻡 㻜㻚㻣 㻢㻚㻞 剥片 原産地推定THI1-02 㻟㻝㻟㻢㻚㻝 㻥㻢

㻝㻟㻢 㻡 レ 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻢 Ⅲ 㻞㻞㻢 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻢 㻜㻚㻣 㻟㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-02 㻟㻝㻟㻢㻚㻞 㻞㻞㻜

㻝㻟㻢 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅱ 㻞㻞㻤 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻝㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-10 㼍㻚㻞㻚㻠㻚㻤 㻞㻟㻥

㻝㻟㻢 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅱ 㻞㻞㻤 黒曜石 㻝㻚㻤 㻜㻚㻠 㻝㻚㻜 㻞㻚㻥 剥片 原産地推定THI1-102 㼍㻚㻞㻚㻠㻚㻞㻞 㻞㻠㻝

㻝㻟㻢 㻤 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅱ 㻞㻞㻤 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻟 㻜㻚㻥 㻟㻚㻜 剥片 原産地推定THI1-104 㼍㻚㻞㻚㻠㻚㻟㻞 㻝㻞㻡

㻝㻟㻢 㻥 の る剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻟㻚㻜 㻜㻚㻥 㻞㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-098 㼍㻚㻜㻚㻠㻞㻚㻝㻡 㻞㻟㻣

㻝㻟㻢 㻝㻜 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻥 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-114 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻟㻣 㻝㻞㻣

㻝㻟㻢 㻝㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻤 㻞㻚㻣 剥片 原産地推定THI1-121 㼍㻚㻞㻚㻣㻚㻝 㻞㻠㻟

㻝㻟㻢 㻝㻞 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻤 㻜㻚㻢 㻞㻚㻡 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-122 㼍㻚㻞㻚㻣㻚㻟 㻞㻠㻠

㻝㻟㻢 㻝㻟 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻟㻚㻞 㻜㻚㻥 㻢㻚㻡 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-111 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻞㻟 㻞㻤㻢

㻝㻟㻢 㻝㻠 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻡 㻝㻚㻝 剥片 原産地推定THI1-113 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻟㻢 㻞㻤㻤

㻝㻟㻢 㻝㻡 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻥 㻜㻚㻠 㻜㻚㻥 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-11 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻠㻡 㻞㻤㻥

㻝㻟㻢 㻝㻢 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻝㻚㻝 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 剥片 原産地推定THI1-118・両極 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻡㻠 㻞㻥㻝

㻝㻟㻢 㻝㻣 レ 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻟㻡 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻝 㻜㻚㻣 㻟㻚㻞 両極剥片 㻝㻤㻢 㻣㻟

㻝㻟㻢 㻝㻤 の る剥片 不明 Ⅰ 㻞㻠㻜 黒曜石 㻠㻚㻞 㻞㻚㻣 㻜㻚㻤 㻣㻚㻡 自然面の残る剥片 㼍㻚㻜㻚㻝㻤㻚㻢 㻠㻟㻤

㻝㻟㻢 㻝㻥 レ 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻟 㻜㻚㻡 㻞㻚㻣 自然面の残る剥片 㻞㻞㻞㻤㻚㻝 㻢㻝㻡

㻝㻟㻢 㻞㻜 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻞 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 㻞㻞㻞㻤㻚㻞 㻢㻝㻢

㻝㻟㻣 㻝 レ 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻢 㻟㻚㻜 㻜㻚㻣 㻡㻚㻜 剥片 㻟㻟㻝㻡 㻢㻞㻤

㻝㻟㻣 㻞 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻠㻜 黒曜石 㻡㻚㻝 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻡㻚㻤 自然面の残る剥片 㻟㻟㻝㻠 㻡㻣㻣

㻝㻟㻣 㻟 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅰ 㻞㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻞㻚㻤 㻜㻚㻤 㻢㻚㻞 剥片 㻝㻥㻞 㻝㻣㻥

㻝㻟㻣 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻡㻜㻙㻞㻡㻡 黒曜石 㻞㻚㻞 㻠㻚㻠 㻜㻚㻥 㻣㻚㻟 自然面の残る剥片 㻟㻝㻞㻡 㻡㻣㻢

㻝㻟㻣 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻡㻥 黒曜石 㻣㻚㻥 㻟㻚㻠 㻜㻚㻥 㻟㻠㻚㻠 剥片 㻞㻡㻣 㻝㻤㻜

㻝㻟㻣 㻢 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅱ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻝㻚㻥 自然面の残る剥片 㻞㻞㻠㻠 㻢㻝㻤

㻝㻟㻣 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻢 㻞㻚㻣 剥片 㻟㻟㻝㻤 㻟㻞㻤

㻝㻟㻣 㻤 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻞㻚㻢 自然面の残る剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻟㻚㻞㻡 㻠㻠㻟

㻝㻟㻣 㻥 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻣 㻟㻚㻠 㻝㻚㻝 㻥㻚㻡 自然面の残る剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻟㻚㻟㻟 㻠㻠㻠

㻝㻟㻣 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻞㻚㻢 㻜㻚㻥 㻢㻚㻟 自然面の残る剥片 㼍㻚㻝㻝㻚㻝㻚㻟 㻠㻣㻠

㻝㻟㻣 㻝㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅱ 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻟㻚㻜 㻜㻚㻤 㻤㻚㻤 原石 㻞㻠㻟㻝 㼀㻟㻞

㻝㻟㻣 㻝㻞 レ - 㻫㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ ル 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻜 㻜㻚㻡 㻝㻚㻢 自然面の残る剥片 㼍㻚㻜㻚㻟㻢㻚㻟㻞 㻠㻞㻜

㻝㻟㻣 㻝㻟 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻠 㻜㻚㻥 㻞㻚㻣 両極剥片 両極 㻟㻟㻡㻠 㻞㻝㻜

㻝㻟㻣 㻝㻠 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-1 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻤 㻜㻚㻢 㻡㻚㻠 自然面の残る剥片 㻟㻟㻟㻡 㼀㻠㻥

㻝㻟㻤 㻝 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻥 㻜㻚㻡 㻝㻚㻝 剥片 㻞㻠㻟㻞 㻡㻣㻡

㻝㻟㻤 㻞 レ 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅱ-2 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻟㻚㻜 㻜㻚㻤 㻡㻚㻡 剥片 両極剥片 㻞㻞㻞㻠 㻢㻝㻠

㻝㻟㻤 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻠㻚㻡 㻝㻚㻜 㻝㻢㻚㻞 自然面の残る剥片 㻟㻟㻟㻠 㻡㻣㻤

㻝㻟㻤 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻤 Ⅲ-2 㻟㻟㻞 黒曜石 㻠㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻢 㻟㻚㻝 自然面の残る剥片 㻟㻝㻠㻝 㻝㻥㻥

㻝㻟㻤 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻝㻚㻥 㻜㻚㻣 㻟㻚㻡 自然面の残る剥片 㻞㻝㻠㻤 㻡㻢㻣

㻝㻟㻤 㻢 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 330-340　 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻟 㻜㻚㻢 㻞㻚㻝 両極剥片 㻟㻟㻡㻢 㻞㻝㻝

㻝㻟㻤 㻣 レ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅲ 㻟㻣㻡 黒曜石 㻢㻚㻜 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻢㻚㻡 自然面の残る剥片 㻟㻝㻟㻣 㼀㻢

㻝㻟㻤 㻤 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ- 㻟㻤㻡 黒曜石 㻞㻚㻢 㻟㻚㻡 㻜㻚㻣 㻡㻚㻢 自然面の残る剥片 㻟㻝㻠㻢 㼀㻠㻢

㻝㻟㻤 㻥 レ 㻝㻥㻢㻥㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-3 㻟㻤㻡㻙㻟㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻝㻚㻟 㻜㻚㻢 㻞㻚㻟 原石 㻞㻞㻡㻞 㻢㻞㻜

㻝㻟㻤 㻝㻜 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ奥 㻟㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻟㻚㻟 㻜㻚㻡 㻞㻚㻥 自然面の残る剥片 㻞㻞㻝㻝 㻡㻢㻤

㻝㻟㻤 㻝㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻢 㻟㻚㻝 㻝㻚㻠 㻝㻡㻚㻜 両極剥片 㼍㻚㻣㻚㻣㻚㻥 㼀㻠㻟

㻝㻟㻤 㻝㻞 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻞㻚㻟 㻜㻚㻢 㻠㻚㻣 自然面の残る剥片 㻞㻞㻜㻥 㻟㻝㻠

㻝㻟㻤 㻝㻟 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻡 㻞㻚㻞 自然面の残る剥片 㻞㻞㻜㻥㻚㻞 㻢㻜㻥

㻝㻟㻤 㻝㻠 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻠 㻜㻚㻣 㻠㻚㻥 自然面の残る剥片 㻟㻟㻟㻤 㻟㻟㻜

㻝㻟㻤 㻝㻡 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-2 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻢 㻞㻚㻡 㻜㻚㻤 㻤㻚㻞 自然面の残る剥片 㻟㻝㻠㻡 㻥㻣

㻝㻟㻤 㻝㻢 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ奥 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 黒曜石 㻢㻚㻟 㻟㻚㻝 㻝㻚㻝 㻝㻢㻚㻝 原石 㻞㻞㻝㻡 㻝㻤㻣

㻝㻟㻤 㻝㻣 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻠㻜㻜㻙㻠㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻜 㻜㻚㻣 㻟㻚㻝 両極剥片 㻞㻞㻝㻢 㼀㻝㻜

㻝㻟㻥 㻝 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻠㻝㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻞㻚㻞 㻝㻚㻜 㻣㻚㻜 自然面の残る剥片 㻞㻝㻜㻣 㼀㻞㻜

付表2　剥片石器観察表 ⑷
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻟㻥 㻞 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-3 㻠㻝㻜㻙㻠㻞㻜 黒曜石 㻠㻚㻡 㻟㻚㻞 㻜㻚㻣 㻢㻚㻣 自然面の残る剥片 㻞㻞㻝㻤 㻝㻤㻤

㻝㻟㻥 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻠㻝㻡 黒曜石 㻞㻚㻝 㻞㻚㻥 㻜㻚㻢 㻟㻚㻜 自然面の残る剥片 㻞㻞㻞㻢 㻡㻢㻥

㻝㻟㻥 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 黒曜石 㻟㻚㻣 㻝㻚㻞 㻜㻚㻥 㻟㻚㻝 自然面の残る剥片 㻞㻞㻠㻢 㼀㻞㻣

㻝㻟㻥 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻞㻚㻟 㻜㻚㻠 㻝㻚㻟 剥片 㻞㻟㻥㻡 㻟㻝㻥

㻝㻟㻥 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻞㻚㻝 㻜㻚㻢 㻞㻚㻤 剥片 㼎㻚㻢㻚㻟㻚㻝 㼀㻡㻜

㻝㻟㻥 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 黒曜石 㻢㻚㻠 㻞㻚㻞 㻜㻚㻢 㻥㻚㻤 原石 㻞㻞㻞㻜㻚㻞 㻝㻤㻥

㻝㻟㻥 㻤 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻞㻚㻟 㻜㻚㻥 㻠㻚㻜 原石 㼎㻚㻢㻚㻝㻥㻚㻡 㻟㻠㻝

㻝㻟㻥 㻥 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻞㻚㻞 㻝㻚㻝 㻤㻚㻝 両極剥片 両極 㻞㻞㻣㻞 㻡㻣㻝

㻝㻟㻥 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻣 㻜㻚㻡 㻞㻚㻞 剥片 㼎㻚㻢㻚㻝㻠㻚㻞 㻟㻠㻜

㻝㻟㻥 㻝㻝 レ 不明 Ⅱ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻤 㻜㻚㻥 㻞㻚㻣 自然面の残る剥片 㼎㻚㻣㻚㻣㻚㻠 㻠㻠㻥

㻝㻟㻥 㻝㻞 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-0 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻠㻚㻞 㻝㻚㻤 㻜㻚㻠 㻟㻚㻠 原石 㻟㻝㻠㻣㻚㻝 㼀㻟㻟

㻝㻟㻥 㻝㻟 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅲ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻝㻚㻠 㻜㻚㻥 㻟㻚㻡 自然面の残る剥片 㼎㻚㻞㻚㻝㻚㻝 㻠㻞㻢

㻝㻟㻥 㻝㻠 レ 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻝㻚㻡 㻜㻚㻣 㻞㻚㻝 剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻣㻚㻠 㻟㻟㻢

㻝㻟㻥 㻝㻡 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻠㻚㻝 㻞㻚㻞 㻝㻚㻤 㻢㻚㻢 剥片 㻟㻟㻢㻜 㻡㻣㻥

㻝㻟㻥 㻝㻢 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻠㻚㻟 原石 㻞㻟㻤㻥 㻥㻜

㻝㻠㻜 㻝 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻢 㻝㻚㻠 㻜㻚㻡 㻞㻚㻞 原石 㻞㻞㻟㻤 㻝㻠㻜㻙㻝

㻝㻠㻜 㻞 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻠㻚㻤 㻝㻚㻡 㻜㻚㻡 㻠㻚㻤 自然面の残る剥片 㻞㻞㻡㻠 㻝㻥㻝

㻝㻠㻜 㻟 の る剥片 不明 Ⅲ-0 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻡㻚㻝 㻞㻚㻥 㻜㻚㻥 㻝㻝㻚㻢 原石 㼎㻚㻣㻚㻝㻞㻚㻝 㻠㻡㻝

㻝㻠㻜 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 原石 㼎㻚㻣㻚㻢㻚㻣 㻠㻝㻢

㻝㻠㻜 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻟㻚㻥 㻝㻚㻝 㻝㻜㻚㻢 剥片 㻟㻝㻞㻟 㼀㻝㻟

㻝㻠㻜 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻣 㻝㻚㻠 㻜㻚㻢 㻞㻚㻠 原石 㻟㻟㻞㻣 㻝㻠㻜㻙㻢

㻝㻠㻜 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻟㻚㻞 㻜㻚㻢 㻠㻚㻤 剥片 㻟㻝㻞㻠 㻥㻡

㻝㻠㻜 㻤 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻞㻚㻞 㻜㻚㻠 㻟㻚㻜 剥片 㻟㻟㻞㻜 㻟㻞㻥

㻝㻠㻜 㻥 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻠㻚㻜 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻠㻚㻣 両極剥片 㻟㻟㻞㻞 㻝㻠㻜㻙㻥

㻝㻠㻜 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅰ-0 㻠㻡㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻜 㻝㻚㻜 㻞㻚㻣 剥片 両極 㼎㻚㻢㻚㻢㻚㻡 㻠㻟㻠

㻝㻠㻜 㻝㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅰ-0 㻠㻡㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 両極剥片 㼎㻚㻢㻚㻢㻚㻞㻥 㻠㻟㻡

㻝㻠㻜 㻝㻞 レ - 不明 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻢 㻜㻚㻢 㻞㻚㻠 原石 㼎㻚㻢㻚㻝㻞㻚㻣 㻟㻟㻥

㻝㻠㻜 㻝㻟 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻠 㻜㻚㻣 㻟㻚㻠 自然面の残る剥片 㼎㻚㻢㻚㻡㻚㻝 㻠㻡㻜

㻝㻠㻜 㻝㻠 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻡 㻜㻚㻣 㻞㻚㻡 剥片 㻞㻟㻥㻥 㻝㻥㻠

㻝㻠㻜 㻝㻡 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻝㻚㻡 㻜㻚㻤 㻟㻚㻟 剥片 㻟㻝㻠㻟㻚㻝 㻟㻞㻠

㻝㻠㻜 㻝㻢 の る剥片 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻠 㻜㻚㻣 㻞㻚㻤 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻜㻚㻟 㻠㻠㻣

㻝㻠㻝 㻝 の る剥片 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻠㻚㻜 㻝㻚㻞 㻜㻚㻡 㻞㻚㻝 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻜㻚㻢 㻠㻠㻤

㻝㻠㻝 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-2 㻠㻡㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻥 㻠㻚㻟 原石 㻞㻞㻞㻣 㻝㻥㻜

㻝㻠㻝 㻟 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-2 㻠㻡㻡㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻟㻚㻢 㻝㻚㻣 㻜㻚㻡 㻞㻚㻢 自然面の残る剥片 㻞㻞㻠㻝 㻢㻝㻣

㻝㻠㻝 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-0 㻠㻡㻤㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻟㻚㻜 㻝㻚㻜 㻤㻚㻜 自然面の残る剥片 㻞㻞㻜㻢 㻟㻝㻟

㻝㻠㻝 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅰ-0 㻠㻢㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻡 㻝㻚㻜 㻠㻚㻢 原石 㻝㻞㻟㻠㻚㻝 㻟㻜㻥

㻝㻠㻝 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅰ-0 㻠㻢㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻤 㻟㻚㻞 両極剥片 㻝㻞㻟㻠㻚㻞 㻟㻝㻜

㻝㻠㻝 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻡 㻜㻚㻤 㻢㻚㻤 自然面の残る剥片 㻞㻞㻟㻜㻚㻝 㻞㻝㻣

㻝㻠㻝 㻤 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻤 㻟㻚㻣 両極剥片 㻞㻞㻢㻡 㻟㻝㻤

㻝㻠㻝 㻥 レ 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅱ-3 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻞㻚㻤 自然面の残る剥片 㻞㻠㻝㻣 㻢㻞㻠

㻝㻠㻝 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻟㻚㻟 㻝㻚㻣 㻣㻚㻝 自然面の残る剥片 㻟㻝㻟㻝㻚㻞 㻟㻡㻟

㻝㻠㻝 㻝㻝 レ 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻤㻡 黒曜石 㻞㻚㻣 㻟㻚㻢 㻜㻚㻡 㻡㻚㻝 剥片 㻟㻝㻟㻞 㻝㻥㻤

㻝㻠㻝 㻝㻞 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-3 㻠㻢㻡 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻥 㻜㻚㻣 㻠㻚㻟 剥片 㻞㻞㻝㻞 㻢㻝㻜

㻝㻠㻝 㻝㻟 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻜 Ⅲ-0 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻠㻚㻥 㻝㻚㻠 㻝㻚㻜 㻡㻚㻠 自然面の残る剥片 㻟㻝㻥㻢 㼀㻟㻤

㻝㻠㻝 㻝㻠 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻜 Ⅲ-0 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻝㻚㻟 㻝㻚㻝 㻟㻚㻟 両極剥片 㻟㻝㻥㻣 㻝㻠㻝㻙㻝㻠

㻝㻠㻝 㻝㻡 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-0 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻟㻚㻡 㻜㻚㻤 㻣㻚㻜 自然面の残る剥片 㻟㻟㻟㻜 㼀㻠㻤

㻝㻠㻝 㻝㻢 の る剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻜 Ⅲ-0 㻠㻢㻡㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻢㻚㻜 㻝㻚㻤 㻜㻚㻤 㻢㻚㻜 剥片 㻟㻝㻥㻡 㻞㻜㻟

㻝㻠㻝 㻝㻣 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅰ-3 㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻟㻚㻤 剥片 㻝㻟㻢㻞 㻤㻝

㻝㻠㻝 㻝㻤 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻞㻚㻡 㻜㻚㻡 㻝㻚㻠 剥片 㼎㻚㻣㻚㻥㻚㻡 㻟㻠㻞

㻝㻠㻞 㻝 レ 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻟㻚㻞 剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻣㻚㻞 㻝㻠㻞㻙㻝

㻝㻠㻞 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻠 㻞㻚㻢 㻜㻚㻢 㻡㻚㻢 自然面の残る剥片 㻞㻞㻢㻜 㻟㻝㻢

㻝㻠㻞 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻞㻚㻣 㻜㻚㻢 㻞㻚㻢 自然面の残る剥片 㻞㻞㻢㻝 㻟㻝㻣

㻝㻠㻞 㻠 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻟㻚㻟 㻜㻚㻡 㻟㻚㻞 原石 㻞㻟㻣㻠 㻠㻣㻝

㻝㻠㻞 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻟㻚㻝 原石 㻟㻝㻠㻜㻚㻝 㻝㻠㻞㻙㻡

㻝㻠㻞 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻤 㻜㻚㻥 㻠㻚㻞 自然面の残る剥片 㻟㻝㻟㻟 㻝㻠㻞㻙㻢

㻝㻠㻞 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻤 㻜㻚㻥 㻠㻚㻠 原石 㻟㻝㻠㻜㻚㻞 㻟㻞㻟

㻝㻠㻞 㻤 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ拡-1 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻞 㻜㻚㻣 㻞㻚㻣 自然面の残る剥片 㻝㻟㻟㻝 㻣㻤

㻝㻠㻞 㻥 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻞㻚㻣 両極剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻠㻚㻟 㻟㻟㻡

㻝㻠㻞 㻝㻜 レ 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻠 Ⅰ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻥 㻜㻚㻥 㻡㻚㻝 両極剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻥㻚㻞 㻠㻡㻢

㻝㻠㻞 㻝㻝 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅰ-3 㻠㻣㻡㻙㻠㻤㻡 黒曜石 㻠㻚㻜 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻠㻚㻡 剥片 㻝㻟㻡㻤 㻤㻜

㻝㻠㻞 㻝㻞 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻣 㻞㻚㻝 㻜㻚㻤 㻠㻚㻥 自然面の残る剥片 㻟㻝㻠㻤㻚㻟 㼀㻟㻠

㻝㻠㻞 㻝㻟 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ拡-0 㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻤 原石 原産地推定THI1-014 㻝㻞㻟㻣㻚㻝 㻞㻝㻢

㻝㻠㻞 㻝㻠 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ拡-0 㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻟 㻜㻚㻢 㻞㻚㻜 自然面の残る剥片 㻝㻞㻟㻣㻚㻞 㻟㻝㻝

㻝㻠㻞 㻝㻡 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻢 㻟㻚㻟 自然面の残る剥片 㻝㻞㻟㻤㻚㻝 㻢㻜㻤

㻝㻠㻞 㻝㻢 レ 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻠 Ⅰ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻤 㻜㻚㻡 㻟㻚㻣 原石 原産地推定THI1-128 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻚㻞 㻝㻟㻟

㻝㻠㻞 㻝㻣 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻞㻚㻟 㻜㻚㻣 㻞㻚㻜 自然面の残る剥片 㻞㻞㻜㻡 㻟㻝㻞

㻝㻠㻟 㻝 の る剥片 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 両極剥片 原産地推定THI1-13 㼎㻚㻤㻚㻝㻣㻚㻠 㻞㻥㻤

㻝㻠㻟 㻞 の る剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻢 㻝㻚㻟 㻜㻚㻤 㻟㻚㻝 自然面の残る剥片 㻞㻞㻝㻣㻚㻝 㻢㻝㻝

㻝㻠㻟 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻝㻚㻣 㻜㻚㻥 㻠㻚㻝 自然面の残る剥片 㻟㻟㻜㻟 㻝㻜㻟

㻝㻠㻟 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻟㻚㻜 㻜㻚㻣 㻟㻚㻟 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-033 㻟㻟㻜㻡 㻝㻜㻠

㻝㻠㻟 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻟㻚㻝 㻜㻚㻠 㻟㻚㻥 剥片 㻟㻝㻞㻣 㻝㻥㻣

㻝㻠㻟 㻢 の る剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻞㻚㻝 㻜㻚㻤 㻝㻚㻡 自然面の残る剥片 㻞㻞㻝㻣㻚㻞 㻢㻝㻞

㻝㻠㻟 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ拡-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻡 㻝㻚㻜 㻡㻚㻝 剥片 原産地推定THI1-01 㻝㻞㻟㻤㻚㻞 㻣㻣

㻝㻠㻟 㻤 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻟㻚㻡 原石 㻞㻞㻤㻜 㻡㻣㻞

㻝㻠㻟 㻥 レ 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻞 㻜㻚㻣 㻟㻚㻟 剥片 原産地推定THI1-129 㼎㻚㻤㻚㻝㻠㻚㻝㻜 㻞㻥㻠

㻝㻠㻟 㻝㻜 レ 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻠㻚㻠 㻟㻚㻞 㻝㻚㻜 㻝㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-133 㼎㻚㻤㻚㻝㻠㻚㻡 㻝㻠㻣

㻝㻠㻟 㻝㻝 レ 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻣 㻜㻚㻤 㻟㻚㻠 両極剥片 原産地推定THI1-131 㼎㻚㻤㻚㻝㻠㻚㻝㻞 㻞㻥㻢

㻝㻠㻟 㻝㻞 レ 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠㻫 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻠 㻜㻚㻣 㻠㻚㻣 剥片 㻞㻟㻤㻠㻚㻞 㻢㻞㻟
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻠㻟 㻝㻟 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻥 㻠㻚㻠 両極剥片 㻞㻟㻤㻝 㻝㻥㻞

㻝㻠㻟 㻝㻠 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻠 㻝㻚㻜 㻠㻚㻝 両極剥片 㻞㻟㻣㻣 㻞㻝㻤

㻝㻠㻟 㻝㻡 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻤 㻟㻚㻡 両極剥片 原産地推定THI1-022 㻞㻠㻞㻤 㻥㻠

㻝㻠㻟 㻝㻢 レ - 㻫㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻟 㻜㻚㻣 㻞㻚㻣 剥片 原産地推定THI1-021 㻞㻟㻥㻣 㻥㻞

㻝㻠㻟 㻝㻣 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻥 㻜㻚㻡 㻝㻚㻤 両極剥片 㻞㻞㻡㻤 㻟㻝㻡

㻝㻠㻟 㻝㻤 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻟 㻝㻚㻟 剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻥㻚㻢 㻠㻟㻝

㻝㻠㻠 㻝 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻥 㻝㻚㻜 㻟㻚㻠 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻥㻚㻥 㻠㻟㻞

㻝㻠㻠 㻞 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻥 㻜㻚㻤 㻟㻚㻢 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-030 㻟㻝㻤㻜 㻝㻜㻞

㻝㻠㻠 㻟 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻟 㻝㻚㻜 㻞㻚㻟 両極剥片 原産地推定THI1-029 㻟㻝㻣㻥 㻞㻞㻝

㻝㻠㻠 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻞㻚㻡 㻜㻚㻤 㻠㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-034 㻟㻟㻜㻣 㻞㻞㻠

㻝㻠㻠 㻡 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻤 㻜㻚㻤 㻟㻚㻤 自然面の残る剥片 㻟㻝㻢㻟 㼀㻠㻣

㻝㻠㻠 㻢 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻡 㻜㻚㻤 㻞㻚㻜 両極剥片 両極 㼎㻚㻝㻜㻚㻠㻚㻝 㼀㻡㻢

㻝㻠㻠 㻣 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻥 㻞㻚㻡 両極剥片 原産地推定THI1-148 㼎㻚㻥㻚㻝㻟㻚㻣 㻞㻡㻜

㻝㻠㻠 㻤 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅰ-2 㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻟 㻜㻚㻢 㻟㻚㻡 自然面の残る剥片 㻝㻟㻠㻞 㻣㻥

㻝㻠㻠 㻥 レ 不明 Ⅰ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻝㻚㻝 㻜㻚㻢 㻞㻚㻝 両極剥片 㻝㻟㻣㻠 㼀㻞㻢

㻝㻠㻠 㻝㻜 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻝 㻜㻚㻠 㻝㻚㻟 原石 㻞㻟㻥㻞 㻝㻥㻟

㻝㻠㻠 㻝㻝 レ - 不明 Ⅱ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻞㻚㻟 㻜㻚㻢 㻝㻚㻡 剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻝㻜㻚㻝㻟 㻟㻠㻣

㻝㻠㻠 㻝㻞 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻞 㻜㻚㻢 㻞㻚㻠 原石 㼎㻚㻥㻚㻝㻜㻚㻢 㻟㻠㻠

㻝㻠㻠 㻝㻟 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻢 㻜㻚㻢 㻜㻚㻤 剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻜㻚㻥 㻟㻠㻡

㻝㻠㻠 㻝㻠 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻟㻚㻝 㻜㻚㻥 㻢㻚㻜 剥片 㻟㻝㻣㻝 㼀㻟㻣

㻝㻠㻠 㻝㻡 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻤 㻜㻚㻥 㻟㻚㻢 原石 㻟㻟㻠㻥 㻟㻟㻞

㻝㻠㻠 㻝㻢 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻜 㻜㻚㻣 㻞㻚㻥 両極剥片 両極 㼎㻚㻥㻚㻝㻥㻚㻝 㼀㻡㻡

㻝㻠㻠 㻝㻣 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻝 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 原石 㼎㻚㻥㻚㻝㻥㻚㻠 㻠㻡㻞

㻝㻠㻠 㻝㻤 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻞㻚㻠 㻜㻚㻤 㻡㻚㻠 剥片 㻞㻠㻝㻟 㻥㻟

㻝㻠㻡 㻝 の る剥片 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅰ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻞㻚㻟 原石 㼎㻚㻝㻝㻚㻞㻚㻠 㻠㻜㻤

㻝㻠㻡 㻞 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻡㻝㻢 黒曜石 㻠㻚㻣 㻞㻚㻢 㻝㻚㻜 㻤㻚㻤 剥片 㻞㻠㻝㻝 㻝㻥㻡

㻝㻠㻡 㻟 レ 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻞 Ⅰ 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻞㻚㻜 㻜㻚㻠 㻞㻚㻝 原石 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻣㻚㻠 㻟㻤㻣

㻝㻠㻡 㻠 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻣 㻟㻚㻡 自然面の残る剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻤㻚㻟 㻠㻞㻥

㻝㻠㻡 㻡 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻡㻚㻡 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻢㻚㻠 原石 㻟㻞㻤㻜 㻞㻜㻠

㻝㻠㻡 㻢 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-0 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻞㻚㻢 㻜㻚㻤 㻣㻚㻝 自然面の残る剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻤㻚㻝 㻟㻥㻜

㻝㻠㻡 㻣 レ - 不明 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻥 㻜㻚㻡 㻠㻚㻡 剥片 㻟㻟㻠㻡 㻝㻜㻣

㻝㻠㻡 㻤 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻟㻚㻠 㻜㻚㻥 㻥㻚㻣 両極剥片 㻟㻝㻡㻤 㻞㻜㻞

㻝㻠㻡 㻥 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅲ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻡㻚㻞 㻞㻚㻣 㻜㻚㻤 㻥㻚㻥 原石 㻟㻟㻠㻟 㻞㻜㻤

㻝㻠㻡 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻞㻚㻢 㻜㻚㻢 㻞㻚㻝 原石 㼎㻚㻥㻚㻝㻞㻚㻝㻥 㻟㻠㻢

㻝㻠㻡 㻝㻝 レ - 不明 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻢 㻝㻚㻣 両極剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻞㻚㻤 㼀㻡㻠

㻝㻠㻡 㻝㻞 レ 不明 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻤 㻜㻚㻢 㻡㻚㻜 自然面の残る剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻞㻚㻣 㻟㻤㻥

㻝㻠㻡 㻝㻟 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻞 Ⅰ 㻡㻝㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻠㻚㻜 㻝㻚㻤 㻢㻚㻣 自然面の残る剥片 㻝㻟㻢㻝 㻡㻢㻡

㻝㻠㻢 㻝 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅳ-0 㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻟 㻞㻚㻡 㻜㻚㻢 㻠㻚㻢 剥片 㻠㻞㻡 㻝㻠㻢㻙㻝

㻝㻠㻢 㻞 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅲ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻠㻚㻡 㻞㻚㻥 㻝㻚㻝 㻝㻝㻚㻤 剥片 両極 㻟㻞㻤㻢 㼀㻠㻜

㻝㻠㻢 㻟 レ 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻟 Ⅰ-1 㻡㻞㻝 黒曜石 㻞㻚㻥 㻟㻚㻢 㻜㻚㻢 㻡㻚㻢 剥片 㻝㻟㻡㻣 㻝㻤㻠

㻝㻠㻢 㻠 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻡㻞㻟 黒曜石 㻟㻚㻞 㻟㻚㻠 㻝㻚㻜 㻣㻚㻟 剥片 㻞㻠㻜㻣 㼀㻟㻜

㻝㻠㻢 㻡 レ - 不明 Ⅱ-1 㻡㻟㻜 黒曜石 㻢㻚㻜 㻟㻚㻥 㻜㻚㻟 㻞㻣㻚㻜 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻢㻚㻝 㼀㻡㻤

㻝㻠㻢 㻢 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅱ- 㻡㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻞㻚㻝 自然面の残る剥片 㻞㻠㻟㻟 㻟㻞㻝

㻝㻠㻢 㻣 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-1 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻞㻚㻜 㻝㻚㻢 㻞㻚㻤 剥片 㻞㻠㻝㻞 㻟㻞㻜

㻝㻠㻢 㻤 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅲ-2 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻝㻚㻝 㻜㻚㻣 㻞㻚㻝 原石 㻟㻟㻣㻣 㻟㻟㻟

㻝㻠㻢 㻥 レ 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻝㻥 Ⅲ-1 㻡㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻞㻚㻢 㻜㻚㻣 㻠㻚㻟 剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻝㻚㻝 㻠㻠㻢

㻝㻠㻢 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅳ-1 㻡㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻟 㻜㻚㻣 㻝㻚㻥 両極 㻠㻟㻞 㻟㻜㻤

㻝㻠㻢 㻝㻝 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅲ-2 㻡㻠㻜㻙㻡㻡㻜 黒曜石 㻠㻚㻥 㻞㻚㻡 㻜㻚㻥 㻤㻚㻟 剥片 㻟㻟㻜㻞 㻞㻜㻡

㻝㻠㻣 㻝 レ - 不明 Ⅲ-1 不明 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻠 㻝㻚㻟 㻤㻚㻠 剥片 㻟㻝㻥㻥 㻟㻞㻣

㻝㻠㻣 㻞 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻥 奥の院 不明 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻞㻚㻢 剥片 㻟㻝㻢㻥 㻟㻞㻡

㻝㻠㻣 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻣 不明 不明 黒曜石 㻟㻚㻥 㻡㻚㻥 㻝㻚㻞 㻝㻣㻚㻥 自然面の残る剥片 㻝㻝㻞 㻡㻡㻡

㻝㻠㻣 㻠 レ - 不明 不明 不明 黒曜石 㻡㻚㻢 㻟㻚㻠 㻜㻚㻥 㻝㻡㻚㻜 剥片 㻞㻜㻠㻞㻡 㻞㻝㻠

㻝㻠㻤 㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻟㻡 㻞㻚㻠 㻟㻚㻣 㻜㻚㻤 㻤㻚㻥 剥片 㻟㻢 㻢㻜㻟

㻝㻠㻤 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅰ拡-1 㻝㻝㻜 㻞㻚㻤 㻟㻚㻤 㻜㻚㻤 㻣㻚㻣 剥片 㻝㻝㻣㻞 㻡㻢㻠

㻝㻠㻤 㻟 レ 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻟㻜㻙㻝㻡㻜 㻠㻚㻥 㻟㻚㻡 㻝㻚㻤 㻝㻤㻚㻟 剥片 㻝㻟㻡 㻝㻣㻣

㻝㻠㻤 㻠 の る剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻟㻜㻙㻝㻡㻜 㻟㻚㻜 㻝㻚㻤 㻜㻚㻣 㻟㻚㻣 剥片 㼍㻚㻝㻚㻣㻚㻤 㻠㻞㻝

㻝㻠㻤 㻡 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅰ拡-1 㻝㻟㻡㻙㻝㻡㻜 㻝㻚㻣 㻠㻚㻞 㻜㻚㻤 㻡㻚㻢 原石 㼍㻚㻣㻚㻢㻚㻞 㻠㻣㻟

㻝㻠㻤 㻢 レ - 㻢㻡㻚㻝㻞㻫 不明 㻝㻡㻟 㻠㻚㻟 㻡㻚㻠 㻝㻚㻤 㻟㻢㻚㻤 自然面の残る剥片 㻟㻡 㻝㻝㻜

㻝㻠㻤 㻣 の る剥片 不明 不明 㻝㻡㻟 㻞㻚㻣 㻟㻚㻤 㻜㻚㻤 㻝㻜㻚㻣 剥片 㻟㻟 㻢㻜㻞

㻝㻠㻤 㻤 レ - 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻡㻢 㻞㻚㻥 㻝㻚㻥 㻝㻚㻜 㻡㻚㻞 剥片 㻝㻞㻞 㻡㻡㻣

㻝㻠㻤 㻥 レ - 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻣 Ⅰ 㻝㻢㻜 㻠㻚㻡 㻠㻚㻜 㻝㻚㻜 㻝㻤㻚㻡 剥片 㻝㻞㻡 㻝㻝㻞

㻝㻠㻤 㻝㻜 の る剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻣 Ⅰ 㻝㻣㻡 㻡㻚㻠 㻞㻚㻞 㻜㻚㻥 㻝㻜㻚㻝 剥片 㻝㻟㻟 㻝㻣㻢

㻝㻠㻤 㻝㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻣㻡 㻠㻚㻡 㻟㻚㻟 㻜㻚㻢 㻝㻞㻚㻠 自然面の残る剥片 㻝㻞㻤 㻢㻜㻠

㻝㻠㻥 㻝 レ 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 㻝㻣㻟 㻞㻚㻥 㻡㻚㻜 㻜㻚㻢 㻝㻞㻚㻟 自然面の残る剥片 㻞㻟 㻢㻜㻝

㻝㻠㻥 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅰ 㻝㻥㻜 㻡㻚㻝 㻞㻚㻤 㻜㻚㻥 㻥㻚㻞 剥片 㻝㻝㻠㻢 㻡㻢㻟

㻝㻠㻥 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻝㻟 不明 㻞㻜㻟 㻢㻚㻤 㻠㻚㻜 㻜㻚㻥 㻞㻝㻚㻣 剥片 㻣㻜 㻝㻝㻝

㻝㻠㻥 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻥 㻠㻚㻝 㻠㻚㻠 㻝㻚㻞 㻝㻥㻚㻢 剥片 㻞㻡 㻡㻡㻟

㻝㻠㻥 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻟㻜 㻟㻚㻝 㻡㻚㻣 㻝㻚㻡 㻞㻢㻚㻢 自然面の残る剥片 㻝㻝㻟㻝 㻝㻝㻟

㻝㻠㻥 㻢 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻢㻠 㻞㻚㻣 㻞㻚㻞 㻜㻚㻡 㻠㻚㻣 剥片 㻞㻣㻝㻚㻝 㻢㻞㻣

㻝㻠㻥 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻞㻡㻡㻙㻞㻢㻜 㻠㻚㻞 㻠㻚㻢 㻝㻚㻜 㻝㻥㻚㻡 自然面の残る剥片 㻟㻟㻝㻥 㻝㻜㻡

㻝㻠㻥 㻤 レ 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 㻞㻚㻢 㻟㻚㻡 㻜㻚㻤 㻡㻚㻢 剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻟㻚㻞 㻠㻠㻝

㻝㻠㻥 㻥 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 㻝㻚㻥 㻟㻚㻣 㻜㻚㻡 㻠㻚㻜 剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻟㻚㻟 㻠㻠㻞

㻝㻠㻥 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ-1 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 㻞㻚㻥 㻠㻚㻠 㻜㻚㻥 㻝㻜㻚㻞 剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻠㻚㻝 㻠㻞㻠

㻝㻡㻜 㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ-1 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 㻞㻚㻢 㻞㻚㻣 㻜㻚㻡 㻟㻚㻠 剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻠㻚㻞 㻢㻞㻡

㻝㻡㻜 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅱ-1 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 㻟㻚㻢 㻟㻚㻣 㻜㻚㻣 㻝㻝㻚㻞 剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻢㻚㻝㻠 㻠㻞㻡

㻝㻡㻜 㻟 レ 㻫㻛㻤㻛㻞㻜 Ⅲ 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 㻞㻚㻤 㻟㻚㻝 㻜㻚㻢 㻢㻚㻞 剥片 㼍㻚㻜㻚㻠㻚㻝 㻡㻤㻠

㻝㻡㻜 㻠 レ - 㻫㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ ル 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 㻟㻚㻤 㻞㻚㻞 㻝㻚㻜 㻥㻚㻞 両極 㼍㻚㻜㻚㻟㻢㻚㻡 㻠㻝㻤

㻝㻡㻜 㻡 レ - 㻫㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ ル 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 㻟㻚㻣 㻠㻚㻜 㻜㻚㻞 㻝㻣㻚㻜 剥片 㼍㻚㻜㻚㻟㻢㻚㻝㻜 㻠㻝㻥

付表2　剥片石器観察表 ⑹
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻡㻜 㻢 の る剥片 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 㻟㻚㻡 㻡㻚㻜 㻝㻚㻠 㻟㻜㻚㻝 自然面の残る剥片 㻟㻟㻢㻠 㻝㻜㻥

㻝㻡㻜 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-3 㻟㻝㻜㻙㻟㻟㻜 㻠㻚㻜 㻞㻚㻤 㻝㻚㻝 㻝㻠㻚㻝 剥片 㻟㻟㻠㻝 㻞㻜㻣

㻝㻡㻜 㻤 の る剥片 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 㻞㻚㻤 㻞㻚㻡 㻝㻚㻜 㻡㻚㻡 剥片 㼍㻚㻡㻚㻡㻚㻝㻝 㻠㻡㻟

㻝㻡㻜 㻥 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅲ 㻟㻢㻜㻙㻟㻣㻜 㻠㻚㻞 㻟㻚㻥 㻝㻚㻜 㻝㻤㻚㻢 自然面の残る剥片 㻟㻟㻠㻜 㻞㻜㻢

㻝㻡㻜 㻝㻜 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻞㻜 Ⅲ-2 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 㻡㻚㻜 㻟㻚㻝 㻝㻚㻢 㻞㻜㻚㻤 両極剥片 㼍㻚㻟㻚㻞㻟㻚㻟 㻠㻟㻟

㻝㻡㻝 㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ奥 㻟㻤㻡㻙㻟㻥㻜 㻢㻚㻟 㻠㻚㻟 㻝㻚㻡 㻟㻞㻚㻠 自然面の残る剥片 㻞㻞㻣㻥 㻤㻣

㻝㻡㻝 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 㻟㻚㻜 㻟㻚㻤 㻜㻚㻡 㻢㻚㻠 原石 㻞㻞㻟㻡 㻡㻣㻜

㻝㻡㻝 㻟 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 㻞㻚㻤 㻝㻚㻝 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 㼎㻚㻣㻚㻞㻚㻞㻝 㻟㻤㻤

㻝㻡㻝 㻠 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 㻟㻚㻥 㻝㻚㻥 㻜㻚㻣 㻡㻚㻞 剥片 㻟㻝㻡㻝 㻥㻥

㻝㻡㻝 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 㻝㻚㻠 㻝㻚㻥 㻜㻚㻡 㻝㻚㻣 剥片 㼎㻚㻞㻚㻝㻚㻠 㻟㻟㻤

㻝㻡㻝 㻢 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻟㻡㻙㻠㻠㻜 㻟㻚㻞 㻟㻚㻣 㻜㻚㻠 㻠㻚㻥 自然面の残る剥片 㻞㻞㻝㻜 㻝㻤㻢

㻝㻡㻝 㻣 レ - 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻣㻜 㻞㻚㻤 㻠㻚㻠 㻜㻚㻣 㻝㻝㻚㻝 自然面の残る剥片 㻟㻟㻞㻠 㻝㻜㻢

㻝㻡㻝 㻤 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻠 Ⅰ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻥㻜 㻝㻚㻥 㻞㻚㻣 㻜㻚㻥 㻡㻚㻡 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻥㻚㻝 㻟㻟㻣

㻝㻡㻝 㻥 の る剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻤㻜 㻟㻚㻢 㻝㻚㻟 㻜㻚㻣 㻟㻚㻝 剥片 㻟㻝㻠㻤㻚㻠 㻞㻜㻜

㻝㻡㻝 㻝㻜 の る剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 㻟㻚㻟 㻞㻚㻥 㻜㻚㻤 㻢㻚㻢 剥片 㼎㻚㻜㻚㻞㻚㻥 㻠㻠㻡

㻝㻡㻝 㻝㻝 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 㻠㻚㻝 㻟㻚㻞 㻜㻚㻢 㻣㻚㻥 剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻢㻚㻝 㻠㻞㻤

㻝㻡㻝 㻝㻞 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅱ-0 㻡㻝㻜 㻞㻚㻟 㻟㻚㻞 㻜㻚㻡 㻟㻚㻠 剥片 㻞㻠㻝㻡 㻡㻣㻠

㻝㻡㻝 㻝㻟 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 㻝㻚㻤 㻞㻚㻞 㻜㻚㻥 㻟㻚㻡 自然面の残る剥片 㻟㻟㻠㻠 㻞㻜㻥

㻝㻡㻝 㻝㻠 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅱ-0 㻡㻞㻡 㻟㻚㻜 㻠㻚㻜 㻜㻚㻣 㻣㻚㻣 剥片 㻞㻠㻜㻢 㻡㻣㻟

㻝㻡㻞 㻝 レ 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥 不明 㻡㻚㻜 㻟㻚㻡 㻝㻚㻞 㻞㻥㻚㻟 剥片 㻟㻟㻢㻟 㻞㻝㻞

㻝㻡㻞 㻞 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 不明 㻟㻚㻥 㻞㻚㻠 㻜㻚㻥 㻤㻚㻟 両極剥片 㻝㻝㻜㻚㻞 㻡㻡㻠

㻝㻡㻞 㻟 レ - 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 不明 㻟㻚㻢 㻞㻚㻡 㻜㻚㻣 㻡㻚㻠 剥片 㻝㻝㻜㻚㻝 㻟㻜㻢

㻝㻡㻞 㻠 レ 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻟 Ⅰ 配石 㻞㻚㻥 㻟㻚㻥 㻝㻚㻝 㻝㻞㻚㻜 剥片 㻝㻝㻣㻟 㻢㻜㻣

㻝㻡㻞 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 不明 㻞㻚㻢 㻞㻚㻣 㻜㻚㻣 㻡㻚㻝 両極剥片 器 㻞㻡㻢 㻡㻢㻜

㻝㻡㻞 㻢 レ - 㻫㻛㻡㻛㻝㻡 不明 不明 㻟㻚㻡 㻞㻚㻥 㻝㻚㻞 㻝㻞㻚㻞 剥片 㻢㻞 㻝㻣㻡

㻝㻡㻞 㻣 レ 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻫 不明 不明 㻠㻚㻝 㻠㻚㻟 㻝㻚㻜 㻝㻡㻚㻠 剥片 㻣 㻡㻥㻤

㻝㻡㻞 㻤 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅱ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 㻟㻚㻥 㻞㻚㻣 㻜㻚㻢 㻡㻚㻠 剥片 㻞㻞㻠㻡 㻢㻝㻥

㻝㻡㻞 㻥 レ - 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻜㻠 ル ル 㻟㻚㻝 㻠㻚㻡 㻜㻚㻤 㻝㻜㻚㻜 剥片 㻝㻝㻡㻟 㻝㻤㻞

㻝㻡㻞 㻝㻜 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅰ 㻞㻡㻜 㻠㻚㻢 㻠㻚㻠 㻜㻚㻤 㻝㻢㻚㻤 自然面の残る剥片 㻝㻤㻟 㻝㻣㻤

㻝㻡㻟 㻝 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻡㻡㻙㻞㻢㻜 㻟㻚㻤 㻞㻚㻠 㻜㻚㻥 㻥㻚㻡 剥片 㼍㻚㻟㻚㻝㻜㻚㻟 㻠㻞㻟

㻝㻡㻟 㻞 レ - 㻝㻥㻣㻜㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ-0 㻠㻡㻜
下 石

㻠㻚㻜 㻢㻚㻜 㻜㻚㻣 㻞㻜㻚㻢 自然面の残る剥片 㻞㻞㻟㻠 㼀㻟

㻝㻡㻟 㻟 レ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-奥 㻟㻥㻜 㻝㻚㻤 㻟㻚㻟 㻜㻚㻡 㻞㻚㻥 自然面の残る剥片 㻞㻞㻝㻝 㻤㻡

㻝㻡㻟 㻠 レ - 不明 不明 不明 㻞㻚㻞 㻟㻚㻤 㻜㻚㻣 㻡㻚㻣 自然面の残る剥片 㻣㻞㻚㻝 㻟㻜㻡

㻝㻡㻟 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-2 㻟㻥㻡 㻠㻚㻟 㻟㻚㻢 㻝㻚㻟 㻞㻞㻚㻜 両極剥片 㻟㻝㻡㻡 㻞㻜㻝

㻝㻡㻟 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-0 㻠㻣㻡 㻡㻚㻥 㻟㻚㻞 㻜㻚㻥 㻝㻣㻚㻢 両極剥片 㻟㻝㻝㻠 㻝㻥㻢

㻝㻡㻠 㻝 両極剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻥 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻞㻚㻜 両極剥片 両極 㻞㻠㻞㻡 㼀㻟㻝

㻝㻡㻠 㻞 両極剥片 不明 Ⅰ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻟 㻜㻚㻢 㻝㻚㻞 両極剥片 原産地推定THI1-041・ 両極 㼍㻚㻜㻚㻝㻠㻚㻠㻞 㻞㻞㻣

㻝㻡㻠 㻟 両極剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻟 㻜㻚㻣 両極剥片 原産地推定THI1-077 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻠㻠 㻞㻣㻠

㻝㻡㻠 㻠 両極剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻤 㻜㻚㻤 㻞㻚㻟 両極剥片 原産地推定THI1-081・残 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻣 㻝㻠㻠

㻝㻡㻠 㻡 両極剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻜㻚㻥 㻝㻚㻟 㻞㻚㻡 両極剥片 原産地推定THI1-087 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻝㻡 㻞㻟㻠

㻝㻡㻠 㻢 両極剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅱ 㻞㻞㻤 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻥 㻜㻚㻤 㻞㻚㻡 両極剥片 原産地推定THI1-101 㼍㻚㻞㻚㻠㻚㻝㻤 㻞㻠㻜

㻝㻡㻠 㻣 両極剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 㻟㻚㻜 両極剥片 原産地推定THI1-099 㼍㻚㻜㻚㻠㻞㻚㻢 㻞㻟㻢

㻝㻡㻠 㻤 両極剥片 㻫㻛㻤㻛㻝㻡 Ⅱ 面図1 㻞㻟㻥 黒曜石 㻟㻚㻤 㻞㻚㻠 㻝㻚㻝 㻣㻚㻣 両極剥片 原産地推定THI1-092 㼍㻚㻜㻚㻟㻟㻚㻞 㻝㻝㻥

㻝㻡㻠 㻥 両極剥片 不明 Ⅰ 㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻠 㻜㻚㻤 㻠㻚㻥 両極剥片 両極 㼍㻚㻜㻚㻝㻤㻚㻞㻜 㻟㻢㻜

㻝㻡㻠 㻝㻜 両極剥片 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅱ-1 㻞㻣㻠㻙㻞㻥㻠 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻥 㻜㻚㻢 㻞㻚㻢 両極剥片 両極 㻞㻞㻣㻝 㻢㻞㻝

㻝㻡㻠 㻝㻝 両極剥片 㻫㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅱ 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻝㻚㻜 㻜㻚㻠 㻜㻚㻥 両極剥片 㻞㻞㻡㻟 㻠㻢㻥

㻝㻡㻠 㻝㻞 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-1 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻜㻚㻥 両極剥片 㻞㻞㻠㻜 㻠㻜㻝

㻝㻡㻠 㻝㻟 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻠 㻜㻚㻢 㻞㻚㻤 両極剥片 㼎㻚㻢㻚㻝㻝㻚㻡 㻠㻡㻥

㻝㻡㻠 㻝㻠 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-3 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 黒曜石 㻠㻚㻟 㻝㻚㻠 㻜㻚㻣 㻢㻚㻜 両極剥片 㻟㻝㻠㻥㻚㻞 㼀㻟㻢

㻝㻡㻠 㻝㻡 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-0 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻤 㻜㻚㻤 㻟㻚㻝 両極剥片 㼎㻚㻡㻚㻞㻚㻝 㻠㻡㻣

㻝㻡㻠 㻝㻢 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻜㻚㻢 㻜㻚㻡 㻝㻚㻤 両極剥片 㻟㻟㻞㻤 㻟㻥㻥

㻝㻡㻠 㻝㻣 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻞㻤 Ⅲ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻜 㻜㻚㻡 㻝㻚㻞 両極剥片 㼎㻚㻣㻚㻝㻣㻚㻞 㻠㻢㻜

㻝㻡㻠 㻝㻤 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻞㻚㻜 㻜㻚㻣 㻞㻚㻠 両極剥片 両極 㻞㻞㻜㻣 㻟㻥㻞

㻝㻡㻠 㻝㻥 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻠 㻜㻚㻡 㻝㻚㻣 両極剥片 㻟㻝㻟㻤 㻟㻥㻟

㻝㻡㻠 㻞㻜 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻥 㻞㻚㻡 両極剥片 両極 㻟㻝㻠㻟㻚㻞 㻟㻥㻡

㻝㻡㻠 㻞㻝 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻞㻚㻜 両極剥片 両極 㻟㻝㻟㻥 㻟㻥㻠

㻝㻡㻠 㻞㻞 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 4 8 470 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻡 㻝㻚㻞 両極剥片 㻝㻝㻥㻣 㻟㻥㻝

㻝㻡㻠 㻞㻟 両極 片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻣㻜 黒曜石 㻠㻚㻞 㻝㻚㻟 㻜㻚㻣 㻞㻚㻠 両極剥片 㻟㻝㻠㻠 㻝㻡㻠㻙㻞㻟

㻝㻡㻠 㻞㻠 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻝㻚㻥 㻜㻚㻢 㻝㻚㻡 両極剥片 㼎㻚㻤㻚㻝㻡㻚㻡 㻙

㻝㻡㻠 㻞㻡 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻠 㻜㻚㻢 㻞㻚㻡 両極剥片 㼎㻚㻤㻚㻤㻚㻟 㻠㻢㻝

㻝㻡㻠 㻞㻢 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻟 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 両極剥片 原産地推定THI1-032 㻟㻟㻜㻠 㻞㻞㻟

㻝㻡㻡 㻝 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻠㻚㻠 㻝㻚㻟 㻝㻠㻚㻟 両極剥片 両極 㻞㻞㻞㻝 㻢㻝㻟

㻝㻡㻡 㻞 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻠 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻡 㻜㻚㻣 㻟㻚㻢 両極剥片 原産地推定THI1-127 㼎㻚㻝㻜㻚㻥㻚㻝㻜 㻝㻟㻞

㻝㻡㻡 㻟 両極剥片 㻝㻜㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻢 㻜㻚㻢 㻞㻚㻡 両極剥片 原産地推定THI1-149 㼎㻚㻥㻚㻝㻟㻚㻥 㻝㻡㻡㻙㻟

㻝㻡㻡 㻠 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻜㻚㻥 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 両極剥片 原産地推定THI1-14 㼎㻚㻥㻚㻝㻟㻚㻞 㻞㻠㻤

㻝㻡㻡 㻡 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻜 㻝㻚㻢 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 両極剥片 原産地推定THI1-147 㼎㻚㻥㻚㻝㻟㻚㻟 㻞㻠㻥

㻝㻡㻡 㻢 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-1 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻥 㻜㻚㻡 㻝㻚㻤 両極剥片 原産地推定THI1-14 ・ 両極 㼎㻚㻥㻚㻝㻟㻚㻝㻜 㻞㻡㻝

㻝㻡㻡 㻣 両極剥片 不明 Ⅰ拡-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻡 㻞㻚㻜 両極剥片 原産地推定THI1-1 0 㼎㻚㻥㻚㻡㻚㻝 㻞㻠㻣

㻝㻡㻡 㻤 両極剥片 不明 Ⅱ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻠 㻜㻚㻣 㻝㻚㻥 両極剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻝㻜㻚㻟 㻠㻡㻠

㻝㻡㻡 㻥 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻡 㻜㻚㻣 㻞㻚㻞 両極剥片 㻟㻝㻤㻠 㻟㻥㻢

㻝㻡㻡 㻝㻜 両極剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻡 㻜㻚㻢 㻝㻚㻝 両極剥片 㻟㻝㻥㻜 㻟㻥㻣

㻝㻡㻡 㻝㻝 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻟 㻜㻚㻡 㻝㻚㻝 両極剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻥㻚㻝㻜 㻠㻢㻞

㻝㻡㻡 㻝㻞 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻝 㻜㻚㻢 㻞㻚㻞 両極剥片 㼎㻚㻝㻜㻚㻝㻝㻚㻟 㻠㻡㻡

㻝㻡㻡 㻝㻟 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅱ-2 㻡㻟㻜㻙㻡㻠㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻥 㻜㻚㻢 㻝㻚㻟 両極剥片 両極 㼎㻚㻝㻜㻚㻣㻚㻤 㻠㻟㻜

㻝㻡㻡 㻝㻠 両極剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ-3 㻞㻞㻜 㻞㻚㻥 㻟㻚㻝 㻜㻚㻥 㻥㻚㻠 両極剥片 両極 㻝㻝㻟㻣 㻢㻜㻢

㻝㻡㻡 㻝㻡 両極剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅲ-1 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 㻞㻚㻥 㻟㻚㻝 㻜㻚㻢 㻡㻚㻟 両極剥片 㼍㻚㻟㻚㻞㻞㻚㻝 㻡㻤㻡

㻝㻡㻡 㻝㻢 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 㻞㻚㻢 㻞㻚㻡 㻝㻚㻜 㻣㻚㻞 両極剥片 㼎㻚㻢㻚㻝㻝㻚㻝 㻠㻡㻤

㻝㻡㻡 㻝㻣 両極剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-3 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 㻞㻚㻢 㻞㻚㻜 㻜㻚㻣 㻟㻚㻣 両極剥片 両極 㻟㻟㻞㻝 㻟㻥㻤

付表2　剥片石器観察表 ⑺
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻡㻡 㻝㻤 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻝㻚㻤 㻢㻚㻞 両極剥片 㼎㻚㻥㻚㻝㻣㻚㻝 㻠㻢㻟

㻝㻡㻡 㻝㻥 両極剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 㻞㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻢 㻞㻚㻝 両極剥片 両極 㻞㻟㻤㻟 㻠㻜㻞

㻝㻡㻢 㻝 原石 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻞㻞 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻞 㻜㻚㻜 㻠㻚㻜 原石 㼍㻚㻝㻚㻡㻚㻝 㻟㻢㻣

㻝㻡㻢 㻞 原石 㻫㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 㻞㻜㻣 黒曜石 㻞㻚㻠 㻜㻚㻠 㻝㻚㻝 㻟㻚㻜 原石 㼍㻚㻜㻚㻟㻣㻚㻣 㻠㻜㻟

㻝㻡㻢 㻟 原石 㻫㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 㻞㻜㻣 黒曜石 㻟㻚㻟 㻝㻚㻢 㻝㻚㻡 㻣㻚㻡 原石 㼍㻚㻜㻚㻟㻣㻚㻤 㻠㻜㻠

㻝㻡㻢 㻠 原石 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻝 㻜㻚㻡 㻞㻚㻝 原石 原産地推定THI1-042・ 剥 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻜 㻞㻞㻤

㻝㻡㻢 㻡 原石 㻫㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻥 㻟㻚㻜 原石 原産地推定THI1-037・ 剥 㼍㻚㻜㻚㻝㻞㻚㻞㻥 㻞㻞㻢

㻝㻡㻢 㻢 原石 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻝 㻜㻚㻤 㻝㻚㻤 原石 原産地推定THI1-117 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻡㻝 㻞㻠㻞

㻝㻡㻢 㻣 原石 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻠㻜㻙㻞㻠㻡 黒曜石 㻞㻚㻞 㻝㻚㻤 㻝㻚㻤 㻢㻚㻠 原石 㼍㻚㻟㻚㻢㻚㻝㻢 㻠㻜㻡

㻝㻡㻢 㻤 原石 㻝㻥㻣㻠㻛㻤㻛㻞㻞 Ⅰ-4 㻠㻝㻡㻙㻠㻞㻡 黒曜石 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻞㻚㻥 原石 㼎㻚㻝㻞㻚㻟㻚㻥 㻠㻝㻝

㻝㻡㻢 㻥 原石 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 （Ⅰ-1） 㻠㻞㻟 黒曜石 㻟㻚㻞 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻠㻚㻡 原石 㻝㻟㻟㻟 㼠㻠㻠

㻝㻡㻢 㻝㻜 原石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻠 㻜㻚㻢 㻟㻚㻜 原石 剥 㼎㻚㻣㻚㻢㻚㻡 㻢㻟㻜

㻝㻡㻢 㻝㻝 原石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻥 㻜㻚㻣 㻠㻚㻟 原石 極 剥 㼎㻚㻢㻚㻝㻜㻚㻝㻜 㼀㻡㻝

㻝㻡㻢 㻝㻞 原石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-0 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻠㻚㻡 㻝㻚㻡 㻜㻚㻡 㻟㻚㻡 原石 極 剥 㼎㻚㻣㻚㻝㻡㻚㻝 㼀㻡㻞

㻝㻡㻢 㻝㻟 原石 不明 Ⅱ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻟㻚㻡 原石 剥 㼎㻚㻤㻚㻝㻤㻚㻝 㻢㻟㻝

㻝㻡㻢 㻝㻠 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻟㻚㻢 原石 㼎㻚㻤㻚㻝㻚㻝 㼀㻡㻟

㻝㻡㻢 㻝㻡 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻟 㻜㻚㻣 㻠㻚㻡 原石 㻟㻞㻜㻜 㻝㻡㻢㻙㻝㻡

㻝㻡㻢 㻝㻢 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻠 㻜㻚㻤 㻢㻚㻤 原石 㼎㻚㻤㻚㻝㻝㻚㻞 㻝㻡㻢㻙㻝㻢

㻝㻡㻢 㻝㻣 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻞㻚㻜 㻜㻚㻥 㻡㻚㻠 原石 㼎㻚㻤㻚㻝㻡㻚㻝㻝 㻠㻝㻞

㻝㻡㻢 㻝㻤 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻠 㻜㻚㻥 㻟㻚㻤 原石 㼎㻚㻤㻚㻝㻡㻚㻞 㻠㻝㻟

㻝㻡㻣 㻝 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 奥 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻞㻚㻜 㻜㻚㻣 㻟㻚㻝 原石 剥 㼎㻚㻝㻝㻚㻠㻚㻝 㻠㻝㻜

㻝㻡㻣 㻞 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻠㻚㻞 㻞㻚㻝 㻜㻚㻡 㻠㻚㻟 原石 㻞㻞㻞㻡 㼀㻠㻡

㻝㻡㻣 㻟 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻠 㻞㻚㻝 㻜㻚㻤 㻡㻚㻜 原石 原産地推定THI1-142 㼎㻚㻤㻚㻤㻚㻠 㻟㻜㻟

㻝㻡㻣 㻠 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻤 㻜㻚㻢 㻞㻚㻞 原石 原産地推定THI1-138 㼎㻚㻤㻚㻝㻥㻚㻟 㻝㻟㻜

㻝㻡㻣 㻡 原石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻢 㻟㻚㻝 原石 原産地推定THI1-132 㼎㻚㻤㻚㻝㻠㻚㻠 㻝㻞㻥

㻝㻡㻣 㻢 原石 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻝㻚㻡 㻜㻚㻢 㻞㻚㻞 原石 原産地推定THI1-143 㼎㻚㻥㻚㻝㻝㻚㻝㻟 㻝㻟㻠

㻝㻡㻣 㻣 原石 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻫 Ⅰ-3 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻠 㻝㻚㻞 㻟㻚㻢 原石 㼎㻚㻝㻝㻚㻟㻚㻝 㻠㻜㻥

㻝㻡㻣 㻤 原石 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻫 Ⅰ-2 㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻞㻚㻝 㻜㻚㻥 㻠㻚㻡 原石 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻞㻚㻝 㻠㻜㻣

㻝㻡㻣 㻥 原石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻟㻚㻣 㻝㻚㻣 㻜㻚㻟 㻞㻚㻢 原石 㼎㻚㻝㻜㻚㻝㻝㻚㻝 㻠㻜㻢

㻝㻡㻤 㻝 残 㻫㻛㻝㻞㻛㻝㻢 奥 㻝㻝㻡 黒曜石 㻟㻚㻟 㻞㻚㻜 㻜㻚㻠 㻣㻚㻠 㼍㻚㻜㻚㻟㻤㻚㻞 㻟㻢㻝

㻝㻡㻤 㻞 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 㻝㻣㻤 黒曜石 㻠㻚㻞 㻟㻚㻜 㻝㻚㻠 㻝㻝㻚㻥 㻞㻞㻟 㻡㻡㻥

㻝㻡㻤 㻟 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅰ拡1 㻝㻤㻡 黒曜石 㻠㻚㻠 㻡㻚㻟 㻞㻚㻠 㻡㻜㻚㻡 㼍㻚㻟㻚㻞㻚㻥 㻝㻡㻤㻙㻟

㻝㻡㻤 㻠 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅰ拡1 㻝㻤㻡 黒曜石 㻠㻚㻠 㻠㻚㻢 㻝㻚㻞 㻞㻜㻚㻞 㼍㻚㻟㻚㻞㻚㻞㻡 㼀㻠㻞

㻝㻡㻤 㻡 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅰ 㻞㻜㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻢 㻝㻚㻜 㻤㻚㻞 㼍㻚㻜㻚㻤㻚㻥 㻟㻢㻢

㻝㻡㻤 㻢 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅲ 㻞㻜㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻟㻚㻠 㻜㻚㻤 㻠㻚㻠 㼍㻚㻜㻚㻣㻚㻞 㻟㻢㻡

㻝㻡㻤 㻣 残 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅰ拡 㻞㻜㻣 黒曜石 㻟㻚㻤 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻡㻚㻞 㼍㻚㻠㻚㻝㻣㻚㻢 㻟㻤㻠

㻝㻡㻤 㻤 残 㻝㻥㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻥 黒曜石 㻞㻚㻤 㻞㻚㻢 㻝㻚㻞 㻡㻚㻡 㼍㻚㻞㻚㻟㻚㻝㻟 㻠㻠㻜

㻝㻡㻤 㻥 残 㻝㻥㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻥 黒曜石 㻞㻚㻡 㻟㻚㻥 㻞㻚㻜 㻤㻚㻠 㼍㻚㻞㻚㻟㻚㻝㻤 㻟㻢㻤

㻝㻡㻥 㻝 残 不明 Ⅰ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻝㻚㻥 㻜㻚㻥 㻡㻚㻢 原産地推定THI1-038 㼍㻚㻜㻚㻝㻠㻚㻞㻜 㻝㻝㻢

㻝㻡㻥 㻞 残 不明 Ⅰ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻡 㻜㻚㻟 㻡㻚㻞 原産地推定THI1-040 㼍㻚㻜㻚㻝㻠㻚㻟㻤 㻝㻝㻣

㻝㻡㻥 㻟 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻞㻚㻤 㻝㻚㻜 㻤㻚㻝 原産地推定THI1-08 㼍㻚㻜㻚㻞㻠㻚㻝㻠 㻝㻝㻤

㻝㻡㻥 㻠 残 㻫㻛㻤㻛㻝㻢 Ⅲ 㻞㻞㻢 黒曜石 㻝㻚㻤 㻟㻚㻥 㻜㻚㻝 㻟㻚㻤 原産地推定THI1-09 ・ 㼍㻚㻜㻚㻠㻝㻚㻝㻜 㻝㻞㻞

㻝㻡㻥 㻡 残 㻫㻛㻤㻛㻝㻢 Ⅲ 㻞㻞㻢 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻤 㻝㻚㻜 㻠㻚㻥 原産地推定THI1-097 㼍㻚㻜㻚㻠㻝㻚㻠 㻝㻠㻡

㻝㻡㻥 㻢 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅱ 㻞㻞㻤 黒曜石 㻝㻚㻥 㻡㻚㻜 㻝㻚㻜 㻡㻚㻝 原産地推定THI1-10 㼍㻚㻞㻚㻠㻚㻢 㻝㻞㻠

㻝㻡㻥 㻣 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 Ⅱ 㻞㻞㻤 黒曜石 㻝㻚㻠 㻞㻚㻢 㻜㻚㻤 㻠㻚㻞 原産地推定THI1-103 㼍㻚㻞㻚㻠㻚㻟㻜 㻝㻠㻢

㻝㻡㻥 㻤 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻞㻠㻙㻞㻞㻥 黒曜石 㻞㻚㻝 㻟㻚㻡 㻝㻚㻣 㻥㻚㻜 原産地推定THI1-124 㼍㻚㻟㻚㻠㻚㻞㻟 㻝㻡㻥㻙㻤

㻝㻡㻥 㻥 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻟㻜 黒曜石 㻟㻚㻞 㻝㻚㻤 㻝㻚㻞 㻢㻚㻞 原産地推定THI1-100・ 㼍㻚㻜㻚㻠㻞㻚㻥 㻝㻞㻟

㻝㻡㻥 㻝㻜 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻟㻚㻤 㻝㻚㻝 㻣㻚㻡 原産地推定THI1-107 㼍㻚㻞㻚㻡㻚㻝 㻝㻞㻢

㻝㻢㻜 㻝 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ中央 㻞㻟㻜㻙㻞㻠㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻡 㻝㻚㻣 㻡㻚㻣 原産地推定THI1-093 㼍㻚㻜㻚㻟㻡㻚㻠 㻝㻞㻜

㻝㻢㻜 㻞 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ中央 㻞㻟㻜㻙㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻜 㻝㻚㻣 㻟㻚㻣 原産地推定THI1-094・両極剥片 㼍㻚㻜㻚㻟㻡㻚㻥 㻝㻞㻝

㻝㻢㻜 㻟 残 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻠 奥の院 㻞㻟㻜㻙㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻝 㻟㻚㻠 㻝㻚㻜 㻣㻚㻢 原産地推定THI1-03 㻟㻟㻡㻤 㻝㻜㻤

㻝㻢㻜 㻠 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻠㻚㻟 㻝㻚㻟 㻝㻟㻚㻠 㻝㻟㻣㻞 㻝㻢㻜㻙㻠

㻝㻢㻜 㻡 残 不明 Ⅰ 㻞㻠㻜 黒曜石 㻠㻚㻜 㻞㻚㻟 㻝㻚㻝 㻣㻚㻜 㼍㻚㻜㻚㻝㻤㻚㻝 㻠㻟㻣

㻝㻢㻜 㻢 残 㻝㻥㻣㻝㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻡㻚㻝 㻝㻚㻟 㻝㻡㻚㻝 㻝㻟㻣㻟 㻤㻞

㻝㻢㻜 㻣 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 240 黒曜石 㻟㻚㻠 㻞㻚㻟 㻜㻚㻤 㻠㻚㻥 㼍㻚㻜㻚㻠㻠㻚㻝㻝㻢 㻟㻢㻞

㻝㻢㻜 㻤 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 240 黒曜石 㻟㻚㻜 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻥㻚㻞 㼍㻚㻜㻚㻠㻠㻚㻥 㻟㻢㻟

㻝㻢㻜 㻥 残 㻫㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 240 黒曜石 㻝㻚㻣 㻞㻚㻟 㻝㻚㻞 㻞㻚㻡 㼍㻚㻜㻚㻠㻠㻚㻥㻠 㻟㻢㻠

㻝㻢㻜 㻝㻜 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻠㻜㻙㻞㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻝㻚㻠 㻝㻚㻝 㻡㻚㻢 素材剥片 さ 㼍㻚㻟㻚㻣㻚㻝㻤 㻟㻣㻣

㻝㻢㻜 㻝㻝 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻠㻜㻙㻞㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻝 㻟㻚㻜 㻝㻚㻤 㻤㻚㻣 㼍㻚㻟㻚㻣㻚㻞㻞 㻟㻣㻤

㻝㻢㻝 㻝 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻠㻜㻙㻞㻡㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻞㻚㻡 㻝㻚㻞 㻞㻚㻢 素材剥片 さ 㼍㻚㻟㻚㻣㻚㻞㻢 㻟㻣㻥

㻝㻢㻝 㻞 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻠㻜㻙㻞㻡㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻞㻚㻤 㻜㻚㻢 㻟㻚㻞 㼍㻚㻟㻚㻣㻚㻤 㻟㻤㻜

㻝㻢㻝 㻟 残 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻠 奥 㻞㻡㻜㻙㻞㻢㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻠㻚㻠 㻝㻚㻥 㻝㻝㻚㻠 㼍㻚㻝㻝㻚㻠㻚㻝 㻟㻤㻡

㻝㻢㻝 㻠 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅱ-2 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻞㻚㻥 㻝㻚㻞 㻤㻚㻣 㼍㻚㻟㻚㻝㻝㻚㻞 㻟㻣㻠

㻝㻢㻝 㻡 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻟㻚㻞 㻝㻚㻝 㻢㻚㻟 㼍㻚㻟㻚㻝㻟㻚㻡㻟 㻝㻢㻝㻙㻡

㻝㻢㻝 㻢 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻠㻚㻝 㻞㻚㻥 㻝㻚㻣 㻝㻞㻚㻤 㼍㻚㻟㻚㻝㻟㻚㻢㻞 㻟㻣㻡

㻝㻢㻝 㻣 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻞㻚㻥 㻜㻚㻥 㻣㻚㻠 㼍㻚㻟㻚㻝㻟㻚㻢㻢 㻟㻣㻢

㻝㻢㻝 㻤 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻝㻞㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻟㻚㻡 㻝㻚㻢 㻣㻚㻠 㼍㻚㻜㻚㻝㻜㻚㻝㻟 㻟㻡㻥

㻝㻢㻝 㻥 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻢㻠 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻠 㻞㻚㻝 㻡㻚㻜 㼍㻚㻞㻚㻥㻚㻝㻠 㻟㻣㻜

㻝㻢㻝 㻝㻜 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻢㻠 黒曜石 㻞㻚㻣 㻠㻚㻠 㻝㻚㻞 㻝㻤㻚㻠 㼍㻚㻞㻚㻥㻚㻞㻝 㻟㻣㻝

㻝㻢㻝 㻝㻝 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻢㻠 黒曜石 㻞㻚㻥 㻟㻚㻣 㻝㻚㻠 㻥㻚㻥 㼍㻚㻞㻚㻥㻚㻟 㻟㻣㻞

㻝㻢㻞 㻝 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻢㻠 黒曜石 㻞㻚㻡 㻠㻚㻝 㻝㻚㻟 㻝㻜㻚㻜 㼍㻚㻞㻚㻥㻚㻢 㻟㻣㻟

㻝㻢㻞 㻞 残 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅰ-1 㻞㻣㻝 黒曜石 㻟㻚㻠 㻞㻚㻠 㻝㻚㻞 㻣㻚㻤 㼍㻚㻠㻚㻟㻚㻝 㻟㻤㻟

㻝㻢㻞 㻟 残 不明 Ⅲ-2 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻟㻚㻜 㻝㻚㻞 㻢㻚㻝 㼍㻚㻡㻚㻢㻚㻝㻥 㻝㻢㻞㻙㻟

㻝㻢㻞 㻠 残 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻫 Ⅲ-2 㻟㻝㻢 黒曜石 㻝㻚㻟 㻞㻚㻝 㻝㻚㻟 㻠㻚㻟 素材剥片 さ 㼍㻚㻠㻚㻝㻚㻡 㻟㻤㻝

㻝㻢㻞 㻡 残 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻫 Ⅲ-2 㻟㻝㻢 黒曜石 㻞㻚㻠 㻟㻚㻣 㻝㻚㻢 㻤㻚㻣 㼍㻚㻠㻚㻝㻚㻢 㻟㻤㻞

㻝㻢㻞 㻢 残 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻟㻚㻠 㻝㻚㻥 㻝㻝㻚㻜 㼍㻚㻠㻚㻡㻚㻝㻝 㻠㻝㻠

㻝㻢㻞 㻣 残 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻣 㻝㻚㻡 㻟㻚㻜 原産地推定THI1-144 㼎㻚㻥㻚㻝㻞㻚㻞㻤 㻝㻟㻝

㻝㻢㻞 㻤 残 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻡㻝㻜㻙㻡㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻟㻚㻡 㻝㻚㻜 㻠㻚㻤 原産地推定THI1-12 ・ 㼎㻚㻝㻜㻚㻝㻞㻚㻡 㼀㻞㻞

付表2　剥片石器観察表 ⑻

―　　―392



器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻢㻞 㻥 残 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 不明 㻞㻜 㻢㻚㻟 㻞㻚㻡 㻞㻚㻠 㻟㻤㻚㻥 㼍㻚㻡㻚㻤㻚㻝㻝 㻠㻜㻜

㻝㻢㻞 㻝㻜 残 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻝㻥 㻠㻚㻝 㻠㻚㻜 㻝㻚㻜 㻝㻤㻚㻢 㼍㻚㻞㻚㻟㻚㻣 㻟㻢㻥

㻝㻢㻟 㻝 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻞㻚㻢 㻝㻚㻜 㻟㻚㻡 剥片 原産地推定THI1-049・残 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻣 㻝㻟㻡

㻝㻢㻟 㻞 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻞㻚㻢 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 剥片 原産地推定THI1-0 1 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻥 㻝㻟㻣

㻝㻢㻟 㻟 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻥 㻝㻚㻠 㻜㻚㻥 㻞㻚㻤 剥片 原産地推定THI1-0 3 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟 㻝㻟㻥

㻝㻢㻟 㻠 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻥 㻜㻚㻠 㻝㻚㻝 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 8 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻡 㻝㻠㻜

㻝㻢㻟 㻡 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻞㻚㻟 㻜㻚㻤 㻟㻚㻥 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-07 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻠㻞 㻝㻠㻝

㻝㻢㻟 㻢 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻞 㻜㻚㻣 㻞㻚㻜 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-078 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻠㻡 㻝㻠㻞

㻝㻢㻟 㻣 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻥 㻜㻚㻤 㻠㻚㻠 剥片 原産地推定THI1-080 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻢 㻝㻠㻟

㻝㻢㻟 㻤 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻢 㻜㻚㻢 㻝㻚㻟 剥片 原産地推定THI1-047・残 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻡 㻞㻡㻞

㻝㻢㻟 㻥 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻡 㻜㻚㻢 㻞㻚㻝 剥片 原産地推定THI1-048・ 剥 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻢 㻞㻡㻟

㻝㻢㻟 㻝㻜 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻢 㻜㻚㻢 㻝㻚㻤 剥片 原産地推定THI1-0 4 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻝 㻞㻡㻠

㻝㻢㻟 㻝㻝 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻟 㻜㻚㻣 剥片 原産地推定THI1-0 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻞 㻞㻡㻡

㻝㻢㻟 㻝㻞 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻜㻚㻥 㻜㻚㻟 㻜㻚㻞 剥片 原産地推定THI1-0 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻟 㻞㻡㻢

㻝㻢㻟 㻝㻟 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻠 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 7 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻠 㻞㻡㻣

㻝㻢㻟 㻝㻠 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻜 㻜㻚㻟 㻜㻚㻣 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 9 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻢 㻞㻡㻥

㻝㻢㻟 㻝㻡 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻞 㻜㻚㻢 㻜㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 0 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻣 㻞㻢㻜

㻝㻢㻟 㻝㻢 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻞 㻜㻚㻡 㻝㻚㻝 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 1 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻤 㻞㻢㻝

㻝㻢㻟 㻝㻣 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻜㻚㻢 㻝㻚㻜 㻝㻚㻜 剥片 原産地推定THI1-0 2 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻞㻥 㻞㻢㻞

㻝㻢㻟 㻝㻤 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻣 㻜㻚㻡 㻜㻚㻤 剥片 原産地推定THI1-0 4 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻜 㻞㻢㻟

㻝㻢㻟 㻝㻥 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻠 㻜㻚㻣 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻝 㻞㻢㻠

㻝㻢㻟 㻞㻜 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻞 㻜㻚㻤 㻜㻚㻠 㻜㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻞 㻞㻢㻡

㻝㻢㻟 㻞㻝 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻡 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 7 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻟 㻞㻢㻢

㻝㻢㻟 㻞㻞 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻡 㻜㻚㻠 㻜㻚㻣 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-0 9 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻢 㻞㻢㻣

㻝㻢㻟 㻞㻟 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻜 㻝㻚㻤 㻜㻚㻠 㻜㻚㻡 剥片 原産地推定THI1-070 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻣 㻞㻢㻤

㻝㻢㻟 㻞㻠 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻝㻚㻡 㻜㻚㻤 㻝㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-071 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻟㻤 㻞㻢㻥

㻝㻢㻟 㻞㻡 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻜 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 原産地推定THI1-072 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻠 㻞㻣㻜

㻝㻢㻟 㻞㻢 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻤 㻝㻚㻜 剥片 原産地推定THI1-073・残 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻠㻜 㻞㻣㻝

㻝㻢㻟 㻞㻣 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻡 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 剥片 原産地推定THI1-074 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻠㻝 㻞㻣㻞

㻝㻢㻟 㻞㻤 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻜㻚㻥 㻟㻚㻞 㻜㻚㻠 㻜㻚㻤 剥片 原産地推定THI1-079 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻡 㻞㻣㻡

㻝㻢㻟 㻞㻥 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻜 㻝㻚㻝 㻞㻚㻜 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-082・残 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻤 㻞㻣㻢

㻝㻢㻟 㻟㻜 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻣 㻜㻚㻣 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-083・残 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻥 㻞㻣㻣

㻝㻢㻠 㻝 剥片 㻫㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅱ 㻞㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻞 㻟㻚㻝 㻜㻚㻡 㻞㻚㻡 剥片 原産地推定THI1-1 1 㼍㻚㻜㻚㻝㻢㻚㻝㻢㻙㻞 㻟㻜㻠

㻝㻢㻠 㻞 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻥 㻜㻚㻢 㻝㻚㻠 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-108 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻝㻜 㻞㻤㻟

㻝㻢㻠 㻟 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻤 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 剥片 原産地推定THI1-109・ 剥 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻝㻟 㻞㻤㻠

㻝㻢㻠 㻠 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻡 㻞㻚㻠 㻜㻚㻤 㻞㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-110・残 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻞㻞 㻞㻤㻡

㻝㻢㻠 㻡 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻢 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-112 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻞㻥 㻞㻤㻣

㻝㻢㻠 㻢 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻣 㻝㻚㻡 㻜㻚㻡 㻜㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-11 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻠㻢 㻞㻥㻜

㻝㻢㻠 㻣 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻣 㻜㻚㻠 㻜㻚㻥 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-119 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻡㻢 㻞㻥㻞

㻝㻢㻠 㻤 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ奥 㻞㻟㻜 黒曜石 㻜㻚㻞 㻞㻚㻜 㻜㻚㻡 㻜㻚㻣 剥片 原産地推定THI1-120・ 剥 㼍㻚㻞㻚㻢㻚㻢㻠 㻞㻥㻟

㻝㻢㻠 㻥 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 不明 㻞㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻜㻚㻢 㻜㻚㻟 㻝㻚㻠 自然面の残る剥片 㻝㻞㻟㻢㻚㻝 㻠㻢㻢

㻝㻢㻠 㻝㻜 剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ-0 㻠㻡㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻜㻚㻡 㻜㻚㻟 㻜㻚㻣 剥片 㻞㻞㻡㻝 㻠㻢㻤

㻝㻢㻠 㻝㻝 剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻜 Ⅰ-0 㻠㻤㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 㻝㻚㻝 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-013 㻝㻞㻜㻜 㻞㻝㻡

㻝㻢㻠 㻝㻞 剥片 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-2 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻥 㻝㻚㻟 㻜㻚㻡 㻝㻚㻤 自然面の残る剥片 㻞㻟㻠㻞 㻠㻣㻜

㻝㻢㻠 㻝㻟 剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻟㻢㻜㻙㻟㻣㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻜㻚㻥 㻜㻚㻞 㻝㻚㻢 自然面の残る剥片 㻟㻝㻠㻞 㻠㻟㻢

㻝㻢㻠 㻝㻠 剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 黒曜石 㻟㻚㻤 㻝㻚㻠 㻜㻚㻤 㻟㻚㻤 自然面の残る剥片 㻟㻟㻞㻢 㻠㻣㻞

㻝㻢㻠 㻝㻡 剥片 不明 Ⅱ-2 㻠㻡㻡㻙㻠㻢㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻞㻚㻞 㻜㻚㻢 㻞㻚㻥 自然面の残る剥片 㼎㻚㻣㻚㻝㻚㻞 㻙

㻝㻢㻠 㻝㻢 剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻠㻚㻡 㻞㻚㻠 㻜㻚㻤 㻠㻚㻡 自然面の残る剥片 剥 㻝㻟㻟㻥 㻠㻢㻣

㻝㻢㻠 㻝㻣 剥片 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻠㻚㻟 㻟㻚㻞 㻜㻚㻟 㻝㻝㻚㻢 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-13 㼎㻚㻤㻚㻝㻣㻚㻟 㻝㻠㻤

㻝㻢㻠 㻝㻤 剥片 不明 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻜 㻜㻚㻤㻚 㻞㻚㻢 剥片 原産地推定THI1-134・ 剥 㼎㻚㻤㻚㻝㻣㻚㻝 㻞㻥㻣

㻝㻢㻠 㻝㻥 剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻞㻚㻠 㻜㻚㻢 㻞㻚㻡 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-141 㼎㻚㻤㻚㻤㻚㻞 㻟㻜㻞

㻝㻢㻠 㻞㻜 剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻟㻚㻜 㻜㻚㻣 㻡㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-137 㼎㻚㻤㻚㻝㻥㻚㻝 㻞㻥㻥

㻝㻢㻠 㻞㻝 剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻟 㻜㻚㻡 㻝㻚㻤 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-139 㼎㻚㻤㻚㻝㻥㻚㻡 㻟㻜㻜

㻝㻢㻠 㻞㻞 剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻝㻚㻡 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 剥片 原産地推定THI1-140 㼎㻚㻤㻚㻝㻥㻚㻣 㻟㻜㻝

㻝㻢㻠 㻞㻟 剥片 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻜 黒曜石 㻝㻚㻥 㻞㻚㻜 㻜㻚㻡 㻞㻚㻝 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-130・ 剥 㼎㻚㻤㻚㻝㻠㻚㻝㻝 㻞㻥㻡

㻝㻢㻠 㻞㻠 剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻞㻚㻣 㻞㻚㻝 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 自然面の残る剥片 㻞㻟㻤㻠㻚㻝 㻢㻞㻞

㻝㻢㻠 㻞㻡 剥片 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 黒曜石 㻠㻚㻟 㻝㻚㻠 㻝㻚㻜 㻡㻚㻥 自然面の残る剥片 原産地推定THI1-03 㻟㻟㻠㻤 㻞㻞㻡

㻝㻢㻡 㻝 剥片 不明 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 黒曜石 㻡㻚㻜 㻠㻚㻞 㻜㻚㻥 㻝㻠㻚㻞 自然面の残る剥片 㼎㻚㻥㻚㻞㻚㻡 㻢㻟㻡

㻝㻢㻡 㻞 剥片 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻞 Ⅰ 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻟㻚㻠 㻝㻚㻢 㻜㻚㻣 㻟㻚㻟 自然面の残る剥片 㼎㻚㻝㻝㻚㻝㻣㻚㻝 㻟㻤㻢

㻝㻢㻡 㻟 剥片 㻝㻥㻢㻥 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻥 㻜㻚㻡 㻞㻚㻤 自然面の残る剥片 㻟㻞㻣㻤 㼀㻟㻥

㻝㻢㻡 㻠 剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻥㻜 㻢㻚㻠 㻟㻚㻟 㻝㻚㻝 㻝㻥㻚㻡 剥片 㻝㻡 㻢㻜㻜

㻝㻢㻡 㻡 剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻫 Ⅰ 㻝㻝㻡 㻢㻚㻞 㻟㻚㻜 㻜㻚㻣 㻝㻜㻚㻞 剥片 Ⅰ区-11 12 㻢㻞㻥

㻝㻢㻡 㻢 剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻡㻝 㻠㻚㻡 㻞㻚㻤 㻜㻚㻣 㻢㻚㻥 剥片 㻝㻝㻥 㻢㻠

㻝㻢㻡 㻣 剥片 不明 不明 㻝㻡㻟 㻟㻚㻞 㻞㻚㻜 㻜㻚㻡 㻞㻚㻠 剥片 㻟㻠 㻢㻞㻢

㻝㻢㻡 㻤 剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻣 Ⅰ 㻝㻡㻣 㻟㻚㻤 㻠㻚㻜 㻜㻚㻤 㻝㻠㻚㻜 自然面の残る剥片 㻝㻞㻢 㻡㻡㻤

㻝㻢㻡 㻥 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 㻝㻥㻤 㻠㻚㻠 㻟㻚㻠 㻝㻚㻟 㻞㻝㻚㻜 剥片 㻞㻠 㻢㻝

㻝㻢㻡 㻝㻜 剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻢㻠 㻠㻚㻝 㻞㻚㻡 㻜㻚㻡 㻠㻚㻡 剥片 㻞㻣㻝㻚㻟 㻠㻢㻡

㻝㻢㻡 㻝㻝 剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻜 Ⅰ 人骨面 - 㻝㻚㻤 㻞㻚㻤 㻜㻚㻡 㻠㻚㻞 剥片 㻝㻟㻠 㻠㻢㻠

㻝㻢㻡 㻝㻞 剥片 㻝㻥㻣㻞㻛㻢㻛㻝㻠 㻵㻵㻵㻙㻜 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 㻟㻚㻟 㻞㻚㻜 㻜㻚㻡 㻞㻚㻢 剥片 産地 38314 㼀㻡㻥

㻝㻢㻢 㻝 の る剥片 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻥㻜 ル ル 㻟㻚㻡 㻢㻚㻠 㻝㻚㻢 㻟㻞㻚㻟 自然面の残る剥片 㻝㻟 㻡㻥㻥

㻝㻢㻢 㻞 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻫㻛㻝㻢 不明 㻥㻜 ル ル 㻝㻞㻚㻝 㻢㻚㻠 㻞㻚㻝 㻝㻣㻜㻚㻡 自然面の残る剥片 㻞㻜㻠㻞㻢 㻡㻤㻞

㻝㻢㻢 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 Ⅰ 㻝㻡㻢 ル ル 㻠㻚㻣 㻥㻚㻞 㻝㻚㻡 㻢㻟㻚㻠 自然面の残る剥片 㻝㻞㻝 㻡㻡㻢

㻝㻢㻢 㻠 の る剥片 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻠 Ⅰ 㻞㻞㻜 ル ル 㻤㻚㻠 㻠㻚㻣 㻝㻚㻣 㻢㻢㻚㻜 自然面の残る剥片 㻝㻝㻜㻝 㻢㻜㻡

㻝㻢㻣 㻝 器 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 23 24 㻢㻡㻚㻡 㻥㻣㻚㻡 㻞㻡㻚㻤 㻝㻢㻞㻚㻜 自然面の残る剥片 㻝㻜㻠

㻝㻢㻣 㻞 レ 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻟㻞㻜 ル ル 㻢㻚㻞 㻝㻜㻚㻡 㻝㻚㻠 㻥㻣㻚㻡 自然面の残る剥片 㻞㻜㻠㻠㻣 㼀㻞㻟

㻝㻢㻣 㻟 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 㻢㻡㻚㻝 㻥㻠㻚㻢 㻞㻞㻚㻡 㻝㻠㻥㻚㻡 自然面の残る剥片 㻝㻝㻡

㻝㻢㻣 㻠 の る剥片 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻟㻥㻜 ル ル 㻢㻚㻞 㻣㻚㻞 㻝㻚㻞 㻠㻢㻚㻟 自然面の残る剥片 㻞㻝㻝㻤 㻡㻢㻢

㻝㻢㻣 㻡 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-2 㻟㻥㻜 㻡㻟㻚㻡 㻥㻡㻚㻟 㻟㻞㻚㻝 㻞㻝㻜㻚㻢 原石 㻝㻜㻟
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器　種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎝）

幅
（㎝）

厚さ
（㎝）

重量
（g）

素材形態 備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻢㻣 㻢 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅲ-1 420 430 㻡㻣㻚㻡 㻤㻤㻚㻣 㻞㻝㻚㻤 㻝㻝㻡㻚㻜 自然面の残る剥片 㻝㻝㻟

㻝㻢㻣 㻣 器 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-1 4 0 470 㻢㻥㻚㻡 㻠㻥㻚㻟 㻞㻞㻚㻠 㻥㻜㻚㻟 自然面の残る剥片 㻝㻝㻠

㻝㻢㻣 㻤 器 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻫 Ⅲ-3 㻠㻣㻜 㻠㻢㻚㻞 㻣㻜㻚㻞 㻤㻚㻢 㻞㻣㻚㻞 自然面の残る剥片 㻝㻝㻞

㻝㻢㻤 㻝 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-3 㻠㻥㻜 㻝㻞㻣㻚㻠 㻝㻞㻣㻚㻜 㻞㻜㻚㻞 㻞㻣㻢㻚㻠 剥片 㻝㻝㻝

㻝㻢㻤 㻞 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻡㻞㻜 㻠㻣㻚㻠 㻣㻥㻚㻣 㻝㻢㻚㻟 㻡㻤㻚㻥 自然面の残る剥片 㻝㻝㻢

㻝㻢㻤 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅰ 中央配石下 㻡㻚㻞 㻠㻚㻠 㻝㻚㻞 㻟㻜㻚㻡 自然面の残る剥片 㻝㻝㻟㻟 㻝㻤㻝

㻝㻢㻤 㻠 器 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 不明 不明 㻣㻞㻚㻞 㻥㻞㻚㻣 㻞㻞㻚㻠 㻝㻢㻝㻚㻢 自然面の残る剥片 㻝㻜㻡

㻝㻢㻤 㻡 器 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻣 不明 㻝㻢㻡 㻤㻥㻚㻢 㻥㻥㻚㻥 㻟㻞㻚㻞 㻟㻞㻥㻚㻟 自然面の残る剥片 㻭㻵㻜㻡㻡 㻝㻜㻢

㻝㻢㻤 㻢 器 不明 Ⅱ-0（ ） 㻣㻢㻚㻣 㻝㻝㻝㻚㻝 㻞㻝㻚㻜 㻝㻤㻝㻚㻜 自然面の残る剥片 㻝㻜㻣

㻝㻢㻤 㻣 レ - 不明 不明 不明 㻡㻚㻡 㻡㻚㻠 㻞㻚㻜 㻡㻤㻚㻤 自然面の残る剥片 㻞㻜㻠㻟㻟 㻡㻤㻟

㻝㻤㻞 㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 㻟㻡㻙㻡㻡 㻝㻚㻡 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 剥片 㻞㻡 㻠㻝

㻝㻤㻞 㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 㻟㻡㻙㻡㻡 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻝 㻜㻚㻠 㻜㻚㻟 剥片 㻞㻞 㻢㻟㻢

㻝㻤㻞 㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻥㻛㻠㻛㻞㻟 㻡㻡㻙㻣㻡 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻣 剥片 㻤㻥 㻠㻢

㻝㻤㻞 㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 㻡㻡㻙㻣㻡 黒曜石 㻞㻚㻡 㻝㻚㻡 㻜㻚㻟 㻝㻚㻝 剥片 㻝㻣㻝 㻡㻠

㻝㻤㻞 㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -2 㻢㻜㻙㻣㻜 㻞㻚㻤 㻝㻚㻣 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 剥片 㻟㻜 㻠㻞

㻝㻤㻞 㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -2 㻢㻡㻙㻣㻡 黒曜石 㻝㻚㻥 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻜㻚㻤 剥片 㻠㻤 㻠㻠

㻝㻤㻞 㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -2 㻢㻡㻙㻣㻡 黒曜石 㻝㻚㻝 㻝㻚㻝 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻤㻝 㻝㻢㻠

㻝㻤㻞 㻤 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -2 㻤㻜 㻝㻚㻣 㻝㻚㻣 㻜㻚㻟 㻜㻚㻢 剥片 㻡㻤 㻠㻡

㻝㻤㻞 㻥 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -2 㻝㻜㻜㻙㻝㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻟 㻝㻚㻤 㻜㻚㻡 㻝㻚㻣 剥片 㻝㻡㻟 㻡㻟

㻝㻤㻞 㻝㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -2 㻝㻜㻜㻙㻝㻞㻜 黒曜石 㻞㻚㻠 㻝㻚㻣 㻜㻚㻟 㻜㻚㻢 剥片 㻝㻡㻡 㼀㻞

㻝㻤㻞 㻝㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻜㻚㻤 剥片 㻞㻠㻝 㻡㻢

㻝㻤㻞 㻝㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -1 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 㻞㻚㻠 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 剥片 㻝㻞㻟 㻡㻞

㻝㻤㻞 㻝㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 -1 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 㻞㻚㻜 㻝㻚㻠 㻜㻚㻢 㻝㻚㻠 剥片 㻟㻝㻜 㻢㻜

㻝㻤㻞 㻝㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 -4 㻝㻝㻡㻙㻝㻟㻜 黒曜石 㻝㻚㻟 㻝㻚㻜 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 剥片 㻝㻝㻝 㻢㻟㻣

㻝㻤㻞 㻝㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 -4 㻝㻝㻡㻙㻝㻟㻜 㻝㻚㻣 㻝㻚㻡 㻜㻚㻠 㻜㻚㻥 自然面の残る剥片 㻝㻜㻣 㻠㻣

㻝㻤㻞 㻝㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 -4 㻝㻝㻡㻙㻝㻟㻜 㻝㻚㻣 㻝㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻡 剥片 㻝㻜㻤 㻝㻢㻣

㻝㻤㻞 㻝㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -1 㻝㻞㻜㻙㻝㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻢 㻜㻚㻠 㻝㻚㻜 剥片 㻞㻡㻠 㻡㻤

㻝㻤㻞 㻝㻤 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -1 㻝㻞㻜㻙㻝㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻜 㻞㻚㻜 㻜㻚㻠 㻝㻚㻤 剥片 㻞㻡㻡 㻡㻥

㻝㻤㻞 㻝㻥 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -1 㻝㻟㻜 黒曜石 㻞㻚㻤 㻝㻚㻟 㻜㻚㻠 㻝㻚㻞 剥片 㻞㻠㻜 㻡㻡

㻝㻤㻞 㻞㻜 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 -2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 黒曜石 㻞㻚㻢 㻝㻚㻤 㻜㻚㻟 㻝㻚㻝 剥片 㻝㻝㻤 㻠㻤

㻝㻤㻞 㻞㻝 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 -2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 㻞㻚㻟 㻞㻚㻝 㻜㻚㻠 㻝㻚㻠 剥片 㻝㻝㻥 㻠㻥

㻝㻤㻞 㻞㻞 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 -2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 㻞㻚㻞 㻝㻚㻣 㻜㻚㻡 㻝㻚㻟 剥片 㻝㻞㻜 㻡㻜

㻝㻤㻞 㻞㻟 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 -2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 㻞㻚㻜 㻝㻚㻢 㻜㻚㻟 㻜㻚㻣 剥片 㻝㻞㻝 㻡㻝

㻝㻤㻞 㻞㻠 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 -2 㻝㻡㻜 㻝㻚㻠 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻡 剥片 㻟㻝 㻠㻟

㻝㻤㻞 㻞㻡 石鏃 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 -1 㻝㻣㻜㻙㻞㻜㻜 㻞㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻡 㻝㻚㻤 剥片 㻞㻠㻞 㻡㻣

㻝㻤㻞 㻞㻢 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 㻞㻞㻜㻙㻞㻠㻜 黒曜石 㻝㻚㻠 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 㻜㻚㻟 剥片 㻡㻝 㻣

㻝㻤㻞 㻞㻣 石鏃 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 㻞㻞㻜㻙㻞㻠㻜 黒曜石 㻝㻚㻢 㻝㻚㻠 㻜㻚㻞 㻜㻚㻠 剥片 㻡㻞 㻤

㻝㻤㻟 㻝 状 器 㻫㻛㻤㻛㻝㻤 㻞㻡㻜㻙㻞㻢㻜 黒曜石 㻝㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻣 㻝㻚㻟 両極剥片 㻡㻝㻠㻢 㻡㻥㻣

㻝㻤㻟 㻞 石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -2 㻤㻜㻙㻥㻜 黒曜石 㻟㻚㻜 㻝㻚㻡 㻜㻚㻢 㻞㻚㻝 自然面の残る剥片 㻡㻥㻢 㻢㻢㻟

㻝㻤㻟 㻟 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 （ Ⅱ） 㻤㻜㻙㻥㻜 㻢㻚㻜 㻟㻚㻟 㻜㻚㻥 㻝㻢㻚㻢 剥片 㻡㻥㻠 㻡㻢㻞

㻝㻤㻟 㻠 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 -2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 黒曜石 㻟㻚㻡 㻝㻚㻢 㻝㻚㻝 㻢㻚㻜 残 㻡㻝㻜㻢 㻡㻤㻜

㻝㻤㻟 㻡 レ - 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -1 㻝㻟㻜㻙㻝㻠㻜 黒曜石 㻡㻚㻞 㻞㻚㻡 㻝㻚㻤 㻝㻢㻚㻟 原石 㻡㻝㻡㻝 㻞㻝㻟

㻝㻤㻟 㻢 レ - 㻝㻥㻢㻤 -1 㻝㻣㻜㻙㻞㻜㻜 黒曜石 㻠㻚㻤 㻠㻚㻜 㻝㻚㻝 㻝㻤㻚㻡 自然面の残る剥片 㻡㻝㻠㻟 㻡㻤㻝

㻝㻤㻟 㻣 器 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 㻝㻞㻜 㻢㻥㻚㻞 㻝㻜㻣㻚㻠 㻝㻢㻚㻠 㻤㻠㻚㻝 原石 㻢㻢

㻝㻤㻟 㻤 原石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 㻝㻣㻜㻙㻝㻤㻜 㻟㻚㻡 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤 㻟㻚㻟 原石 㻡㻝㻡㻜 㻢㻟㻠
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器種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（g）

備　考 注記
実測
番号

㻝㻢㻥 㻝 磨石 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻞㻡 花崗岩 㻝㻣㻤㻚㻟 㻝㻝㻜㻚㻠 㻠㻟㻚㻡 㻝㻟㻣㻠㻚㻤 㻝㻜㻞

㻝㻢㻥 㻞 磨石 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 235−240 安山岩 㻝㻞㻡㻚㻡 㻣㻠㻚㻟 㻠㻤㻚㻝 㻣㻞㻡㻚㻝 㻝㻜㻜

㻝㻢㻥 㻟 磨石 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ-2 㻞㻤㻜 砂岩 㻤㻠㻚㻞 㻢㻤㻚㻢 㻟㻤㻚㻥 㻟㻟㻟㻚㻝 㻢㻣

㻝㻢㻥 㻠 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅱ 㻟㻝㻣 砂岩 㻥㻝㻚㻡 㻤㻥㻚㻤 㻠㻜㻚㻝 㻠㻢㻠㻚㻞 表面深い凹・裏面浅い凹 㻞㻜㻟㻤㻤 㻝

㻝㻢㻥 㻡 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-2 㻟㻠㻜 安山岩 㻥㻡㻚㻝 㻤㻣㻚㻞 㻠㻟㻚㻟 㻟㻥㻤㻚㻤 裏面深い凹 㻤㻣

㻝㻢㻥 㻢 凹石 不明 （Ⅲ-1） 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 安山岩 㻝㻜㻡㻚㻞 㻤㻢㻚㻣 㻟㻡㻚㻢 㻟㻣㻤㻚㻥 表裏面深い凹 㻞㻜㻟㻥㻤 㻝㻟㻜

㻝㻣㻜 㻝 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-2 㻟㻥㻜 安山岩 㻝㻠㻠㻚㻝 㻣㻥㻚㻢 㻠㻟㻚㻢 㻢㻣㻟㻚㻢 表裏面やや浅い凹 㻞㻜㻟㻥㻜 㻞

㻝㻣㻜 㻞 磨石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-2 㻟㻥㻜 花崗岩 㻥㻠㻚㻜 㻝㻜㻜㻚㻥 㻠㻝㻚㻞 㻡㻢㻥㻚㻣 㻥㻤

㻝㻣㻜 㻟 砥石？ 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-3 㻟㻥㻜 砂岩 㻝㻜㻡㻚㻢 㻤㻜㻚㻤 㻞㻝㻚㻥 㻞㻟㻣㻚㻠 㻥㻟

㻝㻣㻜 㻠 磨石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅱ-3 㻠㻜㻜 頁岩 㻝㻜㻣㻚㻟 㻤㻥㻚㻤 㻞㻠㻚㻣 㻠㻜㻥㻚㻥 㻥㻞

㻝㻣㻜 㻡 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-2 㻠㻜㻡 砂岩 㻝㻝㻝㻚㻢 㻤㻞㻚㻝 㻟㻡㻚㻤 㻠㻡㻜㻚㻝 表裏面深い凹 㻞㻜㻠㻜㻥 㻟

㻝㻣㻜 㻢 凹石 不明 Ⅱ-3 㻠㻞㻜 安山岩 㻣㻜㻚㻠 㻣㻥㻚㻤 㻡㻝㻚㻡 㻟㻣㻤㻚㻠 表面深い凹 㻤㻢

㻝㻣㻜 㻣 凹石 不明 Ⅰ-3 㻠㻟㻜 砂岩 㻤㻝㻚㻥 㻢㻡㻚㻟 㻠㻜㻚㻢 㻞㻤㻣㻚㻝 表裏面深い凹 㻞㻜㻟㻤㻢 㻝㻞㻤

㻝㻣㻜 㻤 凹石？ 不明 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 花崗岩 㻝㻜㻠㻚㻢 㻡㻠㻚㻞 㻟㻡㻚㻞 㻟㻜㻠㻚㻤 両面アバタ状 㻣㻟

㻝㻣㻝 㻝 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅱ-3 㻠㻟㻜 砂岩 㻝㻠㻣㻚㻡 㻝㻝㻜㻚㻣 㻢㻡㻚㻤 㻝㻡㻜㻡㻚㻠 裏面深い凹 㻝㻜㻥

㻝㻣㻝 㻞 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅱ-2 㻠㻠㻜 安山岩 㻢㻤㻚㻥 㻝㻜㻝㻚㻡 㻠㻝㻚㻥 㻠㻝㻝㻚㻟 両面深い凹 㻤㻡

㻝㻣㻝 㻟 磨石 㻝㻥㻢㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜 安山岩 㻝㻜㻟㻚㻝 㻣㻞㻚㻝 㻞㻢㻚㻜 㻞㻡㻟㻚㻠 㻞㻜㻠㻜㻜 㻡㻢

㻝㻣㻝 㻠 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅲ-0 㻠㻡㻜 安山岩 㻝㻝㻞㻚㻤 㻣㻡㻚㻟 㻟㻣㻚㻣 㻟㻡㻤㻚㻝 両面深い凹 㻤㻠

㻝㻣㻝 㻡 磨石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅰ-0 㻠㻡㻜 安山岩 㻝㻣㻡㻚㻡 㻥㻤㻚㻢 㻠㻤㻚㻢 㻥㻠㻟㻚㻤 㻤㻝

㻝㻣㻝 㻢 凹石 不明 Ⅲ-1 㻠㻡㻝 安山岩 㻤㻢㻚㻜 㻢㻣㻚㻣 㻠㻠㻚㻞 㻟㻠㻠㻚㻥 両面深い凹 㻤㻞

㻝㻣㻞 㻝 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 砂岩 㻤㻢㻚㻠 㻤㻢㻚㻤 㻟㻞㻚㻢 㻟㻡㻥㻚㻟 表裏面浅い凹 㻞㻜㻟㻥㻢 㻠

㻝㻣㻞 㻞 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 砂岩 㻣㻠㻚㻞 㻢㻢㻚㻤 㻟㻜㻚㻥 㻞㻝㻜㻚㻠 表面深い凹・裏面極浅い凹 㻞㻜㻠㻝㻡 㻝㻞㻣

㻝㻣㻞 㻟 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-0 㻠㻡㻡 花崗岩 㻝㻜㻤㻚㻜 㻠㻞㻚㻞 㻟㻢㻚㻣 㻞㻡㻟㻚㻜 表面深い凹 㻣㻞

㻝㻣㻞 㻠 凹石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅰ-0 㻠㻢㻜 安山岩 㻤㻝㻚㻠 㻢㻠㻚㻞 㻟㻢㻚㻤 㻞㻢㻥㻚㻞 両面深い凹 㻢㻥

㻝㻣㻞 㻡 磨石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻝 Ⅱ-2 㻠㻢㻜 安山岩 㻝㻜㻤㻚㻝 㻤㻣㻚㻢 㻠㻠㻚㻟 㻟㻤㻥㻚㻡 㻣㻝

㻝㻣㻞 㻢 凹石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅳ-0 㻠㻣㻜 砂岩 㻤㻡㻚㻡 㻢㻣㻚㻞 㻠㻜㻚㻥 㻞㻥㻣㻚㻝 表裏面やや浅い凹 㻞㻜㻠㻜㻠 㻡

㻝㻣㻞 㻣 凹石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-1 㻠㻣㻜 砂岩 㻤㻠㻚㻜 㻣㻢㻚㻥 㻠㻞㻚㻞 㻟㻞㻜㻚㻝 両面深い凹 㻢㻤

㻝㻣㻞 㻤 磨石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-3 㻠㻣㻜 砂岩 㻢㻞㻚㻤 㻥㻝㻚㻤 㻟㻟㻚㻥 㻞㻣㻝㻚㻝 㻣㻜

㻝㻣㻞 㻥 磨石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅰ-0 㻠㻣㻜 砂岩 㻥㻥㻚㻜 㻥㻝㻚㻤 㻞㻥㻚㻢 㻠㻡㻟㻚㻝 㻣㻣

㻝㻣㻞 㻝㻜 凹石（？） 不明 Ⅱ-1 㻠㻣㻜 花崗岩 㻝㻢㻜㻚㻣 㻥㻞㻚㻥 㻟㻝㻚㻢 㻤㻟㻤㻚㻝 㻤㻤

㻝㻣㻟 㻝 凹石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻠㻤㻜 砂岩 㻤㻟㻚㻣 㻣㻤㻚㻝 㻞㻟㻚㻥 㻞㻠㻡㻚㻡 裏面わずかな凹 㻞㻜㻠㻜㻝 㻢

㻝㻣㻟 㻞 凹石 不明 Ⅰ-1 㻠㻤㻜 砂岩 㻝㻜㻡㻚㻠 㻥㻡㻚㻜 㻟㻣㻚㻣 㻡㻝㻤㻚㻤 両面やや浅い凹み 㻤㻟

㻝㻣㻟 㻟 凹石 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ-2 㻠㻤㻟 安山岩 㻤㻥㻚㻜 㻣㻝㻚㻤 㻡㻝㻚㻞 㻠㻜㻟㻚㻤 表裏面やや深い凹 㻞㻜㻠㻝㻟 㻣

㻝㻣㻟 㻠 凹石？ 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-3 㻠㻤㻡 安山岩 㻝㻞㻥㻚㻥 㻣㻣㻚㻣 㻡㻢㻚㻡 㻣㻝㻥㻚㻡 表面やや深い凹 㻥㻝

㻝㻣㻟 㻡 磨石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅰ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 砂岩 㻝㻞㻝㻚㻜 㻝㻜㻠㻚㻞 㻟㻠㻚㻠 㻢㻠㻜㻚㻠 㻤㻜

㻝㻣㻟 㻢 磨石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻫 Ⅱ-1 㻠㻥㻜 閃緑岩 㻝㻝㻡㻚㻜 㻤㻠㻚㻠 㻟㻡㻚㻡 㻡㻜㻝㻚㻡 㻣㻢

㻝㻣㻟 㻣 磨石 不明 Ⅱ-1 㻠㻥㻜 安山岩 㻝㻞㻤㻚㻜 㻥㻡㻚㻞 㻡㻥㻚㻥 㻝㻜㻤㻜㻚㻥 㻞㻜㻟㻥㻠 㻡㻤

㻝㻣㻟 㻤 凹石？ 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 安山岩 㻥㻟㻚㻡 㻢㻟㻚㻤 㻠㻡㻚㻠 㻟㻠㻥㻚㻥 両面やや深い凹み 㻥㻠

㻝㻣㻠 㻝 磨石 㻝㻥㻣㻜㻛㻡㻛㻞㻟 不明 㻠㻥㻡 安山岩 㻝㻝㻟㻚㻡 㻣㻤㻚㻣 㻠㻞㻚㻣 㻡㻞㻞㻚㻢 両面凹凸あり 㻞㻜㻠㻜㻤 㻡㻥

㻝㻣㻠 㻞 磨石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅳ-0 㻡㻜㻜 安山岩 㻝㻝㻢㻚㻥 㻥㻣㻚㻠 㻡㻣㻚㻡 㻣㻠㻡㻚㻡 裏面に浅く大きな凹み 㻞㻜㻠㻜㻞 㻢㻜

㻝㻣㻠 㻟 凹石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-1 㻡㻜㻞 砂岩 㻝㻜㻟㻚㻢 㻣㻠㻚㻝 㻟㻠㻚㻝 㻠㻜㻟㻚㻣 両面深い凹 㻞㻜㻠㻜㻡 㻝㻞㻥

㻝㻣㻠 㻠 凹石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻡㻝㻞 安山岩 㻣㻢㻚㻝 㻢㻝㻚㻟 㻟㻜㻚㻥 㻝㻥㻜㻚㻡 両面やや深い凹 㻞㻜㻟㻤㻣 㻤

㻝㻣㻠 㻡 凹石 不明 Ⅱ-1 㻡㻝㻡 砂岩 㻝㻝㻠㻚㻞 㻢㻤㻚㻥 㻟㻤㻚㻞 㻠㻜㻜㻚㻜 表面やや深い凹・裏面浅い凹 㻞㻜㻠㻝㻜 㻥

㻝㻣㻠 㻢 凹石？ 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅱ-0 㻡㻞㻜 頁岩 㻝㻝㻡㻚㻣 㻥㻡㻚㻠 㻟㻤㻚㻡 㻡㻤㻜㻚㻥 表面アバタ状 㻥㻜

㻝㻣㻠 㻣 凹石？ 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻥 Ⅱ-1 㻡㻞㻜 砂岩 㻝㻝㻡㻚㻡 㻤㻥㻚㻤 㻠㻝㻚㻜 㻢㻠㻤㻚㻡 両面アバタ状 㻞㻜㻟㻥㻝 㻢㻝

㻝㻣㻠 㻤 凹石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻡㻟㻜 安山岩 㻝㻝㻥㻚㻞 㻣㻟㻚㻤 㻡㻞㻚㻟 㻠㻣㻢㻚㻝 表面深い凹・裏面浅い凹 㻞㻜㻟㻥㻡 㻝㻟㻝

㻝㻣㻡 㻝 凹石？ 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅳ-0 㻡㻠㻜 花崗岩 㻝㻞㻠㻚㻞 㻤㻤㻚㻤 㻠㻞㻚㻝 㻢㻜㻤㻚㻠 両面アバタ状 㻣㻥

㻝㻣㻡 㻞 磨石 㻫㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅳ-1 㻡㻤㻡 砂岩 㻥㻣㻚㻤 㻤㻥㻚㻤 㻞㻥㻚㻥 㻟㻤㻥㻚㻠 㻞㻜㻟㻥㻞 㻢㻟

㻝㻣㻡 㻟 凹石？ 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻟㻜 Ⅰ-0 クズレ 安山岩 㻥㻤㻚㻤 㻥㻞㻚㻡 㻠㻡㻚㻥 㻢㻥㻤㻚㻣 両面アバタ状 㻥㻡

㻝㻣㻡 㻠 凹石？ 1965/12/？ 不明 （163） 安山岩 㻝㻝㻟㻚㻣 㻤㻜㻚㻣 㻠㻝㻚㻥 㻡㻝㻢㻚㻟 表面アバタ状 㻥㻣

㻝㻣㻡 㻡 凹石？ 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻢 不明 不明 安山岩 㻝㻞㻢㻚㻜 㻤㻟㻚㻞 㻠㻣㻚㻤 㻣㻞㻥㻚㻢 表面極浅い凹 㻤㻥

㻝㻣㻡 㻢 凹石 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻫 不明 不明 安山岩 㻣㻜㻚㻟 㻥㻝㻚㻤 㻟㻝㻚㻣 㻟㻞㻜㻚㻜 表面極浅い凹・裏面大い浅い凹み 㻥㻢

㻝㻣㻢 㻝 磨石 㻝㻥㻢㻤㻛㻞㻛㻫 不明 不明 砂岩 㻝㻞㻣㻚㻞 㻝㻜㻠㻚㻢 㻟㻞㻚㻝 㻢㻜㻡㻚㻡 㻥㻥

㻝㻣㻢 㻞 特殊磨石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-3 㻟㻢㻡 砂岩 㻝㻢㻡㻚㻞 㻤㻟㻚㻞 㻣㻜㻚㻢 㻝㻝㻤㻣㻚㻝 㻞㻜㻟㻤㻥 㻝㻟㻟

㻝㻣㻢 㻟 特殊磨石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻞 Ⅲ 不明 砂岩 㻝㻝㻠㻚㻝 㻣㻣㻚㻠 㻢㻡㻚㻟 㻣㻟㻞㻚㻞 㻞㻜㻠㻜㻢 㻢㻠

㻝㻣㻣 㻝 台石？ 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅳ-1 㻡㻢㻡 砂岩 㻞㻟㻝㻚㻜 㻝㻣㻠㻚㻜 㻥㻟㻚㻟 㻟㻥㻜㻥㻚㻥 㻝㻝㻜

㻝㻣㻣 㻞 台石？ 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 不明 不明 砂岩 㻞㻞㻟㻚㻟 㻝㻤㻜㻚㻜 㻠㻢㻚㻣 㻞㻟㻡㻟㻚㻟 㻝㻜㻤

㻝㻣㻤 㻝 ハンマー 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅲ-2 㻠㻣㻜 砂岩 㻝㻠㻟㻚㻥 㻢㻥㻚㻥 㻠㻜㻚㻢 㻡㻡㻥㻚㻤 㻣㻤

㻝㻣㻤 㻞 ハンマー 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻫 Ⅲ-1 㻠㻣㻡 安山岩 㻤㻞㻚㻤 㻠㻣㻚㻤 㻞㻜㻚㻜 㻝㻜㻝㻚㻤 㻞㻜㻟㻥㻥 㻡㻣

㻝㻣㻤 㻟 ハンマー 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-1 㻠㻣㻡 安山岩 㻢㻥㻚㻟 㻡㻠㻚㻢 㻝㻢㻚㻥 㻥㻡㻚㻞 㻣㻠

㻝㻣㻤 㻠 ハンマー 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅱ-0 㻡㻝㻠 砂岩 㻝㻝㻝㻚㻜 㻟㻡㻚㻥 㻟㻜㻚㻡 㻝㻣㻞㻚㻟 㻣㻡

㻝㻣㻤 㻡 ハンマー 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅲ-1 㻡㻠㻡 安山岩 㻢㻝㻚㻤 㻡㻡㻚㻟 㻞㻥㻚㻜 㻝㻞㻣㻚㻝 㻞㻜㻟㻥㻟 㻢㻞

㻝㻣㻥 㻝 砥石 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻟㻜 砂質頁岩 㻟㻤㻚㻠 㻠㻤㻚㻥 㻝㻢㻚㻟 㻟㻥㻚㻥 㻟㻣 㻝㻜

㻝㻣㻥 㻞 砥石 㻝㻥㻢㻡㻛㻝㻞㻛㻝㻡 不明 㻠㻜 頁岩 㻤㻜㻚㻟 㻟㻜㻚㻢 㻝㻠㻚㻞 㻡㻜㻚㻝 㻠㻟 㻝㻝

㻝㻣㻥 㻟 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 （ⅠorⅤ） 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 砂岩 㻢㻟㻚㻥 㻢㻞㻚㻜 㻝㻢㻚㻡 㻤㻡㻚㻣 表裏に2条づつ 㻡㻝㻝㻡 㻝㻞㻡

㻝㻣㻥 㻠 砥石 㻝㻥㻢㻢 Ⅱ 㻞㻝㻥 砂岩 㻞㻥㻚㻤 㻞㻤㻚㻝 㻤㻚㻟 㻥㻚㻜 溝・四角 㻞㻡㻝 㻝㻝㻥

㻝㻣㻥 㻡 砥石 不明 Ⅱ-1 㻞㻠㻜 砂岩 㻟㻞㻚㻟 㻟㻢㻚㻢 㻢㻚㻠 㻢㻚㻤 浅い溝・折れ 㻞㻜㻟㻟㻢 㻟㻤

㻝㻣㻥 㻢 砥石 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅰ？ 㻞㻡㻜 頁岩 㻝㻝㻢㻚㻝 㻟㻜㻚㻜 㻣㻚㻢 㻠㻞㻚㻢 㻝㻥㻞 㻝㻞

㻝㻣㻥 㻣 砥石 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 頁岩 㻟㻥㻚㻢 㻟㻤㻚㻠 㻡㻚㻡 㻝㻝㻚㻜 㻟㻟㻝㻣 㻞㻥

㻝㻣㻥 㻤 砥石 㻫㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 砂岩 㻟㻢㻚㻢 㻝㻥㻚㻠 㻤㻚㻢 㻣㻚㻜 糸巻き・折れ？ 㻟㻟㻟㻣 㻟㻜

㻝㻣㻥 㻥 砥石 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅱ 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 砂岩 㻟㻤㻚㻟 㻟㻡㻚㻡 㻥㻚㻟 㻝㻡㻚㻣 㻞㻠㻞㻥 㻞㻟

㻝㻣㻥 㻝㻜 砥石 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅱ 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 砂岩 㻟㻡㻚㻢 㻟㻟㻚㻞 㻤㻚㻤 㻤㻚㻣 溝・糸巻き 㻞㻠㻟㻜 㻞㻠

㻝㻣㻥 㻝㻝 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 砂岩 㻠㻣㻚㻢 㻠㻢㻚㻝 㻝㻞㻚㻝 㻞㻥㻚㻢 溝十字・四角・折れ？ 㻟㻠㻝 㻝㻡

㻝㻣㻥 㻝㻞 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅱ 㻟㻝㻢 砂岩 㻣㻠㻚㻡 㻠㻝㻚㻝 㻝㻝㻚㻡 㻠㻣㻚㻜 糸巻き・凹み 㻟㻢㻞 㻝㻞㻠

㻝㻣㻥 㻝㻟 砥石 㻫㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅱ 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 砂岩 㻡㻡㻚㻣 㻠㻤㻚㻢 㻝㻡㻚㻡 㻡㻠㻚㻥 溝・糸巻き？ 㻟㻢㻠 㻝㻢

㻝㻣㻥 㻝㻠 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅰ 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 砂岩 㻢㻡㻚㻢 㻟㻢㻚㻜 㻥㻚㻡 㻞㻝㻚㻡 溝・糸巻き 㻟㻡㻣 㻝㻞㻜

㻝㻣㻥 㻝㻡 砥石 （1997/7/23） 不明 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 砂岩 㻠㻡㻚㻜 㻠㻣㻚㻥 㻝㻞㻚㻝 㻞㻤㻚㻝 糸巻き 㻞㻥㻤 㻝㻠

㻝㻣㻥 㻝㻢 砥石 不明 Ⅰ 㻟㻞㻟 砂岩 㻠㻥㻚㻝 㻠㻥㻚㻥 㻝㻝㻚㻟 㻠㻜㻚㻡 溝十時・四角 㻞㻥㻡 㻝㻟
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器種 発掘年月日 区画 レベル 石材
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（g）

備　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻣㻥 㻝㻣 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅲ-3 㻟㻟㻡 砂岩 㻢㻤㻚㻞 㻢㻜㻚㻡 㻝㻢㻚㻞 㻝㻜㻝㻚㻢 溝・四角 㻞㻜㻟㻝㻢 㻟㻞

㻝㻣㻥 㻝㻤 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅱ 㻟㻡㻜 砂岩 㻢㻞㻚㻜 㻠㻟㻚㻡 㻝㻠㻚㻣 㻡㻝㻚㻜 浅い溝・糸巻き 㻟㻢㻟 㻝㻞㻝

㻝㻣㻥 㻝㻥 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-0 㻟㻡㻜 砂岩 㻠㻡㻚㻥 㻟㻥㻚㻜 㻝㻞㻚㻜 㻞㻥㻚㻡 四角・折れ？ 㻞㻜㻟㻠㻤 㻠㻢

㻝㻣㻥 㻞㻜 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅲ-1 㻟㻡㻜㻙㻟㻢㻜 頁岩 㻢㻡㻚㻝 㻞㻢㻚㻠 㻢㻚㻡 㻝㻣㻚㻝 㻟㻝㻞㻥 㻞㻢

㻝㻣㻥 㻞㻝 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 レン 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 砂岩 㻤㻣㻚㻥 㻢㻟㻚㻣 㻝㻡㻚㻞 㻝㻞㻣㻚㻞 浅い溝・糸巻き 㻟㻡㻞 㻝㻞㻢

㻝㻣㻥 㻞㻞 砥石 不明 Ⅱ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 砂岩 㻟㻞㻚㻥 㻞㻣㻚㻣 㻤㻚㻠 㻢㻚㻥 溝・折れ 㻞㻜㻟㻠㻜 㻠㻝

㻝㻤㻜 㻝 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻟㻤㻜㻙㻠㻝㻜 砂岩 㻤㻢㻚㻤 㻡㻣㻚㻝 㻝㻜㻚㻡 㻡㻤㻚㻢 浅い溝 㻞㻜㻟㻣㻠 㻡㻝

㻝㻤㻜 㻞 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻟㻤㻜㻙㻠㻝㻜 砂岩 㻢㻠㻚㻠 㻡㻠㻚㻞 㻝㻞㻚㻥 㻠㻣㻚㻣 溝 㻟㻤㻞 㻝㻣

㻝㻤㻜 㻟 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-2 㻠㻞㻜 砂岩 㻡㻡㻚㻢 㻢㻟㻚㻥 㻝㻟㻚㻥 㻡㻥㻚㻣 表裏溝 ・四角・折れ 㻞㻜㻟㻠㻥 㻠㻣

㻝㻤㻜 㻠 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅲ-3 㻠㻞㻜 砂岩 㻢㻥㻚㻢 㻣㻠㻚㻟 㻝㻢㻚㻟 㻣㻞㻚㻤 溝・折れ 㻞㻜㻟㻞㻢 㻟㻠

㻝㻤㻜 㻡 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅱ-2 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 砂岩？花崗岩？ 㻥㻢㻚㻞 㻡㻞㻚㻟 㻝㻣㻚㻠 㻥㻤㻚㻣 㻞㻜㻟㻟㻤 㻟㻥

㻝㻤㻜 㻢 砥石 㻝㻥㻢㻤 Ⅲ-2 㻠㻟㻠 砂岩 㻡㻤㻚㻢 㻣㻜㻚㻣 㻝㻝㻚㻡 㻢㻠㻚㻜 浅い溝・四角？・折れ 㻞㻜㻟㻞㻤 㻟㻡

㻝㻤㻜 㻣 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅲ-1 㻠㻠㻜 砂岩 㻢㻤㻚㻜 㻠㻤㻚㻜 㻝㻞㻚㻤 㻠㻞㻚㻡 溝・糸巻き・折れ 㻞㻜㻟㻠㻠 㻠㻞

㻝㻤㻜 㻤 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-3 㻠㻠㻜 砂質頁岩 㻠㻡㻚㻥 㻡㻠㻚㻝 㻡㻚㻣 㻝㻤㻚㻣 極 ・ 状 ・糸巻き・折れ 㻟㻝㻡㻢 㻞㻤

㻝㻤㻜 㻥 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻡㻜 砂岩 㻠㻠㻚㻤 㻡㻞㻚㻜 㻝㻤㻚㻝 㻠㻠㻚㻜 四角・折れ？ 㻞㻜㻟㻟㻠 㻟㻢

㻝㻤㻜 㻝㻜 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻡㻜 砂岩？ 㻠㻝㻚㻣 㻟㻣㻚㻡 㻝㻜㻚㻣 㻝㻢㻚㻣 溝・折れ・糸巻き？ 㻞㻜㻟㻟㻥 㻠㻜

㻝㻤㻜 㻝㻝 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-2 㻠㻡㻜 砂岩 㻟㻞㻚㻟 㻟㻡㻚㻝 㻣㻚㻟 㻥㻚㻜 折れ 㻞㻜㻟㻣㻥 㻡㻟

㻝㻤㻜 㻝㻞 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅲ-1 㻠㻡㻟 砂岩 㻝㻜㻟㻚㻥 㻡㻣㻚㻟 㻝㻣㻚㻥 㻝㻝㻠㻚㻝 㻞㻜㻟㻡㻜 㻠㻤

㻝㻤㻜 㻝㻟 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-1 㻠㻡㻟 砂岩 㻟㻟㻚㻜 㻠㻢㻚㻢 㻝㻠㻚㻥 㻟㻞㻚㻢 溝・四角・折れ 㻞㻜㻟㻠㻡 㻠㻟

㻝㻤㻜 㻝㻠 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅲ-0 㻠㻡㻡 砂岩 㻡㻥㻚㻠 㻝㻞㻠㻚㻤 㻝㻞㻚㻢 㻝㻜㻤㻚㻞 㻞㻜㻠㻜㻟 㻝㻝㻣

㻝㻤㻜 㻝㻡 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-2 㻠㻢㻜 砂岩 㻟㻝㻚㻞 㻞㻝㻚㻣 㻣㻚㻡 㻤㻚㻣 四角 㻞㻞㻞㻟 㻝㻥

㻝㻤㻝 㻝 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻫 Ⅱ-0 㻠㻣㻜 砂岩 㻝㻜㻣㻚㻜 㻢㻜㻚㻞 㻝㻢㻚㻝 㻝㻟㻢㻚㻡 㻞㻜㻟㻤㻞 㻡㻡

㻝㻤㻝 㻞 砥石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-4 㻠㻣㻜 砂岩 㻢㻟㻚㻝 㻢㻠㻚㻡 㻥㻚㻤 㻠㻞㻚㻞 溝・糸巻き・折れ 㻞㻜㻟㻝㻣 㻝㻝㻤

㻝㻤㻝 㻟 砥石 㻫㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ-2 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 砂岩 㻡㻜㻚㻟 㻠㻟㻚㻜 㻤㻚㻠 㻞㻟㻚㻠 浅い溝・折れ 㻞㻞㻟㻢 㻞㻜

㻝㻤㻝 㻠 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅰ-0 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 頁岩 㻢㻣㻚㻝 㻞㻣㻚㻢 㻤㻚㻢 㻞㻞㻚㻤 㻝㻝㻥㻠 㻝㻤

㻝㻤㻝 㻡 砥石 不明 Ⅲ-2 㻠㻣㻡 砂岩 㻠㻤㻚㻢 㻡㻟㻚㻠 㻝㻢㻚㻞 㻢㻝㻚㻝 㻞㻜㻟㻡㻞 㻠㻥

㻝㻤㻝 㻢 砥石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅲ-2 㻠㻤㻜 頁岩 㻝㻝㻚㻣 㻝㻥㻚㻤 㻡㻚㻞 㻝㻚㻢 㻟㻝㻠㻤 㻞㻣

㻝㻤㻝 㻣 砥石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻠㻤㻡㻙㻠㻥㻜 砂岩 㻡㻟㻚㻣 㻟㻠㻚㻟 㻤㻚㻞 㻝㻢㻚㻝 浅い溝・折れ 㻞㻞㻤㻝 㻞㻞

㻝㻤㻝 㻤 砥石 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻫 Ⅱ-2 㻠㻥㻡 砂岩 㻢㻟㻚㻡 㻠㻜㻚㻢 㻝㻝㻚㻞 㻠㻜㻚㻜 み・四角・折れ 㻞㻜㻟㻠㻣 㻠㻡

㻝㻤㻝 㻥 砥石 㻫㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅳ-0 㻡㻜㻜 砂岩 㻝㻝㻜㻚㻞 㻢㻞㻚㻥 㻝㻞㻚㻤 㻣㻟㻚㻡 溝？ 㻞㻜㻟㻤㻜 㻡㻠

㻝㻤㻝 㻝㻜 砥石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻡㻜㻜 砂岩 㻣㻞㻚㻠 㻠㻣㻚㻟 㻝㻝㻚㻝 㻟㻢㻚㻜 浅い溝・糸巻き 㻞㻠㻞㻠 㻝㻞㻞

㻝㻤㻝 㻝㻝 砥石 不明 Ⅲ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 砂岩 㻡㻞㻚㻡 㻞㻤㻚㻠 㻣㻚㻣 㻝㻢㻚㻣 浅い溝・四角 㻞㻜㻟㻞㻜 㻟㻟

㻝㻤㻝 㻝㻞 砥石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻡㻝㻜 砂質頁岩？ 㻢㻤㻚㻝 㻠㻣㻚㻜 㻥㻚㻠 㻟㻜㻚㻥 条 㻞㻞㻣㻜 㻞㻝

㻝㻤㻝 㻝㻟 砥石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻫 Ⅱ-2 㻡㻞㻞 砂岩 㻣㻡㻚㻡 㻟㻣㻚㻠 㻝㻞㻚㻟 㻟㻠㻚㻜 糸巻き・折れ 㻞㻜㻟㻢㻟 㻡㻜

㻝㻤㻝 㻝㻠 砥石 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻫 Ⅲ-2 㻡㻞㻡 砂質頁岩 㻠㻣㻚㻠 㻠㻥㻚㻜 㻠㻚㻢 㻝㻟㻚㻤 極 ・ 状 㻞㻜㻟㻣㻡 㻡㻞

㻝㻤㻝 㻝㻡 砥石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻫 Ⅱ-0 㻡㻞㻥 砂岩 㻡㻢㻚㻠 㻠㻜㻚㻡 㻥㻚㻥 㻝㻤㻚㻡 溝・糸巻き・折れ？ 㻞㻜㻟㻟㻡 㻟㻣

㻝㻤㻝 㻝㻢 砥石 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅱ-1 㻡㻟㻜 砂岩？？ 㻝㻜㻣㻚㻠 㻣㻟㻚㻝 㻝㻝㻚㻤 㻝㻟㻢㻚㻜 表裏に2条づつ 㻞㻠㻟㻟 㻞㻡

㻝㻤㻝 㻝㻣 砥石 不明 Ⅲ-2 㻡㻠㻜㻙㻡㻡㻜 砂岩 㻟㻟㻚㻢 㻟㻥㻚㻜 㻝㻜㻚㻝 㻝㻤㻚㻜 溝・四角・折れ 㻞㻜㻟㻠㻢 㻠㻠

㻝㻤㻝 㻝㻤 砥石 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-0 不明 砂岩 㻠㻢㻚㻤 㻡㻥㻚㻤 㻝㻣㻚㻠 㻡㻡㻚㻤 溝・ 㻞㻝㻜㻢 㻝㻞㻟

㻝㻤㻠 㻝 砥石 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅴ 㻡㻡㻙㻣㻡 頁岩 㻟㻜㻚㻝 㻞㻡㻚㻡 㻢㻚㻡 㻥㻚㻟 四角・ 条 ？ 㻡㻝㻠㻣 㻟㻝

㻝㻤㻠 㻞 磨石 あり 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅴ-2 㻥㻜 砂岩 㻝㻞㻥㻚㻤 㻤㻣㻚㻣 㻡㻥㻚㻠 㻤㻤㻤㻚㻠 㻝㻜㻝

㻝㻤㻠 㻟 特殊磨石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻞 Ⅴ 㻝㻜㻜 頁岩 㻝㻞㻤㻚㻞 㻢㻤㻚㻤 㻢㻣㻚㻞 㻣㻣㻠㻚㻥 㻞㻜㻟㻥㻣 㻝㻟㻞

㻝㻤㻠 㻠 特殊磨石 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅴ 不明 砂岩 㻝㻥㻜㻚㻟 㻝㻝㻝㻚㻥 㻡㻤㻚㻥 㻝㻢㻞㻤㻚㻠 㻞㻜㻠㻝㻠 㻢㻡
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器種 発掘年月日 区画 レベル 種 部位
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（g）

備　　　考 注記
実測
番号

㻝㻤㻡 㻝 縫針 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻢 奥の院 㻟㻞㻜 不明 不明 㻡㻞㻚㻣 㻞㻚㻟 㻝㻚㻡 㻜㻚㻞 栃原新聞第16号から 㻠㻟

㻝㻤㻡 㻞 縫針 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻡 Ⅱ-1 㻠㻥㻣 不明 不明 㻟㻥㻚㻡 㻞㻚㻞 㻝㻚㻣 㻜㻚㻞 栃原新聞第5号から 㻠㻞

㻝㻤㻡 㻟 縫針 不明 Ⅲ-2 㻡㻟㻠 不明 不明 㻟㻞㻚㻟 㻞㻚㻞 㻝㻚㻢 㻜㻚㻝 㻞

㻝㻤㻡 㻠 縫針 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅲ-1 㻡㻠㻝 不明 不明 㻡㻜㻚㻝 㻝㻚㻣 㻞㻚㻜 㻜㻚㻞 栃原新聞第10号から 㻟

㻝㻤㻡 㻡 縫針 不明 不明 不明 不明 不明 㻟㻝㻚㻣 㻝㻚㻡 㻝㻚㻝 㻥㻚㻝 㻠㻝

㻝㻤㻡 㻢 縫針？ 不明 不明 不明 不明 不明 㻞㻡㻚㻟 㻞㻚㻢 㻞㻚㻝 㻜㻚㻞 㻝

㻝㻤㻡 㻣 縫針？ 不明 Ⅱ-2 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 不明 不明 㻠㻤㻚㻜 㻟㻚㻤 㻞㻚㻤 㻜㻚㻢 㻞㻟㻣㻞 㻠

㻝㻤㻡 㻤 縫針？ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅲ-0 㻠㻡㻜 不明 不明 㻠㻝㻚㻠 㻠㻚㻢 㻞㻚㻡 㻜㻚㻣 㻟㻞㻠㻥 㻞㻤

㻝㻤㻡 㻥 針？ 不明 Ⅰ-4 㻠㻡㻜 不明 不明 㻢㻞㻚㻟 㻠㻚㻠 㻟㻚㻜 㻜㻚㻥 㻝㻣

㻝㻤㻡 㻝㻜 針？ 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅲ-2 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 不明 不明 㻣㻥㻚㻝 㻢㻚㻥 㻞㻚㻥 㻝㻚㻣 栃原新聞第4号から 㻝㻢

㻝㻤㻡 㻝㻝 針？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅳ 㻠㻞㻝 不明 不明 㻢㻣㻚㻝 㻣㻚㻥 㻞㻚㻤 㻝㻚㻤 㻠㻝㻥 㻝㻟㻥

㻝㻤㻡 㻝㻞 装身具？ 不明 Ⅲ？ 㻠㻢㻜 不明 不明 㻢㻥㻚㻣 㻡㻚㻥 㻞㻚㻤 㻝㻚㻢 栃原新聞第6号から 㻟 㻝㻟㻤

㻝㻤㻡 㻝㻟 装身具？ 不明 不明 不明 不明 不明 㻤㻡㻚㻢 㻡㻚㻣 㻟㻚㻢 㻞㻚㻜 㻟㻫㻫㻫 㻞㻣

㻝㻤㻡 㻝㻠 装身具 不明 不明 不明 ツキノワグマ 遊離歯 㻡㻟㻚㻞 㻝㻣㻚㻥 㻥㻚㻟 㻡㻚㻥 㻢㻢

㻝㻤㻡 㻝㻡 装身具 不明 不明 （250） オオカミ 遊離歯 ーー ーー ーー ーー 実物不明

㻝㻤㻡 㻝㻢 装身具？ 不明 不明 㻠㻤㻜 アオザメ 歯 㻝㻣㻚㻥 㻝㻡㻚㻞 㻟㻚㻜 㻜㻚㻡 長野県史から 㻝㻠

㻝㻤㻡 㻝㻣 装身具？ 不明 不明 㻞㻣㻡 不明 不明 㻞㻝㻚㻥 㻝㻜㻚㻣 㻝㻚㻤 㻜㻚㻟 栃原新聞第6号から 㻡㻤

㻝㻤㻢 㻝 釣針 不明 不明 不明 不明 不明 㻞㻢㻚㻝 㻝㻜㻚㻢 㻞㻚㻜 㻜㻚㻞 㻣

㻝㻤㻢 㻞 釣針未製品 不明 不明 不明 不明 不明 㻝㻤㻚㻥 㻤㻚㻟 㻞㻚㻞 㻜㻚㻞 㻤

㻝㻤㻢 㻟 釣針 不明 不明 不明 不明 不明 㻞㻟㻚㻤 㻢㻚㻡 㻞㻚㻤 㻜㻚㻞 㻠㻢

㻝㻤㻢 㻠 釣針未製品 不明 不明 㻠㻝㻜 不明 不明 㻞㻣㻚㻝 㻥㻚㻣 㻞㻚㻠 㻜㻚㻠 㻝㻞

㻝㻤㻢 㻡 釣針未製品 不明 不明 㻠㻠㻡 不明 不明 㻟㻡㻚㻥 㻝㻟㻚㻜 㻟㻚㻢 㻝㻚㻜 栃原新聞第6号から 㻟㻞㻢㻫 㻠㻠

㻝㻤㻢 㻢 釣針未製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 奥の院 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 不明 不明 㻠㻞㻚㻤 㻝㻟㻚㻢 㻡㻚㻜 㻝㻚㻞 㻟㻞㻡㻜 㻝㻜

㻝㻤㻢 㻣 釣針未製品 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 不明 不明 㻞㻥㻚㻡 㻝㻝㻚㻡 㻟㻚㻢 㻜㻚㻣 栃原新聞第5号から 㻝㻝

㻝㻤㻢 㻤 釣針未製品 不明 不明 不明 不明 不明 㻞㻟㻚㻝 㻥㻚㻟 㻞㻚㻟 㻜㻚㻟 㻠㻡

㻝㻤㻢 㻥 釣針未製品 不明 Ⅲ-3 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 不明 不明 㻣㻞㻚㻢 㻝㻝㻚㻝 㻣㻚㻥 㻞㻚㻡 㻟㻞㻢㻞 㻣㻝

㻝㻤㻢 㻝㻜 直釣針 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻞㻥 不明 不明 㻟㻣㻚㻞 㻠㻚㻝 㻞㻚㻜 㻜㻚㻞 㻞㻟㻠㻢 㻥

㻝㻤㻢 㻝㻝 直釣針 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ-拡 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 不明 不明 㻞㻥㻚㻤 㻞㻚㻤 㻝㻚㻞 㻜㻚㻝 㻝㻞㻠㻜 㻠㻥

㻝㻤㻢 㻝㻞 直釣針 不明 不明 不明 不明 不明 㻟㻢㻚㻞 㻞㻚㻣 㻝㻚㻣 㻜㻚㻝 㻡

㻝㻤㻢 㻝㻟 直釣針 不明 不明 不明 不明 不明 㻞㻡㻚㻞 㻞㻚㻞 㻞㻚㻞 㻜㻚㻝 㻢

㻝㻤㻢 㻝㻠 直釣針 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻠㻞㻥 不明 不明 㻠㻣㻚㻜 㻤㻚㻝 㻠㻚㻝 㻝㻚㻟 栃原新聞第6号から 㻞㻟㻠㻢 㻠㻣

㻝㻤㻢 㻝㻡 直釣針？ 不明 不明 不明 不明 不明 㻟㻡㻚㻜 㻠㻚㻥 㻠㻚㻡 㻜㻚㻤 㻠㻤

㻝㻤㻢 㻝㻢 ヘラ状有孔製品 不明 Ⅲ-2 㻠㻡㻜 不明 不明 㻠㻢㻚㻜 㻝㻡㻚㻤 㻞㻚㻞 㻝㻚㻢 㻞㻡

㻝㻤㻢 㻝㻣 ヘラ状有孔製品 不明 不明 不明 不明 不明 㻟㻜㻚㻟 㻝㻟㻚㻟 㻞㻚㻣 㻜㻚㻡 㻝㻡

㻝㻤㻢 㻝㻤 ヘラ状有孔製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ-0 㻠㻤㻜 不明 不明 㻝㻥㻚㻣 㻝㻝㻚㻥 㻞㻚㻤 㻜㻚㻡 焼け 㻟㻞㻜 㻝㻟

㻝㻤㻢 㻝㻥 ヘラ状有孔製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅲ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 不明 不明 㻞㻥㻚㻜 㻣㻚㻤 㻞㻚㻢 㻜㻚㻠 㻟㻞㻠㻣 㻞㻠

㻝㻤㻢 㻞㻜 ヘラ状有孔製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻞㻤㻜㻙㻞㻥㻜 不明 不明 㻟㻢㻚㻝 㻝㻝㻚㻥 㻞㻚㻡 㻜㻚㻥 㻞㻟㻞㻡 㻞㻢

㻝㻤㻣 㻝 刺突具状製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻟㻜㻙㻟㻠㻜 ニホンジカ 中手骨? 㻢㻢㻚㻟 㻝㻡㻚㻞 㻠㻚㻟 㻠㻚㻜 焼け？ 㻟㻞㻠㻟 㻞㻞

㻝㻤㻣 㻞 刺突具状製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻝㻤 （Ⅱ） 㻟㻥㻞 不明 不明 㻢㻞㻚㻜 㻝㻞㻚㻝 㻞㻚㻞 㻝㻚㻣 栃原新聞第6号から （3242） 㻞㻝

㻝㻤㻣 㻟 刺突具状製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻫 奥の院 㻞㻝㻣 ニホンジカ 中手骨 㻤㻞㻚㻥 㻤㻚㻤 㻠㻚㻠 㻟㻚㻠 㻞㻟㻜㻟 㻝㻥

㻝㻤㻣 㻠 刺突具状製品 不明 不明 不明 ニホンジカ? 中足骨? 㻡㻜㻚㻥 㻝㻠㻚㻠 㻡㻚㻠 㻞㻚㻣 焼け 㻞㻟

㻝㻤㻣 㻡 刺突具状製品 不明 （Ⅰ） 不明 ニホンジカ? 四肢骨 㻝㻞㻠㻚㻡 㻝㻜㻚㻞 㻣㻚㻣 㻣㻚㻞 㻤㻞

㻝㻤㻣 㻢 刺突具状製品 不明 不明 不明 不明 不明 㻤㻢㻚㻣 㻤㻚㻥 㻠㻚㻟 㻟㻚㻠 㻢㻜

㻝㻤㻣 㻣 刺突具状製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 奥の院 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 ニホンジカ 中手骨? 㻤㻝㻚㻡 㻝㻜㻚㻝 㻥㻚㻝 㻟㻚㻤 栃原新聞第16号から （1314） 㻞㻜

㻝㻤㻣 㻤 装身具？ 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 不明 不明 㻡㻜㻚㻞 㻥㻚㻣 㻞㻚㻢 㻝㻚㻜 㻟㻞㻝㻣 㻝㻠㻜

㻝㻤㻣 㻥 装身具？ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅱ-0 㻠㻣㻜 不明 不明 㻡㻟㻚㻤 㻥㻚㻣 㻞㻚㻢 㻝㻚㻜 㻞㻟㻢㻝 㻝㻤

㻝㻤㻣 㻝㻜 装身具？ 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻤㻡 不明 不明 㻥㻡㻚㻣 㻣㻚㻤 㻠㻚㻝 㻟㻚㻝 焼け？ 㻟㻞㻢㻢 㻡㻣

㻝㻤㻣 㻝㻝 装身具？ （1970/10/19） Ⅲ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 不明 不明 㻣㻠㻚㻞 㻡㻚㻡 㻡㻚㻝 㻞㻚㻝 㻟㻞㻤㻠 㻞㻥

㻝㻤㻤 㻝 尺骨製突刺突具状製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ (200前後) ニホンジカ 尺骨 㻝㻝㻡㻚㻝 㻠㻟㻚㻠 㻞㻞㻚㻡 㻝㻥㻚㻡 㻟㻞㻜㻟 㻢㻥

㻝㻤㻤 㻞 尺骨製突刺突具状製品 不明 Ⅲ 㻞㻝㻞 ニホンジカ 尺骨 㻝㻞㻝㻚㻟 㻟㻢㻚㻜 㻝㻥㻚㻥 㻤㻚㻝 㻟㻣

㻝㻤㻤 㻟 尺骨製突刺突具状製品 㻝㻥㻢㻡㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ 㻞㻡㻜 ニホンジカ 尺骨 㻤㻥㻚㻤 㻟㻠㻚㻝 㻝㻥㻚㻝 㻝㻜㻚㻥 㻞㻟㻜㻢 㻟㻢

㻝㻤㻤 㻠 尺骨製突刺突具状製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅱ-2 㻟㻜㻤 ニホンジカ 尺骨 㻝㻝㻠㻚㻟 㻠㻡㻚㻡 㻝㻥㻚㻣 㻞㻠㻚㻤 㻞㻟㻟㻞 㻟㻡

㻝㻤㻥 㻝 尺骨製突刺突具状製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅰ-3 㻟㻣㻜 ニホンジカ 尺骨 㻝㻞㻞㻚㻢 㻠㻞㻚㻟 㻞㻞㻚㻡 㻝㻝㻚㻠 㻝㻟㻞㻞 㻟㻠

㻝㻤㻥 㻞 尺骨製突刺突具状製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻞㻜 Ⅱ-0 㻠㻡㻡     偶蹄目 尺骨 㻝㻜㻜㻚㻜 㻠㻢㻚㻥 㻞㻝㻚㻣 㻝㻥㻚㻡 㻞㻟㻠㻠 㻢㻣

㻝㻤㻥 㻟 尺骨製突刺突具状製品 不明 不明 不明 ニホンジカ 尺骨 㻥㻥㻚㻢 㻠㻡㻚㻠 㻝㻥㻚㻞 㻝㻣㻚㻥 㻢㻤

㻝㻤㻥 㻠 尺骨製突刺突具状製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 ニホンジカ 尺骨 㻥㻡㻚㻝 㻠㻢㻚㻜 㻞㻝㻚㻜 㻝㻢㻚㻞 㻞㻟㻟㻟 㻣㻜

㻝㻥㻜 㻝 刺突具状製品 不明 Ⅲ 㻞㻝㻞 ニホンジカ 中足骨? 㻝㻝㻝㻚㻡 㻝㻢㻚㻟 㻤㻚㻥 㻣㻚㻢 㻟㻞

㻝㻥㻜 㻞 刺突具状製品 㻝㻥㻢㻣 Ⅲ 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 ニホンジカ 中足骨 㻝㻜㻥㻚㻝 㻝㻢㻚㻜 㻝㻟㻚㻟 㻣㻚㻜 㻟㻞㻟㻣 㻟㻥

㻝㻥㻜 㻟 刺突具状製品 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻢 Ⅲ-3 㻠㻟㻤 ニホンジカ 中足骨 㻝㻣㻝㻚㻜 㻞㻡㻚㻢 㻥㻚㻤 㻞㻣㻚㻞 栃原新聞7号から 㻝㻟㻣

㻝㻥㻝 㻝 ヘラ状製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻟㻟㻜 ニホンジカ 中手骨? 㻝㻟㻠㻚㻡 㻞㻡㻚㻡 㻝㻞㻚㻜 㻝㻟㻚㻞 㻟㻞㻞㻢 㻟㻜

㻝㻥㻝 㻞 ヘラ状製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅱ-2 㻟㻡㻜 ニホンジカ 中足骨 㻝㻞㻡㻚㻟 㻞㻟㻚㻥 㻝㻠㻚㻣 㻝㻡㻚㻣 㻞㻟㻟㻣 㻟㻟

㻝㻥㻝 㻟 ヘラ状製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅱ-2 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 ニホンジカ 中足骨 㻝㻡㻤㻚㻡 㻞㻡㻚㻣 㻝㻝㻚㻢 㻞㻜㻚㻜 㻞㻟㻟㻜 㻟㻝

㻝㻥㻝 㻠 ヘラ状製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅰ-2 㻞㻠㻜 㻝㻝㻢㻚㻝 㻞㻜㻚㻤 㻥㻚㻥 㻤㻚㻤 㻝㻟㻝㻢 㻤㻟

㻝㻥㻝 㻡 ヘラ状製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅰ 不明（灰層内） ニホンジカ 中足骨 㻝㻞㻟㻚㻢 㻝㻣㻚㻠 㻣㻚㻠 㻝㻠㻚㻝 焼け 㻝㻟㻜㻝 㻤㻜

㻝㻥㻝 㻢 ヘラ状製品 不明 不明 不明 ニホンジカ? 四肢骨 㻝㻞㻠㻚㻠 㻞㻜㻚㻠 㻢㻚㻤 㻝㻝㻚㻡 㻜㻝㻡㻜 㻤㻝

㻝㻥㻞 㻝 イノシシ牙製品 不明 Ⅰ 㻞㻞㻜 イノシシ 遊離歯 㻠㻥㻚㻣 㻞㻢㻚㻝 㻥㻚㻠 㻞㻚㻞 㻝㻝㻝㻜 㻢㻞

㻝㻥㻞 㻞 イノシシ牙製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅲ-3 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 イノシシ 遊離歯 㻡㻡㻚㻢 㻞㻟㻚㻠 㻤㻚㻠 㻠㻚㻠 㻟㻞㻟㻡 㻢㻠

㻝㻥㻞 㻟 イノシシ牙製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 Ⅲ-3 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 イノシシ 遊離歯 㻡㻥㻚㻝 㻝㻢㻚㻣 㻣㻚㻜 㻞㻚㻝 㻟㻞㻟㻡 㻡㻡

㻝㻥㻞 㻠 イノシシ牙製品 㻝㻥㻢㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻞 Ⅱ-0 㻡㻠㻜 イノシシ 遊離歯 㻡㻠㻚㻤 㻞㻠㻚㻣 㻝㻜㻚㻞 㻟㻚㻢 㻞㻟㻟㻣 㻡㻠

㻝㻥㻞 㻡 イノシシ牙製品 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻠 Ⅰ-3 㻡㻝㻜 イノシシ 遊離歯 㻡㻤㻚㻝 㻞㻝㻚㻟 㻝㻝㻚㻝 㻞㻚㻢 栃原新聞第15号から 㻝㻟㻣㻝 㻡㻟

㻝㻥㻞 㻢 イノシシ牙製品 不明 Ⅱ 不明 イノシシ 遊離歯 㻢㻝㻚㻡 㻞㻝㻚㻟 㻤㻚㻥 㻢㻚㻢 㻢㻟

㻝㻥㻞 㻣 イノシシ牙製品 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅲ-1 㻡㻠㻜 イノシシ 遊離歯 㻣㻞㻚㻝 㻟㻜㻚㻢 㻝㻡㻚㻠 㻠㻚㻝 栃原新聞第10号から （3021） 㻡㻢

㻝㻥㻞 㻤 イノシシ牙製品 不明 Ⅲ 不明 イノシシ 遊離歯 㻟㻣㻚㻞 㻞㻞㻚㻜 㻡㻚㻜 㻟㻚㻞 㻢㻡

㻝㻥㻟 㻝 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 ニホンジカ? 四肢骨 㻝㻜㻟㻚㻥 㻝㻤㻚㻞 㻝㻢㻚㻤 㻥㻚㻝 㻟㻞㻜㻤 㻡㻜

㻝㻥㻟 㻞 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 不明 不明 㻣㻡㻚㻡 㻝㻟㻚㻣 㻡㻚㻡 㻝㻚㻥 㻟㻞㻜㻤 㻣㻥

㻝㻥㻟 㻟 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 不明 四肢骨 㻥㻞㻚㻢 㻞㻞㻚㻢 㻥㻚㻣 㻤㻚㻤 㻟㻞㻢㻡 㻣㻡

㻝㻥㻟 㻠 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻝 Ⅰ-3 㻠㻜㻜 不明 四肢骨 㻤㻤㻚㻣 㻞㻜㻚㻝 㻝㻟㻚㻝 㻣㻚㻥 㻝㻟㻞㻢 㻡㻞

㻝㻥㻟 㻡 不定形骨製品 不明 Ⅲ-2 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 不明 不明 㻥㻝㻚㻡 㻝㻟㻚㻥 㻢㻚㻞 㻟㻚㻢 㻣㻢

㻝㻥㻟 㻢 不定形骨製品 （1969/5/19） Ⅲ-2 㻠㻥㻜 ニホンジカ 中足骨 㻤㻜㻚㻡 㻝㻟㻚㻥 㻢㻚㻡 㻠㻚㻤 㻟㻥㻡㻥 㻡㻝

㻝㻥㻟 㻣 不定形骨製品 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅰ拡 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 不明 不明 㻡㻠㻚㻟 㻤㻚㻢 㻠㻚㻥 㻞㻚㻞 㻝㻞㻟㻥 㻣㻣

㻝㻥㻟 㻤 不定形骨製品 不明 不明 不明 不明 不明 㻡㻥㻚㻠 㻝㻝㻚㻝 㻝㻜㻚㻡 㻞㻚㻢 㻣㻤
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器種 発掘年月日 区画 レベル 種 部位
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（g）

備　　　考 注記
実測
番号

図版番号

㻝㻥㻟 㻥 不定形骨製品 不明 Ⅱ 不明 ニホンジカ 中足骨? 㻡㻤㻚㻡 㻝㻜㻚㻡 㻢㻚㻠 㻞㻚㻡 㻡㻥

㻝㻥㻟 㻝㻜 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻟 Ⅱ 㻝㻣㻝 ニホンザル 尺骨 㻝㻝㻜㻚㻢 㻝㻣㻚㻟 㻝㻟㻚㻣 㻣㻚㻜 㻞㻟㻜㻞 㻟㻤

㻝㻥㻠 㻝 不定形骨製品 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅱ-2 㻡㻞㻡 ニホンジカ? 四肢骨 㻝㻟㻝㻚㻠 㻞㻞㻚㻥 㻝㻜㻚㻝 㻝㻠㻚㻞 㻣㻞

㻝㻥㻠 㻞 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-2 㻠㻢㻜 ニホンジカ 中手骨? 㻢㻤㻚㻝 㻝㻞㻚㻤 㻡㻚㻣 㻟㻚㻡 㻟㻞㻠㻝 㻣㻠

㻝㻥㻠 㻟 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻝 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 不明 不明 㻡㻟㻚㻠 㻤㻚㻜 㻟㻚㻢 㻝㻚㻢 焼け 㻞㻞㻟㻡 㻢㻝

㻝㻥㻠 㻠 不定形骨製品 不明 Ⅲ 不明 ニホンジカ 尺骨 㻥㻢㻚㻞 㻝㻝㻚㻥 㻣㻚㻟 㻟㻚㻡 㻟㻜㻝㻜 㻣㻟

㻝㻥㻡 㻝 の シカ 不明 Ⅱ 㻞㻟㻜 ニホンジカ 㻝㻜㻡㻚㻥 㻞㻠㻚㻣 㻝㻞㻚㻡 㻝㻠㻚㻟 㻥㻢

㻝㻥㻡 㻝 の シカ 不明 不明 不明 ニホンジカ 㻞㻜㻤㻚㻞 㻡㻟㻚㻣 㻝㻟㻚㻤 㻟㻠㻚㻤 㻥㻥

㻝㻥㻡 㻞 の シカ 不明 Ⅲ-2 㻡㻤㻠 ニホンジカ 㻝㻠㻡㻚㻡 㻞㻤㻚㻣 㻠㻝㻚㻣 㻟㻠㻚㻣 焼け 㻥㻣

㻝㻥㻡 㻟 の シカ 不明 不明 不明 ニホンジカ 㻤㻥㻚㻜 㻝㻢㻚㻢 㻝㻝㻚㻠 㻥㻚㻣 㻥㻡

㻝㻥㻡 㻠 の シカ 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻝㻤㻡 ニホンジカ 㻝㻞㻜㻚㻝 㻠㻟㻚㻡 㻝㻢㻚㻟 㻞㻞㻚㻢 㻟㻞㻝㻜 㻥㻤

㻝㻥㻢 㻝 の 骨 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-3 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 ニホンジカ 四肢骨 㻤㻝㻚㻝 㻝㻟㻚㻜 㻝㻜㻚㻣 㻤㻚㻤 離 㻝㻞㻣

㻝㻥㻢 㻞 の 骨 不明 不明 不明 ニホンジカ 中足骨 㻝㻝㻝㻚㻤 㻞㻜㻚㻞 㻝㻝㻚㻢 㻝㻞㻚㻞 離 カ マー 㻝㻞㻝

㻝㻥㻢 㻟 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 不明 ニホンジカ 中足骨 㻝㻞㻣㻚㻢 㻟㻠㻚㻥 㻞㻡㻚㻟 㻞㻤㻚㻝 離 㻝㻟㻡

㻝㻥㻢 㻠 の 骨 不明 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 ニホンジカ 骨 㻣㻝㻚㻢 㻠㻥㻚㻞 㻠㻠㻚㻟 㻟㻣㻚㻝 離 㻠㻜㻝㻝㻞 㻝㻝㻢

㻝㻥㻢 㻡 の 骨 不明 Ⅰ 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 ニホンジカ 中足骨 㻤㻢㻚㻟 㻟㻜㻚㻥 㻞㻟㻚㻠 㻞㻝㻚㻢 離 㻝㻞㻟

㻝㻥㻢 㻢 の 骨 不明 Ⅱ 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 ニホンジカ 中足骨 㻣㻥㻚㻡 㻟㻜㻚㻟 㻞㻜㻚㻡 㻝㻠㻚㻟 離 㻝㻞㻞

㻝㻥㻣 㻝 の 骨 㻝㻥㻢㻤㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻟㻡㻙㻞㻠㻜 ニホンジカ 骨 㻝㻝㻠㻚㻡 㻟㻥㻚㻜 㻞㻥㻚㻡 㻠㻞㻚㻢 離 㻝㻟㻢

㻝㻥㻣 㻞 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻞㻟㻜㻙㻞㻠㻜 ニホンジカ 四肢骨 㻤㻜㻚㻟 㻟㻞㻚㻥 㻝㻠㻚㻣 㻝㻟㻚㻣 イラル か 㻝㻟㻟

㻝㻥㻣 㻟 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻜 中 㻞㻞㻤㻙㻞㻢㻠 ニホンジカ 四肢骨 㻝㻜㻜㻚㻟 㻞㻟㻚㻜 㻝㻝㻚㻣 㻝㻟㻚㻟 カ マー 焼け 㻝㻜㻜

㻝㻥㻣 㻠 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 中 㻞㻞㻤㻙㻞㻢㻠 ニホンジカ? 四肢骨 㻣㻣㻚㻠 㻝㻤㻚㻢 㻝㻤㻚㻤 㻥㻚㻡 イラル か 焼け 㻝㻝㻣

㻝㻥㻣 㻡 の 骨 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅲ-2 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 ニホンジカ? 四肢骨 㻢㻣㻚㻥 㻞㻝㻚㻢 㻝㻜㻚㻡 㻥㻚㻞 イラル か 焼け 㻝㻟㻝

㻝㻥㻤 㻝 の 骨 不明 Ⅱ-0 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 ニホンジカ 骨 㻝㻢㻡㻚㻤 㻠㻡㻚㻞 㻞㻠㻚㻢 㻡㻢㻚㻝 㻝㻝㻥

㻝㻥㻤 㻞 の 骨 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 レン 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 ニホンジカ 四肢骨 㻣㻡㻚㻡 㻝㻞㻚㻢 㻝㻟㻚㻣 㻡㻚㻤 イラル か 㻝㻟㻜

㻝㻥㻤 㻟 の 骨 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 レン 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 ニホンジカ 四肢骨 㻣㻤㻚㻝 㻞㻣㻚㻥 㻝㻥㻚㻠 㻝㻢㻚㻤 イラル か 㻝㻟㻠

㻝㻥㻤 㻠 の 骨 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 ニホンジカ 四肢骨 㻢㻜㻚㻣 㻝㻟㻚㻝 㻤㻚㻢 㻞㻚㻤 イラル か 㻝㻟㻞

㻝㻥㻤 㻡 の 骨 不明 Ⅱ-3 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 ニホンジカ 中手骨 㻝㻜㻢㻚㻞 㻞㻟㻚㻞 㻝㻣㻚㻝 㻞㻝㻚㻡 イラル か カ マー 㻝㻞㻜

㻝㻥㻤 㻢 の 骨 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 ニホンジカ 四肢骨 㻣㻥㻚㻥 㻞㻡㻚㻜 㻝㻡㻚㻡 㻥㻚㻡 イラル か 㻝㻞㻤

㻝㻥㻤 㻣 の 骨 不明 Ⅱ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 ニホンジカ 中手足骨 㻢㻤㻚㻟 㻞㻝㻚㻜 㻝㻡㻚㻡 㻝㻞㻚㻣 イラル か 㻝㻞㻢

㻝㻥㻤 㻤 の 骨 㻝㻥㻣㻠㻛㻤㻛㻞㻞 㻜㻙㻝 㻡㻜㻡㻙㻡㻝㻡 ニホンジカ 四肢骨 㻢㻡㻚㻣 㻞㻣㻚㻢 㻝㻠㻚㻠 㻣㻚㻟 イラル か 㻝㻞㻥

㻝㻥㻤 㻥 の 骨 不明 Ⅱ 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 ニホンジカ 中手足骨 㻤㻜㻚㻟 㻞㻟㻚㻝 㻝㻞㻚㻢 㻝㻟㻚㻞 イラル か 㻝㻞㻡

㻝㻥㻥 㻝 の 骨 不明 Ⅱ 㻞㻡㻜 ニホンジカ 中足骨 㻝㻡㻜㻚㻤 㻟㻟㻚㻥 㻟㻞㻚㻥 㻠㻝㻚㻢 カ マー 㻝㻜㻥

㻝㻥㻥 㻞 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻣 Ⅱ 㻞㻡㻜 ニホンジカ 骨 㻣㻟㻚㻤 㻟㻥㻚㻟 㻠㻜㻚㻝 㻞㻝㻚㻞 カ マー 㻝㻜㻞

㻝㻥㻥 㻟 の 骨 不明 Ⅱ-1 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 ニホンジカ 中足骨 㻞㻝㻟㻚㻝 㻞㻝㻚㻥 㻝㻟㻚㻥 㻟㻠㻚㻜 カ マー 㻝㻝㻜

㻝㻥㻥 㻠 の 骨 不明 Ⅱ-3 㻠㻣㻜㻙㻠㻤㻜 ニホンジカ 中足骨 㻠㻡㻚㻡 㻞㻤㻚㻞 㻝㻠㻚㻥 㻝㻜㻚㻜 カ マー 㻝㻜㻠

㻝㻥㻥 㻡 の 骨 不明 Ⅳ-1 㻡㻡㻜㻙㻡㻢㻜 ニホンジカ 尺骨 㻢㻤㻚㻝 㻟㻡㻚㻞 㻞㻞㻚㻡 㻝㻟㻚㻢 カ マー 㻥㻞

㻝㻥㻥 㻢 の 骨 不明 奥の院 不明 ニホンジカ 尺骨 㻤㻡㻚㻠 㻡㻠㻚㻠 㻞㻚㻠 㻞㻠㻚㻣 カ マー 㻝㻜㻤

㻝㻥㻥 㻣 の 骨 不明 Ⅲ-2 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 ニホンジカ 中足骨 㻠㻣㻚㻡 㻞㻡㻚㻠 㻝㻞㻚㻡 㻢㻚㻤 㻝㻜㻢

㻞㻜㻜 㻝 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻞㻤㻙㻞㻢㻠 ニホンジカ 骨 㻥㻡㻚㻢 㻠㻢㻚㻞 㻝㻠㻚㻡 㻠㻚㻡 カ マー 㻝㻜㻟

㻞㻜㻜 㻞 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻟㻥㻜㻙㻠㻜㻜 ニホンジカ 骨 㻥㻤㻚㻝 㻢㻤㻚㻝 㻝㻟㻚㻠 㻝㻥㻚㻢 カ マー 㻝㻝㻝

㻞㻜㻜 㻟 の 骨 不明 Ⅲ-1 㻠㻤㻜㻙㻠㻥㻜 ニホンジカ 骨 㻟㻥㻚㻤 㻝㻟㻝㻚㻡 㻝㻥㻚㻝 㻟㻤㻚㻢 カ マー 㻤㻢

㻞㻜㻜 㻠 の 骨 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻣 Ⅲ-1 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 ニホンジカ 骨 㻣㻜㻚㻟 㻥㻞㻚㻢 㻝㻥㻚㻥 㻠㻝㻚㻢 カ マー 㻤㻣

㻞㻜㻝 㻝 の 骨 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻞㻣㻜㻙㻞㻤㻜 ニホンザル 骨 㻝㻡㻣㻚㻡 㻞㻞㻚㻞 㻝㻡㻚㻞 㻝㻞㻚㻣 カ マー 㻥㻝

㻞㻜㻝 㻞 の 骨 不明 Ⅲ-1 㻠㻢㻢 ニホンザル 骨 㻠㻢㻚㻠 㻢㻟㻚㻝 㻝㻟㻚㻟 㻢㻚㻥 カ マー 㻥㻜

㻞㻜㻝 㻟 の 骨 不明 Ⅱ-0 㻡㻜㻡㻙㻡㻝㻢 ニホンザル 骨 㻠㻡㻚㻝 㻟㻤㻚㻜 㻞㻟㻚㻠 㻣㻚㻥 㻝㻞㻠

㻞㻜㻞 㻝 の 骨 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅰ-0 㻠㻤㻜 ン 骨 㻝㻟㻚㻥 㻟㻥㻚㻤 㻡㻚㻣 㻝㻚㻠 カ マー 㻤㻠

㻞㻜㻞 㻞 の 骨 不明 Ⅳ-0 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 カ シカ 骨 㻟㻥㻚㻢 㻟㻥㻚㻞 㻞㻡㻚㻜 㻝㻠㻚㻡 カ マー 㻤㻤

㻞㻜㻞 㻟 の 骨 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻤 Ⅱ-0 㻟㻝㻠 カ シカ 骨 㻢㻡㻚㻣 㻟㻡㻚㻣 㻞㻜㻚㻡 㻤㻚㻟 カ マー 㻤㻥

㻞㻜㻞 㻠 の 骨 不明 Ⅱ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 ノ 尺骨 㻣㻞㻚㻠 㻝㻟㻚㻢 㻣㻚㻢 㻜㻚㻥 カ マー 㻝㻜㻝

㻞㻜㻞 㻡 の 骨 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-0 㻠㻢㻜㻙㻠㻣㻜 骨 㻤㻞㻚㻣 㻣㻚㻟 㻣㻚㻤 㻝㻚㻟 カ マー 㻤㻡

㻞㻜㻞 㻢 の 骨 不明 Ⅲ-2 㻠㻝㻜 イノシシ 㻠㻞㻚㻝 㻠㻝㻚㻤 㻞㻤㻚㻝 㻣㻚㻡 カ マー 㻝㻜㻡

㻞㻜㻞 㻣 の 骨 不明 Ⅰ-0 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 イノシシ 骨 㻡㻟㻚㻜 㻝㻞㻜㻚㻥 㻞㻢㻚㻤 㻞㻢㻚㻠 カ マー 㻥㻠

㻞㻜㻞 㻤 の 骨 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 イノシシ 中足骨 㻥㻜㻚㻤 㻞㻜㻚㻣 㻞㻜㻚㻢 㻝㻢㻚㻤 カ マー 㻥㻟

㻞㻜㻞 㻥 の 骨 不明 Ⅱ-3 㻟㻥㻜㻙㻠㻝㻜 イノシシ? 骨 㻥㻠㻚㻡 㻡㻟㻚㻞 㻟㻟㻚㻣 㻟㻣㻚㻝 㻠㻜㻝㻝㻝 㻝㻝㻠

㻞㻜㻞 㻝㻜 の 骨 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅲ-3 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 イノシシ 中手骨 㻡㻝㻚㻥 㻞㻢㻚㻡 㻝㻢㻚㻜 㻣㻚㻣 カ マー 㻝㻝㻟

㻞㻜㻞 㻝㻝 の 骨 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ-3 㻠㻡㻜 イノシシ 中手骨 㻢㻞㻚㻢 㻝㻡㻚㻣 㻝㻟㻚㻣 㻠㻚㻡 カ マー 㻝㻝㻞

㻞㻜㻞 㻝㻞 の 骨 不明 不明 不明 イノシシ 骨 㻝㻝㻞㻚㻥 㻠㻣㻚㻢 㻟㻞㻚㻝 㻡㻠㻚㻜 カ マー 㻝㻜㻣

㻞㻜㻟 㻝 針 1967/7？ 㻝㻣㻜㻙㻝㻤㻜 不明 不明 㻟㻚㻞 㻜㻚㻡 㻜㻚㻟 㻜㻚㻢 焼け 㻡㻝㻟㻢 㻲㻡㻝㻟㻢

㻞㻜㻟 㻞 針 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 -3 460？ 不明 不明 㻞㻚㻣 㻜㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻟 㻡㻝㻟㻣 㻲㻡㻝㻟㻣

㻞㻜㻟 㻟 針 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 -3 460？ 不明 不明 㻞㻚㻤 㻜㻚㻠 㻜㻚㻟 㻜㻚㻠 㻡㻝㻟㻤 㻲㻡㻝㻟㻤

㻞㻜㻟 㻠 針 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻤 -1 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 不明 不明 㻞㻚㻜 㻜㻚㻢 㻜㻚㻞 㻜㻚㻞 㻡㻝㻠㻜 㻲㻡㻝㻠㻜

㻞㻜㻟 㻡 針？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 -2 㻝㻣㻜 不明 不明 㻣㻚㻜 㻜㻚㻢 㻜㻚㻟 㻝㻚㻢 㻡㻞㻜㻠 㻲㻡㻞㻜㻠

㻞㻜㻟 㻢 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 㻡㻡㻙㻣㻡 不明 四肢骨 㻤㻚㻥 㻞㻚㻜 㻝㻚㻜 㻟㻚㻢 㻡㻞㻜㻞 㻲㻡㻞㻜㻞

㻞㻜㻟 㻣 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 -2 㻤㻡㻙㻝㻜㻡 不明 不明 㻣㻚㻣 㻜㻚㻥 㻜㻚㻤 㻟㻚㻟 㻡㻞㻜㻡 㻲㻡㻞㻜㻡

㻞㻜㻟 㻤 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -1 㻝㻝㻜㻙㻝㻞㻜 不明 不明 㻟㻚㻥 㻜㻚㻥 㻜㻚㻠 㻝㻚㻜 焼け 㻡㻝㻜㻝 㻲㻡㻝㻜㻝

㻞㻜㻟 㻥 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻠 -2 㻣㻡㻙㻥㻡 不明 四肢骨？ 㻟㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻢 㻟㻚㻟 孔 㻡㻝㻞㻥 㻲㻡㻝㻞㻥

㻞㻜㻟 㻝㻜 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -2 㻢㻡㻙㻣㻡 不明 不明 㻠㻚㻣 㻝㻚㻝 㻜㻚㻠 㻞㻚㻡 㻡㻝㻟㻜 㻲㻡㻝㻟㻜

㻞㻜㻟 㻝㻝 ヘラ状？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -2 㻝㻜㻜㻙㻝㻞㻜 不明 不明 㻞㻚㻟 㻜㻚㻤 㻜㻚㻞 㻜㻚㻡 㻡㻝㻟㻠 㻲㻡㻝㻟㻠

㻞㻜㻟 㻝㻞 装身具？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -2 㻝㻜㻜㻙㻝㻞㻜 ツキノワグマ 歯 㻠㻚㻡 㻝㻚㻞 㻜㻚㻤 㻟㻚㻥 㻡㻝㻟㻡 㻲㻡㻝㻟㻡

㻞㻜㻟 㻝㻟 不定形骨製品 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 -1 㻝㻣㻜㻙㻝㻤㻜 不明 四肢骨 㻢㻚㻥 㻞㻚㻝 㻜㻚㻡 㻟㻚㻝 状 㻡㻞㻜㻢 㻲㻡㻞㻜㻢

㻞㻜㻠 㻝 の シカ 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 㻡㻡㻙㻣㻡 ニホンジカ 㻝㻞㻞㻚㻠 㻢㻤㻚㻣 㻞㻡㻚㻟 㻟㻥㻚㻡 㻠㻜

㻞㻜㻠 㻞 加工痕のある骨 不明 -2 㻞㻜㻙㻝㻜㻜 ニホンジカ 骨 㻝㻞㻝㻚㻡 㻟㻤㻚㻣 㻞㻥㻚㻤 㻟㻣㻚㻝 㻠㻜㻝㻜㻞 㻝㻝㻤

㻞㻜㻠 㻟 加工痕のある骨 不明 -4 㻞㻜㻙㻝㻜㻜 ニホンジカ 中足骨 㻝㻟㻣㻚㻝 㻟㻞㻚㻞 㻞㻠㻚㻡 㻟㻝㻚㻜 㻠㻜㻝㻜㻟 㻝㻝㻡

付表4　骨角器観察表 ⑵
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種 形態 発掘年月日 区画 レベル
長さ
（㎜）

幅
（㎜）

厚さ
（㎜）

重量
（g）

備　　　考
実測
番号

㻞㻜㻡 㻝 メダカラガイ 輪状 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅱ 㻞㻟㻜㻙㻞㻠㻜 㻝㻟㻚㻥 㻤㻚㻟 㻡㻚㻝 㻜㻚㻟 切断面の一部を研磨・205-13、205-14、205-34と共伴 㼀㻞 㻿㻤 㻡㻥

㻞㻜㻡 㻞 メダカラガイ 輪状 㻝㻥㻢㻢㻛㻤㻛㻝㻤 Ⅱ 㻞㻢㻜㻙㻞㻣㻜 㻝㻡㻚㻢 㻥㻚㻢 㻡㻚㻞 㻜㻚㻟 切断面の一部を研磨 㼀㻟 㻿㻞 㻢㻜

㻞㻜㻡 㻟 メダカラガイ 輪状 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻟㻤㻜 㻝㻡㻚㻢 㻥㻚㻣 㻠㻚㻣 㻜㻚㻡 切断面のほとんどを研磨・205-28と共伴 㼀㻢 㻿㻠 㻢㻡

㻞㻜㻡 㻠 メダカラガイ 輪状 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-2 㻟㻤㻜㻙㻟㻥㻜 㻝㻟㻚㻝 㻣㻚㻥 㻟㻚㻥 㻜㻚㻞 切断面全周を研磨 㼀㻢 㻿㻝 㻢㻠
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㻞㻜㻢 㻝㻥 タカラガイ類 殻背部 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅲ-2 㻟㻜㻜㻙㻟㻝㻜 㻝㻝㻚㻡 㻝㻜㻚㻜 㻠㻚㻠 㻜㻚㻞 切断面研磨なし 㼀㻠 㻿㻝㻟 㻝㻜

㻞㻜㻢 㻞㻜 タカラガイ類 殻背部 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 㻝㻟㻚㻤 㻝㻞㻚㻝 㻠㻚㻢 㻜㻚㻟 切断面研磨なし 㼀㻠 㻿㻝㻞 㻥

㻞㻜㻢 㻞㻝 タカラガイ類 殻背部 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-2 㻟㻝㻜㻙㻟㻞㻜 㻝㻜㻚㻞 㻥㻚㻝 㻡㻚㻜 㻜㻚㻞 切断面研磨なし 㼀㻠 㻿㻝㻠 㻝㻝

㻞㻜㻢 㻞㻞 タカラガイ類 殻背部 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻡 Ⅰ 㻙 㻝㻟㻚㻥 㻝㻟㻚㻝 㻠㻚㻢 㻜㻚㻟 切断面研磨なし 㼀㻞 㻿㻠 㻥㻤

㻞㻜㻢 㻞㻟 タカラガイ 殻背部 1966/5/？ Ⅰ 㻙 㻞㻞㻚㻜 㻝㻟㻚㻜 㻡㻚㻡 㻜㻚㻠 切断面研磨なし 㼀㻞 㻿㻝㻞 㻝㻜㻜

㻞㻜㻢 㻞㻠 タカラガイ類 殻背部 1966/5/？ Ⅲ-２ 㻙 㻝㻢㻚㻡 㻝㻣㻚㻡 㻢㻚㻢 㻜㻚㻤 切断面研磨なし 㼀㻞 㻿㻝㻠 㻝㻜㻝

㻞㻜㻢 㻞㻡 タカラガイ類 殻背部 㻝㻥㻢㻢㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-1 㻙 㻝㻢㻚㻟 㻝㻟㻚㻜 㻠㻚㻤 㻜㻚㻡 切断面研磨なし 㼀㻞 㻿㻝㻣 㻝㻜㻞

㻞㻜㻢 㻞㻢 タカラガイ類 殻背部 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻜 Ⅰ-奥 㻙 㻝㻠㻚㻣 㻝㻟㻚㻣 㻠㻚㻢 㻜㻚㻡 切断面研磨なし 㼀㻠 㻿㻞 㻝㻜㻣

㻞㻜㻣 㻝 ツノガイ 筒状 1966/8/？ Ⅱ 㻞㻝㻣 㻝㻡㻚㻢 㻡㻚㻣 㻡㻚㻝 㻜㻚㻟 切断面凹凸のある研磨 㼀㻟 㻿㻠 㻞㻝

㻞㻜㻣 㻞 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻟㻤㻜 㻝㻡㻚㻟 㻣㻚㻝 㻣㻚㻞 㻜㻚㻢 切断面凹凸のある研磨 㼀㻢 㻿㻝㻝 㻞㻤

㻞㻜㻣 㻟 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 トレンチ 㻠㻜㻜㻙㻠㻝㻜 㻞㻟㻚㻠 㻡㻚㻠 㻡㻚㻠 㻜㻚㻟 切断面研磨・灰色・207-4と共伴 㼀㻡 㻿㻣 㻞㻞

㻞㻜㻣 㻠 ツノガイ 筒状・一部欠 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 トレンチ 㻠㻜㻜㻙㻠㻝㻜 㻤㻚㻤 㻠㻚㻢 㻠㻚㻠 㻜㻚㻝 切断面弱い研磨・灰色 㼀㻡 㻿㻤 㻞㻟

㻞㻜㻣 㻡 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-2 㻠㻜㻜㻙㻠㻝㻜 㻞㻝㻚㻢 㻡㻚㻞 㻠㻚㻡 㻜㻚㻟 切断面弱い研磨・縦方向に列溝あり 㼀㻡 㻿㻥 㻞㻠

㻞㻜㻣 㻢 ツノガイ 筒状・一部欠 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅳ 㻠㻝㻜㻙㻠㻞㻜 㻞㻜㻚㻜 㻡㻚㻢 㻢㻚㻜 㻜㻚㻟 切断面研磨・表面光沢 㼀㻡 㻿㻝㻜 㻝

㻞㻜㻣 㻣 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 㻞㻤㻚㻣 㻢㻚㻣 㻢㻚㻞 㻜㻚㻣 切断面凹凸のある研磨・207-8と共伴 㼀㻣 㻿㻡 㻞㻥

㻞㻜㻣 㻤 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻣 Ⅱ-3 㻠㻞㻜㻙㻠㻟㻜 㻞㻝㻚㻞 㻤㻚㻡 㻤㻚㻟 㻝㻚㻡 切断面研磨・表面光沢 㼀㻣 㻿㻠 㻝㻝㻠

㻞㻜㻣 㻥 ツノガイ 筒状・一部欠？加工？ 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 㻟㻝㻚㻢 㻢㻚㻤 㻡㻚㻣 㻜㻚㻣 切断面研磨・赤色の痕跡・下面に半円状の加工か 㼀㻢 㻿㻡 㻝㻝㻟

㻞㻜㻣 㻝㻜 ツノガイ 筒状・一部欠 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻠㻟㻜㻙㻠㻠㻜 㻞㻟㻚㻢 㻡㻚㻠 㻡㻚㻞 㻜㻚㻠 切断面やや弱い研磨 㼀㻢 㻿㻤 㻞㻡

㻞㻜㻣 㻝㻝 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 㻟㻜㻚㻢 㻡㻚㻤 㻡㻚㻜 㻜㻚㻡 切断面凹凸のある研磨・表面やや光沢あり 㼀㻝㻝 㻿㻡 㻝㻥

㻞㻜㻣 㻝㻝 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻤 Ⅲ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 㻟㻜㻚㻢 㻡㻚㻤 㻡㻚㻜 㻜㻚㻡 切断面凹凸のある研磨・灰色 㼀㻝㻝 㻿㻡 㻝㻥

㻞㻜㻣 㻝㻟 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻤 Ⅱ-2 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 㻞㻞㻚㻞 㻢㻚㻜 㻡㻚㻣 㻜㻚㻤 切断面研磨 㼀㻣 㻿㻣 㻟㻝

㻞㻜㻣 㻝㻠 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅲ-1 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 㻝㻡㻚㻞 㻡㻚㻠 㻡㻚㻡 㻜㻚㻟 切断面凹凸のある研磨 㼀㻣 㻿㻥 㻟㻟

㻞㻜㻣 㻝㻡 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻢 Ⅲ-1 㻠㻡㻜㻙㻠㻢㻜 㻝㻢㻚㻠 㻠㻚㻢 㻠㻚㻣 㻜㻚㻠 切断面ほとんどを研磨・表面光沢 㼀㻤 㻿㻝 㻟㻠

㻞㻜㻣 㻝㻢 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻣㻛㻞㻥 Ⅱ-2 㻠㻡㻜㻙㻠㻤㻜 㻞㻜㻚㻝 㻡㻚㻢 㻡㻚㻣 㻜㻚㻡 切断面ほとんどを研磨 㼀㻣 㻿㻤 㻟㻞

㻞㻜㻣 㻝㻣 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻤 Ⅱ-3 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 㻝㻥㻚㻞 㻠㻚㻤 㻠㻚㻤 㻜㻚㻡 切断面やや弱い研磨 㼀㻤 㻿㻞 㻟㻡

㻞㻜㻣 㻝㻤 ツノガイ 筒状・一部欠 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 㻞㻝㻚㻤 㻠㻚㻥 㻠㻚㻥 㻜㻚㻢 切断面折れか・207-19と共伴 㼀㻥 㻿㻢 㻟㻣
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（㎜）

重量
（g）

備　　　考
実測
番号
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㻞㻜㻣 㻝㻥 ツノガイ 筒状・一部欠 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻟 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 㻟㻡㻚㻣 㻢㻚㻜 㻡㻚㻡 㻜㻚㻥 切断面弱い研磨、欠損 㼀㻥 㻿㻡 㻟㻤

㻞㻜㻣 㻞㻜 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻣㻜㻛㻡㻛㻞㻟 Ⅱ-2 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 㻝㻠㻚㻢 㻢㻚㻟 㻢㻚㻟 㻜㻚㻡 切断面研磨・表面光沢 㼀㻼㻥 㻿㻝 㻝㻝㻡

㻞㻜㻣 㻞㻝 ツノガイ 筒状・一部欠 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻡㻜㻜㻙㻡㻝㻜 㻝㻣㻚㻤 㻢㻚㻜 㻡㻚㻣 㻜㻚㻟 切断面凹凸のある研磨、欠損 㼀㻝㻝 㻿㻠 㻝㻤

㻞㻜㻣 㻞㻞 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 㻝㻥㻚㻠 㻡㻚㻜 㻠㻚㻥 㻜㻚㻡 切断面 を け 研磨・表面光沢・208-16と共伴 㼀㻝㻜 㻿㻠 㻟㻢

㻞㻜㻣 㻞㻟 ツノガイ 筒状・一部欠 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻝 Ⅳ-1 㻡㻣㻜 㻝㻡㻚㻟 㻠㻚㻤 㻠㻚㻣 㻜㻚㻞 切断面研磨、欠損・表面やや光沢あり 㼀㻝㻜 㻿㻞 㻝㻠

㻞㻜㻣 㻞㻠 ツノガイ 筒状 㻙 㻙 㻙 㻤㻚㻞 㻠㻚㻣 㻠㻚㻢 㻜㻚㻞 切断面研磨 㼀㼄 㻿㻝 㻟㻥

㻞㻜㻣 㻞㻡 ツノガイ 筒状 㻙 㻙 㻙 㻝㻝㻚㻡 㻟㻚㻡 㻟㻚㻢 㻜㻚㻝 切断面ほ 研磨 㼀㼄 㻿㻝㻝 㻠㻜

㻞㻜㻣 㻞㻢 カ ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻟㻤㻜 㻝㻝㻚㻤 㻟㻚㻤 㻟㻚㻡 㻜㻚㻝 切断面研磨、 状・207-27と共伴 㼀㻢 㻿㻥 㻞㻢

㻞㻜㻣 㻞㻣 カ ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻟㻤㻜 㻞㻝㻚㻤 㻡㻚㻝 㻠㻚㻢 㻜㻚㻡 切断面研磨 㼀㻢 㻿㻝㻜 㻞㻣

㻞㻜㻣 㻞㻤 ツノガイ 状 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻝 Ⅰ 㻞㻝㻢㻙㻞㻞㻝 㻡㻚㻡 㻡㻚㻢 㻝㻚㻟 測 切断面研磨 㼀㻠 㻿㻥 㻠㻝

㻞㻜㻣 㻞㻥 ツノガイ 状 㻝㻥㻢㻤㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-2 㻟㻤㻜 㻡㻚㻤 㻢㻚㻜 㻝㻚㻣 測 切断面研磨 㼀㻢 㻿㻣 㻠㻞

㻞㻜㻣 㻟㻜 ツノガイ 状 㻙 㻙 㻙 㻠㻚㻥 㻠㻚㻥 㻝㻚㻤 測 切断面研磨 㼀㼄 㻿㻝㻞 㻠㻟

㻞㻜㻣 㻟㻝 ツノガイ 状 㻙 㻙 㻙 㻠㻚㻠 㻠㻚㻡 㻝㻚㻟 測 切断面研磨 㼀㼄 㻿㻝㻞 㻠㻠

㻞㻜㻣 㻟㻞 ツノガイ 状 㻙 㻙 㻙 㻠㻚㻡 㻠㻚㻢 㻝㻚㻟 測 切断面研磨 㼀㼄 㻿㻝㻞 㻠㻡

㻞㻜㻤 㻝 イモガイ 輪状 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻞 Ⅲ 㻟㻝㻞 㻝㻞㻚㻞 㻝㻞㻚㻣 㻝㻚㻥 㻜㻚㻠 全面研磨 㼀㻠 㻿㻝㻝 㻤

㻞㻜㻤 㻞 イモガイ 輪状・半欠 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻞㻟 Ⅲ-3 㻟㻞㻜㻙㻟㻟㻜 㻞㻜㻚㻢 㻝㻞㻚㻢 㻞㻚㻟 㻜㻚㻠 全面研磨 㼀㻠 㻿㻝㻜 㻣

㻞㻜㻤 㻟 イモガイ 輪状 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅱ-1 㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜 㻝㻞㻚㻟 㻝㻞㻚㻤 㻝㻚㻢 㻜㻚㻟 全面研磨・208-3、4、5 と て 㼀㻡 㻿㻝㻢 㻢

㻞㻜㻤 㻠 イモガイ 輪状 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅱ-1 㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜 㻝㻜㻚㻠 㻝㻝㻚㻝 㻝㻚㻟 㻜㻚㻞 全面研磨 㼀㻡 㻿㻝㻢 㻠

㻞㻜㻤 㻡 イモガイ 輪状 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 Ⅱ-1 㻟㻣㻜㻙㻟㻤㻜 㻝㻜㻚㻤 㻝㻝㻚㻠 㻝㻚㻤 㻜㻚㻞 全面研磨 㼀㻡 㻿㻝㻢 㻡

㻞㻜㻤 㻢 イモガイ 輪状（ ） 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 Ⅱ-2 㻟㻤㻜 㻝㻟㻚㻣 㻝㻟㻚㻢 㻝㻚㻡 㻜㻚㻞 全面（やや い）研磨 㼀㻡 㻿㻝㻠 㻠㻢

㻞㻜㻤 㻣 イモガイ 輪状（ ） 㻝㻥㻢㻣㻛㻝㻝㻛㻟㻜 Ⅱ-2 㻟㻥㻡 㻝㻝㻚㻞 㻝㻝㻚㻤 㻝㻚㻟 㻜㻚㻝 全面（やや い）研磨・ 下 㼀㻡 㻿㻝㻣 㻠㻣

㻞㻜㻤 㻤 イモガイ 輪状（ ） 㻝㻥㻢㻣㻛㻝㻝㻛㻟㻜 Ⅱ-2 㻟㻥㻡 㻝㻜㻚㻡 㻝㻜㻚㻝 㻝㻚㻢 㻜㻚㻝 全面（やや い）研磨・ 下 㼀㻡 㻿㻝㻣 㻠㻤

㻞㻜㻤 㻥 イモガイ 輪状（ ） 㻝㻥㻢㻣㻛㻝㻝㻛㻟㻜 Ⅱ-2 㻟㻥㻡 㻝㻜㻚㻜 㻝㻜㻚㻟 㻝㻚㻟 㻜㻚㻝 全面（やや い）研磨・ 下 㼀㻡 㻿㻝㻣 㻠㻥

㻞㻜㻤 㻝㻜 イモガイ 輪状・半欠 㻙 㻙 㻙 㻥㻚㻢 㻥㻚㻣 㻝㻚㻢 㻜㻚㻝 全面研磨 㼀㼄 㻿㻝㻢 㻡㻜

㻞㻜㻤 㻝㻝 イモガイ 輪状・半欠 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻝㻡 奥の院 㻠㻠㻜㻙㻠㻡㻜 㻝㻥㻚㻤 㻝㻠㻚㻝 㻠㻚㻠 㻜㻚㻥 全面研磨 㼀㻝㻝 㻿㻣 㻞㻜

㻞㻜㻤 㻝㻞 イモガイ 輪状（厚） 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻞 Ⅲ-0 㻠㻣㻜㻙㻡㻜㻜 㻝㻜㻚㻣 㻝㻝㻚㻠 㻟㻚㻠 㻜㻚㻡 全面研磨 㼀㻥 㻿㻣 㻝㻝㻢

㻞㻜㻤 㻝㻟 イモガイ 輪状・半欠 㻝㻥㻢㻥㻛㻡㻛㻝㻥 Ⅱ-3 㻠㻥㻜㻙㻡㻜㻜 㻞㻜㻚㻞 㻝㻟㻚㻢 㻠㻚㻝 㻝㻚㻜 全面研磨・赤色の痕跡 㼀㻤 㻿㻟 㻡㻞

㻞㻜㻤 㻝㻠 イモガイ 輪状・半欠 㻝㻥㻣㻜㻛㻢㻛㻝㻠 Ⅲ-2 㻡㻝㻜㻙㻡㻞㻜 㻝㻣㻚㻥 㻥㻚㻠 㻟㻚㻞 㻜㻚㻟 全面研磨 㼀㻥 㻿㻤 㻡㻟

㻞㻜㻤 㻝㻡 イモガイ 輪状（厚） 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻞㻜 Ⅲ-2 㻡㻞㻜 㻝㻡㻚㻝 㻝㻡㻚㻡 㻡㻚㻜 㻝㻚㻣 全面研磨 㼀㻝㻜 㻿㻟 㻝㻝㻣

㻞㻜㻤 㻝㻢 イモガイ 輪状（ ）・一部欠 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻛㻝㻥 Ⅲ-1 㻡㻞㻜㻙㻡㻟㻜 㻝㻝㻚㻣 㻝㻞㻚㻜 㻝㻚㻞 㻜㻚㻞 全面研磨・赤色の痕跡・207-22と共伴 㼀㻝㻜 㻿㻡 㻝㻡

㻞㻜㻤 㻝㻣 イモガイ 輪状（厚） 㻝㻥㻢㻣㻛㻠㻛㻫 㻙 㻙 㻞㻝㻚㻡 㻞㻞㻚㻞 㻟㻚㻟 㻝㻚㻥 全面研磨 㼀㻠 㻿㻝 㻡㻝

㻞㻜㻥 㻝 シ ガイ ？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 Ⅲ-2 㻟㻠㻜㻙㻟㻡㻜 㻝㻟㻚㻢 㻝㻜㻚㻥 㻥㻚㻝 㻜㻚㻡 研磨による穿孔か 㼀㻡 㻿㻝㻟 㻝㻝㻤

㻞㻜㻥 㻞 シ ガイ ？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 㻙 㻙 㻝㻡㻚㻣 㻤㻚㻤 㻤㻚㻠 㻜㻚㻡 研磨による穿孔か・切断面一部研磨 㼀㻡 㻿㻝㻞 㻡㻠

㻞㻜㻥 㻟 ミ ナ ？ 㻝㻥㻣㻝㻛㻣㻛㻞㻜 奥の院 㻞㻠㻜㻙㻞㻡㻜 㻞㻟㻚㻥 㻥㻚㻣 㻥㻚㻣 㻜㻚㻥 加工 しく 欠損 㼀㻝㻝 㻿㻢 㻡㻢

㻞㻜㻥 㻠 イガイ ？ 1966 8？ Ⅲ 㻞㻠㻜 㻞㻟㻚㻜 㻟㻜㻚㻢 㻝㻝㻚㻜 㻟㻚㻢 切断面研磨 㼀㻟 㻿㻝 㻝㻝㻥

㻞㻜㻥 㻡 カ シン ガイ 赤色 㻝㻥㻣㻜㻛㻝㻜㻙 Ⅱ-3 500 㻞㻡㻚㻤 㻠㻟㻚㻠 㻝㻜㻚㻡 㻠㻚㻢 内面に赤色 㻝㻞㻜

㻞㻝㻜 㻝 メダカラガイ 輪状 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -2 㻢㻡㻙㻣㻡 㻝㻣㻚㻣 㻝㻜㻚㻞 㻡㻚㻡 㻜㻚㻠 切断面一部研磨・210-2と共伴 㼀㻡 㻿㻝 㻢㻞

㻞㻝㻜 㻞 メダカラガイ 穿孔・破損 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻟 -2 㻢㻡㻙㻣㻡 㻝㻠㻚㻞 㻥㻚㻤 㻡㻚㻣 㻜㻚㻟 背面研磨 㼀㻡 㻿㻞 㻝㻜㻥

㻞㻝㻜 㻟 ツノガイ 筒状 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻡 -2 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 㻝㻥㻚㻝 㻟㻚㻢 㻟㻚㻥 㻜㻚㻞 切断面研磨 㼀㻡 㻿㻝㻝 㻞

㻞㻝㻜 㻠 イモガイ 輪状・半欠 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻠 -1 㻝㻞㻜㻙㻝㻠㻜 㻞㻞㻚㻜 㻝㻝㻚㻣 㻟㻚㻞 㻜㻚㻣 全面研磨 㼀㻡 㻿㻝㻡 㻟

㻞㻝㻜 㻡 イガイ ？ 㻝㻥㻢㻣㻛㻣㻛㻞㻢 -2 㻝㻣㻡 㻝㻥㻚㻡 㻞㻟㻚㻝 㻤㻚㻥 㻝㻚㻤 部欠損 しく 穿孔か 㼀㻡 㻿㻞㻠 㻡㻡

付表5　貝製品観察表 ⑵
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付表　調査・整理作業参加者他一覧表
　50年以上続いた栃原岩陰遺跡「栃原岩陰部」の発掘、研究、整理作業には、故人も含め、実に多く
の方々が関わり、全てを正確に網羅することは困難であった。
　ここでは、主に藤田 敬の残した参加者リストと、北相木村教育委員会で把握できた方々をあげ、
感謝の意を表したい。不備等については、平にご容赦を願う。

付表　調査・整理作業参加者他一覧表
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氏　名 分担等 氏　名 分担等 氏　名 分担等
野　茂美 　　〃 佐藤　 太 整理作業 会田　進
山まゆ 　　〃 川 　 子 　　〃 部　 郎
田　和雄 　　〃 新海　達也 　　〃 大竹　幸恵

日下　 　　〃 杉 　貴史 　　〃 　成
口　和郎 　　〃 鈴木　健太 　　〃 金子　直行

神 　栄一 　　〃 鈴木　達也 　　〃 佐々木　由香
佐藤　 子 　　〃 鈴木　宏和 　　〃 茂原　信
井出　 　　〃 鈴木　佑太 　　〃 杉原　 夫
池田　真 　　〃 藤　友美子 　　〃 田辺　 隆
高柳　三雄 　　〃 関根　 一 　　〃 　隆
神 　 平 　　〃 沢　一 　　〃 藤　 一
小平 雄 　　〃 　岳二 　　〃 中沢　道彦

井　武美 　　〃 戸塚　 　　〃 中村　由克
野沢 太郎 　　〃 直井　信介 　　〃 　浩郎
三井　栄子 　　〃 中島　透 　　〃 　 男
田中　 美 　　〃 中島　恵 　　〃 東村　武信
丸山　和子 　　〃 中 　 太 　　〃 本郷一美
山田　 　　〃 野口　 　　〃 宮崎　 雄

島　正 　　〃 長谷川　 　　〃 山 　
古谷美喜男 　　〃 部　 　　〃 山田　 久
小林　孝 　　〃 平井　義敏 　　〃 田　
岩井　 　　〃 平原　信 　　〃 　 男
宮坂　利夫 　　〃 間　 香 　　〃
野平ふ 子 整理作業 藤山　 　　〃
相藤　 恵 　　〃 堀　 介 　　〃

坂　 　　〃 真下　直貴 　　〃
伊沢　加 子 　　〃 三木　恵介 　　〃

　洋江 　　〃 宮本　由子 　　〃
井出　浩正 　　〃 　 人 　　〃
井上　 季 　　〃 矢沢　健太 　　〃
岩 　 子 　　〃 山崎　晃 　　〃
岩井　聖 　　〃 山崎　太郎 　　〃
岩 　 　　〃 山　真 　　〃
岩 　 　　〃 吉永　 紀子 　　〃 関等
江口　 彦 　　〃 利 　 多郎 　　〃 　 会
江田　真毅 　　〃 渡辺　 　　〃 　臼田 会

川　 　　〃 渡辺　雄大 　　〃 　 会 加 分析研究
大網　信良 　　〃 渡 　 　　〃 　国 学博
大上　 　　〃
大塚　 明 　　〃 井出 正 保 整備委員

　長野 教育委員会

大橋　 　　〃 井出由紀夫 保 整備委員
　 会 西尾 作

尾崎　 羅 　　〃 池昭治 保 整備委員
　日本人 学 会

崎　 二 　　〃 池昭郎 保 整備委員
　 会 ・

川部　 　　〃 熊井　久雄 保 整備委員
　文　 　

川村　 　　〃 香原　志勢 保 整備委員
　保安 会

北森　 恵子 　　〃 戸沢　充則 保 整備委員
　明治大学 石研究

　道厚 　　〃 西沢　寿晃 保 整備委員
　明治大学古文 研究

田　大 　　〃 藤田　敬 保 整備委員
　 会 渡辺

小谷　真弘 　　〃 宮下　健司 保 整備委員
小林　克次 　　〃 山口文好 保 整備委員
佐々木　 美 　　〃 井 雄 保 整備委員
佐藤　美稲 　　〃 渡辺 男 保 整備委員
佐藤　 　　〃 渡辺 治 保 整備委員
佐藤　 登 　　〃
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写真図版1

栃原岩陰遺跡「栃原岩陰部」全景
（写真提供　国立科学博物館）

栃原岩陰遺跡調査風景
（写真提供　国立科学博物館）

灰層を含む土層の堆積
（写真提供　国立科学博物館）

4号人骨出土状況
（写真提供　国立科学博物館）
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写真図版2

人骨出土状況（個体番号不明）
（写真提供　国立科学博物館）

炉と思われる配石の例
（写真提供　国立科学博物館）
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「栃原岩陰部」西側から

「栃原岩陰部」内部

北相木村考古博物館展示 北相木村考古博物館展示
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磨面のある石鏃（図版番号125－2）

骨製縫針（図版番号185－4・185－3）

自然面・風化面を残す拇指状掻器
（図版番号133－9・130－15・130－5）

タカラガイ類の殻背部
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　60㎡ 学術調査

所 収遺 跡名 種 別 主 な 時 代

栃原岩陰遺跡 居住地 縄文時代

墓地 中期・前期 　骨角器・貝製品

　早期 　人骨・動物骨

弥生時代 　植物遺存体　等

　中期～後期

古代 弥生土器

土師器

　国史跡栃原岩陰遺跡は複数の岩陰を含むが、このうち遺跡西側の「栃原岩陰部」で
は、栃原岩陰遺跡発掘調査団を中心に、1965年～1978年にかけて、学術的な発掘調査
が行われた。
　主に縄文早期の土器、石器とともに、埋葬例5体を含む12体の人骨、動物骨、貝製
品、そして骨角器などが出土し、山間部では珍しい有機質遺物を多量に見る遺跡と
なった。さらに、岩陰部の遺物包含層は約5.6mにおよび、概ね時代順に堆積していた
と考えられ、考古学的に極めて重要な遺跡とされてきた。しかし、調査の中心を担っ
た方々が故人となられたこともあり、正式な報告書は刊行されなかった。
　そこで北相木村教育委員会では、遺物の整理作業等を引き継ぎ、その成果をまとめ
ることとした。本書では、縄文早期を中心とした多様な遺物を、今日的な視点で捉え
直し、調査当時の平面図、セクション図や、さらに近年行われた放射性炭素年代測定
などの成果を加え、遺跡理解の基礎資料として提示した。
　その結果、遺物包含層を５つの時期に区分し、特に縄文早期前葉から中葉における
岩陰利用の変遷を描いた。

縄文土器・石器 特に縄文早期の遺物

が多く、この時期の

骨角器や貝製品など

も多く出土した。

人骨は12体に及ぶ。

動物骨の破片数は、

推定10万点を超え

る。
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